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中央幼稚園にて

ド
ッ
ド
・
ザ
ッ
ザ
ー

タ
ッ
タ
・
刀
ッ
ガ
ー

フ
ル
ド
ー
ザ
ー
ガ
カ
強
く

う
な
り
を
あ
げ
て
力
ら
半
月

新
し
い
幼
稚
園
の
完
成
だ

庭
も
広
く
て
広
く
て

一
周
も
可
る
と
つ
力
れ
て
し
ま
う

毛
つ
だ
い
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
庭
だ

こ
れ
は
お
田
さ
ん
あ
父
さ
ん
力
ら

き
み
だ
ち
へ
の

愛
を
こ
め
だ
フ
レ
ゼ
ン
ト

そ
れ
に
十
分
応
え
て
や
っ
て

ち
田
さ
ん
の
あ
父
さ
ん
の

囲
笑
ん
だ
と
こ
ろ
を

何
回
も
見
せ
て
や
っ
て

四
月
は
な
に
も
力
も
新
し
く

木
の
芽
も
ふ
き
花
も
咲
き

き
み
だ
ち
も
新
し
い
期
待
で

い
つ
ば
い
だ
ろ
う

ガ
ん
ば
れ
ガ
ん
ば
れ

ち
び
つ
こ
だ
ち
ヨ

ほくらの

新しい幼稚園



昭和56年 4 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第235号 (2) 

明
和
村
公
平
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

明
和
村
議
会
が
三
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
会
期
七
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
議
会
で
は
①
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
②
明
和
村
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
③
明
和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
®
明

和
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑤
明
和
村
職
員
の
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
®
明
和
村
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑦
明
和
村
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑧
昭
和
五
十
六
年
度
明
和
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
な
ど
諮
問
一
件
、
村
長
提
出
議
案

十
五
件
、
議
員
提
出
議
案
三
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
員
一
致
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
最
後
に
一
般
質
問
二
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
村
長
や
各
担

当
課
長
が
答
弁
い
た
し
ま
し
た
。

な
議
案
内
容

明
和
村
人
権
擁
護
委
員
の

ひ
と
り
で
あ
る
坂
上
千
枝
子

（
中
谷
）
さ
ん
は
五
月
十
四

日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
す

が
、
再
び
坂
上
さ
ん
を
推
薦

す
る
こ
と
で
議
会
に
同
意
を

求
め
た
と
こ
ろ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

の
一
人
で
あ
る
和
田
実
さ
ん
（
上
江

黒
）
は
四
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
か
再
び
和
田
さ
ん
を
選
任

す
る
と
い
う
事
で
議
会
の
同
意
を
求

め
た
と
こ
ろ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
一
人
で
あ
る
篠
木
嘉
一
さ
ん
（
大

佐
賞
）
は
四
月
十
七
日
で
任
期
満
了

と
な
り
ま
す
か
再
び
篠
木
さ
ん
を
選

任
す
る
と
い
う
事
で
議
会
の
同
意
を

求
め
た
と
こ
ろ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
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一
1
8議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

告

E
且
言
i

農
業
共
済
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
委
員
や
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
、
監
査
委
員
な
ど
の

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
額
を
引
上
げ

る
議
案
で
‘
議
会
に
同
意
を
求
め
た

と
こ
ろ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
上
月
十
日
に
発
行
さ

れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。職

員
の
勤
務
時
間
・
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
四
週
に
一
回
土
曜

日
を
交
替
で
休
む
と
い
う
議
案
で
す
。

こ
れ
は
民
間
に
お
け
る
週
休
二
日
制

の
普
及
状
況
な
ど
、
社
会
一
般
の
情

勢
に
適
応
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

今
度
新
た
に
新
里
の
天
神
様
裏
に

中
央
幼
稚
園
か
新
築
・
移
転
さ
れ
る

の
で
、
所
在
地
か
新
里
二
九
八
番
地

の
一
か
ら
新
里
一
〇
七
番
地
に
変
更

さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
農
業
災
害
補
償
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
な
う
条
例
改
正
で

学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

明
和
村
の
農
業
共
済
事
業
を
行
う

た
め
に
‘
必
要
な
事
務
費
を
加
入
者

に
賦
課
す
る
総
額
を
前
年
と
同
率
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
共
済

の
賦
課
総
額
は
五
百
九
十
万
一
干
円

で
す
。一

般
会
計
補
正
予
算

歳
入
、
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
二
千
五

百
三
十
二
万
円
を
追
加
し
、
五
十
五

年
度
の
予
算
を
十
八
億
四
千
九
百
十

四
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
‘
邑
楽
町
に

建
設
さ
れ
る
精
薄
者
通
所
授
産
施
設

農
業
共
済
事
業
の
事
務

費
の
賦
課
総
額
等
の
決

定
に
つ
い
て

千
津
井
と
羽
生
市
を
結
ぶ
、
千
津

井
渡
船
の
運
航
を
本
年
度
も
県
よ
り

年
額
五
百
万
円
で
受
託
し
て
今
年
度

も
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

渡
船
越
立
請
負
受
託
に

つ
い
て

す
。主

な
も
の
は
、
果
樹
共
済
の
防
鳥
。

防
ひ
ょ
う
ネ
ッ
ト
栽
培
に
お
け
る
掛

金
の
軽
減
。
確
実
な
担
保
ま
た
は
、

保
証
を
立
て
た
場
合
、
納
付
期
限
か

延
長
に
な
る
と
い
っ
た
事
で
す
。
ま

た
‘
園
芸
施
設
共
済
で
は
、
今
ま
で

一
万
円
以
上
の
被
害
に
つ
い
て
共
済

金
か
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
三
万
円
以
上
と
し
ま
し
た
。

陽
光
園
の
補
助
金
五
十
八
万
三
千
円
。

施
設
園
芸
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
緊
急

設
置
事
業
補
助
金
百
六
十
五
万
九
千

円
。
県
営
土
地
改
良
事
業
受
益
者
負

担
金
の
追
加
一
千
七
万
八
千
円
な
ど

で
す
。

新
年
度
の
各
種
会
計
予
算
は
三
面

ー
六
面
に
詳
し
く
掲
載
し
ま
し
た
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

明
和
村
議
会
と
し
て
、
次
の
「
靖
国

神
社
公
式
参
拝
に
関
す
る
意
見
書
」

を
内
閣
総
理
大
臣
や
自
治
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
意
見
書
】

靖
国
神
社
は
、
戦
没
者
及
び
国
事

に
殉
じ
た
人
々
の
英
霊
か
ま
つ
ら
れ
、

国
民
尊
崇
の
念
禁
じ
得
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

し
か
る
に
、
戦
後
靖
国
神
社
は
国

の
手
を
離
れ
、
天
皇
陛
下
の
ご
参
拝

も
内
閣
総
理
大
臣
の
参
拝
も
す
べ
て

私
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、
ま
た
、

国
家
儀
礼
と
し
て
国
賓
の
参
拝
も
行

わ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
靖
国
神
社
の
公
式
参
拝
に
つ
い

て
、
格
段
の
努
力
を
い
た
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。
．

（
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
つ
づ
く
）

靖
国
神
社
公
式
参
拝
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

各
種
予
算
に
つ
い
て
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住み慶い村つくり書めさして
20億円でスタート（一般会計予算）

歳入

その他

国庫支出金

債 193,300千円
(9.7%) 

繰入金 279,000千円
(13.9%) 

村 税 489,261 千円
(24.5%) 

地方交付税 530,000千円
(26. 5%) 

＝
＿
月
十
一
日
、
村
議
会
の
冒
頭
、
奈
｛

良
村
長
は
新
年
度
の
予
算
を
上
程
す
る
~

に
あ
た
り
、
予
算
の
編
成
方
針
、
及
び
一

予
算
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。
一

内
容
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
~

し
こ
。t
 

わ
が
明
和
村
も
郷
土
の
輝
か
し
い
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

明
る
＜
平
和
な
村
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。

八
十
年
代
は
地
方
の
時
代
、
文
化

の
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
合
致
さ
せ
る
べ
く
、
明
和
村

も
よ
り
一
層
飛
躍
さ
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
前
年
同
様
「
子
や
孫
に
誇

れ
る
明
和
村
」
の
建
設
に
村
民
の
方

々
と
手
に
手
を
携
え
て
、
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
予

算
編
成
に
は
次
の
よ
う
な
事
を
十
分

考
慮
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

①
一
般
行
政
費
を
厳
し
く
抑
制
し
、

投
資
的
経
費
に
可
能
な
限
り
の
配
分

を
行
っ
た
。

②
福
祉
・
道
路
整
備
・
用
排
水
路
整

備
と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
重
点
事
項

\ 総 額 村が民負一担す人当る額たり 靡厚当たりか負 る額

村 村 民 禾兒 216,544干円 21,922 円 92,540円

税 固定資産税 190,403 19,275 81,369 

軽自動車税 8,128 823 3,473 
の

村たばこ消費税 31,479 3,187 13,452 

内 電 / ヌ 税 35,280 3,571 15,077 

訳 特別土地保有税 7,427 752 3,174 

合 計 489,261 49,530 209,085 

は
縮
少
し
な
い
。

③
教
育
の
向
上
を
図
る
た
め
、
明

和
中
学
校
を
改
築
す
る
。

④
明
る
い
村
づ
く
り
は
健
康
づ
く

り
か
ら
の
理
念
の
も
と
に
、
五
ヵ

年
計
画
で
利
根
川
河
川
敷
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
進
め
て
行
く
。

以
上
四
つ
の
大
き
な
柱
を
か
か

げ
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
、
村
誌
編
さ
ん
室
か
ら

民
俗
関
係
の
報
告
書
作
成
や
、
村

重
要
文
化
財
指
定
の
説
明
板
設
置

な
ど
文
化
の
香
り
を
隅
々
に
ま
で

た
だ
よ
わ
せ
、
さ
ら
に
は
健
康
管

理
と
し
て
、
肺
ガ
ン
検
診
な
ど
も
行

う
き
め
細
か
な
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

明
和
村
議
会
と
し
て
、
次
の
「
北

方
領
土
早
期
復
帰
実
現
に
関
す
る

決
議
書
」
を
内
閣
官
房
長
官
や
外

務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
を
議
決

し
ま
し
た
。

【
決
議
書
】

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島

及
び
択
捉
島
の
北
方
領
土
は
古
来

わ
か
国
、
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ

と
は
明
白
な
事
実
で
あ
り
、
そ
の

早
期
復
帰
の
実
現
は
国
民
的
悲
願

と
な
っ
て
い
る
。

し
か
る
に
戦
後
三
十
五
年
の
今

日
、
い
ま
だ
に
解
決
の
見
通
し
が

明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
は
な
は
だ
遺
憾

で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、

本
問
題
解
決
の
た
め
、
左
記
事
項

等
に
最
大
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

コ
し

＝
＝
ロ

一
、
国
民
世
論
を
背
景
と
し
た
日

ソ
交
渉
を
展
開
し
、
北
方
領
土
早

期
復
帰
の
実
現
を
期
す
る
こ
と
。

二
、
「
北
方
領
土
の
日
」
を
制
定

し
、
こ
の
日
を
中
心
と
す
る
全
国

民
的
な
啓
発
活
動
の
展
開
を
図
る

こ
と
。

石
村
嘉
男
議
員
の
廃
棄
物
の
処

辞
職
勧
告
決
議
に
つ
い
て

北
方
領
土
早
期
復
帰
実

現
に
関
す
る
決
議
に
つ

い
て

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

江
黒
排
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
違
反
事

件
は
、
最
高
裁
の
上
告
棄
却
に
よ
り

有
罪
か
確
定
し
、
議
会
の
体
面
を
汚

し
品
位
を
損
ね
た
責
任
は
重
い
こ
と

か
ら
明
和
村
議
会
と
し
て
、
石
村
議

員
に
辞
職
勧
告
を
決
議
し
ま
し
た
。

今
日
、
成
人
前
の
娘
を
持
つ
親
の

気
持
ち
は
せ
め
て
一
月
の
成
人
式
に

は
、
子
供
の
晴
着
を
着
た
姿
を
見
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
村
も
他
と
同
様
一
月
十
五
日
に

変
更
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〔
答
〕
秋
の
彼
岸
に
実
施
し
て
い
る

理
由
は
衣
服
の
簡
素
化
を
図
り
支
出

の
節
約
か
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
社
会
教
育
委

員
会
、
教
育
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
必
要
が

あ
れ
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
。千

津
井
・
上
、
下
江
黒
を
受
益
す
る

江
黒
排
水
路
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い

の
で
囲
り
が
湿
田
で
あ
り
ま
す
。
廃

用
堤
敷
の
払
い
下
げ
も
無
事
済
ん
だ

の
で
、
早
期
に
整
備
が
出
来
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。

〔
答
〕
基
幹
排
水
路
と
い
う
事
で
、

県
や
国
の
補
助
と
か
ら
め
て
実
施
し

た
い
の
で
、
県
の
土
地
改
良
事
務
所

等
と
相
談
し
、
早
期
に
着
手
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
行
き
た
い
。

成
人
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
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3
 

民 生 費
本
一
前
＿
比

年
一
年

度
一
度
＿
較

181,387 千円

165,464 千円

増 9.6% 会
国際障害者年の記念事業を実施—

村杜会福祉協議会をより強力にするための諸手当や、赤
ちゃんから老人までのいろいろの福祉手当や、国際障害者
年にちなみ障害者のための解説書作成や、講演会の実施な

どの費用が民生費に含まれてあります。
＊主な支出予算額は次のとおりです。
►村社会福祉協議会補助金 2,292千円

► 老人医療扶助費 42,164千円

► 老人クラブ育成助成金 1,314千円

►敬老年金 1,824千円

►乳幼児・重度障害者（児）医療扶助費 12,145千円
► 児童手当 14,840千円

►保育園園外保育バス代 364千円

► 老人健康診査委託料 467千円

► ねたきり老人介護慰労手当 300千円

4
 

ノ土—

倖I 生 費
本
一
前
一
比

年
一
年

度
一
度
一
較

56,351 千円

53,579千円

増 5.2%

肺ガン検診を実施

村民全員がこぞって健康で長寿になってもらおうと、新
たに 40歳以上の男性を対象に肺ガン検診を実施したり、成
人病を追放するため、みそ汁の塩分濃度を測定したりして、
健康な村づくりをつくるための費用が衛生費に含まれてあ

ります。

＊主な支出予算額は次のとおりです。
►結核X線間接撮影委託料 1,014千円

►循環器検診委託料 1,385千円

► 医薬材料費 2,049千円

► 邑楽館林医療事務組合負担金 5,513千円

►母子栄養強化牛乳支給費 1,074千円

►衛生害虫駆除用薬剤費 2,098千円

►廃棄物処理委託料 3,577千円

►館林衛生施設組合負担金 10,554千円

ー 吾羊
n我 費

本
一
前
一
比

年
一
年

度
一
度
＿
較

48,954千円

43,470千円

増 12.6%

一議員等の登退庁が一目でわかる電光表示盤を設置一

議員及び村長等の登退庁か一目でわかるように、電光表
示盤を 3 ヵ所庁内に取り付けたり、引き続き年 3 回の議会
広報紙の発行、その他議会運営に必要な経費が議会費に含
まれてあります。
＊主な支出予算額は次のとおりです。
►議員報酬費 23,316千円
►議員期末手当 9,521千円

►議員共済会公費負担金 2,052千円
►登退庁電光表示装置費 450千円
►議員控室冷暖房設備費 550千円
►広報紙議会だより発行費 573千円

2
 

公
‘
い

爺 務費
本
一
前
一
比

年
一
年

度
＿
度
一
較

241,312千円

187,444千円

増 28.7%

ー一国体に備えて案内板設置

役場裏の駐車場の舗装や58国体に備えて、梨やシクラメ
ン産地の案内板を 6 ヵ所設備したり、村誌の民俗関係の報
告書を印刷するなどの費用が総務費に含まれてあります。
＊主な支出予算額は次のとおりです。
►広報紙印刷代 2,846千円

►広報紙保存用ファイル 338千円

►屋外放送増設工事費 1,120千円

►役場駐車場舗装工事費 3,300千円

► 国体案内板整備工事費 558千円

►道路反射鏡設置工事費 1,500千円

► 区行政区交付金 1,520千円

► 民俗調査報告書印刷代 800千円

一般会計各項目予算額 ◎総額 ▲割合 ＊村民一人当たり

議
◎
▲
＊

会費

48,954千円

2.4% 

4,955 円: 
総務費

◎ 241,312千円

• 12.1% 

* 24 I 429 円

民生費

• 181, 387 千円
• 9.1% 

* 18,362 円

空

衛
◎
▲
＊

生 費
円千

％
円

561255’`. 
農林水産業費

◎ 187,933千円

• 9.4% 

* 19,025 円

”
9人
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苓
立
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芯
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・
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呈
愁

費
円

P

千
％
円
皇

ェ
1
5
6
1
9
3
9
,
0

,
'
ー
％
札
村
日

商
g
I
▲
＊
亨
虞
―

土木費

• 323 I 164千円
• |6.1% 

* 32 I 715 円

消
◎
▲
＊

費
円
千
％
円
／

防
7
6
4
9

紅

6
6
9
,
;
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費
『
％
円□
え

言

9
8
9

育

4
0
,
3
7
4
,

t
｀
胃

7
 

教
◎
▲
＊

公債費

◎ 115,941 千円

• 5.8% 

* 11,737 円

詈
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8 消防費 5 農林水産業費
度
度
較

年
年

本
前
比

75,764千円

73,387 千円

増 3.2%

度
度
較

年
年

本
前
比

187,933千円

20 I, 095千円

'減 6.5%

消防自動車を購入

昨年に引き続き防火水槽を 5 基新設し、また、消防自動

車を 1 台購入する費用などが消防費に含まれてあります。

＊主な支出予算額は次のとおりです。
►館林地区消防組合負担金

（常備消防費）

（非常備消防費）

（消防施設費）

► 防犯灯設置工事費

9 教育費

47,660千円

9,523千円

16,687千円

300千円

度
度
較

年
年

本
前
比

740,744千円

537,205千円

増 37.9%

明和中学校を改築

昨年は西小、中央幼稚園を新築しましたが、今度は明和

中学校の改築を行います。さらに 5 ヵ年計画で行う利根川

河川敷運動場（今年は野球場二面・ソフトボール場二面）

を整備する費用などが含まれてあります。

＊主な支出予算額は次のとおりです。

► 束毛広域圏市町村事業負担金

► 東小裏校舎水洗便所新設工事費

► 明中建設、設計、監理、仮設、解体費

►新校舎備品購入費

►体育協会交付金

►利根川河川敷運動場工事費

► !! 除草管理委託料

► 東小体育館、給食品等屋根塗装工事費
► 東小ダムウェーター取付工事費

► 西小ダムウェーター改修工事費
►学校給食費補助金

► 子供会助成金

► 公民館警備清掃業務委託料

小作地調査を実施

農業がよりよく経営できるように、本年度も引き続き農

業用水路や集落道の改良舗装を行ったり、新たに小作地調

査を実施する費用が農林水産業費に含まれてあります。

＊主な支出予算額は次のとおりです。

►農業近代化資金利子補給金 4,138千円

► 園芸農産振興補助金 1,394千円

►集落道改良舗装工事費 19,583千円

►農業資材保管施設整備事業補助金 27, 7~8千円

►農業用水路改良工事費 21,000千円
►環境排水路改良工事費 14,000千円

►小規模土地改良事業費 19,700千円

►農業用排水路浚渫費 2,000千円

► 県営土地改良事業受益者負担金 24,021千円

►農免農道整備事業調査費負担金 1,324千円

►農業用水路維持管理補助金 500千円

►稲作請負防除補助金 2,500千円

10 公債費

1,587千円

4,473千円

508,661千円

17,073千円

1,700千円

31,500千円

1,664千円

800千円

900千円

921千円

1,947千円

247千円

4,629千円

度
度
較

年
年

本
前
比

115,941 千円

85,394千円

増 35.8%

村が大きな事業を行う場合、村債をして行います。

その借りた村債を長年少しづつ返済していきます。その元

金の返済が50,820千円、利子が64,988千円、その他手数料

が133千円となっております。

＊主な予算額（返済）は次のとおりです。
► 公営住宅分 8,807千円

► 臨時市町村道整備分 23,822千円

►農道整備分 4,348千円

►農業基盤整備分 13,053千円

►公民館用地取得分 7,885千円

► 地方税減収補てん分 9,268千円

6 商工費
度
度
較

年
年

本
前
比

19 、 156 千円

15,836千円

増 21%

各種融資制度を用意

本村の商業、工業の振興のために各種の融資や助成を行

う費用が商工費に含まれてあります。

＊主な支出予算額は次のとおりです。

► 明和村商工会助成金

► 商業設備近代化資金貸付金

► 労働福祉施設資金貸付金

3,500千円

5,896千円

5,340千円

7 土木費
度
度
較

年
年

本
前
比

323 I 164千円

287,615千円

増 12.4%

千津井渡船を引続き運航

村の発展の基礎である土木費には狭い道路を広げたり、

舗装したり、橋を直したり、また、都市計画の土地区画整

理事業を地元に下ろして説明協議をしたりする費用が含ま

れています。

＊主な支出予算額は次のとおりです。

►道路補修用砕石代

► 軽自動車購入費

► 測量調査委託料

► 道路改良工事費

►舗装工事費

►道路用地買収費

►物件補償費

►都市計画事業推進業務委託料

►都市計画調査委託料

3,900千円

669千円

6,313千円

179,012千円

40,117千円

13,339千円

31,800千円

1,368千円

1,013千円
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過去 10ヵ年の
十
億
円

当初予算の推移 ^ 九
〔一般会計〕（ ）内は前年度と . 

四

比較しての伸び率 % 
です。

ノ＇‘ ヽ

億
七
五

゜』

゜万円
^ 億 • 

ノ＼

九
J¥ 

゜
億

゜
五
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、•一グ‘

五 万

億 円

゜゚五
四 五 七 万
億 四 円
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ノ＼ マ
億

゜
万 % 
円
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九

゜ ^ 七 ス
万

五 億

゜
九

円
--'-ノ‘ ーノ」‘ 

゜万 ^ ゜
九

円 % 億 万 % 

^ 
ヽ 八 九 円 ‘ヽ·-/'

...L. ノ‘ 九 ^ 七
% 

_._ ノ‘ 万
五_ -......., 四 円

万 ^ = 
% 
シ 円 % 

^ 
、一

゜
% 

七
'--' 

% 
、Oー／

47年 48 49 

〔
収
益
的
〕収

入

総
収
入
額
は
五
千
九
百
二
万
円
で

皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
使
用
料
か
、
約

五
千
五
十
五
万
円
で
全
体
の
約
八
五

•
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

支
出

50 51 52 53 54 

言

予
算
総
額
七
千

五
百
五
十
五
万
円

で
、
前
年
度
よ
り

0
．
六
％
の
伸
び
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

主
な
歳
入
は
皆

さ
ん
か
ら
の
共
済

掛
金
一
干
九
百
十

七
万
円
で
全
体
の

二
五
•
四
％
。
そ

の
他
県
よ
り
受
け

る
保
険
金
二
千
二

百
九
十
七
万
円
。

県
補
助
金
が
一
干

五
百
七
十
二
万
円

で
両
方
合
わ
せ
て

農
業
]

[
共
済
事
業

【
水
道
事
業
】

55 

( ）は昨年度
の割合です。

全
体
の
五
一
・
ニ
％
と
な
り
掛
金
と

保
険
金
そ
し
て
補
助
金
で
全
体
の
七

六
·
六
％
を
占
め
ま
す
。

歳
出

歳
出
の
主
な
も
の
は
被
害
農
家
へ

支
払
わ
れ
る
共
済
金
四
干
百
六
十
九

万
円
で
全
体
の
五
五
・
ニ
％
を
占
め

ま
す
。
そ
の
他
県
へ
支
払
う
保
険
料

三
百
八
十
三
万
円
。
無
事
戻
金
二
百

二
十
二
万
円
な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

56 

〔
特
別
会
計
〕

49,530円

202,470円

扶助費 75 、 064 千円
3.8%(4.0%) 

209,085円

I 

=-=-—’ —— 一上 • 一＇―

=--

一世帯当た

りにサービ

スされる額

物件費
246,454千円
12.3% 

(12.5%) 

人件費
399,691 千円

20.0% 

(21.9%) 

建設事業費
867,001 千円
43.3% 

(41.7%) 

総
支
出
額
は
五
千
五
百
八
十
六
万

円
で
、
主
な
支
出
は
塩
素
や
電
気
料

な
ど
の
維
持
管
理
費
が
一
千
八
百
七

十
一
万
円
、
水
道
管
修
理
な
ど
の
七

百
六
十
八
万
円
で
す
。

〔
資
本
的
〕収

入

資
材
の
買
却
は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
ゼ
ロ
で
す
。

支
出

支
出
合
計
は
一
千
百
四
万
円
で
主

な
支
出
は
配
水
管
布
設
の
五
百
五
十

万
円
。
取
水
設
備
改
良
の
二
百
万
円
。

起
債
の
償
還
金
三
百
十
六
万
円
で
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
四
干

三
百
六
十
八
万
円
で
す
。

こ
れ
は
前
年
度
に
対
し
て
五
・
一

％
の
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

主
な
歳
入
は
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
の
一

億
二
千
二
百
三
十
三
万
円
で
す
。

こ
れ
を
平
均
に
す
る
と
、
一
世
帯

当
た
り
八
万
九
千
六
百
二
十
円
、
被

保
険
者
一
人
当
た
り
二
万
九
千
七
百

十
四
円
で
す
。

そ
の
他
国
か
ら
の
支
出
金
一
億
九

千
六
百
九
十
四
万
円
な
ど
で
す
。

歳
出

支
出
の
主
な
も
の
は
、
被
保
険
者

が
医
者
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払
わ

れ
る
保
険
給
付
費
で
三
億
一
千
八
百

二
十
九
万
円
。
全
支
出
の
九
ニ
・
六

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
の
支
払
い
は
、
一
世

帯
当
た
り
二
十
万
六
千
三
百
三
十
円
。

被
保
険
者
・
一
人
当
た
り
六
万
八
千
四

百
九
円
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
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私
は
一
年
間
婦
人
学
級
で
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一
人
で
す
。

昨
年
の
四
月
学
級
生
に
と
奨
め

ら
れ
た
時
に
諺
に
、
あ
る
『
四
十
の

手
習
』
と
言
う
言
葉
を
思
い
出
し

C
二
（

ま
し
た
。
で
も
私
に
は
五
十
の
手

習
い
に
な
る
の
で
す
。
最
近
の
私

の
生
活
は
農
作
業
と
炊
事
の
仕
事

で
夜
に
な
っ
て
新
聞
に
目
を
通
し

て
み
る
位
の
日
々
の
明
け
暮
れ
で

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
北
島
さ
ん
で
す
）

れ
か
け
て
い
た
漢
字
や
言
葉
か
大
変

思
い
出
さ
れ
て
来
た
事
に
気
か
付
き

ま
し
た
。

時
に
は
夜
な
ど
、
家
族
で
「
糸
ヘ

ン
」
の
つ
く
字
を
書
い
て
み
よ
う
。

り
少
な
い
人
生
で
す
か
、
お
話
し

を
聞
い
て
、
書
い
て
、
身
に
つ
い

た
事
は
、
今
後
は
有
意
義
に
活
用

し
て
楽
し
い
生
活
を
過
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

所
応
さ
茸
2ニ
ャ
行

（第56 回）

中
央
幼
稚
園
と
西
小

学
校
か
完
成
し
た
の
に

と
も
な
い
三
月
二
十
四

日
小
学
五
・
六
年
生
や

建
設
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
方
な
ど
参
列
の

も
と
、
西
小
体
育
館
で

竣
工
式
か
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 式

は
村
長
の
式
辞
で

始
ま
り
、
多
数
の
来
賓

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

土
地
を
提
供
さ
れ
た
方
‘

建
設
に
お
骨
折
り
を
い

た
だ
い
た
方
に
、
村
か

ら
感
謝
状
か
贈
ら
れ
、

最
後
に
西
小
六
年
生
の

渡
辺
徹
く
ん
か
「
ク
リ

し
た
。
と
こ
ろ
か
、
出
席
し
て
講
師

の
方
の
お
話
を
聞
い
て
読
む
と
言
う

こ
と
だ
け
で
な
く
‘
や
は
リ
書
く
こ

と
も
大
切
な
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

筆
記
や
メ
モ
を
し
て
い
る
間
に
忘

ー
ム
色
に
赤
い
線
の
校
舎
‘
ぱ
く
た

ち
は
目
を
み
は
り
＂
わ
っ
“
と
声
を

あ
げ
て
思
わ
ず
拍
手
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ピ
カ
ピ
カ
の
北
校
舎
、
ほ

く
た
ち
は
廊
下
を
胸
を
は
っ
て
歩
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
校

舎
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、

ぱ
く
た
ち
は
一
生
懸
命
勉
強
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
す
。
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

0
村
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
者

〔
中
央
幼
稚
園
関
係
〕
▼
亦
野
建
築

設
計
事
務
所
▼
荒
井
建
設
株
式
会

杜
▼
土
地
提
供
者
鈴
木
健
一
、

岡
安
利
清
次

〔
西
小
学
校
関
係
〕
▼
阿
佐
美
建
築

設
計
事
務
所
▼
明
和
西
小
学
校
増

築
工
事
共
同
企
業
体
▼
土
地
提
供

「
シ
」
の
つ
く
字
を
書
い
て
見
よ

う
な
ど
と
や
っ
た
ら
、
書
く
事
に

興
味
か
わ
き
、
大
い
に
頭
の
体
操

と
な
り
ま
し
た
。

五
十
歳
も
過
ぎ
る
と
‘

も
う
残

浚
工
式
行
わ
れ
る

西
小
学
校

中
央
幼
稚
園
上
‘

昭和56年度交通災害共済加入状況

昭和56年 3 月 1 日現在

地区 人 ロ 加入者数 加入率 順位

人 I¥ % 

斗合田 401 386 96 26 3 

下江黒 349 331 94.84 4 

上江黒 531 448 84.37 16 

千津井 621 574 92.43 8 

江 ロ 624 571 91. 51 , 
田 島 567 525 92.59 7 

南大島 1,268 1,121 88.41 13 

新里 886 773 87 25 14 

中 クロ 644 552 85.71 15 

梅原 833 776 93.16 6 

JII 俣 401 395 98.50 1 

須賀 475 426 89 68 12 

大輪 894 840 93.96 5 

入ヶ谷 126 123 97.62 2 

矢島 677 619 91 43 10 

大佐貫 594 543 91 41 11 

合計 9,891 9,003 91.  02 

者
張
谷
文
太
郎
石
塚
勝
治
池

浦
三
男
三
郎
奈
良
義
正
奈
良
春

太
郎
福
田
利
子
塩
谷
正
邦
藤

野
清
吉
（
敬
称
略
）

昭
和
五
十
六
年
度
以
降
村
政
の
第

一
線
で
行
政
と
地
域
を
結
ん
で
い
た

だ
く
各
地
区
の
区
長
さ
ん
か
決
ま
り

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
区
名
氏
名
年
齢
新
i
B
別

斗
合
田
砂
賀
孝
三

5
5

旧

下
江
黒
多
田
平
吉

5
8

新

上
江
黒
荒
川
一
郎

6
4

旧

千
津
井
江
原
董

~
6
6

新

江
口
新
井
繁
二
郎

6
6

新

田
島
奈
良
東
助

6
2

旧

南
大
島
本
沢
神
次

6
2

旧

新
里
江
森
正
則

6
4

旧

中
谷
坂
上
喜
太
郎

6
7

旧

梅
原
始
沢
仁
一

5
4

旧

川
俣
福
田
正
雄

6
6

新

須
賀
野
口
宗
司

6
6

新

大
輪
田
口
貞
雄

7
1

旧

消
防
団
役
員
決
ま
る

下
江
黒

こ
ど
も
会
が
表
彰

II II II II 

各
地
区
の

区
長
決
ま
る

隊
長

副
隊
長

＂
り

隊
員ーー

交
通
指
導
員
紹
介

吉
永
茂

石
橋
幸
一
郎

村
田
謙
一

滝
口
鎮
男

小
久
保
一
男

篠
木
勝
次

秋
野
正
雄

堀
口
武
徳

福
島
一
男

消
防
団
の
役
員
か
一
部
変
更
に
な

リ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

支
団
長
山
田
隆
夫
（
新
里
）

副
支
団
長
石
村
和
男
（
新
里
）

1
1

砂
賀
新
一
（
斗
合
田
）

▼
第
一
分
団
（
東
部
）

入
ヶ
谷
金
子
利
一

矢
島
樽
見
千
次

大
佐
貰
折
原
功
一

敬
称新新新
略

6
3

新

5
6

新

6
4

新

（
敬
称
略
）

分
団
長
内
田
初
雄
（
上
江
黒
）

副
分
団
長
薗
部
修
二
（
千
津
井
）

班
長
砂
賀
三
郎
（
斗
合
田
）

＂
奥
沢
憲
治
（
新
里
）

▼
第
二
分
団
（
中
部
）

分
団
長
本
沢
久
雄
（
南
大
島
）

副
分
団
長
佐
藤
勝
味
（
梅
原
）

班
長
小
松
原
英
夫
（
南
大
島
）

I
I

鈴
木
開
一
（
新
里
）

▼
第
三
分
団
（
西
部
）

分
団
長
笠
原
久
（
大
輪
）

副
分
団
長
荻
野
一
美
（
大
佐
貫
）

班
長
野
本
貢
市
（
大
輪
）

I
I

泉
田
金
治
（
矢
島
）

（
敬
称
略
）

下
江
黒
こ
ど
も
会
（
会
長
照
内
和

久
）
は
こ
の
は
ど
県
よ
り
優
良
地
域

こ
ど
も
会
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
親
子
読
書
会
や
県
道

村
道
の
空
缶
ひ
ろ
い
な
ど
を
実
施
し

て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
も
の

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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千津井地区がワースト 1 位
（第 2 回目発表）

無事故無違反コンクールー

地域ぐるみ、村ぐるみで交通安全思想の普及撒底を図るため、

昨年11 月より第 2 回目の行政区別無事故無違反コンクールが始

められましたか、第 2 回目の中間報告は次のとおりです。

11 月と 2 月の 4 ヵ月間で、もう早くも無事故・無違反地区は

4 地区となってしまい、交通事故が29件、違反は 19件、合わせ

て48件の事故違反がありました。

今回は干津井地区が事故率0.4926で最悪です。

人口 滅点数 交通事故種別 悪質違反行為 順

行政区名

晶 昇 悶冒雷；贔 (2速珈違吐反) 犀 贔（持点） 累計 事故率 位

ヽ占" ' ヽ占" ' 
% 

斗合田
398 120 

0.3015 1 1 13 

下江黒 345 

゜ ゜
1 

上江黒 530 60 0 1132 3 6 

干津井 609 300 0.4926 1 1 2 1 16 

江口 629 240 0.3816 2 1 1 1 14 

田島 563 250 0.4440 2 1 15 

南大島 1,278 290 0.2269 1 4 3 1 2 10 

新里 874 110 0.1259 1 1 3 7 

中谷 641 120 0. 1872 1 1 1 , 
梅原 832 230 0. 2764 1 1 2 12 

川俣 404 

゜ ゜
1 

須賀 467 30 0.0642 1 5 

大輪 897 120 0.1338 1 1 1 8 

入ケ谷 125 

゜ ゜
1 

矢島 667 170 0.2549 1 1 1 11 

大佐貫 583 

゜ ゜
1 

計 9,842 2,040 0.2073 2 2 8 17 , 4 2 4 

“ほだるの光，9
喝〇

96人が巣立つ

を涜とに

三
月
十
六
日
は
県
内
中
学
校
の
卒
業
式
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
明
和
中
学
校
で
も
卒
業
生
几
十
六

人
か
思
い
出
多
き
明
和
中
学
校
を
後
に
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

関
根
校
長
は
卒
業
生
に
一
人
ひ
と
り
卒
業
証

書
を
手
渡
し
た
あ
と
卒
業
生
に
「
こ
れ
か
ら
新

し
い
道
を
進
み
ま
す
か
、
母
校
を
け
か
す
事
の

な
い
よ
う
一
生
懸
命
か
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
父
兄
や
在
校
生
か
校
門
ま
で
両
側
に

人
垣
を
作
り
、
拍
手
や
在
校
生
の
演
奏
す
る
ほ

た
る
の
光
に
お
く
ら
れ
て
母
校
を
後
に
し
ま
し

こ
。t
 〇

卒
業
生
の
進
路
状
況

今
年
の
明
和
中
学
校
卒
業
生
九
十
六
人
の
う

ち
高
校
に
進
学
し
た
も
の
は
九
十
四
名
、
就
職

二
名
で
す
。

▼
高
等
学
校
別
入
学
者
数

館
林
高
校
（
普
）
十
一
名

1
1

（
商
）
五
名

館
林
女
子
高
校
十
五
名

足
利
女
子
高
校
一
名

太
田
工
業
高
校
四
名

西
邑
楽
高
校
（
男
）
八
名

I
I

（
女
）
七
名

太
田
商
業
高
校
（
男
）
二
名

1
1

（
女
）
一
名

桐
生
商
業
高
校
（
男
）
一
名

板
倉
高
校
（
男
）
四
名

大
泉
高
校
（
男
）
二
名

1
1

（
女
）
＋
名

関
東
学
園
高
校
（
男
）
十
四
名

1
1

（
女
）
五
名

常
盤
学
園
高
校
（
女
）
一
名

弥
生
高
校
（
女
）
一
名

足
利
学
園
高
校
（
男
・
女
）
各
一
名

日
本
の
国
土
、
三
十
七
万
平
方
k
m

は
、
生
活
と
生
産
を
通
じ
た
活
動
の

基
盤
と
し
て
、
私
た
ち
か
祖
先
か
ら

受
け
継
ぎ
、
後
世
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。

昭
和
四
十
七
・
八
年
ご
ろ
に
問
題

と
な
っ
た
よ
う
に
、
土
地
の
買
い
占

め
や
地
価
の
暴
騰
で
、
国
土
利
用
を

混
乱
に
お
と
し
い
れ
る
と
い
っ
た
事

態
は
、
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、

土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰

を
防
ぐ
た
め
に
、
一
定
面
積
以
上
の

土
地
取
引
を
行
う
両
当
事
者
（
売
買

の
場
合
は
売
り
主
と
買
い
主
）
に
、

届
け
出
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前

ま
で
に
、
取
引
し
よ
う
と
す
る
土
地

の
あ
る
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
都

道
府
県
知
事
に
、
取
引
で
予
定
し
て

い
る
代
金
の
額
、
そ
の
土
地
の
利
用

目
的
な
ど
を
記
入
し
た
届
出
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地

取
引
は
、
次
の
面
積
以
上
の
土
地
の

売
買
・
交
換
・
代
物
弁
済
（
例
え
ば

金
銭
の
代
わ
り
に
土
地
で
支
払
い
を

す
る
場
合
）
・
地
上
権
の
設
定
・
賃

貸
借
契
約
を
行
う
場
合
で
す
。

①
市
街
化
区
：
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

（
約
六
百
坪
）

②
都
市
計
画
区
域
（
①
を
除
く
）
…

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

な
お
、
次
の
場
合
に
も
届
け
出
か

必
要
で
す
。

▼
小
規
模
な
土
地
の
所
有
者
多
数
か

ら
土
地
を
購
入
す
る
場
合
や
、
面
積

の
大
き
な
土
地
を
多
く
の
区
画
に
分

け
て
売
却
す
る
場
合
の
よ
う
に
個
々

の
取
引
面
積
か
小
さ
く
て
も
合
計
す

れ
ば
前
記
の
面
積
以
上
に
な
る
場
合

▼
立
ち
木
・
建
物
な
ど
を
土
地
と
一

緒
に
取
引
す
る
場
合

▼
売
買
・
代
物
弁
済
等
の
予
約
を
す

る
場
合

届
出
用
紙
は
、
役
場
企
画
開
発
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

公
民
館各

種
生
徒
募
集

昭
和
五
十
六
年
度
公
民
館
主
催
の

各
種
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
四
月
十
五
日
か
ら

三
十
日
ま
で
の
間
に
中
央
公
民
館
事

務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
婦
人
学
級
3
0
名
（
三
十
歳
1

五

十
歳
）

▼
成
人
講
座
3
0
名
（
四
十
歳
以
上

の
成
人
）

▼
手
芸
教
室
2
0
名
（
一
般
成
人
）

▼
料
理
教
室
2
0
名
（
一
般
婦
人
）

▼
切
り
絵
教
室
2
0
名
（
一
般
成
人
）

▼
陶
芸
教
室
2
0
名
（
一
般
成
人
）

▼
趣
味
の
教
室
2
0
名
（
家
庭
婦
人
）

▼
写
真
教
室
2
0
名
（
一
般
成
人
）

▼
親
子
読
書
1
5
組
（
幼
・
小
・
親
子
）

▼
親
子
創
作
教
室
定
員
1
5
組

（
小
・
親
子
）

▼
コ
ー
ラ
ス
教
室
定
員
3
5
名

（
家
庭
婦
人
）

の
届
出
制
度
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゜ ゜

合
ま
で
本
村
に
は
指
定
文
化
財
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
だ
の
で
、
こ
の
ま
ま
指
定
し
な
い
で
放
置
し
て
あ

く
と
、
．
い
だ
ん
だ
り
、
破
壊
さ
れ
、
な
く
店
つ
て
し
ま

う
事
ガ
予
想
さ
れ
る
の
で
、
江
黒
古
墳
竺
一
＿
五
詠
歌

碑
な
ど
六
つ
の
重
要
な
も
の
を
明
和
村
文
化
財
保
護

条
梱
に
基
づ
き
、
こ
の
ほ
ど
村
指
定
文
化
財
と
し
ま

し
だ
。

•つ0 —••;. 
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江
黒
五
五
一
番
地
‘
所
有
者
・
：
長
良
神
社

0
須
賀
天
満
宮
大
鳥
居
…
②

花
商
岩
を
使
用
し
た
明
神
鳥
居
で

村
内
の
鳥
居
で
石
材
を
使
用
し
た
も

の
は
数
が
少
な
い
。

こ
の
鳥
居
は
須
賀
の
慶
讃
か
四
国
、

西
国
‘
坂
東
‘
秩
父
百
八
十
八
ヵ
所

巡
礼
供
養
と
し
て
献
上
し
た
鳥
居
で

あ
る
。
慶
讃
は
江
戸
中
期
の
人
で
、

神
官
と
僧
侶
を
兼
ね
、
た
び
重
な
る

利
根
川
の
洪
水
を
憂
い
、
自
ら
人
夫

達
と
堤
防
の
修
理
に
あ
た
り
、
進
ん

で
人
柱
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

六
百
巻
を
書
写
し
、
世
の
人
々
を
疫

病
か
ら
救
お
う
と
大
顔
を
発
し
、
正

徳
三
年
五
月
二
十
七
日
、
鎮
守
社
新

里
菅
原
神
社
の
隅
に
埋
め
塔
を
建
て

石
経
円
塔
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
疫
病
流
行
の
際
、
石
（
経

石
）
を
掘
り
出
し
て
拝
め
ば
悪
疫
は

な
く
な
る
と
遺
言
し
て
な
く
な
っ
た
。

行
ば
ん
上
人
の
徳
の
高
さ
‘
救
世

済
民
の
精
神
に
感
動
し
、
こ
の
経
塚

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

卍
石
経
円
塔
は
凝
灰
岩
を
使
用
商

さ
四
十
五

c
m
幅
二
十
五

c
m
奥
二

十
三

e
m
〔
所
有
者
…
新
里
―
一
三

菅
原
神
社
〕

三
五
詠
歌
碑
な
ど

村
指
定
文
化
財
六
件
決
ま
る

◎
花
商
岩
を
使
用
高
さ
二

m

九
十

e
m横
四
m
三
十

e
m太
さ
九
十
五

C
m

0
三
五
詠
歌
碑
…
…
③

こ
の
碑
に
は
、
文
政
六
・
七
・
八

年
三
ヵ
年
続
い
て
須
賀
地
先
の
堤
防

か
く
ず
れ
洪
水
と
な
っ
た
よ
う
す
。

水
害
民
の
困
窮
、
こ
れ
の
救
済
者
の

名
か
列
挙
。
国
文
で
水
害
の
状

況
か
記
録
さ
れ
、
後
文
と
し
て
万
葉

カ
ナ
を
用
い
た
十
五
の
和
歌
が
刻
ま

れ
て
い
る
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
十
五
の
和
歌
は
国
学
者

歌
人
で
あ
る
本
居
宣
長
の
弟
子
、
大

平
の
選
文
で
あ
る
。
老
中
水
野
越
前

守
忠
邦
に
拡
本
三
通
献
上
さ
れ
て
い

る
。

◎
根
府
川
石
を
使
用
。
高
さ
一
m
七

+
c
m
幅
一
m
-
c
m
厚
さ
二
十
七

e
m

〔
所
有
者
南
大
島
―
―
二

森
尻
茂
〕

0
阿
弥
陀
一
＿
一
尊
板
碑
…
④

鎌
倉
時
代
の
板
碑
で
、
村
内
の
板

碑
の
な
か
で
阿
弥
陀
三
尊
板
碑
は
数

少
な
く
、
風
化
作
用
も
な
く
完
全
無

欠
な
板
碑
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
期

の
特
長
で
あ
る
深
い
薬
研
彫
で
蓮
台

中
房
等
も
や
や
円
形
に
近
く
、
村
の

板
碑
の
中
で
は
特
長
を
よ
く
と
ら
え

‘,Ii
1 

て
い
る
。
屋

敷
内
に
あ
っ

た
池
の
中
よ

り
発
見
。

◎
緑
泥
片
岩

を
使
用
高
．

さ
六
十
五

C
m

幅
二
十
四

c
m

厚
さ
―
―
・
写c
m

〔
所
有
者

矢
島
一
四
八
〇

秋
野
利
三
郎
〕

ｮ
 

而
正
和
の
板
碑
…
⑤

鎌
倉
時
代
の
板
碑
で
あ
る
か
、
村

内
の
板
碑
の
な
か
で
は
最
も
大
き
く

完
全
無
欠
の
板
碑
で
、
造
立
年
月
日

左
右
に
光
明
真
言
か
二
行
づ
つ
彫
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
村
で
は
他
に

頷
を
見
な
い
。
庭
先
に
井
戸
を
掘
っ

て
い
た
ら
出
て
来
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

◎
緑
泥
片
岩
を
使
用
高
さ
八
十
九

e
m
幅
二
十
九

c
m
厚
さ
三

C
m

〔
所
有
者
田
島
二
六
二
青
木
実
〕

0
経
塚
（
石
経
円
塔
）
…
⑥

新
里
地
蔵
寺
中
興
の
祖
、
行
ば
ん

上
人
か
石
―
つ
ひ
と
つ
に
大
般
若
経
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1
5
0
年
前
の
恩
人
忘
れ
ま
い

須
賀
の
神
谷
区
長
を
は
じ
め
二
十

人
は
三
月
二
十
一
日
の
彼
岸
の
中
日

熊
谷
市
集
福
寺
に
あ
る
郷
土
の
恩
人

吉
田
市
右
衛
門
の
清
掃
墓
参
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
は
墓
前
で
般
若
心
経
を
読

み
あ
げ
た
り
、
献
花
、
清
掃
を
実
施
。

こ
れ
を
知
っ
た
地
元
の
奈
良
中
の
教

頭
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
り
っ
ば
な

行
い
を
ぜ
ひ
生
徒
に
体
験
さ
せ
る
ん

だ
と
し
て

l
緒
に
行
動
も
。

な
お
、
こ
の
事
が
地
元
で
話
題
に

な
り
村
長
あ
て
に
「
明
和
村
の
人
達

は
り
っ
ぱ
な
人
達
で
す
ね
」
な
ど
と

書
か
れ
た
手
紙
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
吉
田
市
右
衛
門
…
…
江
戸
中
期
須

賀
の
住
民
達
は
洪
水
に
た
び
た
び
み

舞
れ
困
窮
し
て
い
た
お
り
、
市
右
衛

門
が
金
銭
米
麦
を
村
民
に
施
し
た
。

ヤ
ク
ル
ト
の
容
器
で
ミ
コ
シ
作
り

新
里
の
梁

瀬
節
子
さ
ん
は

ヤ
ク
ル
ト
の
空
容
器

な
ど
を
使
っ
て
り
っ
ぱ

な
ミ
コ
シ
を
製
作
。

こ
れ
は
、
三
月
に
行

わ
れ
た
県
の
生
活
工
夫

展
に
出
品
す
る
た
め
に

作
っ
た
も
の
で
、
ヤ
ク

ル
ト
の
容
器
、
牛
乳
の

フ
タ
そ
れ
ぞ
れ
六
百
個

か
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

梁
瀬
さ
ん
は
な
か
な

か
容
器
や
フ
タ
か
集
ま

ら
ず
‘
ヤ

ク
ル
ト
や
牛
乳

を
購
入
し
て
い
る

人
に
頼
ん
だ
り
、
館
林

市
の
営
業
所
ま
で
行
っ
て

ゆ
ず
っ
て
も
ら
い
、
一
っ
ひ
と

つ
接
着
剤
で
は
り
合
わ
せ
丹
精
を
込

め
て
作
っ
た
ミ
コ
シ
で
す
。

カ
メ
―
つ—— 
ュ
ー
ス
No.2 

館
林
市
茂
林
寺
の
参
道

に
行
く
と
今
ま
で
の
絵
ハ

ガ
キ
と
一
風
か
わ
っ
た
作

り
絵
の
絵
ハ
ガ
キ
か
置
い

て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
矢

島
の
石
川
照
子
さ
ん
か
切

っ
た
絵
ハ
ガ
キ
か
販
売
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
か
、

今
度
は
切
り
絵
”
花
山
“

を
完
成
さ
せ
、
花
山
か
オ

ー
プ
ン
さ
れ
る
十
五
日
か

ら
各
お
み
や
げ
店
で
売
り

だ
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

つ
つ
じ
、
尾
曳
橋
、
お

辻
の
方
な
ど
五
枚
セ
ッ
ト

で
二
百
円
だ
そ
う
で
す
。

三
月
二
十
六
日
は
村
内

幼
稚
園
の
卒
園
式
。
中
央

幼
稚
園
で
は
真
新
し
い

L

園
舎
で
初
め
て
の
卒

園
式
か
行
わ
れ
、
関

根
園
長
よ
り
六
十
八

人
の
園
児
一
人
ひ
と

り
に
修
了
証
書
か
手

わ
た
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
守
も
っ

て
い
た
保
護
者
の
方

は
「
こ
ん
な
に
り
っ
ぱ

な
園
舎
。
広
い
庭
で
も
う

少
し
居
さ
せ
て
や
り
た
か
っ

た
」
と
の
声
も
ち
ら
ほ
ら
。

今
度
は
切
り
絵

”
花
山
1
1を
完
成

新
し
い
園
舎
で
卒
園
式

フィアンセからの

上
江
黒
の
多
田
一
夫
さ
ん
に
届
い
た
年
賀

ハ
ガ
キ
に
一
等
の
自
転
車
が
当
た
り
一
夫
さ

ん
大
喜
び
。
ま
し
て
や
、
四
月
四
日
に
め
で

た
＜
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
フ
ィ
ア
ン
セ
か
ら
の

年
賀
状
と
き
て
は
な
お
さ
ら
と
い
う
も
の
。

こ
の
自
転
車
は
ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
の
折
り
た

た
み
式
で
自
動
車
の
ト
ラ
ン
ク
に
も
ス
ッ
ポ

リ
入
る
最
新
型
。

フ
ィ
ア
ン
セ
の
文
子
さ
ん
も
「
結
婚
道
具

を
―
つ
滅
ら
せ
る
事
か
で
き
助
か
り
ま
し
た
」

と
う
れ
し
そ
う
。
ま
た
、
江
黒
郵
便

局
で
も
、
今
ま
で
二
等
も
で
た
事
か

な
い
の
に
、
続
け
て
一
等
、
二
等

か
で
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
様
子
で
し

こ
。t
 

ｷｷ 

二
重
の
喜
び
の
多
田
夫
妻
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村
か
ら
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
と
い

っ
た
成
人
病
を
追
放
し
て
、
長
罪
の

村
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

こ
れ
は
、
他
の

市
町
村
と
比
べ
て

成
人
病
患
者
か
多

い
の
で
こ
れ
を
予

防
し
よ
う
と
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
四
十

一
名
の
婦
人
達
が

参
加
し
、
自
分
の

家
で
普
段
食
べ
て

い
る
ミ
ソ
汁
を
持

参
し
て
塩
分
を
測

定
し
た
り
、
成
人

病
予
防
の
映
画
を

見
た
り
最
後
に
竹

越
医
師
か
一
人
ひ

と
り
血
圧
を
測
定

す
る
な
ど
初
め
て

の
成
人
病
予
防
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

村
で
は
三
月
十
六
日
初
め
て

の
成
人
病
予
防
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

七宝焼きを
~ 

楽しむ

中
央
公
民
館
で
二
月

十
日
七
宝
焼
教
室
か
開

か
れ
、
参
加
し
た
四
十

初
め
て
の
成
人
病
予
防
教
室
を
実
施

~~,~彎... ／口：
て‘ ¥ Y / ~¥  ―茫~,/ ては焼婦
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カ
メ
―
つ
立
—— 
ュ
ー
ス
八
木
節ク

ラ
ブ
大
熱
演

ッ
チ
リ
映
り
ま
す

群
馬
テ
レ
ビ
太
田
中
継
局
完
成

l
'
ほ
｛
〗
｀
翌
目
祠
四

今
ま
で
邑
楽
・
館
林
地
区
で
は
、

群
馬
テ
レ
ビ
の
映
り
か
悪
く
不
評

を
か
っ
て
い
ま
し
た
か
、
こ
の
地

区
の
映
り
を
良
く
し
よ
う
と
各
方

面
の
協
力
を
得
て
中
継
局
の
工
事

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
三
月
十

日
に
太
田
中
継
局
か
開
局
し
た
の

で
、
今
後
は
き
れ
い
な
画
面
で
見

ら
れ
ま
す
。

群
馬
テ
レ
ビ
で
は
、
こ
れ
を
機

会
に
皆
様
に
よ
り
一
層
の
視
聴
を

お
願
い
し
ま
す
と
の
こ
と
。

な
お
、
ま
だ
映
り
の
悪
い
家
庭

で
は
、
電
気
店
に
相
談
し
て
鮮
明

な
画
像
に
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

村
の
婦
人
グ
ル
ー
プ
は
三
月
五
日

館
林
の
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
で
洋
食
の
テ

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
勉
強
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
頃
洋
食
を
食
べ
る
機
会

が
あ
る
の
で
身
に
つ
け
て
お
こ
う
と

主
婦
四
十
七
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

慣
れ
な
い
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を

持
っ
て
、
説
明
を
受
け
な
か
ら
フ
ル

コ
ー
ス
を
約
二
時
間
か
け
て
食
事
を

し
、
ど
う
に
か
マ
ナ
ー
か
身
に
つ
い

た
よ
う
で
し
た
。

し
か
し
、
あ
ま
り
の
緊
張
の
せ
い

か
、
あ
ま
り
食
べ
た
気
が
し
な
か
っ

た
わ
。
帰
り
ど
こ
か
で
ゆ
っ
く
り
食

館
林
邑
楽
地
区
の
文
化

協
会
主
催
に
よ
る
郷
土
芸

能
発
表
大
会
が
三
月
二
十

二
日
館
林
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
、
明
和
村
か
ら
明

和
八
木
節
ク
ラ
ブ
が
出
場

し
熱
演
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
伝
統

的
文
化
を
受
け
つ
い
で
活

躍
し
て
い
る
団
体
の
養
成

と
郷
土
芸
能
団
体
の
一
般

へ
の
普
及
と
認
識
を
深
め

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
日
邑
楽
町
の
八

坂
神
社
祇
園
ば
や
し
、
館

林
の
岡
里
神
代
神
楽
な
ど

十
種
目
を
上
演
し
ま
し
た
。

と
い
う
話
し
声

ら
ほ
ら
。

.. 
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テーブルマナー・緊張して食べました
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西
小
学
校
で
は
、
毎
年
「
卒
業
生

を
送
る
会
」
の
席
上
劇
を
演
じ
て
き

ま
し
た
。

今
年
も
三
月
二
十
日
、
六
年
生
の

担
任
、
P
T
A

の
本
部
役
員
、
演
劇

部
の
児
童
達
が
出
演
し
て
「
慶
讃
さ

ま
」
と
い
う
劇
を
演
じ
ま
し
た
。

こ
の
劇
ぱ
、
須
賀
地
区
に
伝
わ
る

【
由
緒
】
明
和
村
川
俣
に
塩
谷
姓

の
家
が
二
軒
あ
る
。
『
下
野
国
誌
』

の
塩
谷
城
の
項
に
『
天
正
九
年
（
一

五
八
一
）
塩
ノ
谷
伯
者
守
義
網
は

家
臣
岡
本
讃
岐
守
正
親
が
為
に
謀

ら
れ
て
、
所
領
を
失
い
け
れ
ば
、

其
子
弥
六
郎
義
次
は
、
佐
竹
家
を

た
の
み
て
彼
家
の
被
官
と
な
る
云

々
』
と
あ
り
、
『
今
佐
竹
家
に
塩

谷
伯
者
と

云
人
あ
り

て
連
綿
た

り
。
ま
た
、

御
直
参
に

も
塩
ノ
谷

新
八
郎
と

云
者
あ
り
、

西小学校
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滋

慶
讃
上
人
の
事
で
、
江
戸
中
期
た

び
重
な
る
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
農

民
達
は
、
う
ち
し
お
れ
て
い
た
が
、

上
人
と
一
緒
に
治
水
工
事
に
当
た

る
事
で
勇
気
を
得
て
働
き
、
そ
し

て
、
上
人
は
こ
れ
以
上
水
害
に
見

舞
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
、
自
ら
進

ん
で
人
柱
と
な
っ
た
。
と
い
う
民
話

»‘ 
今一

::{ 
, 

’` l 
'` 

せ＇
” : 

、よ

同
根
に
て
、
伯
者
守
の
末
葉
な
り

と
云
。
』
と
あ
り
、
そ
の
遠
祖
は
、

下
野
国
塩
谷
郡
（
栃
木
県
矢
板
市
）

の
出
と
い
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
館
林
領
内
に
二
つ
の

本
陣
が
あ
っ
た
が
、
利
根
川
の
渡

し
を
ひ
か
え
た
川
俣
に
塩
谷
家
が

本
陣
と
な
っ
て
い
た
。
天
保
十
三

年
(
-
八
四
二
）
老
中
水
野
忠
邦

通
過
の
こ
と
が
記
さ
れ
た
書
簡
に

は
、
本
陣
塩
谷
新
八
郎
方
休
息
と

あ
る
。
な
お
、
脇
本
陣
も
お
か
れ
た

が
、
同
族
の
者
が
営
ん
だ
と
い
う
。

【
家
紋
】
三
ツ
巴

※
お
願
い
自
分
の
家
の
苗
字
の

い
わ
れ
、
家
紋
が
わ
か
り
ま
し
た

ら
、
広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

次
回
は
『
瀬
下
』
の
予
定
で
す
。

1
1

児
童
達
は
拍
手
か
っ
さ
い
I
I

卒
業
生
に
劇
を
フ
し
ゼ
ン
ト

明
中
一
年
の
高
沢
幸
江
さ
ん
は
、

こ
の
ほ
ど
家
庭
の
日
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
秀
賞
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
少
年
を
健
全
に
育
成

す
る
た
め
、
群
馬
県
で
は
毎
月
第
一

日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
定
め
て

い
る
の
で
、
こ
の
家
庭
の
日
の
啓
蒙

普
及
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

高
沢
さ
ん
が
優
秀
賞

家
庭
の
日
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

を
も
と
に
構
成
演
出
し
た
も
の
で
す
。

児
童
達
は
終
わ
る
の
と
同
時
に
、

拍
手
か
っ
さ
い
。
毎
年
こ
の
よ
う
な

す
ば
ら
し
い
劇
を
や
っ
て
く
れ
る
の

で
来
年
は
一
体
ど
ん
な
劇
だ
ろ
う
か

と
今
か
ら
楽
し
み
の
様
子
で
し
た
。

「兄んちゃん」がやつてくる
統一劇場による「兄んちゃん」が公演さ

れます。物語りは、干拓集落に生まれた農

業後継者にスポットを当てたミュージカル

です。みなさんのご来場をお待ちしています。

日時 4 月 23 日 午後 6 時30分

会場 中央公民館

主催 明和村兄んちゃんを観る会

後援 明和村教育委員会など

粍金一般2,000円学生 1,500 円

入場券は公民館にあります。

※入場者は座ブトンを用意してください。

剣
道
大
会
結
果

近
県
近
在
の
剣
士
二
百
十
九
人
を

集
め
て
三
月
二
十
一
日
村
武
道
館
で

剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
地
元
の
明
和
剣
友
会
の

剣
士
は
三
名
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
小
学
校
低
学
年
の
部

三
位
小
平
利
治

▼
小
学
校
高
学
年
の
部

優
勝
大
塚
敬
一

三
位
細
井
健

校
庭
を

使
用
さ
れ
る
方
へ

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
こ
れ
か
ら
校
庭

を
利
用
し
て
運
動
を
す
る
団
体
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
校
庭
を
利
用
す
る

場
合
は
次
の
事
を
必
ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
は
必
ず
持
ち
帰

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
き
ち

ん
と
か
た
ず
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
小
学
校
校
庭
は
ス
パ
イ
ク
は
使
用

禁
止
で
す
。

妊
娠
中
毒
症
は
妊
娠
八
ヵ
月
頃

か
ら
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
お
母
さ
ん
の
ち

よ
っ
と
し
た
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
中
毒
症
が
ひ
ど
く
な

る
と
、
早
産
や
死
産
を
お
こ
し
や

す
く
、
ま
た
、
満
期
産
で
あ
っ
た

と
し
て
も
未
熟
で
あ
る
こ
と
が
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大

切
な
こ
と
は
妊
娠
中
こ
れ
に
罹
患

す
る
と
、
さ
い
わ
い
分
娩
が
無
事

す
ん
で
も
、
½
の
者
は
後
遺
症
（
慢

性
腎
疾
患
や
高
血
圧
）
を
残
し
ま

す
。●

三
大
症
状

①
む
く
み

朝
起
き
た
時
に
足
か
む
く
み
、

尿
量
が
少
な
く
口
が
か
わ
く

②
高
血
圧

最
高
血
圧

上最
小
血
圧
九
十

m
mH
g
以
上

③
尿
に
蛋
白
が
出
る

●
予
防
と
早
期
発
見
の
め
や
す

▽
定
期
検
診

▽
体
重
測
定
（
一
週
間
に
五
百

g
以
上
の
増
加
は
医
師
に
相

談
）

▽
む
く
み
（
親
指
で
む
こ
う
ず

ね
を
押
す
と
、
へ
こ
ん
だ
あ

と
が
い
つ
ま
で
も
も
ど
ら
な

い
）

※
対
策
…
…
規
則
正
し
い
生
活
、

食
事
は
塩
辛
い
も
の
、
刺
激
物

は
さ
け
る
。
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く

取
る
。

一
四
0
m
mH
g
以

妊
娠
中
の
異
常

9
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企
画
開
発
課
上
野
幸
子
（
経
済
課
）

経
済
課
始
沢
稔
（
企
画
開
発
課
）

東
保
育
園
長
石
崎
栗
子
（
西
保
園
長
）

東
保
育
園
増
田
し
げ
子
（
中
央
保
）

▲
新
採
用

総
務
課
小
菅
初
美

中
央
保
育
園
江
森
夏
代

▲
退
職

石
村
よ
つ
（
東
保
育
園
長
）

【
教
職
員
】

▲
転
出

東
小
茂
木
尚
幸
（
桐
生
昭
和
中
へ
）

1
1

田
沼
雅
子
（
太
田
休
泊
小
へ
）

1
1

小
山
川
幸
裕
（
高
崎
城
南
小
へ
）

1
1

石
村
く
に
（
明
和
西
小
へ
）

西
小
堀
越
憲
行
（
太
田
宝
泉
東
小
へ
）

1
1

津
久
井
幸
子
（
館
林
十
小
へ
）

1
1

述
見
和
江
（
板
倉
西
小
へ
）

1
1

川
島
ス
ミ
エ
（
明
和
東
小
へ
）

明
中
大
沢
一
男
（
館
林
三
中
へ
）

1
1

柿
沼
葉
子
（
館
林
養
護
学
校
へ
）

▲
転
入

西
小
武
井
淳
（
太
田
沢
野
小
か
ら
）

1
1

鈴
木
千
鶴
子
（
吾
妻
原
野
中
か
ら
）

1
1

落
合
栄
子
（
板
倉
西
小
か
ら
）

▲
新
採
用
金
子
康
一
・
川
島
園
恵

・
小
島
時
広
（
以
上
東
小
へ
）

今
成
光
子
・
岩
崎
征
史
・
片
山
好
乃

（
以
上
西
小
へ
）
青
木
孝
一
（
明

中
へ
）

幼
稚
園

▲
退
職
大
山
久
し
（
中
央
幼
）

中
央
幼
矢
島
和
代
（
東
幼
か
ら
）

▲
新
採
用
泉
田
美
代
（
東
幼
へ
）

【
役
場
】

）
は
前
職

人
事
異
動

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
誕
生

月
の
末
日
ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
現
況
届
は
、
年
金
を
引
き
続

い
て
支
払
っ
て
い
い
か
ど
う
か
を
確

自
分
を
指
す
言
葉
の
う
ち
、
普

通
い
ち
ば
ん
よ
く
使
わ
れ
る
の
は

「
わ
た
し
」
で
改
ま
っ
て
言
う
場

合
は
「
わ
た
く
し
」
で
す
。

女
性
に
多
い
「
あ
た
し
」
「
あ

た
く
し
」
で
す
と
、
い
く
ら
か
軽

い
感
じ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
「
ぱ

く
」
は
男
の
人
か
親
し
い
間
柄
で

用
い
ま
す
か
、
目
上
の
人
に
は
使

い
ま
せ
ん
。

一
方
、
相
手
を
指
す
言
葉
で
「
わ

た
し
」
に
対
応
す
る
の
は
「
あ
な

た
」
で
す
。

し
か
し
、
目
上
の
人
に
向
か
っ

て
「
あ
な
た
」
は
使
い
に
く
い
の

で
、
相
手
に
よ
っ
て
「
先
生
」
と

呼
ん
だ
り
「
奥
様
」
と
言
っ
た
り
‘

「
所
長
さ
ん
」
「
社
長
」
な
ど
と
職

名
で
呼
ん
だ
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
の

場
合
は
、
「
お
客
さ
ま
（
さ
ん
）
」

と
呼
ん
だ
り
し
ま
す
。

一
般
的
に
、
日
本
語
の
会
話
に

は
い
ち
い
ち
「
あ
な
た
」
と
か
「
わ

た
し
」
と
言
わ
な
く
て
済
む
と
い

認
す
る
た
め
に
提
出
し
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
も
し
‘
提
出
さ
れ
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま

す
。
誕
生
月
に
は
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、

現
況
届
の
用
紙
は
、

誕
生

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
（
あ
な
た
は
「
ど
ち

ら
へ
お
出
か
け
で
す
か
」
「
（
わ
た

し
は
、
あ
な
た
の
）
お
申
し
付
け

の
通
り
に
い
た
し
ま
し
た
」
の
よ

う
に
、
カ
ッ
コ
の
部
分
は
言
わ
な

い
の
か
む
し
ろ
普
通
で
す
。

た
だ
、
人
を
紹
介
さ
れ
た
よ
う

な
場
合
、
「
山
田
さ
ん
の
お
勤
め
先

は
ど
ち
ら
で
す
か
」
な
ど
と
相
手

の
名
前
を
す
ぐ
覚
え
て
使
う
の
は
‘

親
し
み
を
増
す
上
で
効
果
的
で
す
。

一
方
、
自
分
の
身
内
は
「
家
内
、

主
人
‘
宅
、
父
、
娘
」
の
よ
う
に

言
い
、
相
手
の
身
内
は
奥
さ
ま
、
御

主
入
（
さ
ま
）
、
お
父
さ
ま
（
さ
ん
）
、

お
父
上
、
お
嬢
さ
ん
（
さ
ま
）
の
よ

う
に
言
う
の
は
当
然
で
す
。
し
か

し
、
他
人
を
呼
ぶ
場
合
で
も
同
し

職
場
の
人
を
外
部
の
人
に
対
し
て

言
う
と
き
は
「
課
長
の
山
田
は
た

だ
い
ま
席
を
は
ず
し
て
お
り
ま
す
」

な
ど
と
呼
び
捨
て
に
す
る
の
か
普

通
で
す
。

5
 

巴
葉

誕
生
月
に
は
現
況
届
の
提
出
を

一
通
算
老
齢
年
金
・
老
齢
年
金
受
給
者
一
月
の
約
一
ヵ
月
前
に
、
社
会
保
険
庁

か
ら
直
接
本
人
あ
て
送
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
の
裁
定
を
受
け
て

か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
は
‘

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
用
紙
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

ー
文
芸
欄
一

道
問
え
ば
こ
こ
よ
り
通
ず
梅
の
村

名
物
の
団
子
よ
く
売
れ
梅
日
向

坂
村
芳
明

海
女
の
宿
衣
替
え
し
て
汐
干
狩

春
光
に
燦
と
蝉
く
新
校
舎由

口
春
栄

春
燈
に
背
を
む
く
女
性
の
襟
白
く

沈
丁
花
読
経
と
共
に
漂
え
る安

見
あ
っ
子

廃
杭
の
足
尾
銅
山
木
の
芽
風岡

安
福
一

風
に
身
を
任
せ
て
蝶
の
野
に
踊
る

久
々
に
試
歩
許
さ
れ
て
青
き
踏
む

妻
病
み
て
児
の
遠
足
に
気
の
痛
む

北
島
若
水

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
梅
原
の
長
柄
克
己
さ
ん
は
東
西
の

小
学
校
へ
児
童
用
図
書
（
五
万
円
相

当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
大
輪
の
落
合
自
動
車
・
群
馬
自
動

車
・
川
俣
の
丸
と
ス
ト
ア
ー
さ
ん
は

西
小
学
校
へ
交
通
事
故
防
止
看
板
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
南
大
島
の
新
和
会
（
会
長
島
田
信

子
）
は
恵
ま
れ
な
い
人
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
と
奉
仕
銀
行
ヘ
一
万
円
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

省エ字は省ロネー
・・・・・・・..言）

【電気洗たく機】

●毎日の洗たくを 1 日おき

にし、さらにまとめ洗い

しましょう。

月約[I] kWh で56 円

の節約になります。

●すすぎ洗いの前に脱水し

ていますか。

月約匝互[j kWhで 16 円

の節約になります。

館
林
自
動
車
教
習
所
で
は
、
交
通

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
普
通
免
許

所
持
者
、
特
に
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
を
対
象
に
、

教
習
所
施
設
（
コ
ー
ス
・
教
室
）
を

一
日
解
放
し
、
運
転
技
能
と
知
識
の

再
教
育
を
無
料
で
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
運
転
に
自
信
の
な
い
ペ

ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
わ
れ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

▼
日
時
四
月
十
九
日
午
前
八
時

か
ら
午
後
一
時
ま
で

▼
場
所
館
林
自
動
車
教
習
所
内

▼
対
象
普
通
免
許
を
所
持
し
運
転

に
自
信
の
な
い
方

▼
講
師
館
林
自
動
車
教
習
所
の
指

導
員
及
び
検
定
員

▼
受
講
時
間
技
能
教
習
、
学
科
教

習
と
も
一
人
二
時
限
（
一

時
限
四
十
分
）

▼
講
習
人
員
百
二
十
名

▼
そ
の
他
講
習
終
了
後
、
交
通
福

祉
の
為
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
が
開
か
れ
ま
す
。

な
お
詳
し
く
知
り
た
い
方
や
、
申

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

講
習
会
の
実
施

ー
死
亡
ー

敬
称
略

し
込
み
さ
れ
る
方
は
、
館
林
自
動
車

教
習
所

(
6七
ニ
ー
三
五
二
四
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ぞ
ふ
[

ロ
、
大
く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

早
川
友
子
芳
雄
長
女
川
俣

2

月

2
3日

松
本
佳
代
陽
作
長
女
須
賀

2

月

2
8日

神
田
聡
子
静
一
長
女
大
佐
貫

3

月
3

日

阿
部
柳
一
清
長
男
江
口

3

月

1
0日

星
野
絢
菜
佳
男
『
一
女
中
谷

3

月

1
7日

野
木
村
純
子
幸
良
二
女
上
江
黒

3

月

1
8日

木
村
和
洋
完
吉
＿
一
男
中
谷

3

月

1
8日

佐
藤
英
雄
勝
味
長
男
梅
原

3

月

2
5日

多関小本穏荒森
田根久島村井原氏
千保 重
肱甚く正つ静三名
-f·吉ら一ね江郎

38 78 65 72 74 78 77 芯

冶勇門云久幹面：：：：：世
は帯

雄 司乞七二二新主

江南矢千斗江上地
大 津合江区

ロ島島井田口黒

死
亡
月
日

3

月
6

日

3

月
7

日

3

月
7

日

3

月

2
0日

3

月

2
4日

3

月

2
5日

3

月

2
5日
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3月の

一責ク
救急車出動回数
●交通事故 6 件
●急病 9 件
●その他 4 件

計 19 件

口
館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区
日

4 月 19 日
佐々木医院大神 喜 院鈴木歯科医院 多々良診療所合(72) 3060 寺内医院 館林地区が

曜
合0276(62)2623 合0276(2200 合 (72) 3 9 0 I 大塚医院合(72)0176 合 (72) 3 0 3 I 担当します

4 月 26 日
真中医院原 医 院岩崎歯科医院 後藤（愛）医院合(72)0134 館林医院 小西医院

当
合 (72) I 6 3 0 合 (72) I 9 3 6 合 (74) 7 5 I I ゆたか医院合(73)7308 ff(74)2 I I 2 合 (86) 2 2 6 I 

5 月 3 日
横田医院川田医院鈴木歯科医院 大島診療所合(77) 1503 永寿堂医院 江口医院

番 合(72)0255 合 (72) 0 7 5 4 合 (72) 3 9 0 I 川生医院合(72)3030 合 (72) 4 4 6 9 合 (86) 3 2 0 I 

5 月 ID 日
浜野医院大神医院岩崎歯科医院 増田医院合(72) 1387 海宝医院 館林地区が

医 合 (88) 5 6 7 8 合0276(62)2200 合 (74) 7 5 I I 堀越医院合(73)4151 合 (72) 3 I 5 5 担当します

白沢医院 津久井医院
後゜

5 月 17 日 後藤2i 康）医院 岩崎歯科医院
大石医院合(74)2362

小西医院
ff (72) I 6 0 0 合 (7 3 9 7 5 合(72)0489 云 (72) 3 3 I 6 合 (86) 2 2 6 I 時

ガ
ン
ほ
ど
恐
ろ
し
い
病
気
は
あ
り

ま
せ
ん
が
定
期
検
診
を
受
け
て
早
期

に
発
見
す
れ
ば
手
遅
れ
と
な
ら
ず
、

一
命
を
と
り
と
め

ま
す
。
今
年
も
婦

人
科
検
診
と
併
せ

て
乳
ガ
ン
検
診
を

行
い
ま
す
の
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

検
診
日
は
五
月

十
九
日
・
ニ
十
六

日
の
両
日
で
す
。

申
し
込
み
書
を

後
日
回
覧
い
た
し

ま
す
の
で
希
望
者

は
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
検
診
料

は
婦
人
科
検
診
五

婦
人
の
地
位
向

上
の
た
め
の
特
別

活
動
と
し
て
設
け

ら
れ
た
婦
人
週
間

の
趣
旨
を
広
く
一

般
に
浸
透
さ
せ
る

と
と
も
に
、
婦
人

の
自
覚
を
高
め
、

自
主
的
活
動
を
促

す
た
め
に
「
あ
ら

ゆ
る
分
野
へ
の
男

女
の
共
同
参
加
ー

家
庭
で
職
場
で
地

域
社
会
で
ー
」
を

テ
r

マ
に
婦
人
の

集
い
（
弁
護
士
三

渕
嘉
子
さ
ん
を
迎
え
て
ー
女
の
生
き

方
ー
と
い
う
講
演
）
か
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
数
の
参

「婦人のつとい」が
開催されます

加
を
お
顆
い
し
ま
す
。

▼
日
時
四
月
十
七
日
午
後
一
時

ー
三
時
三
十
分
ま
で

▼
会
場
県
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
対
象
県
民
一
般

一
剣
友
会
員
募
集
＿

明
和
剣
友
会
で
は
新
た
に
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

会
員
に
な
れ
る
資
格
は
小
学
二
年

生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
男
・
女
で
す
。

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
や
、

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
公
民
館
事
務

局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

＿
緑
の
羽
根
に
ご
協
力
を
一

四
月
十
五
日
か
ら
五
月
十
四
日
ま
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婦人科検診が
行われます
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五
月
二
十
八
日
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
二
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
該
当
児
昭
和
五
十
五
年
二
月
一

日
か
ら
五
十
六
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児

明
和
村
転
入
以
前
に
実
施
さ
れ
た

方
は
事
前
に
保
健
課
ま
で
に
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。

一
植
木
即
売
会
＿

で
の
一
ヵ
月
間
を
緑
化
強
調
期
間
と

し
て
、
緑
の
羽
根
募
金
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

年
ご
と
に
失
わ
れ
て
き
た
緑
を
守

り
育
て
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
村
民
の
皆

▼
会
場

生
産
者
に
よ
る
直
売
だ
け
に
大
変

割
安
だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
観
賞

妾
々
ご
購
入
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

▼
会
場

▼
日
時

明
和
村
商
工
会
館
前

四
月
二
十
九
日
1

五
月
五

日
午
前
十
時
よ
り
午
後

六
時
ま
で

一
春
の
大
掃
除
を
＿

村
植
木
生
産
組
合
に
よ
る
恒
例
の

植
木
即
売
会
か
行
わ
れ
ま
す
。

…
屯
屯
屯
母
屯
愈
心
心
…
…
…
屯
愈
―
“
'
心
…
と
；
と
母
息
愈
屯
…
；
と
心
屯

村
で
は
四
月
二
十
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
を
春
の
清
掃
旬
間
と
定
め
ま

し
た
の
で
、
こ
の
期
間
内
に
大
掃
除

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
村
づ
く
り
、
美
し
い
家
庭

は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
ひ

と
つ
で
す
。

さ
ん
が
こ
ぞ
っ
て
募
金
運
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
献
血
車
が
来
ま
す
＿

本
村
に
愛
の
献
血
車
か
来
ま
す
。

▼
日
時
五
月
八
日
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で

中
央
公
民
館

＿
米
穀
販
売
業
者
の
受
付
一

本
村
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
度

新
た
に
米
穀
販
売
業
者
を
一
店
増
や

す
事
に
な
り
ま
し
た
。

米
穀
の
販
売
を
行
い
た
い
と
思
う

方
は
四
月
十
八
日
ま
で
に
役
場
経
済

課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

- -―及

II 十'~ II 十十~ び ] 今
八七四 ; 
日 日日 < [ 月

] I 公こ明公閲 入H 鷹で の喜 貸 <皇貸 す。動 納
：一第 鷹め
—‘ 

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切員相 冑 日父1 ：• 
なか談 時 通
助皆は

言さ 冒i 時 4 事ん 1 月

指烹` : l lJ 故
行み専 3 木目
し、ご門 時 午月‘’lj 
] 0 とのま 談
に相で 10

▼
日
時

百
円
、
乳
ガ
ン
検
診
五
百
円
で
す

ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
の

予
防
接
種
の
実
施

• • 月
筐贔例
役時I 4 砧行[ 
場第午 1月5 /~` 、
三後日権
会 3 、/

冒 □ 畠相
で 10 ニ恥火
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根岸麒ーさん

野本竹蔵さん

（故）細谷弥三郎さん

多田佐衛さん

佐藤敏夫さん

. 

•
雲
F
N
H
"（故）立川 可さん

言贔薗疇詞［曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲函菌圏菌菌菌圏也菌

6 名の村政功労者を表彰

第
十
回
村
政
功
労
者
の
表
彰
式
が

四
月
二
十
七
日
役
場
で
財
務
事
務
所

長
ら
多
数
の
来
賓
を
招
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
た
方
は
、
元
民

生
委
員
の
多
田
佐
衛
さ
ん
（
上
江
黒
）

元
教
育
委
員
会
季
吝
員
の
根
岸
麒
一
さ

ん
（
矢
烏
）
、
元
社
会
教
育
委
員
の

佐
藤
敏
夫
さ
ん
（
下
江
黒
）
、
元
人

権
擁
護
委
員
の
野
本
竹
蔵
さ
ん
（
千

津
井
）
、
元
農
業
共
済
損
害
評
価
会

委
員
の
国
立
川
可
さ
ん
（
梅
原
）
、

元
干
津
井
渡
船
船
夫
の
国
細
谷
弥
三

郎
さ
ん
（
羽
生
市
）
の
六
名
の
方
で

す
。六

名
と
も
村
政
発
展
の
た
め
、
長

年
に
わ
た
り
そ
の
道
一
筋
に
尽
く
さ

れ
、
数
多
く
の
偉
大
な
功
績
を
残
し

た
人
達
で
す
。

そ
の
功
労
に
対
し
、
村
で
は
表
彰

規
程
に
よ
り
村
政
功
労
者
と
認
め
、

こ
の
日
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

村
長
は
式
辞
の
な
か
で
一
人
ひ
と

多
田
佐
衛
さ
ん

多
田
さ
ん
は
昭
和
三
十
九
年
四
月

か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
ま
で
八
年

間
区
長
と
し
て
活
躍
。
ま
た
昭
和
四

六
名
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

り
の
功
労
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
、

多
年
の
知
識
、
経
験
を
生
か
し
、
今

後
も
村
の
発
展
の
だ
め
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
受
賞
者
を
代
表
し

て
野
本
竹
蔵
さ
ん
は
「
な
ん
の
自
慢

で
き
る
事
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
た

だ
誠
意
を
も
っ
て
仕
事
に
当
た
り
、

大
過
な
く
過
し
た
だ
け
で
、
こ
れ
も

皆
様
の
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で

す
。
こ
の
名
誉
を
け
か
す
こ
と
の
な

い
よ
う
一
住
民
と
し
て
努
め
て
行
き

ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
今
年
の
村

政
功
労
者
表
彰
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

立
川
さ
ん
は
昭
和
四
十
三
年
四
月

立
川
可
さ
ん

十
三
年
十
二
月
か
ら
昭
和
五
十
五
年

十
一
月
ま
で
十
二
年
と
い
う
長
い
間

民
生
委
員
と
し
て
、
明
和
村
の
福
祉

行
政
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

根
岸
さ
ん
は
教
育
委
員
を
昭
和
四

十
三
年
十
月
か
ら
昭
和
五
十
五
年
九

月
ま
で
十
二
年
間
行
い
、
そ
の
間
昭

和
五
十
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
九
月

ま
で
教
育
委
員
長
と
し
て
教
育
一
筋

に
大
い
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
敏
夫
さ
ん

佐
藤
さ
ん
は
昭
和
四
十
五
年
四
月

か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で
五
期

十
年
社
会
教
育
委
員
と
し
て
活
躍
し
、

そ
の
間
農
業
委
員
会
委
員
を
三
年
、

民
生
委
員
を
三
年
、
区
長
を
二
年
す

る
な
ど
各
方
面
に
お
い
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。野

本
竹
蔵
さ
ん

野
本
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
三
月
か

ら
昭
和
三
十
九
年
五
月
ま
で
の
九
年

三
ヵ
月
教
育
委
員
と
し
て
活
躍
し
、

そ
の
間
副
委
員
長
を
一
年
六
ヵ
月
、

委
員
長
を
七
年
八
ヵ
月
行
い
、
教
育

行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
か
ら

昭
和
四
十
三
年
五
月
ま
で
明
和
村
助

役
と
し
て
行
政
に
力
を
注
ぎ
、
昭
和

四
十
五
年
十
月
か
ら
昭
和
五
十
六
年

ま
で
人
権
擁
護
員
と
し
て
も
活
躍
。

根
岸
麒

一
さ
ん

か
ら
昭
和
五
十
五
年
十
月
六
日
現
職

で
死
亡
す
る
ま
で
の
十
二
年
六
ヵ
月

も
の
長
い
間
農
業
共
済
損
害
評
価
員

と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
間
会
長
を
三

年
三
ヵ
月
行
う
な
ど
損
害
評
価
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

細
谷
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
四
月

か
ら
昭
和
五
十
六
年
一
月
七
日
に
死

亡
す
る
ま
で
二
十
七
年
九
ヵ
月
と
長

い
間
千
津
井
渡
船
の
船
夫
と
し
て
一

日
も
休
む
事
な
く
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続
者
と
し
て

野
本
さ
ん
・
木
村
さ
ん
表
彰

四
月
二
十
七
日
、
役
場
で
永
年
勤

続
職
員
と
し
て
野
本
一
時
さ
ん
、
木

村
波
子
さ
ん
は
村
よ
り
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

野
本
さ
ん
は
明
和
村
公
仕
と
し
て

二
十
年
九
ヵ
月
、
木
村
さ
ん
は
給
食

調
理
人
と
し
て
二
十
年
一
ヵ
月
も
の

長
い
間
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

入
ヶ
谷
の
岩
崎
昭
さ
ん
は
、
こ
の

ほ
ど
”
工
場
に
お
け
る
創
意
工
夫
功

労
者
“
と
し
て
科
学
技
術
長
官
の
中

川
一
郎
氏
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

創
意
工
夫
功
労
者
と
し
て

岩
崎
昭
さ
ん
表
彰

細
谷
弥
三
郎
さ
ん

岩
崎
さ
ん
は
大
泉
町
の
東
京
三
洋

電
機
に
勤
務
し
、
冷
凍
冷
蔵
、
空
調

機
器
用
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
製
造
設

備
と
治
具
の
製
作
を
担
当
し
て
い
ま

す
が
、
設
備
、
治
具
の
ト
ラ
ブ
ル
に

よ
る
稼
動
率
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
段

取
り
）
エ
数
、
不
良
率
、
治
具
寿
命
の

低
減
の
改
善
を
図
れ
ば
、
よ
り
生
産

工
程
か
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
考
え
、

取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
次
の
よ
う
な
効
果
か
認

め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ベ
ル
ト
コ
ン
ペ
ア
か
ら
の
製
品
乗

I

り
継
ぎ
不
良
が
な
く
な
り
従
業
員
が

一
名
削
減
で
差
た
。

▼
稼
動
率
一
0
0

％
に
対
し
て
改
善

後
は
一
〇
六
％
で
六
％
の
向
上
と
な

っ
た
。

▼
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
エ
数
改
善
前
一
〇

0
％
に
対
し
て
改
善
後
―
二
％
で
八

八
％
の
低
滅
と
な
っ
た
。

▼
治
具
寿
命
改
善
前
一
0
0

％
に
対

し
て
改
善
後
三
0
0
％
で
二
0
0
%

向
上
を
し
た
。

▼
治
具
注
油
に
費
や
す
エ
数
改
善
前

1
0
0
％
に
対
し
て
改
善
後
一
六
％

で
八
四
％
の
低
減
と
な
っ
た
。

▼
治
具
製
作
工
数
改
善
前
一
0
0
%

に
対
し
て
改
善
後
九
五
％
で
五
％
の

低
減
と
な
っ
た
。

秋
野
公
江
さ
ん

体
育
指
導
委
員
に

体
育
指
導
委
員
が
一
人
欠
員
と
な

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
矢
島
の
秋
野

公
江
さ
ん
が
体
育
指
導
委
員
に
な
り

` 
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中学校建設始まる
一米年 3 月にデラックス校舎完成一

.;. ..一ー～ , .. F 

級
室
室
室
室
室
室
室
下
室
置
所
室
ル
一
場
洗

X

下

h
ク
タ

0

学
重
覚
理
一
置

B
廊

談
具
活
写
備
理
調
段
一
エ
ン
・
計

殊
i
J
聴
食
ク
）

月
ム
コ
火
t

F

特
相
教
特
視
映
準
調
廊
給
物
便
階
ホ
ダ
ワ
手
消
渡

ー

67.50 
33.75 
33.75 
67.50 
112. 50 
22.50 
22.50 
117. 60 
132.94 
151.96 
23.12 
52.00 
28.00 
64.88 
4.60 
18.78 
13.50 
0.70 
47.08 

1,015.16m' 

室
室
室
下
置
所
室
場
一
洗

x

下

タ

0

置

教
―

B

廊

備
服
段
ン
ェ
全
計

通
、
ウ
り

コ
ム
火

F

普
準
被
廊
物
便
階
ワ
ダ
手
消
渡

2
 337.50 

22.50 
117. 60 
132.94 
23.12 
52.00 
28.00 
12.62 
4.60 
13.50 
1.41 
47.08 

792. 87m' 

室
室
室
下
置
所
室
場
一
洗

x

室

タ

0

置
控

教
一

B

備
術
段
ン
エ
・
用
計コム

火
師

通
、
ウ

F

普
準
美
廊
物
便
階
ワ
ダ
手
消
教
一

3
 

337.50 
22.50 
117.60 
115. 69 
23.12 
52.00 
28.00 
12.62 
4.60 
13.50 
1.41 
17.25 

745.79m' 

相
談
室

教
具
室

給食室

特別活動室 I 皐

物

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

~
中
学
校
の
赤
瓦
の
旧
校
舎
が
近
く
取
り
壊
さ
れ
来
年
三
月
に
―

z

公e

｛
は
三
階
建
て
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
校
舎
と
し
て
み
な
さ
ま
の
前
に
お
~

i
目
見
え
し
ま
す
。

~
こ
の
旧
校
舎
は
、
昭
和
十
一
年
に
梅
島
小
学
校
と
し
て
建
設
~

~
さ
れ
、
昭
和
＿
―
-
十
七
年
に
は
明
和
中
学
校
と
な
り
、
も
う
何
千
~

一
人
も
の
生
徒
が
こ
の
校
舎
か
ら
巣
立
っ
た
校
舎
。
~

~
今
度
建
設
さ
れ
る
新
校
舎
は
十
年
先
の
生
徒
増
な
ど
を
見
越
一

~
し
て
設
計
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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自
然
農
法
で
病
気
知
ら
ず

イ
チ
ゴ
の
世
話
を
す
る
多
田
さ
ん

私
は
切
り
絵
に
、
前
か
ら
典
味

か
あ
り
ま
し
た
の
で
、
公
民
館
で

の
切
り
絵
教
室
の
募
集
か
あ
っ
た

時
、
何
も
解
か
ら
な
い
ま
ま
、
第

一
回
目
の
切
り
絵
教
室
に
入
門
しんさ江

剛
美
江

保
上
久
（

牛

ま
し
た
。

初
め
て
カ
ッ
タ
ー
を
手
に
緊
張

し
て
し
ま
っ
た
あ
の
日
か
ら
、
一

年
が
過
ぎ
、
私
達
学
級
生
も
ど
う

に
か
、
こ
う
に
か
切
り
、
最
初
の

（第 57 回）

作
品
を
完
成
さ
せ
た
時
の
喜
ぴ
よ
う

は
も
う
言
葉
に
い
い
表
わ
せ
な
い
は

ど
で
す
。

切
リ
絵
と
の
出
合
い
は
、
私
に
と

っ
て
素
敵
な
友
達
と
の
出
逢
い
で
も

あ
リ
、
本
当
に
楽
し
く
過
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
は
上
野
の
都
立
美

術
館
に
「
日
本
切
り
絵
展
」
を
私
達

一
同
見
学
。
も
ち
ろ
ん
先
生
の
作
品

上
江
黒
の
多
田

三
郎
さ
ん
は
、
十

年
利
前
か
ら
米
や

野
菜
を
、
自
然
農

法
で
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
自
然
農
法

と
い
う
の
は
、
日

こ
、
”
'
光
‘
空
気
、
土
を

'
✓
'
某
本
に
名
え
た
農

法
で
、
農
薬
や
化

学
肥
料
を
一
切
使

わ
ず
ま
っ
た
く
の

自
然
栽
培
゜

も
う
十
年
も
や

っ
て
い
る
の
で
、

多
田
さ
ん
の
土
は

や
わ
ら
か
く
、
地

温
（
土
の
温
度
）

も
温
か
く
、
土
か

生
き
返
っ
て
き
た

の
で
、
、
収
穫
も
増

え
て
き
た
そ
う
で

す
。

ま
た
多
田
さ
ん
か
栽
培
し
た
野
菜

は
板
持
ち
す
る
し
、
味
か
よ
く
、
米

は
‘
ご
は
ん
を
炊
く
と
増
え
‘
貯
蔵

し
て
も
変
化
し
な
い
な
ど
と
各
方
面

か
ら
好
評
で
ひ
っ
ぱ
り
た
こ
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
か
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
執
す
る
方
に
対

し
て
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込

み
受
付
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
受
付
期
間
四
月
二
十
四
日
＼
五

月
二
十
八
日
ま
で

▽
選
定
方
法
先
着
順
に
よ
リ
無
抽

も
出
品
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
多

く
の
素
晴
し
い
。
フ
ロ
級
の
作
品
に

触
れ
嘆
美
•
•
…•
O

長
い
人
生
何
か
―
つ
ぐ
ら
い
趣

味
を
持
つ
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う

切
り
絵
ょ
禄
3
手
＇
行

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
牛
久
保
さ
ん
で
す
）

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

五
月
に
は
新
入
生
の
方
が
た
＜

さ
ん
入
門
し
切
り
絵
に
接
し
て
く

れ
る
よ
う
第
一
期
生
一
同
鶴
首
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

郡
ソ
フ
ト
ボ
—
ル
大
会

新
里
チ
ー
ム
優
勝

さ
ら
に
こ
の
方
法
で
栽
培
さ
れ
た

野
菜
な
ど
は
、
体
内
の
血
液
を
浄
化

し
‘
健
康
体
に
す
る
の
で
‘
ど
ん
な

万
病
も
起
こ
ら
な
く
な
る
そ
う
で
、

こ
れ
ら
の
事
か
自
然
農
法
に
切
り
替

え
る
事
の
大
き
な
原
因
。

も
う
多
田
さ
ん
は
医
者
知
ら
ず
で
す

と
、
自
然
農
法
の
効
用
を
認
め
て
い

ま
す
。

選
で
選
定
し
ま
す
。

▽
融
資
額
木
造
住
宅
（
八
十
面
以

上
）
の
場
合
四
百
十
万
円
ー
四
百

三
十
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事
を

行
う
場
合
二
十
万
円
ー
四
十
万
円
。

太
陽
熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う

場
合
は
十
万
円
の
融
資
額
の
加
算

及
び
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）
等

か
同
居
す
る
場
合
五
十
万
円
＼
百

五
十
万
円
の
融
資
額
の
割
増
し
制

度
か
あ
り
ま
す
。

▽
利
率
年
五
・
五
％

▽
返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五

年
以
内

▽
申
込
場
所
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
唐
業
務

取
扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
。

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス
チ
ー
ム
（
監
督

奥
沢
一
三
）
は
四
月
十
二
日
か
ら
行

わ
れ
た
邑
楽
郡
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
B

ブ
ロ
ッ
ク
で
見
事
優
勝
し

住
宅
金
融
公
庫

申
し
込
み
受
付
中

い
：
よ
；
，
：
よ
り
―

ロ
~
刈
~
’
二
ぶ
心
：
少
ぷ
ク
バ
む

虫
歯
は
早
く
治
療
を

虫
歯
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
ま
て
影

響
を
お
よ
ば
し
ま
す
。
＂
む
し
歯

ぐ
ら
い
“
と
放
っ
て
お
く
こ
と
は

大
変
危
険
な
こ
と
で
す
。

◆
む
し
歯
の
影
響

。
発
育
へ
の
影
響

食
欲
か
へ
り
偏
食
か
ち
に
な
っ

た
り
す
る
。
む
し
歯
の
多
い
子
供

は
身
長
、
体
重
な
ど
の
発
育
か
悪

く
な
っ
て
い
ま
す
。

。
全
身
へ
の
影
響

む
し
歯
を
放
っ
て
お
く
と
、
病

変
は
歯
髄
ま
で
す
す
ん
で
ウ
ミ
か

出
る
よ
う
に
な
リ
ま
す
。
こ
ん
な

状
態
か
長
く
慢
性
的
に
つ
づ
く
と

歯
の
根
元
に
巣
く
っ
た
細
菌
も
血

液
や
リ
ン
パ
液
に
ま
し
っ
て
全
身

に
ま
わ
り
、
他
の
病
気
を
ひ
き
お

こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
永
久
歯
へ
の
影
響

乳
歯
の
虫
歯
の
た
め
に
永
久
歯

の
は
え
か
わ
り
か
う
ま
く
い
か
ず

歯
並
び
か
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

。
性
格
へ
の
影
響

虫
歯
が
ひ
ど
い
と
人
前
に
出
て

も
ひ
け
目
を
感
じ
、
ま
た
、
正
し

ま
し
た
。

こ
の
B

ブ
ロ
ッ
ク
は
各
町
村
の
代

表
三
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
新
里
は
次
々
に
強
豪
を
破
り
‘

特
に
、
決
勝
戦
の
相
手
の
大
泉
町
新

い
発
音
か
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

た
め
話
す
の
か
苦
痛
と
な
り
、
内

向
的
な
性
格
に
な
る
こ
と
か
あ
り

ま
す
。

◆
お
母
さ
ん
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

-
‘
糖
分
を
制
限
す
る
。

二
、
お
や
つ
は
時
間
を
決
め
、
ダ

ラ
ダ
ラ
与
え
な
い
。

三
‘
歯
の
手
入
れ
を
す
る
。

。
歯
か
一
本
は
え
た
ら

水
を
含
ま
せ
た
清
潔
な
ガ
ー
ゼ

や
脱
脂
綿
を
指
先
に
ま
き
つ
け

て
、
歯
の
表
面
の
よ
ご
れ
を
と

る
。

食
べ
た
後
は
白
湯
を
の
ま
せ
る
。

。
―
一
才
頃
か
ら

ブ
ク
ブ
ク
う
か
い
‘
歯
み
か
き

を
教
え
る
。

◆
よ
い
歯
を
つ
く
る

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

丈
夫
な
歯
質
を
つ
く
る
食
品
を

心
か
け
て
と
る
（
ビ
タ
ミ
ン
A

C
•
D

．
良
質
蛋
白
質
・
カ
ル

シ
ウ
ム
）

生
ク
ラ
ブ
戦
で
は
最
終
回
ま
で
八
対

一
と
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
最

終
回
一
挙
に
八
点
挙
げ
逆
転
し
ま
し

'

J

O
 

t
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春
の
叙
勲
で
、
明
和
村
の
前
教

育
長
を
し
て
い
た
奈
良
種
介
さ
ん

(
7
4歳）
は
数
多
く
の
教
育
行
政

の
功
績
か
認
め
ら
れ
勲
五
等
双
光
旭

日
章
の
栄
誉
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。

奈
良
さ
ん
は
昭
和
二
年
四
月
、
三

野
谷
尋
常

萬
等
小
学

校
に
初
め

て
教
師
と

し
て
赴
任

さ
れ
、
そ

の
後
佐
貫

青
年
学
校

教
諭
等
を

歴
任
さ
れ
、

昭
和
十
八

年
三
月
千

前
教
育
長
の
奈
良
種
介
氏

勲
五
等
双
光
旭
H

章
の
栄
誉
に

め し＼ わ

江
黒
古
墳
の
そ
ば
の

道
路
（
上
江
黒
荒
川
一

郎
宅
東
側
）
が
拡
張
さ

れ
る
の
に
伴
な
い
約
二

m
古
墳
側
に
広
か
る
の

で
、
こ
れ
を
け
ず
り
取

っ
た
の
で
古
墳
の
調
査

を
県
文
化
財
保
護
主
事

の
前
沢
氏
の
協
力
を
得

て
、
四
月
十
五
・
十
八
・

二
十
三
日
の
三
日
間
に

わ
た
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
前
沢
さ
ん
は
機

械
で
け
ず
り
取
ら
れ
た

高
さ
三

m
の
西
側
の
断

面
を
今
度
は
手
ス
コ
ッ
プ
で
も
っ
て
、

て
い
ね
い
に
け
ず
り
取
り
、
ま
る
で

土
に
絵
を
描
く
よ
う
に
土
の
盛
り
上

げ
方
を
中
心
に
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
古
墳
の
土
台
と
な
っ

て
い
る
所
に
は
、
く
ず
れ
な
い
よ
う

に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
枯
り
気
の
あ

る
黒
い
土
を
使
用
し
て
あ
り
、
長
年

村
内
の
い
た
る
所
を
掘
っ
た
建
設
課

の
職
貝
も
こ
の
黒
い
土
は
今
ま
で
、

見
た
事
が
な
い
と
お
ど
ろ
い
て
い
ま

•
も
っ
こ

す
。
そ
の
黒
い
土
の
上
に
は
呑
で
盛

り
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
土

が
重
ね
て
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
同
時
に
、
小
さ
な
土
器
（
縄

江
田
村
国
民
学
校
教
頭
、
昭
和
二

十
一
年
三
月
大
箇
野
村
国
民
学
校

長
、
昭
和
三
十
年
二
月
板
倉
町
立

南
中
学
校
長
な
ど
歴
任
さ
れ
、
昭

和
四
十
年
三
月
館
林
市
立
赤
詞
中

学
校
長
を
最
後
に
三
十
八
年
間
に

わ
た
る
教
職
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
明

和
村
第
二
代
教
育
長
と
し
て
二
期

八
年
間
教
育
行
政
を
推
進
し
、
本

村
教
育
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
し
た
後
も
地
域
住
民
の

強
い
要
望
に
よ
り
、
地
区
子
ど
も
会

育
成
会
長
な
ど
や
、
明
和
村
民
憲

章
起
草
委
員
、
明
和
村
文
化
財
保

護
調
査
委
員
、
明
和
村
誌
編
さ
ん

委
員
等
の
要
職
に
つ
い
て
地
域
社

会
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
て
ま
す
。

江
黒
古
墳
を
調
査

小
さ
な
土
器
や
灰
な
ど
出
土

文
式
か
中
心
）
や
灰
な
ど
も
い
く
つ

か
出
土
し
た
の
で
、
今
後
こ
れ
ら
の

明
和
村
身
体
障
害
者
更
生
会
（
会

長
鯉
沼
利
三
郎
）
で
は
四
月
二
十
六

日
空
カ
ン
拾
い
を
し
て
道
路
美
化
に

努
め
ま
し
た
。

今
年
は
国
際
障
害
者
年
私
達

も
社
会
参
加
を
し
よ
う
と
、
行
わ
れ

た
も
の
で
、
ま
だ
交
通
量
の
少
な
い

午
前
六
時
か
ら
約
二
時
間
村
内
の
主

道
路
を
中
心
に
収
集
。

足
を
引
き
づ
り
な
か
ら
の
人
、
義

足
の
人
、
松
葉
杖
を
つ
き
な
が
ら
の

人
な
ど
の
身
体
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ

だ
け
に
悪
戦
苦
闘
の
連
続
。

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
空
カ
ン
は

ト ・・

四
.ｷ . ` ̂ 9 . ,,. -、

郷工史請座参加者募集
文化財の村指定かなされたのを機会に、郷

土の歴史と文化財について知識と理解を深め

てもらうために次のとおり'‘郷土史講座＂か

開催されます。奮って参加〈ださい。

(1)期 日毎月 1 回午後 7 時30分よリ

(2)会 場中央公民館

(3)対 象一般村民

(4)募集人員 30名（先着順）

(5)申し込み 中央公民館事務局へ

(6)内容

6 月 明和村指定文化財について

7 月 明和村の石仏について

8 月 郷土を支配した近世の宰相たち

9 月 郷土の水害と生活の知恵

10 月 郷土の歴史登場した人々

11 月 館林宰相秋元家菩提寺外（見学）
12 月 明和村と田山花袋

1 月 明和村の文化財あれこれ（日光文狭
流獅子舞外）
明和村の文化財あれこれ（東石仙五

郎外）
明和村の文化財あれこれ（矢島遺跡

外）
※変更になる場合もあります。

2 月

3 月

大
き
な
袋
に
七
十
六
袋
゜

こ
の
よ
う
な
人
が
や
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
、
ポ
イ
と
空

カ
ン
を
投
げ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
見
せ
て
や
り
た
い
で
す
ね
。

き
っ
と
二
度
と
そ
の
よ
う
な

事
は
し
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
二

月
と
三
月
に
六
十
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に
二
日

間
で
し
た
が
給
食
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜

こ
ば
れ
ー
引
き
続
き
実
施
し

て
」
な
ど
と
い
う
要
望
が
あ

っ
た
た
め
、
杜
協
で
は
こ
れ
に
応
え

る
た
め
、
四
月
か
ら
毎
月
十
五
日
に

老
人
の
好
み
そ
う
な
特
別
メ
ニ
ュ
ー

の
給
食
を
注
文
し
、
各
地
区
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
を
通
じ
て
約
三
十
名

の
対
象
者
に
配
布
さ
れ
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
給
食
の
費
用
は
み
な

さ
ん
が
杜
協
の
奉
仕
銀
行
へ
寄
付
さ

れ
た
浄
財
か
ら
充
当
さ
れ
ま
す
。

の
一

険
積
立

受
け
て

、
ー
．ヘ̀ 

愛
の
給
食
サ
ー
ビ
ス

1
1

毎
月
実
施
I
I

義
足
や
松
葉
杖
の
人
だ
ち
が

道
路
の
空
カ
ン
拾
い

土
器
に
つ
い
て
も
詳
し
く
調
べ
る
そ

う
で
す
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
で

機
能
ア
ッ
プ

農
協
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
と
事
務
管

理
機
能
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
千

江
田
農
協
で
は
五
月
十
八
日
、
明
和

農
協
で
は
六
月
二
十
二
日
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
と
‘
預
金
の
出
し
入
れ
な
ど

台
帳
を
セ
ッ
ト
す
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
か
自
動
的
に
記
帳
し
、
正
確

で
し
か
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
う
そ
う

で
す
。

ま
た
、
台
帳
な
ど
い
く
つ
も
あ
る

と
今
ま
で
残
高
な
ど
か
す
ぐ
に
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
·
今
度
は
、
一
目
で

わ
か
る
そ
う
で
す
。

※
こ
の
方
法
に
よ
り
金
融
業
務
は
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
し
か

行
わ
な
い
そ
う
で
す
。
ご
注
意
を
”
~

明
和
村
、
千
代
田
村
、
邑
楽

町
の
二
十
歳
以
上
の
独
身
者
を

対
象
に
し
た
「
男
女
の
つ
ど
い
」

か
三
町
村
の
結
婚
相
談
所
合
同

で
三
月
二
十
九
日
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 こ

の
日
七
十
六
名
（
男
三
十

四
名
、
女
四
十
二
名
）
が
参
加

し
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
三
台
で
埼
玉

県
の
森
林
公
園
に
行
き
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
な
ど
を
通
じ

て
素
敵
な
人
を
見
つ
け
合
い
、

靡
路
の
バ
ス
の
中
で
は
意
気
統

合
し
、
つ
き
合
い
の
き
っ
か
け

が
図
れ
た
様
子
で
し
た
。

索
敵
な
人
、
見
つ
け
ま
し
た

ーユース一
こ
れ
が
梨
の
大
敵

赤
星
病
菌

、

防
犯
カ
メ
ラ
で

バ
ッ
チ
リ
見
張
り

9-
—-1-
—

-9 

• ‘’ 
こ
の
ほ
ど
、
明

和
農
協
と
千
江
田

農
協
で
は
、
組
合

員
の
大
切
な
お
金

を
守
ろ
う
と
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し

ま
し
た
。

今
ま
で
田
舎
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
と

` 思
わ
れ
て
い
た
か
、

最
近
で
は
都
市
で

も
村
で
も
同
じ
よ

う
に
ね
ら
わ
れ
て

い
る
の
で
、
今
ま

で
に
も
数
多
く
の

防
犯
設
備
が
施
こ

さ
れ
て
あ
り
ま
す

が
、
よ
り
強
化
に

す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

も
っ
と
活
発
に
し
よ
う
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
が
四
月
二
十
一
日
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
地
域
福
祉

は
私
た
ち
の
手
で
」
左

合
言
葉
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
員
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
百
二
十
八
名
の
方

か
応
募
し
て
く
れ
た
の

で
、
連
絡
協
議
会
を
設

立
し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
、
独
居

老
人
や
恵
ま
れ
な
い
家

庭
へ
友
愛
訪
問
し
た
り

給
食
サ
ー
ビ
ス
等
を
実

施
し
て
、
村
の
隅
々

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

設
立
さ
れ
る

ま
で
に
福
祉
の
灯
を
と
も
し
て
行
き

ま
す
。

な
お
、
会
長
に
は
千
津
井
の
奈
良

原
宣
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

梨
の
良
し
悪
し
は
四
月
の

赤
星
病
苗
を
い
か
に
封
じ
込
め
る
か

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
赤
星
病
菌
は
ビ
ャ
ク
シ
ン
類

の
枝
の
間
に
付
い
て
い
る
褐
色
の
ス

ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
も
の
。

現
在
、
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
を

よ
く
観
察
す
る
と
、
こ
れ
を
発
見
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
風
に
飛
ば
さ
れ
て
一
ー
ニ

k
m先
の
梨
の
葉
に
付
着
す
る
の
で
、

こ
れ
を
予
防
す
る
た
め
に
、
栽
培
農

家
で
は
、
赤
星
病
の
予
防
、
花
摘
み
、

人
工
授
粉
に
と
大
忙
し
で
す
。

日下下t-「li
J 口
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明
和
の
里
は
四
月
中
旬
に
な
る
と

梨
の
花
が
一
斉
に
咲
き
、
あ
た
リ
一

面
ま
っ
白
と
な
る
。

み
つ
ば
ち
か
受
粉
す
る
か
、
そ
れ

で
は
不
足
と
ば
か
り
に
栽
培
農
家
で

ー

/
.
I
r

人
工
授
粉
に
大
忙
し

こ
れ
な
ん
だ
か

わ
か
り
ま
す
か

こ
れ
な
ん
だ
か
わ
か
り
ま
す

か
？
昔
、
農
耕
用
に
牛
を
使
っ

て
い
た
と
き
の
牛
の
足
袋
だ
そ

う
で
す
。

牛
か
道
路
を
歩
く
と
き
、
石

で
足
の
裏
を
痛
め
な
い
よ
う
に

と
こ
れ
で
保
護
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
村
の
村
誌
編
さ

ん
室
で
は
昭
和
六
十
年
の
＂
明

和
村
誌
＂
完
成
を
め
ざ
し
て
各

方
面
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
か
み
な
さ
ん

の
家
庭
を
訪
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

は
人
工
授
粉
を
行
い
ま
す
。
大
き
な

耳
か
き
棒
み
た
い
な
も
の
に
花
粉
を

花
―
つ
ひ
と
つ
に
授
粉
さ
せ
て
い
く
。

そ
の
さ
ま
は
、
ま
さ
に
明
和
の
風
情

に
ぴ
っ
た
り
。

四
月
中
旬
と
も
な
る
と
東
部
地
区
で

は
白
い
梨
の
花
か
一
斉
に
咲
き
乱
れ
、

梨
栽
培
農
家
で
は
人
工
授
粉
に
忙
し
い

毎
日
を
過
し
ま
す
か
、
こ
の
花
粉
を
作

る
の
も
ま
た
大
変
。
少
し
早
め
に
咲
い

た
花
を
一
っ
ひ
と
つ
摘
み
取
り
i
約
取
器

と
呼
ば
れ
る
小
型
の
脱
穀
機
の
よ
う
な

も
の
で
花
弁
と
花
粉
を
分
け
、
花
粉
を

約
三
十
時
間
二
十
五
℃
位
に
保
ち
花
粉

を
作
り
ま
す
。

2 ~ 3 秒で花弁と

花粉を分けます

カメラ
こ
の
靭
取
器
は
四
年
前
か
ら
普
及
さ

れ
た
か
、
そ
れ
以
前
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ

花
を
ふ
る
い
の
上
で
こ
す
り
‘
花
粉
を

採
取
し
た
そ
う
で
、
期
間
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
家
族
総
出
で
夜
遅
く
ま
で

や
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
莉
取
器
を
使
う
と
ほ
ん
の
ニ
ー

三
分
。
「
本
当
に
い
い
機
械
が
あ
る
も

ん
だ
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

安全協会婦人部が大活躍

園

主

層

交通指導車を
贈呈される~ 新

し
く
小
学
一

年
生
に
な
っ
た
児

童
を
対
象
に
交
通

安
全
協
会
婦
人
部

は
腹
話
術
や
紙
し

ば
い
を
行
っ
て
交

通
事
故
防
止
を
図

リ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
春
の

交
通
事
故
の
う
ち

小
学
一
年
生
が

事
故
に
遭
う

の
か
多
い

交
通
事
故

防
止
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
春

の
全
国
交
通
安
全
運

動
か
始
ま
っ
た
前
日
の
四

月
五
日
役
場
に
新
し
い
交
通

指
導
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
交
通
指
導
車
は
館

林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組
合

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
車
種
は

千
八
百

c
Cの
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
。

今
後
は
こ
の
指
導
車
に
よ
る
交
通

事
故
防
止
に
威
力
が
発
揮
さ
れ
そ
う

で
す
。

た
め
、
こ
れ
を
防
ご
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
ピ
カ
ピ

カ
の
一
年
生
は
一
休
さ

ん
の
交
通
紙
し
ば
い

や
腹
話
術
で
交

通
ル
ー
ル
を

学
び
ま
し

こ
。f
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. 
原
動
機
自
転
車
の
税
に
つ
い
て
は

す
で
に
月
割
課
税
が
廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
四
輪
車
等
の
軽
自
動

車
に
つ
い
て
も
月
割
課
税
が
廃
止
さ

千

寺ら三主い土田湊楠系瀬が ....... 
子近郎をわ着氏川木を下五由
屋在はつれしをの正誇芳戸緒

：：且：。厚t［言：口滋
きをつ゜戸姓来敗れでは本村
子わと十時をてれをあ二家新

九年明る代たも弟がめ九代名‘てくる＋筋里
ー＾酋義旦ー゜熱の家る代は乗こ上む°二にに
町一ー太t—一心教にか目代つの野と遠代当瀬
村八十郎当十だ育集たの々た地国い祖のた下
制八二はた一つにめわ恒名とに新つ。は家る姓

れ
ま
し
た
。

従
っ
て
年
の
途
中
で
軽
自
動
車
を

取
得
し
て
も
月
割
で
課
税
さ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
’
反
対
に
年
の
途
中
で

廃
車
し
た
場
合
は
月
割
で
返
さ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
課
税
の
基
準
日
は
四
月
一

か
施
行
さ
れ
る
と
初
代
の
村
長
と

な
り
、
十
六
年
間
に
わ
た
り
村
政

の
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。

代
々
名
主
を
つ
と
め
数
多
く
の

古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
明

治
四
十
三
年
の
大
洪
水
で
殆
ん
ど

流
失
し
た
と
い
う
。

慶
応
四
年
（
一
八
交
）
四
月
の
太
政

官
制
札
や
元
文
年
間
（
一
七
―
―
―
一
ハ
ー
四

0
)

の
村
絵
図
な
ど
貴
重
な
資
料
か
い

く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。

【
家
紋
】
楠
木
の
流
れ
を
く
む
と

い
う
「
菊
水
」
カ
ゲ
紋
は
丸
に
三

つ
盛
亀
甲
に
剣
花
菱
。
屋
号
、
近

く
に
お
鷹
場
で
も
あ
っ
た
炉
ご

5

ろ
う
か
。
土
地
の
古
老
は
「
鷹
道
」

の
家
と
呼
ん
で
い
る
。

※
訂
正
前
月
号
の
塩
谷
さ
ん
の
家

紋
が
左
巻
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

右
巻
き
で
す
。
ま
た
、
直
参
新
八
郎

と
あ
り
ま
し
た
が
農
民
新
八
郎
の
誤

り
で
す
。

次
回
は
「
落
合
」
の
予
定
で
す
。

身
近
な
税
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

省エ字は

省マネー…◎

【掃除機】

●ゴミを早めに捨て

たり、あらかじめ

部屋を片づけてか

ら掃除機を使うと

月約 5kWh の節約

で金額にして

円の節約になりま

す。
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軽
自
動
車
税
の
一

一
月
割
課
税
の
廃
止

新
築
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
の
床
面
積
要
件
が
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
家
屋
を
新
築

し
た
方
の
税
負
担
か
緩
和
さ
れ
ま
す
。

【
改
正
箇
所
】

人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
床
面
積

か
四
十
面
以
上
百
六
十
五
面
以
下
で

あ
る
場
合
は
百
面
ま
で
の
税
額
が
三

年
間
½
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
戸
建
以
外
の
貸
家
住
宅

に
あ
っ
て
は
三
十
面
以
上
百
六
十
五

面
以
下
の
住
宅
で
す
。

住
民
税
の
非
課
税
一

l
限
度
が
拡
げ
ら
れ
ま
し
た

国
民
生
活
水
準
が
高
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
比
較
的
所
得
の
低
い
方
に

税
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
の
で
、
五
十
六
年
に
限
り
所
得
の

金
額
が
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
及

び
扶
養
親
族
の
合
計
数
に
二
十
七
万

円
を
乗
じ
た
金
額
以
下
の
方
は
住
民

税
所
得
割
か
か
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
よ
り
、
夫
婦
子
二
人
の
給

与
所
得
者
の
住
民
税
所
得
割
の
非
課

税
限
度
額
は
百
七
十
五
万
円
（
現
行

の
課
税
最
低
限
百
五
十
八
万
四
千
円
）

と
な
り
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査
が

七
月
一
日
に
実
施

昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
と
な
ら

ん
で
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
あ
る
「
事
業
所
統
計
調
査
」
か
七

月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ

ま
す
。

こ
の
調
査
は
‘
以
後
三
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
わ
か
国
の
経

済
活
動
の
基
礎
で
あ
る
事
業
所
の
実

態
を
全
国
な
ら
び
に
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
調
査

の
結
果
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町

村
の
行
政
や
経
済
施
策
を
は
じ
め
、

民
間
で
は
事
業
計
画
を
立
て
る
際
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
会
社
、

工
場
、
商
店
、
神
社
や
お
寺
な
ど
、

農
林
漁
家
を
除
く
全
国
約
六
百
三
十

万
の
事
業
所
で
す
。

な
お
、
調
査
の
方
法
は
都
道
府
県

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、

六
月
下
旬
か
ら
す
べ
て
の
事
業
所
を

訪
問
し
て
調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し

七
月
中
旬
ま
で
に
回
収
し
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
調
査
員
が
直
接
聞

き
取
り
調
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
で
す
。

新
築
住
宅
に
お
け
る
一

l固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

[ 第 2 回ヵメラなどが当たる交通安全クイズ解答及び当選者の発表 I 
1. 春の全国交通安全運動は、いつ力らいつまでです力。

2下雪竺霊雷ガ。 イ．▽の標識のあるところを止まらな力つだ。

：塁贔虐唸誓贋竺言言9言閾Dで、その記車を運転して帰っだ。 ウ 恩房の標識のあるところを時速40畑で運転しだ。
ウ．車を運転する人は、あ酒を飲んでいだけれど自分は飲んでいな力つだので、その人の車 （答）ウ

に乗せてもらつだ。 7. つぎのうち、誤まった自転車の乗り万はどれで可力。
（答）ア アをや在にまtJる時は合図を可る。

3 信号機のある交差点で、自転車に乗って石へまtJるときの正しい方法はどれで可力。 イ夜、市内の明るいところを適る時はライドを消して乗る。

4（竺；；；っち彗つアてし塁二可力：ピr'ロど］ Bi:```言i言ロニ：ロニ゜つ。ア．せまい道路や裏通りでは、子供の「とび出し」に気をつけて運転可る。 9. 「こども」には小さい時力らのしつけtJ大切で可。つぎのうち適当でないのはどれで可力。
イ 「ゆとりJと「ゆ弓り合い」の運転を励行しましょう。 ア．遵路では遊ばせないこと。
ウ 夜間の裏適りは、他の車tJ殆んど通らない力ら、スピードを出して家に帰る。 イ．車のすぐ前、すぐうしろは、横断させないように可る。
（答）ウ ウ．雨tJ降つていだら「こうもり」をささせて自転車に乗せましょう。

5. 夜、歩いていて交過事故にあう人tJ増えていま可。つぎのうち誤つている毛のはどれです （答）ウ
ヵ。 10. つぎのうち適当でないのはどれです力。
ア 「ことも•Jや「おとしよかは、なるべく夜間は外出させないようにしだいもので可。 ア．交通事故をなく可だめに、家族みんなで話し合いましょう。
イ．やむを得可外出可る時は、目立ちゃ可い服装で歩くようにしましょう。 イ．家庭ではお田さんtJ「交通安全の責任者」となり中心となって、家族みんなの交通安全
ウ．夜は交適量tJ少ないので安心して道路の左側を歩きましよう。 を考えだいものです。
（答）ウ ゥ．うちでは、あ父さんtJ車を運転可るだけで、ほ力にはだれ毛免許をもっていないので、

6. つぎのうち正しいのはどれです力。 交適安全については関1じ＼tJなく、家族で全然話し合つだこともない。

ァ 9 (i)の標識のあるところを石にまtJつだ。 （答）ウ
•••••••• • - - - - • • • ~ - • • • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • • - - - - - - - - - - - - • • - - • • - - - - - - - - - - - - - - - - • • • - - - - - • • • • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • - • - - • - - • • • - • - - •ーー・—· ---------------------• • • • • • • -• • -------• ------------ • -- -·疇—- --

〈ボケットカメラ〉風間優子・楠沼きみ子〈万歩メーター〉鈴木早苗・薗部知映子・坂上長吉〈レジャーマット〉鈴木貞雄・新井綾•吉尿明美・木島孝子
阿圏和子・蓬貝満里子・奥村洒．始沢一彦・富塚和男・横塚敏郎〈座布団カバー〉島田高男•吉宗雅子・福愚源ー・森尻昭彦・橋本俊幸・小田木正三郎・
磯田行正・荒川一郎・尾花孝之•福田邦雄・野本光江・新井貞子・江森正則・大塚昭代・大塚宏ニ・野口志乃•山岸コウ子・吉永政男•田部井政雄•吉示明t専

（敬称略）
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県
職
員
採
用
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

県
人
事
委
員
会
は
昭
和
五
十
六

年
度
の
県
職
員
採
用
試
験
が
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

試
験
区
分
は
、
上
級
試
験
（
行

政
、
技
術
系
職
種
）
、
初
級
試
験
（
一

般
事
務
、
警
察
事
務
、
公
立
学
校

事
務
（
技
術
系
職
種
）
、
警
察
官
等

試
験
（
警
察
官
、
婦
人
警
察
官
、
婦

人
補
導
員
、
交
通
巡
視
員
）
で
す
。

①
受
け
付
け
期
間
②
試
験
日

（
イ
）
第
一
次
（
口
）
第
二
次
③

最
終
合
格
発
表
④
）
試
験
案
内
申

込
書
交
付
開
始

【
上
級
試
験
】
①
六
月
一
日1
同

二
十
日
②
（
イ
）
七
月
十
九
日

（
口
）
九
月
上
旬
③
十
一
月
上
旬

④
五
月
下
旬

【
初
級
試
験
】
①
八
月
十
七
日1

九
月
五
日
②
（
イ
）
十
月
十
八
日

（
口
）
十
一
月
下
旬
③
十
二
月
下

旬
④
七
月
下
旬

【
警
察
官
等
試
験
】
▼
第
一
回1
1

警
察
官
（
大
卒
）
、
婦
人
警
察
官
、

婦
人
補
導
員
①
五
月
十
一
日
1

同

三
十
日
②
（
イ
）
六
月
七
日
（
口
〕

七
月
中
旬
1
1

婦
人
補
導
員
は
七
月

上
旬
③
八
月
中
旬
1
1
同
七
月
中

旬
④
五
月
上
旬

▼
第
二
回
1
1

警
察
官
（
大
卒
、
そ

れ
以
外
）
、
交
通
巡
視
員
①
八
月
十

日

1

九
月
五
日
②
（
イ
）
十
月
十

一
日
（
口
）
十
二
月
上
旬
③
十

二
月
下
旬
④
七
月
下
旬

な
お
、
試
験
案
内
、
申
込
書
は

上
級
と
初
級
か
館
林
財
務
事
務
所
、

警
察
官
か
館
林
警
察
署
で
交
付
さ

れ
ま
す
。

お
通
夜
や
告
別
式
で
遺
族
に
会

っ
て
お
悔
み
を
述
べ
る
際
は
、
言

葉
は
少
な
く
て
も
、
真
心
を
こ
め

て
、
表
情
や
態
度
で
十
分
気
持
ち

を
伝
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
先
方
は
と
り
こ
ん
で
い
る
の

で
す
か
ら
、
余
り
長
々
し
い
あ
い

さ
つ
は
ひ
か
え
た
方
が
よ
い
で
し

よ
、
つ
。

遺
族
と
初
対
面
の
場
合
は
「
日

ご
ろ
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た

0
0

で
ご
ざ
い
ま
す
」
と

い
う
よ
う
な
自
己
紹
介
を
し
て
か

ら
お
悔
や
み
を
述
べ
ま
す
。

「
こ
の
た
び
は
ま
こ
と
に
思
い
か

け
な
い
こ
と
で
…
…
。
ご
愁
傷
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
」
「
ご
病
気
と

は
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
当

に
残
念
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
い
か
が
と
案
じ
な
が
ら
も
、
ろ

心
心
こ
め
て

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
‘
寡

婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
五
月

三
十
日
ま
で
に
現
況
届
を
役
場
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
、
今
後
も
引
き
続
い
て

年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
大
切
な
届
け
で
す
。

こ
の
届
け
が
期
限
ま
で
に
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
、
九
月
期
以
降
の
年

金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
現
況
届
は
必
ず
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
昨
年
の
六
月
以
降
に
新

た
に
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

く
に
お
見
舞
い
に
も
伺
い
も
せ
ず
、

ま
こ
と
に
失
礼
い
た
し
ま
し
た
」

「
こ
の
前
お
見
舞
い
に
上
が
っ
た

と
き
は
お
元
気
な
ご
様
子
で
し
た

の
に
、
こ
ん
な
に
急
に
お
亡
く
な

り
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
も
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ぞ
お
力
落
と

し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
ょ
う
」

「
突
然
の
ご
災
難
で
、
何
と
も
申

し
上
げ
よ
う
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
」

こ
の
よ
う
に
状
況
に
応
じ
た
言

葉
で
弔
意
を
表
し
ま
す
。
最
後
の

例
は
事
故
に
遭
っ
て
亡
く
な
っ
た

よ
う
な
場
合
で
す
。

ま
た
、
「
何
か
お
手
伝
い
の
で
き

る
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮

な
く
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
す
る
の
も
、
お
通
夜
の

際
に
は
ぷ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

実施月日 躍日 時 間 会 場 該当地区

火
午月IJ }0 :00~12:00 矢島公民館 大佐貫

6 月 16 日
午後 1 00~3 :00 矢島公民館 矢烏 入ヶ谷

午前 10:00~11:30 明和農協第1事業所 須買 Ill 俣
6 月 17 日 水

午後 1 :00~3 ｷoo 大輪下公民館 大輪

6 月 29 日
午前 10:00~12:00

南大島集会所
稲荷山中本郷

月
午後 1 :00~3.00 新田・ニ軒・七軒・八軒

火
午前 10:00~11:30 田島集会所 田島

6 月 30 日
午後 1 00~3 00 明和村中央公民館 新里中谷

午前 10-00~11:30 江口集落センター 江口
7 月 1 日 水

午後 1 :00~3 00 東部児童館 干津井

7 月 2 日 木
午前 1000~11 30 斗合田集落センター 斗合田 下江黒

午後 1 :00~3 :00 東部児童館 上江黒

金
午削 10:00~11:30 了島神社 梅原

7 月 3 日
午後 1 :00~3 :00 明和村中央公民館 明和村全域

方
は
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

方
で
、
医
師
の
診
断
書
の
提
出
を
求

め
ら
れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届
に
診

断
書
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

、
。

し＿
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
実
施
一

結
核
定
期
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
中
谷
の
小
松
原
森
司
さ
ん
は
新
入

学
児
童
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
三
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
里
の
新
井
順
一
さ
ん
は
、
学
校

教
育
発
展
向
上
の
た
め
西
小
学
校
に

ス
ラ
イ
ド
映
写
機
（
十
万
円
相
当
）

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
中
谷
の
内
山
利
子
さ
ん
は
恵
ま
れ

な
い
人
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
ヘ
一

万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
江
口
の
荒
井
澄
子
さ
ん
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
五
万
円
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

年
玉
の
切
手
当
た
り
し
年
賀
状
恋
文

の
ご
と
く
く
り
返
し
読
む

江
森
佳
世
子

長
病
め
る
夫
の
看
と
り
に
や
つ
れ
た

る
骨
抱
く
友
の
よ
ろ
ふ
足
も
と

柿
沼
ま
つ

孟
宗
竹
の
打
重
な
り
て
春
一
番
は
こ

べ
の
花
に
春
雨
の
降
る

瀬
下
一
江

思
惑
も
へ
つ
ら
い
も
あ
ら
で
水
仙
は

朝
の
仏
壇
に
し
る
＜
匂
へ
り

奈
良
原
キ
ク
ノ

ひ
と

伏
目
勝
ち
に
作
業
す
る
囚
人
見
て
過

ぐ
る
ふ
と
目
の
会
ひ
し
刺
を
含
み
し

江
森
政
美

地
位
を
得
つ
社
宅
住
ひ
の
人
想
ふ
庭

に
雀
の
籾
拾
ふ
見
つ

立
岡
正
夫

海
ゆ
か
ば
楽
の
音
か
な
し
杖
つ
き
て

献
花
の
老
に
瞼
を
濡
ら
す山

形
ト
メ

敗
戦
後
埋
立
て
さ
る
る
新
木
馬
線
姪

の
墓
地
へ
と
連
な
る
道
路細

田
武
子

送
り
来
し
息
子
よ
り
タ
ッ
チ
す
孫
達

と
人
の
流
れ
に
押
さ
れ
て
歩
く

富
塚
富
江

人
訪
ふ
と
思
は
る
る
が
に
ガ
ラ
ス
ゆ

す
る
音
し
て
強
き
赤
城
祗
ふ
く

ー
死
亡
ー

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

木
村
将
之
武
次
長
男
南
大
島

3

月

2
4日

竹
迫
香
織
清
長
女
新
里

3

月

2
8日

坂
上
雅
美
年
男
二
女
中
谷

4

月
2

日

田
口
訓
子
雄
一
長
女
大
輪

4

月
2

日

立
川
和
彦
恵
一
長
男
江
口

4

月
4

日

内
田
崇
彦
久
雄
長
男
南
大
島

4

月
8

日

岡
安
将
幸
敏
雄
長
男
南
大
島

4

月

1
2日

杉
山
弘
卓
充
二
男
千
津
井
4

月
2
1日

泉
田
久
幸
幸
一
長
男
、
人
烏
4

月
2
1日

氏
名

田
口
俊
夫

奈
良
春
太
郎

渡
辺
善
吉

関
ロ
モ
ト

柿
沼
朝
太
郎

泉
田
と
き
子

滝
口
喜
慶

篠
木
甚
一
郎

ー
出
生
ー

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

年
齢
コ
[
[
地
区
死
亡
月
日

8
0
（
松
江
）
須
賀
4

月
2

日

7
6
（
益
義
）
川
俣
4

月
5

日

7
5
和
夫
矢
島

4

月
7

日

7
4
君
子
江
口

4

月
7

日

7
5

覚
下
江
黒

4

月

1
4日

4
5
（
幸
一
）
矢
島

4

月

2
0日

7
2
鎮
男
田
島

4

月

2
5日

7
6
信
雄
大
佐
貫

4

月
2
6
日

,` ぁ
虐
よ
｀

c
ー
、
衣
く
れ
升

吉
永
民
子

江
戸
の
世
を
写
す
舞
台
は
雪
積
み
て

忠
臣
蔵
の
女
人
の
な
げ
き

岡
安
ふ
み

風
の
鳴
る
き
さ
ら
ぎ
の
窓
ガ
ン
組
識

切
除
の
余
后
を
タ
オ
ル
乾
す
女

坂
上
千
枝
子
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4月の

一責ク
救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 8 件
●その他 2 件

計 13 件

口
館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区
日

白沢医院小倉医院岩崎歯科医院 津久井医院 小西医院
5 月 17 日

合 (72)1600 合 (72) 0 6 0 6 合 (72)0489 大石医院合(74)2362 合 (72) 3 3 I 6 合 (86) 2 2 6 I 
曜

5 月 24 日
落合医院原 医 院宇治川歯科医院 阿久津医院合{ 72 } 3315 岡田整形医院 竹越医院

当
合 (72) 0 I 6 0 合 (72) I 9 3 6 合 (72) I 4 9 3 田内医院合 72 3855 合 (72) 3 I 6 3 合 (84) 3 I 3 7 

5 月 31 日
根岸医院後藤康生医院大川歯科医院 須田医院合{ 72 } 0862 館林医院 館林地区が

番 合 (72) 3 2 6 2 合 (72) 3 9 7 5 合 (88) 0 6 5 0 多々良診療所合 72 3060 合 (74) 2 I I 2 担当します

6 月 7 日
古屋医院小倉医院大川デンタ）りリニック 大塚医院合{ 72)0176 寺内医院 江口医院

医 合0276(63)6161 合 (72) 0 6 0 6 合 (88) 6 0 6 6 ゆたか医院合 73) 7308 合 (72) 3 0 3 I 合 (86) 3 2 0 I 

6 月 14 日
佐々木医院大神医院大島歯科医院 後藉（愛）医院合{ 72)0134 礫川堂医院 小西医院
合0276(62)2623 合0276(62)2200 ff (72) 4 7 2 0 上野医院合 72) 3330 合 (74) 0 I 8 4 合 (86) 2 2 6 I 時

四
時
ま
で

会
場
館
林
市
公
民
館

受
講
料
四
千
五
百
円

危険物取扱者
試験の実施

群
馬
県
で
は
＂
第
九
回
青
年
洋
上

大
学
“
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
青
年
洋
上
大
学
は
郷
土
の
将

来
を
担
う
青
年
達

に
規
律
の
あ
る
団

体
生
活
を
通
じ
心

身
を
鍛
練
す
る
と

と
も
に
、
国
際
的

視
野
を
広
め
郷
土

の
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
、
あ
な
た
も
若

さ
で
ア
タ
ッ
ク
し

ヽ
~
ゞ

0

て
は
し
カ
カ

ー
募
集
要
項
ー

▼
日
程
昭
和

五
十
六
年
九
月

か
ら
十
月
中
の

二
百
五
十
五
名
（
本
村

割
り
当
て
人
数
―
―
名
）

十
万
円

十
八
歳
か
ら
二
十
九
歳

ま
で
の
勤
労
者

六
月
二
十
日
ま
で
に
公

民
館
事
務
局
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

一
不
燃
性
収
集
の
実
施
一

不
燃
性
の
危
険
物
収
集
か
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

金
属
類
は
五
月
十
七
日
に
、
ガ
ラ

ス
類
は
五
月
二
十
四
日
に
指
定
さ
れ

た
所
へ
丈
夫
な
袋
に
入
れ
て
出
し
て

燃
え
る
物
を
出
す
人
か
い
ま
す
か

心
屯
屯
屯
愈
；
屯
；
…
…
…
…
也
愈
―

a
.
'

；
心
心
息
屯
…
息
心
心
心
心
…
屯

危
険
物
取
扱
者

の
試
験
が
六
月
十

四
日
、
太
田
市
に

あ
る
関
東
学
園
大

学
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に

伴
う
準
備
講
習
会

か
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
の
で

希
望
者
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
講
習
会

日
時
五
月
二

十
日
困
午
前

九
時
よ
り
午
後

六
月
十
四
日
⑪

時
か
ら

会
場
関
東
学
園
大
学
（
太
田
市
）

受
験
料
甲
種
三
千
円
·
乙
種
ニ

千
円

い
ず
れ
も
五
月
十
六
日
ま
で
に
‘

明
和
分
署
（
6
八
四
ー
三
一
三
一
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
（
ハ
シ
カ
）
の

予
防
接
種
の
実
施

昭
和
五
十
四
年
中
に
生
ま
れ
た
児

童
を
対
象
に
ハ
シ
カ
の
予
防
接
種
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
期
間
五
月
か
ら
来
年
三
月

（
七
・
八
月
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

▼
実
施
医
院
●
竹
越
医
院
●
上
野

医
院
●
大
石
医
院
●
増
田
医
院

▼
試
験

H

時

午
前
九

十
四
日
間

▼
訪
問
先
中
国
（
青
島
、
旅
大
、

藩
陽
、
天
津
、
北
京
）

.
9ヽ

9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

三
9
:

(

{

-

-

]

I
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三□
口
[
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.

9

9

9

9

9
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9
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9
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9

9
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▼
費
用
無
料
（
た
だ
し
検
査
料
は

除
く
）

▼
接
種
の
受
け
方

0

希
望
す
る
医
院
に
事
前
に
予
防

接
種
を
受
け
た
い
旨
電
話
で
申

し
込
み
医
師
か
ら
指
示
を
受
け

▼
申
込
先

▼
負
担
金

▼
資
格

員

健
や
か
な
発
育
を
願
い
三
歳
児
検

診
か
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
お
子
さ
ん
の
発
育
状
態
や

問
題
点
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
＜

事
項
か
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
児
の

様
子
を
知
っ
て
い
る
人
が
母
子
手
帳

を
持
参
し
て
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ

、
。
ｷ
'
>
 

▼
日
時
六
月
十
日
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
午
後
二
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
該
当
児
上
半
期
実
施
者
は
昭
和

五
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
昭
和
五

十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
児
童
で
す
。
（
下
半
期
の

実
施
は
九
月
三
十
日
で
す
）

て
く
だ
さ
い
。

〇
役
場
か
ら
郵
送
さ
れ
た
「
問
診

票
」
は
必
ず
記
入
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

の
募
集

蓼
＿
一
察
官

婦
人
補
導
員

群
馬
県
警
察
官
・
婦
人
警
察
官
及

び
婦
人
補
導
員
採
用
試
験
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
警
察
官
大
学
を
卒
業
し
た
者
で

二
十
二
歳
ー
ニ
十
七
歳
の
男
子

▼
婦
人
警
察
官
十
八
歳
ー
ニ
十
五

歳
の
女
子

▼
婦
人
補
導
員
二
十
歳
ー
ニ
十
七

歳
の
女
子

受
付
期
間
は
5

月

1
1日
1
5

月

3
0

日
ま
で
で
す
。
申
込
用
紙
は
各
警
察

署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

三
歳
児
検
診
が

行
わ
れ
ま
す

今
月
の
納
め

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
一
期
自
動
車
税
、
及
び
水
道

使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
六
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
七
日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
公
民
館

二
十
八
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
集
落
（
セ
）

若さでアタック
票洋上大学生募集

適談 • • 

切員相 畠 日 ｷX ’' ‘ 
なか談 時
助皆は 通i

言さ : [ 時 5 事ん 1 月, 悩の で‘ 午後 1日4 故
み専所 3 朴目

し‘ご門 ] 午
]

0 との 前そ畝火
に相で 10

▼
人

• 

• 時日 例月会
場

役時 5 政行
悶 1 月

三午後 1日5 権‘人`—“‘ 

議室会 時でま3 午前10 相談
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広報係
ヽ

フレーン刷

細逸重明ひか小落音梨パ梨梨
くべるつささちの畑キの一辺
よついしかくて数（― 摘栽

『：脅悶贔烹＼‘口疇ロ
，わ の重れる 一、 大家
直ヽし梨光なる青 ·のパ忙で
角ふ棚はり青し、五音キしは
しなをお合い実 こが：だ五
なる通、いい葉と 腐響—:...月
る るじは△果き・： 上
頃光し‘. . ~.．実わと 旬

はを 、ヽ 9 ，ヽぶ、た は.. 
~` 

、一

ー
梨
の
摘
果
作
業
、
に
て
1

｀
ク

ぉ
ー
い
ひ
と
や
す
み
だ
ョ
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①
住
民
税
の
均
等
割
の
非

課
税
基
準
額
か
十
八
万
円

か
ら
十
九
万
円
に
引
き
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
法
人
村
民
税
の
均
等
闊

の
区
分
を
「
責
本
金
又
は

出
資
金
額
」
で
区
分
し
て

い
ま
し
た
か
、
そ
れ
に
「
資

本
積
立
金
」
を
加
え
ま
し
た
。

③
今
ま
で
軽
自
動
車
税
は

月
割
で
課
税
し
て
い
ま
し

た
か
、
こ
れ
を
廃
止
し
て
、

年
課
税
と
な
り
そ
の
基
準

日
は
四
月
一
日
で
す
。

④
公
害
対
策
上
電
気
自
動

車
税
の
軽
減
措
置
を
さ
ら

に
二
年
間
延
長
さ
れ
ま
し

゜

た 税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
（
専
決
）

第
三
回
定
例
村
議
会
が
五
月
二
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
①
明
和
村
税
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
②
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
③
交
通
遺
児
手
当
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
④
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
⑤
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑥
商
業
設
備
近
代
化
資
金
融

資
促
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑦
中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金
融
資
促
進
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
⑧
昭
和
五
十
六
年
度
農
業
共
済
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議

案
十
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
が
一
件
行
わ
れ
村
長
及
び
担
当
課
長
が
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
。

【
主
な
議
案
内
容
】

課
税
限
度
額
の
引
上
げ
で
、
こ
れ

は
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平

等
割
で
得
た
金
額
か
二
十
四
万
円
か

ら
二
十
六
万
円
に
引
き
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
十
万

円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
を
十
八

億
五
千
三
百
二
十
四
万
円
に
し
ま
し

た
。そ

の
内
容
は
歳
入
で
村
債
四
千
百

万
円
を
見
込
み
、
歳
出
で
は
地
方
債

の
補
正
で
、
広
域
農
道
整
備
事
業
債

で
三
百
万
円
、
梅
島
排
水
特
別
対
策

事
業
債
で
百
十
万
円
で
、
合
計
四
百

十
万
円
の
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
5
5
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

（
専
決
）

（
専
決
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
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家
畜
共
済
勘
定
に
お
い
て
引
受
頭

昭
和
5
6
年
度
農
業
共
済
事
業

補
正
予
算
に
つ
い
て

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
交
通
遺
児
手
当
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
の
条
例
の
改
正
は
、
不
快
用
語

の
改
善
を
は
か
る
も
の
で
、
条
例
の

中
に
「
不
具
廃
疾
者
」
と
い
う
用
語

を
「
重
度
の
心
身
障
害
者
」
に
、
ま

た
、
「
不
具
廃
疾
」
を
「
重
度
」
に

改
め
る
も
の
で
す
。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町

村
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
か
引
き

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
村
は
近
隣
の
市
町
村
と
同
様
に

制
限
税
率
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、

法
人
税
割
の
税
率
を
百
分
の
十
四
・

五
か
ら
百
分
の
十
四
・
七
に
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資

金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

今
ま
で
労
慟
福
祉
施
設
（
従
業
員

宿
舎
、
食
堂
、
休
憩
室
な
ど
）
を
作

る
場
合
一
千
万
円
以
下
の
融
資
額
で

し
た
か
‘
こ
れ
を
一
千
五
百
万
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
新
た
に
そ
の
施
設
に
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
工
事
を
行
う
場
合
の
融
資

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
融
資
額
は
五

百
万
円
で
す
。

な
お
、
両
方
と
も
利
率
は
六
・
七

％
以
下
で
す
。

税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

数
の
大
巾
な
増
加
（
予
定
引
受
頭
数

は
二
百
二
十
二
頭
で
し
た
か
、
現
在

二
百
九
十
五
頭
）
と
四
月
一
日
か
ら

農
家
負
担
掛
金
率
の
改
定
な
ど
か
あ

り
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
四
十

三
万
七
千
円
を
追
加
し
て
予
算
の
総

額
を
七
百
三
十
一
万
円
と
し
ま
し
た
。

梨
の
大
敵
で
あ
る
赤
星
病
は
、
中

間
寄
生
の
性
質
を
持
っ
て
お
り
‘
梨

カ
イ
ズ
カ
イ
プ
キ

の
木
、
貝
塚
伊
吹
そ
れ
ぞ
れ
で
は
生

き
て
い
け
ま
せ
ん
。

今
年
も
梨
畑
か
ら
半
径
二
k
m
以
内

に
あ
る
貝
塚
伊
吹
を
消
毒
し
た
と
こ

ろ
、
新
し
く
植
え
て
い
る
家
庭
も
多

く
、
そ
の
人
は
ほ
と
ん
ど
、
赤
星
病

の
発
生
源
と
い
う
事
は
知
ら
な
い
状

態
で
す
。
今
後
は
貝
塚
伊
吹
の
植
え

付
け
を
停
止
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
植
え
ら
れ
て
あ
る
樹
に
つ
い
て

は
代
替
の
樹
を
提
供
し
抜
き
去
れ
な

い
も
の
な
の
か
。

〔
答
〕
梨
の
赤
星
病
対
策
は
規
制
か

な
い
の
で
広
報
紙
な
ど
を
利
用
し
て

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
で
あ
る
貝
塚
伊
吹
な

ど
抜
き
と
り
、
植
え
付
け
を
し
な
い

よ
う
に

P
R

し
て
行
く
。

ま
た
、
新
築
家
庭
に
対
し
て
も
、

同
様
に
で
き
る
だ
け
植
え
な
い
よ
う

協
力
を
願
う
よ
う
に
し
て
い
く
。
植

え
ら
れ
て
い
る
樹
の
交
換
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

梨
の
赤
星
病

予
防
に
つ
い
て

衛
生
功
労
者
と
し
て

松
本
松
男
さ
ん
表
彰

ー
江
口
の
飯
塚
正
平
さ
ん
ー

江
口
の
飯
塚
正
平
さ
ん
は
厚
生
大

臣
よ
り
戦
傷
病
者
援
護
事
業
に
著
し

い
功
労
か
あ
っ
た
と
し
て
五
月
二
十

六
日
東
京
の
久
保
講
堂
に
お
い
て
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
際
障
害
者
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
‘
飯
塚
さ
ん
は
県
の
傷
い
軍

人
会
の
会
長
と
し
て
国
会
へ
の
陳
情

や
、
と
も
す
る
と
暗
く
な
り
か
ち
な

傷
い
軍
人
家
庭
に
何
度
と
な
く
足
を

運
び
励
ま
す
な
ど
、
長
い
間
福
祉
事

業
に
貢
献
さ
れ
た
事
か
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

な
お
、
式
終
了
後
皇
居
に
お
い
て

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
か
ら
お
言
葉
を

賜
わ
る
な
ど
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

大
輪
の
松
本
松
男
さ
ん
は
こ
の
程

衛
生
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
松
本
さ
ん
は
大
輪
地
区
の
衛
生

副
部
長
と
し
て
長
年
地
域
の
指
導
者

と
し
て
不
法
投
棄
の
防
止
や
環
境
美

化
に
努
め
た
事
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。 厚

生
大
臣
か
ら
表
彰
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巻
冦

図
国

昭和 54 年度農薬中毒事故の原因

研
担
の
ク
で
ぎ
と

落
合

【
由
緒
】
明
和
村
須
賀
の
落
合

姓
は
十
三
戸
あ
る
。
祖
先
は
美
濃
国

恵
那
郡
落
合
郷
か
ら
出
た
落
合
五

郎
兼
行
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

兼
行
以
後
に

利
根
川
の
洪

水
で
古
文
書

等
流
失
し
て

不
明
。

同
家
菩
提

原因不明 (4%)

寺
の
宥
泉
寺
住
職
慶
讃
は
鎮
守
天

満
宮
に
石
鳥
居
を
奉
納
し
た
人
。

力
ん
き
ょ
う

同
地
で
毎
年
春
秋
二
回
慶
讃
祭
と

い
う
の
は
こ
の
人
を
祭
る
も
の
だ

と
い
う
。

正
月
三
ヵ
日
は
ソ
バ
を
食
べ
る

し
き
た
リ
。

【
家
紋
】
三
つ
柏

※
お
願
い
自
分
の
家
の
苗
字
の

い
わ
れ
、
家
紋
が
わ
か
り
ま
し
た

ら
、
広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。次

回
は
『
新
井
』

保管不良・でい酔など
による誤飲

長時間散布による疲労
・不健康状態での散布

の
予
定
で
す
。

裟
紋

使用後の作業管理不良

人
人
人
人

7

2

5

4

 

ー
ー

2

中
用
中
用

布
布
散
誤
散
誤

人
｛
｛
5
8
人
人

ー

9
9
ー

3

数
ー
総
亡
毒

者
死
中

害
｛
被 メガネ、マスク、服装

などの防備不十分

参考：泉林水産省崇蚕園芸局

植物防疫課統計

野
も
山
も
す
っ

か
り
緑
に
包
ま
れ

農
作
物
の
成
長
も

活
発
に
な
り
、
病
害
虫
防
除
の
た
め

に
多
量
の
農
薬
か
使
わ
れ
る
季
節
と

な
リ
ま
し
た
。

Sport 
昭和56年度社会体育行事決まる

Let's 

昭和56年度の社会体育行事が次のように決まりましたの

でみなさまにお知らせします。

期 B 行 事 会 場 対象者 その他

6 月 26 日 ケートボール講習会 中学校 老人クラプ役員

第 5 回パパさんソフトポール大会 小 中学校
既婚者・地区単位チ ム

7 月 2~11 日
申込／切 6 月 20B 

7 月中旬
少年野球、少女ソフトポールルール

東西小学校 小学 4 5 • 6 年生
講習会

7 月下句 第 12 回少年野球 少女ソフトボール II 子ども会
大会

7 月～ 8 月 バレーボール教室 小中体育館 PTA 会員

8 月～ 11 月 少年サyカー教呈 小（中）学校 小学 4 5 6 年生

8 月
小 中学校

一般

2 9 • 16 日
第 24 回村民野球大会

申込f切 7 月 20 日

第 4 回村民ソフトボール大会 小 中学校
一般ナイタ

9 月 2~12B 
申込／切 8 月 20 日

9 月中旬
第 2 回老人クラプ対抗ゲートボール

中学校 老人クラプ
大会

第 7 回村民庭球大会 中学校
中・一般軟式

9 月 20 日
申込／切 9 月 10 日

10 月 11 日 第 26 回村民体育祭 中学校 全村民

第 1 回壮年ソフトポール大会 中学校
30歳以上

10 月 25 日
申込／切 10 月 15 日

第 25 回ママさんバレーボール大会 中学校
既婚者地区単位チム

11 月 I B 
申込／切 10 月 21 日

谷田川
般

11 月 3 日 第 25 回魚釣大会
申込／切 10 月 23 日

第 25 回村民バレーポール大会 中学校
一般男 6 人制、女 9 人制

11 月 15 日
申込／切 11 月 5 日

II 
中一般男女別

12 月 6 B 第 22 回村民卓球大会
申込が切 11 月 25 日

57年
II 

小・中 一般男女別

1 月 17 日
第 3 回村民マラソン大会

申込 I切 12 月 25 日

2 月
尾瀬戸倉

一般

5 • 6 • 7 日
第 14 回スキー教呈

1 月 26 日

村武道館
小中高一般

3 月 218 第 9 回明和村剣道大会
申込／切 3 月 10 日

農
薬
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
‘
恨
れ
、
油
断
か

ら
起
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
薬
の

散
布
に
あ
た
っ
て
は
次
の
こ
と
を
よ

く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

1

農
薬
散
布
前
の
注
意

H
農
薬
の
製
品
に
は
、
使
用
方
法
、

仙
用
上
の
注
意
事
項
な
ど
、
必
要

な
事
項
か
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
‘
こ
れ
を
よ
く
読
む
こ
と
。

口
散
布
作
業
に
必
要
な
衣
類
を
整

え
て
お
く
こ
と
。

口
万
一
の
事
故
を
考
え
て
、
薬
剤

の
名
称
‘
毒
物
、
劇
物
な
ど
の
区

別
な
ど
を
記
録
し
て
お
く
と
と
も

に
‘
毒
性
の
程
度
や
応
急
手
当
、

解
毒
方
法
な
ど
知
っ
て
お
く
こ
と
。

囚
病
後
の
人
‘
妊
婦
や
生
理
日
の

婦
人
、
手
や
足
に
傷
か
あ
る
人
、

薬
物
に
敏
感
な
休
質
の
人
な
ど
は

作
業
に
従
事
し
な
い
こ
と
。

2

農
薬
散
布
時
の
注
意

日
必
ず
ゴ
ム
手
袋
、
マ
ス
ク
、
長

袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ポ
ン
‘
帽
子
な

ど
で
身
仕
度
を
整
え
る
は
か
、
さ

ら
に
保
護
ク
リ
ー
ム
で
皮
ふ
を
守

る
こ
と
。

口
散
布
は
風
向
き
を
考
え
て
薬
剤

を
浴
び
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

口
散
布
作
業
は
、
朝
夕
の
涼
し
い

時
間
を
選
び
炎
天
下
の
作
業
は
や

ら
な
い
こ
と
。

國
休
み
時
間
に
は
、
石
け
ん
で
手

足
‘
顔
を
よ
く
洗
う
と
と
も
に
、

゜

う
か
い
も
す
る
こ
と

3

農
薬
散
布
後
の
注
意

H
作
業
後
は
、
使
用
し
た
機
具
を

よ
く
洗
っ
て
お
く
こ
と
。

口
使
い
残
し
た
農
薬
は
、
農
薬
専

用
の
保
管
箱
な
ど
に
収
納
し
カ
ギ

を
か
け
て
厳
重
に
管
理
す
る
こ
と
。

□
ア
キ
容
器
の
ビ
ン
類
は
、
多
量

干
津
井
の
野
本
伊
勢
松
さ
ん
は
今

の
水
で
よ
く
洗
い
地
中
深
く
埋
め

ま
た
‘
袋
は
焼
き
す
て
る
な
ど
完

全
な
処
理
を
す
る
こ
と
。

四
全
身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
う
と

と
も
に
、
衣
顆
は
下
着
ま
で
取
り

替
え
、
作
業
衣
服
は
必
ず
石
け
ん

を
用
い
て
よ
く
洗
う
こ
と
。

国
作
業
を
し
た
日
の
晩
は
、
飲
酒

を
慎
み
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
こ
と
。

因
気
分
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、

医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
。

4

農
薬
の
購
入
に
は
印
鑑
を

農
薬
に
は
大
変
危
険
な
も
の
が
あ

る
た
め
、
販
売
す
る
方
も
、
購
入

す
る
方
も
責
任
を
持
つ
よ
う
に
、

農
薬
を
購
入
す
る
場
合
は
必
ず
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
る

ー
千
津
井
の
野
本
伊
勢
松
さ
ん

著
で
あ
っ
た
の
で
こ
の
ほ
ど
内
閣
総

理
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

野
本
さ
ん
は
昭
和
二
十
四
年
に
村

の
統
計
調
査
協
力
員
に
任
命
さ
れ
て

以
来
、
三
十
一
年
間
統
計
一
途
に
従

事
し
、
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
国
の

調
査
か
ら
村
の
調
査
ま
て
合
わ
せ
て

五
十
五
回
の
多
く
を
数
え
、
統
計
に

対
す
る
理
解
と
関
心
か
強
く
‘
調
査

は
正
確
で
あ
っ
た
の
で
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

ま
で
の
国
勢
調
査
の
功
績
か
特
に
顕
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行政区別無事故無違反コ ンク ール中間報告ほほ品雷。甘

悶悶 交通事故 亜バ上．ヽ 質 違 反 行 為 順 位

行政区名 人 ロ 減点数
酒酒気酔帯しび、 (2速5k度m違以上反 ) 

事故率 （）は
人身事故 物損事故 ひき逃げ あて逃げ 無免許 市町村別

＾斗合田 398 250 1 1 2 0.6281 92(15) 

下江黒 345 

゜ ゜
1 (1) 

上江黒 530 60 3 0.1132 26(6) 

明
千津井 609 440 2 2 3 1 0 7225 93 (16) 

江口 629 240 2 1 1 1 0.3816 84(12) 

田 島 563 280 1 2 1 0.4973 90(14) 

南大島 1,278 310 5 4 1 2 0.2426 58(10) 

和
親斤 里 874 130 2 4 0 1487 36(8) 

中 谷 641 140 2 1 1 0 2184 51 (9) 

梅 原、 832 330 1 1 3 0 3966 86 (13) 

J l l ｛呉 404 20 1 0.0495 12(4) 

村
須頁 力只_0 467 30 1 0 0642 14(5) 

大 縣首 897 120 2 1 0 1338 29(7) 

入ヶ谷 125 

゜ ゜
1 (1) 

矢 島 667 190 2 1 1 0 2849 68 (11) 

大佐貫 583 

゜
1 (1) 

合 計一 9,842 2,540 15 23 12 4 2 4 0.2581 

本町 1丁目 964 170 1 1 1 0 1763 44(21) 

本町2丁目東 520 50 1 2 0 0962 19(7) 

本町2丁目西 867 220 1 2 1 0.2537 63(33) 

本町3丁目 470 140 1 2 1 1 0 2979 70(38) 

千代田町 773 180 1 1 0 2329 56(28) 

富士見町 761 170 1 3 1 2 0.2234 53 (27) 

本町4丁目 1,149 400 5 2 0 3481 79(44) 

栄 町 1,588 270 3 3 1 2 0 1700 42(19) 

仲町南 477 140 2 1 0 2935 69 (37) 

仲町北 633 70 1 0 1106 24(9) 

西本町南 815 40 1 1 1 0.0491 11(2) 

西本町北 637 40 1 1 0 0628 13(3) 

代目町 772 360 1 2 2 1 1 0.4663 89 (50) 

台但町 1,126 200 1 4 1 0 1776 45(23) 

広内町 1,489 370 2 2 1 1 2 0.2485 60 (30) 

館 朝日町南 703 110 3 1 0. 1565 37 (16) 

朝日町北 663 

゜ ゜
1 (1) 

大手町 872 300 1 4 2 0 3440 77 (43) 

城町南 574 80 1 1 0.1394 31 (13) 

城町北 682 250 1 2 2 0.3666 81 (45) 

尾曳町 1,487 460 1 4 7 0.3093 71 (39) 

組〖 谷 2,992 560 4 , 1 1 3 0.1872 49 (22) 

大 島 1,980 650 10 4 1 3 2 0.3283 76 (41) 

赤生田 2,331 400 3 4 1 1 1 0.1716 43 (20) 

司汀 F付 3,117 790 6 6 3 1 4 0.2534 62 (32) 

林 帝斤 宿 1,704 270 4 6 1 1 0.1585 38 (17) 

糸求町 1丁目 1,288 190 2 2 1 1 0.1475 35 (14) 

緑町2丁目 1,167 380 2 7 2 0 3256 74 (40) 

松 原 2,901 800 4 4 5 1 1 0.2758 65 (34) 

つつじ町 878 220 1 3 1 1 0.2506 61 (31) 

美 園 2,251 700 6 7 3 1 0 3110 77 (42) 
／」、桑原 1,270 480 4 5 1 1 3 0.3780 84 (47) 

富士原 1,856 250 3 2 3 0 1347 30(12) 

堀 工 2,379 580 1 11 2 4 1 0.2438 59(29) 
手自 枡Il 1,670 240 2 3 1 1 0.1437 34 (15) 

市 ・近 藤 2,237 630 3 8 2 1 3 0.2816 66 (35) 

苗 木 773 290 2 2 1 0 3752 83(46) 
講支 訪 493 40 2 1 0 0811 18(6) 

野 ・辺 674 300 3 0.4451 88(48) 

上二林 1,385 110 4 2 0 0794 17(5) 

＝林入ヶ谷 1,047 170 2 2 2 0 1624 40(18) 

高 栢｛ 1,965 140 1 5 0 0712 16(4) 

成島南 4,088 440 4 5 2 1 0 1076 23(8) 

大谷赤土 1,416 260 3 1 1 1 0 1836 47(24) 

成島北 1,696 480 2 5 2 1 2 0 2830 67(36) 

松沼町 1,789 210 1 5 1 0 1174 27(10) 

木 戸 648 300 3 4 1 1 0.4630 89(49) 
日 向 2,320 310 8 2 1 0 1336 28(11) 

大街道 2,463 460 8 2 4 0.1868 48(25) 

i度i頼南 2,303 470 2 7 2 1 1 0 2041 50 (26) 

i度i頼北 1,284 780 3 5 5 1 1 0.6075 92 (51) . ロ 計 70,971 26,430 99 185 57 1 32 4 50 0.3724 
1 863 300 1 1 4 1 0.3476 79(25) 
2 804 290 2 1 2 1 0.3607 81(26) 
3 355 40 2 0.1127 25(12) 
4 302 20 1 0 0662 15 (7) 

5 276 90 2 1 0.3261 75(24) 
6 677 260 3 1 1 1 0.3840 86(27) 
7 326 

゜ ゜
1 (3) 

板 8 452 20 1 0.0442 10(6) , 617 140 2 1 0.2269 55(20) 
10 494 50 2 0.1012 22(11) 
11 437 140 2 1 0 3204 73(23) 
12 592 20 1 0.0338 8 (4) 
13 434 

゜ ゜
1 (2) 

14 539 20 1 0. 03 71 9 (5) ^ 居
15 691 110 1 1 0.1592 39(15) 
16 572 80 1 1 1 0.1399 32(13) 
17 530 120 1 2 1 0.2264 54(19) 
18 412 40 2 0.0971 20(9) 
19 538 90 1 1 1 0.1673 41 (16) 
20 635 150 2 3 1 0.2362 57(21) 
21 597 190 2 1 1 1 0.3183 72(22) 

町 22 524 

゜ ゜
1 (1) 

23 412 40 2 0.0971 20(9) 
24 1,260 180 1 1 3 0 1429 33(14) 
25 1,010 1.80 1 3 1 0.1782 46(17) 
26 530 40 2 0.0755 16(8) 
27 762 170 1 2 1 0.2231 52(18) 
28 213 260 1 1 1 2 1 2207 96(29) 
29 395 340 1 1 2 2 0 8608 95(28) 

^ ロ
計 16,249 3 380 16 39 11 19 5 0.2080 
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子
供
の
好
き
な
水
遊
び

保
護
者
が
目
を

光
ら
せ
て
安
全
に

六
月
1

八
月
は
子
供
の
水
の
事
故
時
期
に
限
ら
ず
一
年
中
起
こ
っ
て
い

か
目
だ
っ
て
増
え
る
時
期
で
す
。
ま
す
か
、
六
月

1

八
月
が
と
く
に
多

五
月
下
旬
、
梅
原
に
お
い
て
自
転
く
、
同
じ
時
期
の
交
通
事
故
に
よ
る

車
ご
と
邑
楽
用
水
路
に
誤
っ
て
落
ち
死
者
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幸
い
一
命
を
子
供
は
、
水
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

と
り
と
め
た
と
い
う
事
故
も
既
に
起
そ
の
半
面
、
水
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ

こ
っ
て
い
ま
す
。
ん
。
そ
の
た
め
、
親
が
ち
ょ
っ
と
目
を

こ
の
よ
う
に
水
の
事
故
は
、
こ
の
離
し
た
ス
キ
に
‘
と
り
か
え
し
の
つ
か

｛
な
い
悲
し
い
事
故
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9
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9
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'

 

｛
に
結
び
つ
く
こ
と

"
□

口
汀
[
:

、
ハ
~
故
は
保
護
者
の
責

~
と
と
も
に
、
水
の

一
誓
□（
口
[

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

共
稼
ぎ
の
重
労
慟
か
ら
開
放
さ

れ
、
ホ
ッ
と
し
た
の
も
つ
か
の
間
、

家
事
、
育
児
に
明
け
暮
れ
て
い
る

う
ち
に
、
体
力
、
気
力
の
衰
え
を

に
わ
か
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

昨
今
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
反

省
し
励
ん
で
み
る
も
の
の
、
長
続

き
せ
ず
、
い
た
ず
ら
に
日
を
重
ね

、
。

て
し
V

も
と
／
＼
、
私
は
力
仕
事
に
向
く

’~’ 

久瀬フミ子さん
（南大島）

ざ
塁
し
な
警
奇
丘
（第58 回）

よ
う
に
育
て
ら
れ
た
よ
う
で
、
荒
削

り
な
性
格
故
細
か
い
事
は
苦
手
、
何

で
も
良
い
か
ら
勉
強
す
る
よ
う
に
と

言
わ
れ
る
が
、
こ
ん
な
自
分
に
合
う

趣
味
は
な
い
も
の
か
と
思
案
す
る
か
、

事
故
か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に
‘

次
の
よ
う
な
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▼
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び

に
行
か
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
言

い
き
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
家
の
近
く
に
た
め
池
や
用
水
池
な

ど
が
あ
っ
て
、
サ
ク
と
か
フ
タ
が
な

い
場
合
は
、
所
有
者
に
申
し
入
れ
て
、

す
ぐ
処
置
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

県
で
は
県
内
中
小
企
業
の
技
術
向

上
及
び
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
を

促
進
す
る
た
め
、
技
術
ア
ド
バ
イ
サ

ー
指
導
事
業
を
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

る
と
今
ま
で
漠
然
と
眺
め
て
い
た

周
り
の
畑
に
自
然
に
目
が
走
る
。

植
付
け
や
、
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
、

参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が

そ
れ
は
素
人
の
す
る
事
。
再
三
失

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
久
瀬
さ
ん
で
す
）

な
か
な
か
思
い
当
た
ら
な
い
。
敗
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
度
こ
そ

そ
れ
で
目
下
の
と
こ
ろ
、
家
庭
菜
は
と
、
あ
の
手
こ
の
手
と
や
り
直

園
に
精
を
出
し
て
い
る
。
と
い
っ
て
し
て
う
ま
く
行
っ
た
時
は
実
に
う

も
い
じ
り
回
し
て
い
る
と
い
っ
た
方
れ
し
い
。
ま
わ
り
の
農
家
の
人
か

か
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
始
め
て
見
見
た
ら
‘
笑
止
干
万
で
あ
る
。

を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
、
安
全
な

場
所
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜

、
つ▼

雨
降
り
の
あ
と
な
ど
川
や
用
水
か

増
水
し
て
い
る
と
き
は
、
子
供
を
近

づ
け
な
い
よ
う
特
に
注
意
し
ま
し
ょ

゜

、
つ▼

海
水
浴
な
ど
に
行
っ
た
と
き
は
、

子
供
が
迷
い
子
に
な
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
水
の
事
故
に
結

び
つ
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

独
自
で
解
決
困
難
な
製
品
、
ま
た

は
製
造
工
程
等
に
関
す
る
技
術
的
諸

問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
は
利
用
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
指
導
日
数

一
企
業
当
り
平
均
五
日
間
指
導

▼
指
導
費
用

県
が
負
担
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

年
間
随
時

▼
受
付
場
所

0

群
馬
県
工
業
試
験
場

~
o
二
七
ニ
ー
五
一
ー
四
二
六
一

0

群
馬
県
繊
維
工
業
試
験
場

€
JO
二
七
七
ー
五
ニ
ー
九
九
五
〇

申
込
書
や
詳
し
く
知
り
た
い
方
は

役
場
経
済
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か

I
I

組
合
の
登
記
“

昨
年
の
「
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
」
及
び
「
中
小
企
業
団
体
の
組
織

新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
な
ど
に

技
術
ア
ド
バ
イ
サ
ー
の
指
導
を

: 第 12 回

＊
備
食
の
な
お
し
方

H
思
い
き
り
体
を
動
か
し
て
空
腹

感
を
も
つ
よ
う
に
し
、
又
‘
疲
れ

す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

口
色
や
形
、
味
、
舌
ざ
わ
り
な
ど

料
理
法
を
工
夫
し
ま
す
。

曰
一
回
に
与
え
る
量
を
少
な
め
に

し
、
食
欲
を
そ
そ
る
よ
う
に
盛
り

つ
け
ま
す
。

四
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
す
る

機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

国
き
ら
い
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
た

と
き
は
は
め
て
や
り
、
な
ん
で
も

食
べ
ら
れ
る
自
信
を
も
た
せ
ま
す
。

＊
お
い
し
く
食
べ
る
工
夫

牛
乳
…
…
冷
た
く
し
て
果
汁
と
ま

ぜ
る
。

あ
た
た
め
て
、
コ
コ
ア
、

紅
茶
に
入
れ
る
。

お
菓
子
の
材
料
…
。
フ
リ
ン

す
き
き
ら
い
の
多
い

子
ど
も
の
栄
養
作
戦

ゼ
リ
ー
、
バ
バ
ロ
ア

料
理
に
入
れ
て
…
ホ
ワ
イ

ト
ソ
ー
ス
あ
え
、
ミ
ル
ク

煮

魚
肉
…
…
す
り
み
に
し
て
コ
ロ
ッ

ケ
、
グ
ラ
タ
ン
、
炒
り
豆

腐
、
オ
ム
レ
ッ

調
味
料
で
臭
み
を
消
し
て

ト
マ
ト
煮
、
ク
リ
ー
ム
煮

カ
レ
ー
粉
を
使
っ
て

野
菜
…
…
お
ろ
し
や
み
じ
ん
切
り

揚
げ
も
の
の
衣
、
ス
ー
プ

オ
ム
レ
ツ
、
お
好
み
焼

目
新
し
い
形
に
切
る
…
ス

テ
ッ
キ
、
花
形

調
理
法
を
変
え
る
…
あ
え

も
の
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ゴ

マ
、
く
る
み
）

穀
類
：
·
：
調
理
法
を
変
え
て
、
お

に
ぎ
り
、
炒
め
ご
飯
‘
む

し
ノ
ン
に

に
関
す
る
法
津
」
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
法
令
に
よ
っ
て
登
記
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
十
年

以
上
登
記
を
し
て
い
な
い
中
小
企
業

関
係
組
合
は
、
解
散
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
登
記
官
の
職
権
に
よ
っ
て

登
記
簿
か
ら
解
散
登
記
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
実
際
は
事
業
活
動
を

行
っ
て
い
る
組
合
で
も
登
記
を
怠
っ

て
い
る
場
合
は
、
解
散
と
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
年
以
上
登

記
を
し
て
い
な
い
事
業
協
同
組
合
、

企
業
組
合
、
商
工
組
合
、
協
業
組
合

な
ど
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
及
び

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
組
合
は
、
至
急
、
登
記

を
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
は
昭
和
五
十
六
年
九
月
三
十

日
ま
で
で
す
。
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明
和
西
小
P
T
A

広
報
紙
＂
ぽ

ぷ
ら
“
を
見
習
お
う
と
、
五
月
―
―

十
七
日
太
田
市
の
宝
泉
南
小

P
T

A

広
報
部
員
十
一
名
か
西
小
広
報

部
の
活
動
状
況
を
視
察
に
訪
れ
ま

し
た
。手

作
り
広
報
紙
＂
ぽ
ぷ
ら
“
の

優
秀
さ
は
県
下
に
知
れ
わ
た
り
‘

昨
年
は
新
潟
市
で
行
わ
れ
た
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
P
T
A

研
究
大
会
の

研
究
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
な

ど
、
充
実
し
て
い
る
の
で
、
宝
泉

南
小
で
も
＂
ぽ
ぷ
ら
＂
に
少
し
で

も
近
づ
こ
う
と
、
こ
の
日
視
察
に

来
た
も
の
で
、
原
稿
の
収
集
方
法

や
書
き
方
、
そ
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト

の
方
法
な
ど
約
―
一
時
間
に
わ
た
り

勉
強
し
ま
し
た
。

P
T
A

広
報
紙

I
I

ポ
。
フ
ラ1
1を
視
察

(6) 

ビ
ッ
ク
リ
”
~

ジ
ャ
ン
ボ
秋
田
フ
キ

秋
田
の
国
で
は
雨
か
降
っ
て
も
力
フ
キ

ラ
傘
な
ど
い
ら
ぬ
手
頃
の
蕗
の
葉

さ
ら
り
と
さ
し
か
け
さ
っ
さ
と
出

て
行
か
え
…
…
と
秋
田
音
頭
に
う
た

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
キ
と
い
え

ば
秋
田
フ
キ
を
思
い
だ
し
ま
す
か
、

こ
の
秋
田
フ
キ
が
東
保
育
園
に
植
え

ら
れ
て
お
り
、
近
所
の
人
か
ら
め
ず

ら
し
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
キ
は
東
保
育
園
の
松
岡
勇

さ
ん
か
郷
里
の
秋
田
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

持
っ
て
来
た
も
の
。

ま
だ
植
え
て
二
年
目
、
そ
し
て
土

地
か
合
わ
な
い
ら
し
く
、
大
き
く
な

ら
な
い
か
、
そ
れ
で
も
葉
の
直
径
は

-
m
近
く
も
あ
り
、
気
づ
い
た
人
は

根
を
分
け
て
く
だ
さ
い
と
た
び
た
び

訪
れ
る
そ
う
で
す
。

五
月
十
日
は
母
の
日
、
こ
の
日

に
向
け
て
千
津
井
地
区
の
花
栽
培

農
家
で
は
、
鉢
植
え
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
出
荷
に
大
忙
し
で
し
た

が
、
今
年
は
赤
や
ピ
ン
ク
の
色
で

黄色いカーネーションに
人気集中．~I

ほ
の
ぽ
の
群
馬
の

イ
カ
ダ
米
る

群
馬
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
隊
の
イ
カ
ダ
か
二
十
九

日
利
根
川
を
下
り
、
地
元

の
人
達
に
観
光
群
馬
の
P

R

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
観
光
ぐ
ん
ま
を

全
国
的
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
四
月
一
日
か
ら
七
月

十
九
日
ま
で
県
内
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
”
ほ
の
ぱ

の
群
馬
“
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
二
十
四
日
に

水
上
町
を
出
発
し
て
東
京

の
木
場
ま
で
七
日
間
か
け

て
下
り
、
銀
座
三
越
デ
パ

ー
ト
で
イ
カ
ダ
や
群
馬
の

物
産
品
を
紹
介
し
よ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

な
く
、
黄
色
に
人
気
か
集
中
。

今
ま
で
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か

要
望
か
な
か
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て

今
年
は
、
と
栽
培
農
家
の
人
は
首
を

ひ
ね
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
開
通
し
た
矢

島
地
区
の
広
域
農
免
道
路

は
道
幅
も
広
く
多
く
の
方

が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

ち
ょ
う
ど
中
間
点
に
あ
た

る
と
こ
ろ
に
約
三

a

の
空

地
か
あ
り
ま
し
た
か
、
そ

こ
に
五
月
二
十
一
日
キ
リ

シ
マ
ッ
ツ
ジ
を
三
百
五
十

本
植
樹
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
四
月
十
五
日
か

ら
一
ヵ
月
間
実
施
さ
れ
た

緑
化
強
調
運
動
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
植
樹

し
て
い
る
と
、

農
作
業
に
行
く

人
な
ど
、
花
が

咲
く
時
分
は
こ

こ
で
休
憩
し
よ

う
な
ど
話
し
て

い
た
り
、
植
樹

し
て
い
た
人
も
、

ロ
々
に
早
く
成

長
し
、
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ

よ
、
な
ど
と
話

し
な
が
ら
ス
コ

ッ
プ
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。

キ
リ
シ
マ
ッ
ツ
ジ

三
百
五
十
株

植
え
る
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第
十
九
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
昭
和
五
十
八
年
秋
、

あ
か
ぎ
国
体
の
直
後
に
本
県
で
開
催

•
応̀

 ‘‘‘ 

希
望
と
友
愛
の
祭
典

愛
称
・
ス
ロ
ー
刀
ン
の
募
集

春
の
行
楽
期
に
村
内
か
ら
事

故
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

よ
う
と
‘
"
交
通
安
全
運
動
期

間
中
“
と
書
か
れ
た
赤
い
旗
三

百
本
村
内
各
地
の
危
険
箇
所
な

ど
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
向
に
村
内
か
ら

交
通
事
故
が
減
少
す
る
傾
向
が

な
い
の
で
安
全
協
会
明
和
地
区

協
議
会
と
村
が
作
っ
た
も
の
で

今
後
も
交
通
安
全
運
動
の
期
間

中
こ
の
旗
を
立
て
ま
す
の
で
、

旗
を
見
た
ら
一
層
の
ご
注
意
を

願
い
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
身
体
障
害
者
の
方

々
か
全
国
か
ら
集
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を

.
|
通
じ
て
障
害
を

肢
体
が

1
1
1
1
1
"

企
必
学
校
‘
の
り
こ
え
、
明

日
へ
の
希
望
を

も
っ
て
た
く
ま

し
く
生
き
る
カ

を
育
て
る
と
と

も
に
、
県
民
の

社
会
福
祉
に
対

す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま

す
。

県
で
は
、
こ
の
大
会
に
ふ
さ
わ
し

い
愛
称
（
呼
び
名
）
と
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
標
語
）
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▼
作
品
の
内
容

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
に
ふ
さ

わ
し
く
明
朗
、
友
愛
、
積
極
性
を
表

わ
し
た
も
の

〔
例
〕
本
年
開
催
の
滋
賀
県
の
場
合

0

愛
称
び
わ
こ
大
会

0

ス
ロ
ー
ガ
ン
わ
た
し
に
も
こ

ん
な
力
が
生
き
が
い
が

▼
応
募
資
格

0

県
内
に
居
住
す
る
者
及
び
県
外

の
本
県
出
身
者

0

作
品
は
自
作
未
発
表
の
も
の

▼
応
募
方
法

0

愛
称
ま
た
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、

官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
、
そ
れ
ぞ

れ
一
点
ず
つ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

見
た
ら
ご
注
意
を
”
~

全国一斉に
自転車の • 
街頭指導 c

聴
カ
・
言
語
障
害
を
も
っ
た
児
童

ー
聴
カ
・
言
語
診
療
相
談
ー

は
っ
き
り
聞
こ
え
ま
す
か

上
手
に
話
せ
ま
す
か

館
林
警
察
署
と
村
の
交
通
指
導
員

は
五
月
二
十
日
新
里
の
商
工
会
館
前

で
朝
・
昼
・
晩
の
三
回
二
時
間
づ
つ

自
転
車
の
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
五
月
二
十
日
か
ら
の
「
自

転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転

車
駐
車
場
の
整

—
備
に
関
す
る
法

i
．
．
ー
£
』
-
律
」
が
施
行
さ

9
[い
い
い
~
口

ー
·
[
'
全
を
撤
底
さ
せ

よ
う
と
全
国
一

ー
ー
ぐ
斉
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

9
”
5
·

i
．
＊
こ
の
日
街
頭

一
，
p
＾
t
指
導
し
た
自
転

y
』
｀
え
令

車
は
九
十
二
台

』
で
、
そ
の
う
ち

1

ー
五
十
五
台
が
整

ー
で
[
]
タ
・

備
不
良
（
主
と
し
て
プ
レ
ー
キ
｀

電
気
）
自
転
車
で
し
た
。

中
に
は
パ
ン
ク
の
自
転
車
を

平
気
で
乗
っ
て
い
る
人
も
あ
り

指
導
員
な
ど
か
ら
注
意
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

0

作
品
と
と
も
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
職
業
、
勤
務
先
、
ま
た
は

学
校
、
学
年
を
記
入

〇
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
応
募
先
（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
―
―
―
七
一
前
橋
市
大
手
町
一
i
-
ー
­

群
馬
県
庁
内
第
十
九
回
全
国
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
群
馬
県
実
行

委
員
会

(
6
0
-
―
七
―
-
|
-
―
―
―
-
|
―
ニ
―
内

線
―
＿
璽
）

▼
応
募
締
切

昭
和
五
十
六
年
六
月
三
十
日
（
当

日
消
印
有
効
）

を
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療
や

訓
練
か
受
け
ら
れ
る
よ
う
聴
カ
・
言

語
の
無
料
診
療
相
談
会
か
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

日
頃
我
が
子
の
耳
や
言
葉
が
お
か

し
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
相
談
さ

れ
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

▼
対
象
児

0
歳
か
ら
十
八
歳
未
満

で
、
聴
こ
え
に
心
配
か
あ
っ
た
り
、

発
音
か
お
か
し
か
っ
た
り
、
言
葉

が
お
く
れ
て
い
る
と
い
っ
た
状
態

の
児
童

▼
相
談
日
七
月
十
六
日
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
会
場
大
泉
町
公
民
館

▼
申
込
先
七
月
四
日
ま
で
に
、
大

泉
町
役
場
（
厚
生
課
）
へ
電
話
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
(
6
0
-
―
主
ハ
ー

六
―
―
-
|
_
-
=
―
-
)

明
和
村
青
年
会
（
会
長
広
川

譲
治
）
で
は
五
月
二
十
四
日
、

奉
仕
活
動
の
一
っ
と
し
て
空
力

ン
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
朝
五
時
半
か
ら
ま

だ
眠
た
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、

斗
合
田
か
ら
大
輪
ま
で
の
県
道

沿
い
を
拾
い
ま
し
た
。

若
い
人
の
集
ま
リ
だ
け
に
、

手
際
よ
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行

っ
て
い
ま
し
た
か
そ
れ
で
も
二

時
間
三
十
分
も
か
か
り
ま
し
た
。

な
お
、
集
め
た
空
カ
ン
は
大

き
な
袋
に
五
十
袋
で
し
た
。

青
年
会
が空

カ
ン
拾
い

交
通
の
赤
い
旗
を

ド
ー
ト
ト
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富塚あや子

後
援
団
体
の
政
治
活
動
の
た
め

に
使
用
す
る
立
札
・
看
板
等
の

制
限

◆
後
援
団
体
か
政
治
活
動
の
た
め
に

使
用
す
る
事
務
所
に
お
い
て
掲
示
す

る
こ
と
が
で
き
る
立
札
・
看
板
の
類

（
例
え
ば
、
「
0
0

後
援
会
事
務
所
」

と
い
っ
た
看
板
）
の
数
は
、
従
来
は

一
後
援
団
体
に
つ
き
何
枚
と
制
限
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に

よ
っ
て
、
同
じ
候
補
者
等
に
か
か
る

後
援
団
体
の
す
べ
て
を
通
じ
て
何
枚

と
総
量
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◆
立
札
・
看
板
の
類
の
掲
示
に
つ
い

て
は
、
中
央
選
挙
管
理
会
ま
た
は
、

村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
新
し
い
証

票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
か
必
要
で

す
。政

治
活
動
の
た
め
の
事
務
所
等

を
表
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
（
ス
テ

ッ
カ
ー
）
の
制
限

◆
次
の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
（
ス
テ
ッ

カ
ー
）
は
、
選
挙
の
期
間
中
も
そ
れ

以
外
の
時
も
掲
示
す
る
こ
と
か
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

げ
候
補
者
等
の
事
務
所
、
連
絡
所
を

表
示
す
る
た
め
の
も
の
で
候
補
者
等

の
氏
名
等
を
書
い
た
も
の
。

口
後
援
団
体
の
事
務
所
、
連
絡
所
を

表
示
す
る
た
め
の
も
の
で
後
援
団
体

の
名
称
を
書
い
た
も
の
。

り
後
援
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と

を
表
示
す
る
た
め
の
も
の
で
後
援
団

体
の
名
称
を
書
い
た
も
の
。

◆
現
在
掲
示
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の

ポ
ス
タ
ー
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
は
‘
掲

示
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
す
み
や
か
に
撒
去
し
て
く
だ
さ

、
。

し

選
挙
の
期
間
中
に
お
け
る
政
党
そ

の
他
の
政
治
活
動
を
行
う
団
体
の
政

治
活
動
（
機
関
紙
誌
の
普
及
宣
伝
な

ど
）
に
つ
い
て
規
制
が
加
え
ら
れ
た

は
か
、
連
座
制
の
強
化
等
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

芭
し
み
も
喜
び
も
、
ど
ん
芯
こ
と

毛
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
の
り
こ
え
て

き
だ
日
校
舎
。
そ
の
旧
校
〈
吉
ガ
こ
の

だ
び
新
校
〈
吉
建
築
の
だ
め
解
体
さ
ね

ま
し
だ
。
私
達
に
と
っ
て
は
わ
可
力

一
年
き
り
の
学
び
〈
吉
て
は
あ
り
ま
し

だ
万
、
詞
の
中
ガ
キ
ュ
ッ
と
し
め
つ

け
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
な
っ
力
し
い
思

い
出
万
灰
刀
と
思
い
出
さ
れ
る
校
〈
吉

て
可
。

入
学
し
て
力
ら
つ
い
こ
の
問
ま
で
、

柏
達
は
旧
校
〈
吉
で
学
ん
で
い
ま
し
だ
。

は
じ
め
の
う
ち
は
、
木
造
の
ど
っ
し

り
と
し
だ
校
〈
き
に
少
し
と
ま
ど
っ
だ

り
も
し
ま
し
だ
万
、
合
力
ら
考
え
て

み
る
と
本
当
に
な
っ
力
し
さ
て
い
っ

ば
い
で
弓
。
思
い
出
し
て
み
ね
ば
、

校
〈
吉
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
所
て
の
自

分
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
ガ
、
頭
の
中

そ
の
他

県
大
会
出
場
チ
ー
ム
を
決
め
る
郡

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
下
江
黒
チ
ー

を
力
け
め
ぐ
り
ま
可
。
楽
し
い
と
き

も
あ
り
ま
し
だ
。
で
も
つ
ら
い
と
き

も
苦
し
い
と
き
毛
あ
り
ま
し
だ
。
＜

じ
け
そ
う
に
な
っ
て
先
生
方
を
は
じ

め
と
し
て
あ
友
達
に
も
導
い
て
い
だ

だ
い
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
だ
。
で
も

つ
ら
い
思
い
出
ほ
ど
、
そ
の
と
き
の

事
ガ
合
の
自
分
に
と
っ
て
と
て
毛
大

き
な
さ
さ
え
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
弓
。
そ
し
て
自
分
の
成
長
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
し
る
し
と
も
い
え
る
こ

れ
ら
の
事
を
、
ひ
と
つ
の
こ
ら
可
知

つ
て
い
る
旧
校
〈
土0万
、
何
で
も
話
し

合
え
る
友
達
の
よ
う
に
思
え
て
き
ま

弓
゜こ

ん
な
ふ
う
に
考
え
な
ガ
ら
取
り

こ
わ
さ
れ
て
い
く
校
〈
吉
を
見
て
い
る

と
、
な
ん
と
も
さ
び
し
く
、
力
な
し

い
気
持
ち
ガ
し
て
き
ま
し
だ
。
な
ん

め し＼

ー
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ー

わ

下
江
黒
チ
ー
ム

ベ
ス
ト
8

な
ら
ず
”
~

五
月
十
日
、
伊
勢
崎
市
で
第
二
十

四
回
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
、
明
和
ク
ラ
ブ

と
西
小
P
T
A

バ
レ
ー
愛
好
会
か
出

場
し
、
明
和
ク
ラ
ブ
は
一
回
戦
不
戦

勝
・
西
小
は
一
回
戦
上
の
宮

P
T
A

を
破
リ
と
も
に
二
回
戦
に
進
み
ま
し

た
が
善
戦
む
な
し
く
敗
退
し
ま
し
た
。

第237号

と
も
に
二
回
戦
で
敗
退

だ
方
自
分
の
大
切
な
思
い
出
ガ
、
親

し
い
友
達
ガ
こ
わ
さ
れ
て
い
く
よ
う

て
：
．
。
も
と
は
と
い
え
ば
、
時
計
ガ

な
い
と
力
、
ド
イ
レ
万
不
便
だ
と
カ

い
っ
て
私
達
自
信
万
だ
て
な
あ
し
の

き
っ
t
J
け
を
つ
く
つ
だ
の
も
阿
じ
な

の
に
：
．
。
合
私
は
何
干
人
と
い
う
大

勢
の
先
輩
方
を
育
て
あ
げ
、
私
達
に

も
数
多
く
の
事
を
教
え
て
く
ね
だ
日

校
〈
吉
に
心
言
「
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

し
だ
。
あ
り
ガ
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。
」

と
い
い
ま
可
。
そ
し
て
柏
達
は
新
し

＜
校
〈
吉
を
つ
く
つ
て
い
だ
だ
け
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
、
日
校

全
＝
最
後
の
年
の
生
汚
力
ら
学
ん
だ
、

数
多
く
の
こ
と
を
蒻
に
き
ざ
み
な
ガ

ら
明
日
へ
と
頑
蛋
り
つ
つ
け
な
け
ね

ば
い
け
な
い
の
だ
と
思
い
ま
芍
゜

マさん
レーボ
員募集

申込みは

栗原あい子

まで

乞84-2294

〈110番は正しく利用しましよう〉

(8) 

き
れ
い
な
選
挙
実
現
の
た
め

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ム
は
A

グ
ル
ー
プ
で
見
事
第
三
位
と

な
り
、
県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
四
日
各
郡
市
代
表
三
十

ニ
チ
ー
ム
か
参
加
し
て
行
わ
れ
た
県

大
会
で
、
下
江
黒
チ
ー
ム
は
一
回
戦

太
田
市
代
表
の
天
良
ク
ラ
ブ
に
十
二

対
土
で
勝
ち
、
続
く
二
回
戦
で
は
館

林
市
代
表
の
青
柳
病
院
チ
ー
ム
に
0

対
五
で
敗
退
‘
惜
し
く
も
二
回
目
の

ベ
ス
ト
8

入
り
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

llO番を受けた替察は、ただちに現場に急行しますか、通報者があわててしゃべると、ど

こに行けばいいのか判断しかねます。

次の要領で話すとわかりやすくなります。

①何があつだか（交通事故、ひき逃げ、泥棒など）

＠いつあつだガ（だつだ合、何分ほど前）

®どこにあつだか（近くのわかりやすい目標）

④どんな状況か

＠犯人の人相や特徴、車のナンバーなど

⑥あなだの住所、氏名、電話番号
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県
で
は
、
四
月
か
ら
企
画
部
地

域
振
興
課
内
に
「
ふ
る
さ
と
サ
ロ

ン
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
「
ふ
る
さ
と
サ
ロ
ン
」
は
、

”
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
“
と

の
理
念
に
立
っ
て
、
県
内
各
地
で

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

方
々
が
い
つ
で
も
気
軽
に
、
県
の

担
当
者
と
話
し
合
い
、
情
報
の
交

換
か
で
き
る
場
所
で
す
。

既
に
各
地
の
青
年
会
議
所
、
理

想
の
都
市
群
建
設
研
究
会
な
ど
の

研
究
活
動
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、

都
市
農
山
村
の
次
代
を
担
う
青
年

婦
人
グ
ル
ー
。
フ
が
地
域
づ
く
り
を

進
め
、
サ
ロ
ン
の
利
用
を
始
め
て

い
ま
す
。

今
後
、
サ
ロ
ン
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
参
加
者
の
知
恵
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
基
本
に
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
識
経
験

者
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
参
加
も

願
い
、
サ
ロ
ン
を
通
じ
情
報
・
資

料
の
提
供
、
そ
し
て
各
地
で
開
催

す
る
「
地
域
巡
回
サ
ロ
ン
」
を
実

施
す
る
予
定
で
、
広
く
県
民
の
み

な
さ
ん
の
参
加
と
ア
イ
デ
ア
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
は
か
、
サ
ロ
ン
を
中
心
に

県
で
は
、
会
報
の
発
行
、
講
演
会

の
実
施
、
飛
躍
す
る
群
馬
の
た
め

の
「
県
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄

り
の
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
ふ
る
さ
と
サ
ロ
ン
」
を

ー
④

と
き

そこヽ私厄旦［王日
れ一びた
との続ち
と長け日
も寿‘本
に国我人
‘とかの
日な国平
本りは均
のま今舟
人しで命
ロたはは
構゜世年

簡
潔
に
要
領
よ
く
説
明
す
る
＂
技

術
“
を
身
に
つ
け
て
お
く
と
‘
ふ

だ
ん
何
か
と
便
利
で
す
。

人
に
伝
言
を
伝
え
る
と
き
や
、

電
話
で
話
す
と
き
で
も
、
要
領
よ

V
‘
順
序
立
て
て
は
っ
き
り
述
べ

る
こ
と
か
で
き
れ
ば
、
無
用
な
誤

解
や
混
乱
か
避
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
、

少
し
こ
み
い
っ
た
話
の
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
メ
モ
を
作
っ
て
要
点

を
整
理
し
て
お
く
な
ど
、
準
備
を

心
か
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま

た
、
「
き
の
う
の
お
話
、
さ
っ
そ
く

山
田
さ
ん
に
お
顧
い
し
た
ら
、
快

＜
承
知
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

の
よ
う
に
、
ま
ず
結
論
を
先
に
言

う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

あ
る
い
は
、
話
か
長
く
な
る
よ

う
な
と
き
は
、
「

A

さ
ん
は
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
、
か
く
か
く
し

か
じ
か
…
…
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
」
と
言
う
よ
り
も
、
「
A

さ
ん
か
言
わ
れ
る
に
は
、
こ
の
問

っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
ず
れ
到
来
す
る
高

齢
化
社
会
に
備
え
、
今
か
ら
老
後
の

生
活
設
計
を
考
え
準
備
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

題
は
、
か
く
か
く
し
か
じ
か
だ
そ

う
で
す
」
と
い
う
言
い
方
の
方
か

わ
か
り
や
す
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

語
尾
を
は
っ
き
り
言
う
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

「
そ
の
こ
と
は
、
山
田
さ
ん
に

話
し
て
あ
り
0
0

」
と
最
後
の
部

分
が
よ
く
聞
き
と
れ
な
い
よ
う
で

は
、
「
話
し
て
あ
り
ま
す
」
な
の
か

「
あ
り
ま
せ
ん
」
な
の
か
‘
肝
心

な
と
こ
ろ
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
あ
ま
り
早
口
で
言
う
の

も
考
え
も
の
で
、
落
ち
着
い
た
、

時
に
は
か
ん
で
含
め
る
よ
う
な
ロ

調
の
は
う
か
わ
か
り
や
す
い
も
の
。

大
事
な
事
柄
は
、
適
当
に
繰
り

返
し
て
説
明
す
る
こ
と
、
相
手
が

ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
か
を
推

量
し
な
か
ら
話
を
進
め
る
こ
と
‘

そ
し
て
、
話
の
内
容
を
な
か
な
か

飲
み
込
ん
で
も
ら
え
な
い
と
き
で

も
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
‘
時
に
は
話
を

戻
し
な
か
ら
相
手
の
理
解
を
促
す

な
ど
の
心
か
け
も
必
要
で
す
。

加
入
の
手
続
き
は

済
み
ま
し
た
か

国
民
年
金
は
、
加
入
者
の
相
互
扶

助
と
国
の
保
障
で
、
老
後
や
‘
障
害
、

死
亡
事
故
に
備
え
て
、
生
活
保
障
の

役
割
を
果
し
て
い
く
制
度
で
す
。

私
た
ち
か
、
不
安
の
な
い
毎
日
と

穏
や
か
な
老
後
を
送
る
た
め
に
も
、

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
農
業
や

商
業
な
ど
の
自
営
業
で
ま
だ
加
入
の

手
続
き
を
し
て
な
い
人
は
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

は
、
希
望
に
よ
り
加
入
で
き
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
下
江
黒
の
篠
原
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ

業
（
代
表
篠
原
幹
男
）
さ
ん
は
、
東

幼
椎
園
と
東
保
育
園
に
そ
れ
ぞ
れ
、

回
転
円
形
テ
ー
ブ
ル
（
三
万
円
相
当
）

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
明
和
村
兄
ん
ち
ゃ
ん
を
観
る
会
（

会
長
栗
原
孝
夫
）
は
恵
ま
れ
な
い
人

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
杜
会
福
祉

協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
四
万
五
千
円

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
南
大
島
の
石
川
龍
亮
さ
ん
は
公
民

館
図
書
室
に
備
え
て
く
だ
さ
い
と
‘

”
ふ
る
さ
と
の
歌
全
九
巻
＂
（
二
万
二

千
五
百
円
相
当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

は
づ
か
に
も
水
温
も
れ
ば
う
れ
し
く

て
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
鍋
を
み
か
け

‘,'‘, 

石
村
艶
子

古
よ
り
人
の
悲
し
み
呑
み
こ
み
て
苔

む
す
石
仏
や
わ
ら
か
き
顔

省エ字は
省▽字……④

【照 明】

●照明器具は汚れをふきとり

いつも 100 ％の明るさで使

うと月約 4.3 kWh の節約で

金額にして 121 円の節約。

● 2 灯式蛍光灯照明のうち 1

灯を間引き、位置を下げて

使うと月約 4.5 kWh の節約

で金額にして 126円の節約。

●玄関の外灯の点灯時間を l

日 1 時間短縮して使うと月

約 1.2 kWh の節約で金額に

して 33円の節約になります。

江
森
征
子

行
楽
の
満
員
電
車
は
過
ぎ
ゆ
き
ぬ
英

摘
む
わ
れ
に
疾
風
浴
せ
て

始
沢
良
子

雨
あ
か
り
み
ど
り
深
き
細
道
を
尊
び

き
給
ふ
か
釈
迦
の
御
姿

篠
木
よ
し

真
盛
り
の
花
は
ま
ぱ
ろ
し
一
夜
経
て

雨
は
雫
す
樹
の
う
て
な
に

砂
賀
久
美
子

還
歴
を
祝
ふ
と
わ
れ
に
妹
は
ミ
ン
ク

の
シ
ョ
ー
ル
の
値
は
語
ら
ざ
り

立
川
ツ
ヤ
子

決
別
の
苦
き
想
ひ
の
人
な
れ
ど
老
ひ

て
病
む
と
ふ
逢
ひ
た
か
り
け
り

立
川
ふ
さ

山
脈
の
霞
む
に
多
き
訃
の
た
よ
り
父

は
も
姉
は
も
逝
き
し
弥
生
を立

川
文
子

ザ
ゾ
ク
リ
と
ス
コ
ッ
プ
当
て
て
惜
み

な
く
友
分
け
賜
ふ
丑
勺
薬
の
苗

橋
本
悦
子

火
の
山
の
匂
ひ
顕
し
む
庭
石
に
時
雨

は
か
へ
す
亡
夫
の
足
音

野
ロ
タ
カ

こ

娘
婿
に
逝
か
れ
八
十
路
に
近
き
戸
惑

ひ
を
啜
り
し
お
茶
の
音
に
濁
せ
り

野
村
初
枝

川
土
手
の
向
側
よ
り
釣
糸
を
垂
ら
す

し
ぐ
さ
か
竿
動
く
見
つ

（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

砂
奴
雅
彦
芳
男
長
男
斗
合
田

5

月
1

日

新
井
隆
喜
悌
介
―
―
―
男
矢
島

5

月
8

日

小
田
木
千
尋
良
文
長
女
新
里

5

月
8

日

田
中
伸
幸
幸
次
郎
二
男
矢
島

5

月

1
4日

飯
塚
恵
実
長
女
江
口

5

月

1
4日

I

死
亡
ー

世
帯
主

氏
名
年
令
地
区

（
）
は
新

小
菅
ゑ
ん

8
9
守
夫
田
阜

篠
木
市
郎

5
4

（
光
）
中
谷

高
橋
寅
雄

6
7
正
雄
江
口

（
敬
称
略
）

死
亡
月
日

5

月
8

日

5

月

2
0日

5

月

3
0日

ー
出
生
ー ぁ

虐
よ
｀

(
'
、
大
く
れ
升

蓮
見
タ
カ

六
年
間
学
び
お
へ
た
る
娘
の
瞳
証
書

持
つ
手
に
思
ひ
を
こ
め
る

横
塚
純
江

黄
ば
み
た
る
障
子
の
見
え
る
亡
友
の

家
母
住
む
と
ふ
ま
か
な
し
く
見
つ

蟻
川
千
秋
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一責ク
救急車出動回数
●交通事故 5 件
●急病 5 件
●その他 4 件

計 14 件

: 館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 干代田地区
日

佐々木医院大神医院大島歯科医院 ] 藤野（愛嵐医冒て{ 72 } 〇 |34 礫川堂医院6 月 14 日
小西医院

曜
ff0276(62)2623 合0276(62)2200 合 (72) 4 7 2 0 合 72 3330 合(74) 0 I 8 4 合 (86) 2 2 6 I 

6 月 21 日
真中医院後藤康生医院兼原歯科医院 後藤康生医院合(72)3975 永寿堂医院 館林地区が

当
fi'(72) I 6 3 0 fi'(72) 3 9 7 5 合 (72) I 7 0 0 安楽岡医院ff(72)0572 合 (72) 4 4 6 9 担当します

6 月 28 日
横田医院川田医院神永歯科医院 清河堂医院合(72)3070 海宝医院 館林地区が

番 合 (72)0255 合 (72) 0 7 5 4 ff (72) 2 0 5 3 大島診療所合(77)I 503 合 (72) 3 I 5 5 担当します

7 月 5 日 浜野医院後藤（康）医院北村歯科医院 川生医院合{ 72 } 3030 津久井医院 竹越医院
医 合 (88) 5 6 7 8 合 (72) 3 9 7 5 ff (82) 0 I 5 8 大石医院合 74 2362 合 (72) 3 3 I 6 合 (84) 3 I 3 7 

白沢医院 綿貫歯科医院 岡田整形医院
後゜

7 月 12 日
小倉医院

堀越医院fl'(73)4151 館林地区が
合 (72)1600 合 (72) 0 6 0 6 合 (72)2057 合 (72) 3 I 6 3 担当します 峙

群
馬
心
身
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー

は
、
雇
用
促
進
事

業
団
の
直
営
施
設

と
し
て
‘
就
職
を

希
望
す
る
心
身
障

害
者
の
方
々
の
職

業
相
談
、
指
尊
及

び
職
業
紹
介
を
行

い
ま
す
の
で
‘
就

職
な
ど
を
希
望
す

る
方
は
、
ぜ
ひ
、

相
談
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

最
近
は
‘
職
業

能
力
の
判
定
業
務

を
主
体
と
し
て
利
用
者
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

▼
セ
ン
タ
ー
業
務
の
あ
ら
ま
し

心身障害者職業
センターのご利用を

▼
日
程

▼
訪
問
先

七
月
二
日
か
ら
実
施

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

試
合
開
始

▼
会
場
明
和

中
学
校
及
び
東

小
学
校
校
庭

▼
対
象
既
婚

者
で
地
区
単
位

で
編
成
し
た
チ

ー
ム

▼
方
法
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式

で
一
試
合
七
回

戦
ま
た
は
一
時

間
二
十
分
以
内

一
会
場
で
一
日

二
試
合
を
消
化

し
ま
す
。

▼
申
込
先

_
あ
し
ら
せ
”
”
”

□
□”
”□
□
□”
”
―
―

●
仕
事
に
つ
く
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な

目
炎
木

1i-
E
2

●
仕
事
を
決
め
る
た
め
の
適
性
検
査

●
職
場
に
お
ち
つ
く
た
め
の
話
し
合

し

●
事
業
主
に
対
し
て
は
、
作
業
方
法

等
の
改
善
な
ど
の
相
談

▼
受
付
時
間

午
前
は
九
時
か
ら
十
一
時
頃
ま
で

午
後
は
一
時
か
ら
四
時
頃
ま
で

電
話
（
＝
言
一
ー
―
―
―
―
―
-
|
―
四
―
―
―
―
―
-
)

中
国
（
青
島
・
天
津
・

北
京
・
大
連
．
藩
陽
）

十
月
十
六
日
1

二
十
九

日

▼
申
込
先

▼
人
数

▼
対
象
者

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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野
犬
に
よ
る
農
作
物
や
盆
栽
、
人

へ
の
被
害
を
な
く
そ
う
と
、
野
犬
を

捕
え
役
場
に
連
行
し
た
者
に
報
償
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

顧
い
し
ま
す
。

〇
親
犬
（
一
頭
当
た
り
）

0

小
大
（
一
頭
当
た
り
）

結
核
定
期
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

か
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

十
八
歳
ー
ニ
十
九
歳
の

勤
労
者

二
百
五
十
五
名
（
本
村

割
当
て
人
数
二
名
）

六
月
二
十
日
ま
で
に
公

民
館
事
務
局
へ

村
で
は
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
の
誕

生
を
顧
い
＂
母
親
学
級
“
を
三
回
に

わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

こ
の
母
親
学
級
は
妊
娠
し
て
い
る

お
母
さ
ん
を
対
象
に
出
産
‘
育
児
の

知
識
を
学
ん
だ
り
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時

●
七
月
十
五
日
午
後
一
時

1

四

時
ま
で

●
七
月
二
十
二
日
午
後
一
時

1

四
時
ま
で

●
七
月
三
十
日
午
前
十
時

1

午

後
三
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
費
用
無
料

妊
娠
し
て
い
る

お
母
さ
ん
へ

ニニニ 水期期一
+ ++ 冒 ‘‘期今II 九＇＇六五 < 陸利‘月メ7 
日 日日 用稲根国の 月

料・加<納斗 明入で用め

合i ` 旦協 央中 日 す 雷共水 は の田公公 ゜組闊納

ー落:見 館民第—館和民室 済金び及一合費第税ー険第税民第 め

ハ
月

パパさんソフトボール
参加チームの募集

--------------------------------------------------------------------

11_0聞見街；

胃言
---------------------------------------------------

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

五
百
円

二
百
円

• • 

悶 日 父I 
時

] 
廿］ 6 通
月事

午後 1日8 故
3 相
時午 吾述火
ま前
で 10

• • 

時期

間日

二
十
日
ま
で
に
公
民
館
事
務
局
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

野
犬
の
連
行
者
に

報
償
金
を
支
給

実施月日 曜日 時 間 会 場 該当地区

6 月 16 日 火
午月lj 10 00~12 00 矢島公民館 大佐賞

午後 1 :00~3 00 矢島公民館 矢島 入ヶ谷

6 月 17 日 水
午削 1000~11 :30 明和農協第 1事業所 須賀 111 俣

午後 1 00~3 00 大輪公民館 大輪

6 月 29B 月
午月lj 10 00~12 00 

南大島集会所
稲荷山中本郷

午後 1 00~3 :00 新田二軒・七軒・八軒

6 月 30 日 火
午前 1000~11 30 田島集会所 田島

午後 1 00~3 00 明和村中央公民館 新里中谷

水
午月 lj 10 00~11 30 江口集落センター 江口

7 月 1 日
午後 1 00~3 00 東部児童館 千津井

7 月 2 日 木
午前 1000~11 30 斗合田集落センター 斗合田下江黒

午後 1 00~3 00 東部児童館 上江黒

7 月 3 日 金
午前 1000~11 30 ニ島神社前 梅原

午後 1 00~3 00 明和村中央公民館 明和村全域

• • 

月場所 日

役場 時1 時月6 ―例行政‘ 

第 雷 15 人

三日`権̀—‘’ 

至会議時ま3 前午 相談
で 10
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i村の人口i
りり

i 7 月 1 日現在 i 
り世帯数 2378 戸り
；人口総数 9884 入 ; i 男 4946 人月
り女 4938 人！
~ (6 月中の動き） ; 
：出生 l7人 死亡 6 人！
i転入 15 人 転出 l7]\. ! 
L- —-----”‘------J 
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目
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群馬県老人大学‘‘大利根学園”学習計画表

五 教養講座 （午前10:00~12:00) 専門講座 （午後 1.00~3 :00) 

9 月 2 日 合同入学喜（県民会館）

困
記念講演 一老人と子供たち）
児童文学者 村田康男

9 月 4 日
日程説明及び自治会活動

老人の交通事故防止
倹 館林辞察署長 飯塚小次郎

9 月 9 日 館林の史話をめぐって 家庭園芸「草昇9 『
因 館林地方史研究会長 川島維知 館林草花クラ 長福田克己

9 月 18 日 園外学習「埼玉古墳とサッポロビール
伶 館林地方史研究会長 川島維知

9 月 25 日
郷土「万葉紀行」 家庭園芸「花木」

伶
元館林女子高等学校長 館林農業改良普及所 塩田昭—―

贄田太二郎

10 月 2 日
自由交流 映画教室

倫

10 月 7 日
老人と法律 これからの老人クラブ活動

困
弁護士早川庄一 県老人クラブ活動推進員

近藤茂里人

10 月 9 日
宗教と人生 老人健康体操

倹
遍照寺住職 古茂田良証 館林市老人クラブ連合会長

橋爪梅二郎

10 月 16 日
日本経済の動向と私達のくらし ダンス教室「フォーク」

倹
第一勧業銀行館林支店長 館林市社会教育指灘員

石井誠一 宮田澄江

10 月 23 日 私の生きかい 最近の社会情勢
倹 太陽航空卸大西勇―- 上毛新聞社副社長 金井彦三郎

10 月 30 日 園外学習「群馬館の林森地」
倹 方史研究会長 川島維知

11 月 6 日 南極秘話 法律からみた女の地位
倫 第 7 次南極越冬隊員 本川保之 関東短期大学助教授高木侃

11 月 13 日
民謡をたずねて ゲートボールの技法について

倹
コロンビアレコード専属 館林市ゲートボール協会長

杉本京子 北見朝一

11 月 19 日
自伝の書き方 田山花袋について

（木）
大泉保育専門学校教務部長 館林市立図書館奉仕係長

田島一郎 吉羽光国

11 月 28 日
卒業式 自治会行事

仕）

高
齢
化
杜
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

高
齢
者
自
身
が
社
会
の
重
要
な
構
成

員
と
し
て
の
意
識
を
高
め
、
豊
か
な

人
間
関
係
の
中
で
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
知
恵
を
身
に
つ
け
て
明
る
＜
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
過
せ
る
よ
う

商
齢
者
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
老

人
大
学
校
「
大
利
根
学
園
」
が
館
林

文
化
会
館
で
開
校
さ
れ
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
方
、

い
つ
ま
で
も
、
若
々
し
く
、
教
養
に

満
ち
た
お
年
寄
り
で
あ
る
た
め
に
も
‘

ぜ
ひ
参
加
し
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う

▼
開
校
期
間

九
月
二
日
か
ら
十
一
月
二
十
八
日

ま
で
の
三
ヵ
月
間

▼
入
学
資
格

邑
楽
郡
・
館
林
市
に
住
む
六
十
歳

以
上
（
大
正
十
年
三
月
三
十
一
日
以

前
に
出
生
）
の
男
女
（
過
去
に
入
校

し
た
者
は
除
く
）

▼
募
集
人
員

百
十
名
（
応
募
者
が
夕
名
い
場
合
は

~力゚▼
大
利
根
学
園
会
場館林

文
化
会
館

大
利
根
学
園
の
生
徒
募
集

群
馬
票
老
人
大
学

関
係
者
と
協
議
し
て
決
定
し
ま
す
）

▼
募
集
期
間

六
月
十
九
日
か
ら
七
月
二
十
五
日

ま
で

交
通
安
全
は

ル
ー
ル
と
モ
ラ
ル
か
ら

▼
申
込
先

明
和
村
役
場
住
民
課
（
申
込
用
紙

な
ど
は
役
場
住
民
課
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
）

も
っ
と
交
遅
t
―
フ
ル
の
急
撓
を

ド
ラ
イ
バ
ー
四
人
に
一
人
が
ル
ー
ル
無
視

群
馬
県
で
は
、
昨
年
一
年
間
に
交

通
ル
ー
ル
違
反
で
二
十
万
七
千
三
十

九
人
が
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
内
八
十
五
万
ド
ラ
イ
バ

ー
の
四
人
に
一
人
か
ル
ー
ル
に
違
反

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
こ
の
う
ち
「
交
通
三
悪
」
と

言
わ
れ
て
い
る
無
免
許
運
転
、
酒
飲

み
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
で
は
九
人

に
一
人
か
検
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
交
通
事
故
を
み
る

゜

と
…
…

0

交
差
点
で
の
衝
突
事
故

0

横
断
歩
道
上
で
の
歩
行
者
事
故

0

自
転
車
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故

等
、
思
い
や
り
の
な
い
乱
暴
な
運

転
に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
原
因
を
み
る
と
、

0

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

0

わ
き
見
運
転

〇
酒
飲
み
運
転

〇
歩
行
者
や
自
転
車
の
と
び
出
し

0

信
号
無
視

等
、
運
転
者
や
歩
行
者
が
交
通
の

基
本
的
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
こ
と
か

原
因
と
な
っ
て
い
る
事
故
が
増
加
し

て
お
り
、
県
民
の
交
通
モ
ラ
ル
の
低

さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
交
通
モ
ラ
ル
を
高
め
、
交
通
知

識
を
身
に
つ
け
、
自
か
ら
進
ん
で
正

し
い
交
通
を
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

交
通
事
故
防
止
に
は
特
効
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
。
何
に
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
運
転
者
、
歩
行
者
す
べ
て
の
人

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

の
線
引
き
が
設
定
さ
れ
て
か
ら
、
早

く
も
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。ご

存
知
の
よ
う
に
、
市
街
化
調
整

区
域
内
は
開
発
を
抑
制
す
る
た
め
、

建
築
な
ど
の
開
発
行
為
が
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し

I
I

既
存
の
権
利
＂
を
し
た

人
に
つ
い
て
は
建
築
が
認
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
権
利
の
有
効
期

限
は
線
引
き
（
昭
和
五
十
二
年
八
月

三
十
一
日
）
決
定
の
日
か
ら
五
年
以

内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
昭
和
五
十
七
年
八
月

三
十
一
日
ま
で
は
建
築
で
き
ま
す
が
、

社会を明る
くする運動

7 月 1 日～ 31 日

そ
れ
以
後
に
な
る
と
、
建
築
か
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

何
か
と
大
変
な
こ
と
と
は
存
じ
ま

す
か
、
こ
の
権
利
届
出
書
の
有
効
許

可
期
限
内
に
建
物
を
完
了
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

既
存
権
利
を
届
け
た
人
で

ま
だ
建
築
を
し
て
い
な
い
人

建
築
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

道
路
を
通
行
す
る
と
き
に
は
、
次

の
よ
う
な
心
が
ま
え
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
ま
わ
り
の
歩
行
者
や
車
の
動
き
に

道
路
利
用
者
の
心
が
ま
え

達
か
何
も
の
に
も
か
え
が
た
い
「
人

の
命
」
を
大
切
に
す
る
「
人
間
愛
」

と
い
た
わ
り
合
う
「
愛
の
心
」
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
ほ
か
の
人
々
が
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
配
意
す
る
こ
と

で
す
。

県
警
察
で
は
現
在
「
高
め
よ
う
交

通
モ
ラ
ル
、
広
げ
よ
う
無
事
故
の
輪
」

を
あ
い
こ
と
ば
に
交
通
モ
ラ
ル
向
上

運
動
を
展
開
中
で
す
。

注
意
し
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
通
行
す

る
こ
と
。

□
自
分
の
通
行
の
利
便
だ
け
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
沿
道
で
生
活
し
て

い
る
人
々
に
対
し
て
、
不
愉
快
な
騒

音
な
ど
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

国
交
通
事
故
や
故
障
で
困
っ
て
い
る

人
を
見
た
ら
連
絡
や
救
護
に
あ
た
る

な
ど
、
お
た
か
い
に
協
力
し
合
う
こ

゜

と四
自
動
車
の
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、

歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
る
人
も
自
動

車
の
「
死
角
」
「
内
輪
差
」
な
ど
、

自
動
車
の
特
性
を
よ
く
知
っ
て
お
く

こ
と
。
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【
由
緒
】
明
和
村
斗
合
E

姓
が
四
戸
あ
る
。
祖
先
は
年

井
（
太
田
市
）
よ
り
出
た
し

太
田
金
山
城
主
由
良
氏
に
り
i

た
が
、
天
正
十
八
年
(
-
五

家
が
常
陸
国
牛
久
に
移
っ
か
(
a
-
C
礼

人
と
な
り
、
利
根
川
を
下
り
、
そ
の

沿
岸
斗
合
田
に
土
着
し
た
。

村
内
に
薬
王
寺
を
開
基
し
、
同
家

中
興
の
祖
と
な
っ
た
。

当
地
方
の
素
封
家
で
、
江
戸
時
代

は
代
々
名
主
を
勤
め
た
。
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け

て
新
井
清
兵

衛
と
い
う
人

か
出
て
、
明

治
十
七
年
（
一

八
八
四
）
戸

長
役
場
に
入

ロ
次
回
は
『
藤
野
』
の
予
定
で
す

術
井
/
]
]
し
□言
｀

g
に
新
井
の
間
当
地
方
の
最
大
急
務
で
あ
る
治

利
田
郡
新
水
事
業
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
。
常

J
い
う
。
に
農
事
に
関
心
を
も
ち
、
勤
農
議
会

L
Lえ
て
い
を
起
し
副
会
頭
に
え
ら
ば
れ
る
。
な

九
0
)主
お
、
村
長
在
職
当
時
は
小
学
校
の
改

一
と
s

足
築
、
消
防
方
面
に
も
尽
力
し
村
政
発

展
の
た
め
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。

正
月
三
ヵ
日
は
餅
を
食
す
る
。
送

り
盆
は
正
午
に
必
ず
す
る
と
い
う
。

旧
藩
当
時
の
地
方
文
書
の
ほ
か
、
家

系
関
係
文
書
な
ど
多
数
所
蔵
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。も

っ
こ
う

【
家
紋
】
横
木
瓜

※
お
願
い
自
分
の
家
の
苗
字
の
い

わ
れ
、
家
紋
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
、

広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
当
然
加
入
し
て
い
る

人
で
、
保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
、

所
得
が
低
く
生
活
か
大
変
だ
と
か
、

病
気
や
事
故
な
ど
で
生
活
が
苦
し
く

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、
そ

の
保
険
料
か
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
保
険
料
免
除
制
度
に
は
…
•
•

①
届
け
出
を
す
る
だ
け
で
免
除
に
な

る
法
定
免
除
と
‘
②
申
請
書
を
提
出

し
、
承
認
を
受
け
て
免
除
に
な
る
申

請
免
除
の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。

▼
法
定
免
除
は
…
…

一
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、

[
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
は

民国

免
除
の
手
続
き
をI
I
.

大
人
も
子
供
も
：
：
・
・
家
族
み
ん
な

で
楽
し
め
る
花
火
は
、
夏
の
夜
な
ら

で
は
の
風
物
詩
で
す
。

最
近
は
＂
お
も
ち
ゃ
花
火
＂
も
い

ろ
い
ろ
な
種
類
か
出
回
り
、
取
り
扱

い
方
も
複
雑
な
も
の
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
一
歩
取
り
扱
い
を

間
違
え
る
と
、
ケ
ガ
や
火
災
な
ど
思

わ
ぬ
事
故
に
結
び
つ
き
ま
す
。

例
え
ば
、
中
固
製
の
＂
魔
術
弾
＂

と
い
う
花
火
は
、
筒
状
の
十
五
連
発

打
ち
上
げ
花
火
で
す
か
、
誤
っ
て
手

に
持
っ
た
ま
ま
火
を
つ
け
た
た
め
に
‘

逆
噴
射
し
て
固
定
用
の
。
フ
ラ
ス
チ
ッ

ク
部
か
腹
に
突
き
さ
さ
り
、
命
を
落

と
し
た
子
供
も
い
ま
す
。
ま
た
、
火

花
が
飛
ん
で
子
供
の
浴
衣
に
燃
え
移

り
、
大
や
け
ど
を
す
る
と
い
っ
た
事

故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

群馬票の最低貫金
群馬県の最低賃金が次のとおり決まりましたのでお知らせします。

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き

二
、
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
と
き

▼
申
請
免
除
は
…
…

一
、
所
得
か
な
い
と
き

二
、
本
人
ま
た
は
、
家
族
の
人
か
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き

三
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
変

に
困
難
で
あ
る
と
き

収n 低 賃 金 額 最低貨金額
最低賃金の件名 に算入しな 発効年月日

日額 時間額 摘 要 い貨金

（地域） 2,73円9 343円
県内のすべての事業場に慟〈労慟者に適用

群馬県最低賃金
されますが、下記の産業については、それぞ 55 10 5 
れの産業別最低貨金が適用されます。

（産業別）
3,019 378 56 1 14 

食料品製造業

2,770円 (347円）の適用は次の業務に従事

するものに適用されます。

2,998 375 
(1) 座繰生糸製造業、玉糸製造業又は絹ね
ん糸製造業に従事する者

(2) 繊維工業に係る糸繰り又は管巻きの業

繊維産業
務に従事する者

56. 1 14 
(3) 衣服 その他の繊維製品製造業に係る 1 臨時に支

糸切り又は袋詰めの業務に従事する者 払われる

2,770 347 
(4) 清掃又は片付けの業務に主として従事 賃金

する者 （賞与等）
(5) (2)から (4)までに掲げる業務に準ずる軽

易な業務に主として従事する者 2 1 ヵ月を

木材木製品家 超える期

具装備品製造業
3,035 380 間ごとに 56 1 14 

窯業土石
支払われ

製品製造業
3,100 388 る賃金 55. 11 22 

2,885 円 (361円）の適用は次の業務に主と 3 時間外手
して従事する者に適用されます。 当
(1) 電気部品の組立又は加工業務のうち、

3,160 395 手作業による組線、巻線又ははんだ付け 4 休日手当
の業務

機械 金属製品
(2) 製品のさび又は傷防止のための手作業 5 深夜手当

等製造業
による塗装の業務 56 1 14 
(3) 小物部品の包装又は袋詰めの業務 6 精皆勤手
(4) 清掃又は片付けの業務 当

2,885 361 (5) (1)から (4)までに掲げる業務に準ずる軽
易な業務 7 通勤手当
ｮ 自動車整備業は群馬県最低賃金(2,739 円）
が適用されます。 8 家族手当

プラスチック製品
3,043 381 55 11 23 

製・造 業

卸3,売16業0 
ただし、小売業に係る者であって清掃、片

395 付けその他これらに準ずる軽易な業務に主と

卸売業小売業 して従事する者については群馬県最低賃金
55 11 21 

小3,売00業8 
(2,739円）が適用されます。

376 ｮ 食堂、レストラン、すし屋等の飲食店は
小売業に含まれます。

坑内作業に従事する者（坑外作業に従事す
全国金属鉱業等 4,650 る者は群馬県最低貨金 (2,739円）が適用され 56. 2 13 

ます。）

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
と
、
そ

の
期
間
に
つ
い
て
も
年
金
か
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
は
未
納
に
し

て
お
か
な
い
で
、
免
除
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
免
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に

役
場
住
民
課
に
申
し
出
て
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
を

I
I言
の
星
吻
詩
巳

母
子
応
料
は
火
菱
で
言

＂
お
も
ち
ゃ
花
火
＂
だ
か
ら
と
い

っ
て
軽
く
見
る
と
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。
夏
の
夜
を
い
ろ
ど
る
風
物

詩
も
、
原
料
は
火
薬
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

花
火
遊
び
は
、
ま
ず
＂
花
火
の
性

質
•
取
り
扱
い
方
＂
を
よ
く
の
み
こ

ん
で
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
注
意
書

き
を
念
入
り
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
子
供
だ
け
で
は
決
し
て

花
火
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜

、
つ

子
供
同
士
で
、
大
人
に
隠
れ
て
花

火
を
し
た
た
め
に
、
や
け
ど
を
し
た

り
火
災
を
引
き
越
こ
し
た
り
と
い
う

事
故
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
必
ず
大

人
か
付
き
添
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

大
人
の
付
き
添
い
の
あ
る
場
合
で

も
、
火
災
予
防
の
点
か
ら
、
風
の
強

い
日
に
、
花
火
を
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
花
火
遊
び
の
場
所
と
し
て

は
、
周
囲
に
木
く
ず
や
紙
く
ず
な
ど
、

燃
え
や
す
い
物
の
な
い
、
人
家
な
ど

か
ら
離
れ
た
広
い
空
地
を
選
び
ま
し

ょ
う
。花

火
の
燃
え
か
ら
を
ゴ
ミ
箱
に
投

げ
入
れ
た
た
め
、
火
事
に
な
っ
た
例

が
あ
り
ま
す
。
花
火
を
す
る
と
き
は
、

必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、

マ
ッ
チ
の
燃
え
カ
ス
や
花
火
の
燃
え

が
ら
は
一
必
ず
バ
ケ
ツ
の
中
に
捨
て

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
の
楽
し
い
夏
の
夜
の
ひ

と
と
き
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
悲
し
い
事
故
と
な
ら
な
い
よ
う

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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為i

福田初江さん
（大輪）

、
蒻
子
釦□
口
を
、
麟
り
手
杓

（第59 回）

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
資
金
の

融
資
申
込
み
受
付
中

県
で
は
、
自
分
が
住
む
た
め
の
住

宅
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
人
で
、
住

宅
金
融
公
庸
の
融
資
を
受
け
て
も
、

な
お
資
金
の
不
足
し
て
い
る
人
に
対

し
て
、
低
利
で
長
期
返
済
の
マ
イ
ホ

ー
ム
建
設
資
金
貸
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

本
年
度
は
、
新
た
に
中
古
住
宅
を

貸
付
対
象
に
加
え
、
四
月
十
五
日
か

ら
受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
早
め
に

お
申
込
み
下
さ
い
。

貸
付
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
申
込
者
の
資
格

一
、
県
内
に
自
分
が
住
む
た
め
の
住

宅
を
新
築
（
分
譲
住
宅
の
購
入
を

含
む
。
）
増
改
築
す
る
も
の
で
、
住

私
は
小
学
校
三
年
、
四
年
の
二
人

の
子
供
が
お
り
、
二
人
と
も
さ
い

わ
い
に
図
工
を
得
意
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
公
民
館
で
の
「
親
子

創
作
教
室
」
へ
参
加
い
た
し
ま
し

゜

た
第
一
回
目
は
は
り
絵
で
、
親
と

子
一
緒
に
色
紙
に
図
案
を
描
き
、

色
和
紙
を
ち
ぎ
り
、
糊
で
張
っ
て

い
く
と
い
う
簡
単
な
事
で
す
か
、

宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
受
け
て
も
‘

な
お
資
金
の
不
足
す
る
人
。
又
は

中
古
住
宅
の
購
入
資
金
か
不
足
す

る
人
。

二
、
年
収
七
百
万
円
以
下
で
、
借
入

金
の
償
還
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る

人
。

三
、
新
築
す
る
住
宅
か
百
二
十
面
以

下
の
も
の
。
（
老
人
同
居
等
の
場
合

は
百
五
十
面
ま
で
）

◎
貸
付
限
度
額

新
築
1
1

住
宅
資
金
の
み
を
借
り
る

場
合
…
…
三
百
万
円

新
築
1
1

住
宅
資
金
と
土
地
資
金
を

借
り
る
場
合
…
五
百
万
円

中
古
住
宅
…
…
…
五
百
万
円

増
改
築
…
…
…
…
百
万
円

こ
う
ゆ
う
創
作
を
通
じ
て
、
あ
ら
た

め
て
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
我
か
子

の
意
外
な
面
を
知
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
一
度
学
校
で
は
り

絵
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何

県
、
県
下
請
企
業
振
興
協
会
お
よ

び
県
機
械
金
属
工
業
連
合
会
で
は
、

「
群
馬
県
中
小
企
業
製
品
展
」
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
出
品
企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
製
品
展
は
今
年
で
三
国
目
を

迎
え
ま
す
。
県
内
中
小
企
業
の
製
品
・

加
工
部
品
を
一
堂
に
展
示
し
‘
技
術
・

品
質
・
管
理
能
力
等
を
広
く
県
内
外

の
発
注
企
業
に
紹
介
し
て
‘
受
注
機

械
の
拡
大
等
下
請
取
引
の
あ
っ
せ
ん

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

子
供
た
ち
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

た
り
‘
糊
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
り

し
た
こ
と
な
ど
、
今
ま
で
家
で
は

と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
。
も
う
子
供
た
ち
も
一
歩
／
~

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
福
田
さ
ん
で
す
）

種
類
も
の
和
紙
を
色
彩
も
豊
か
に
、
力
強
く
歩
み
始
め
て
い
る
ん
で
す

す
ば
や
く
作
品
を
作
り
あ
げ
、
私
が
ね
。
こ
の
よ
う
に
、
た
っ
た
一
枚

も
た
／
＼
し
て
い
る
と
、
「
お
母
さ
ん
の
は
り
絵
を
通
じ
て
、
予
想
も
し

の
は
色
合
い
が
悪
い
」
だ
と
か
「
も
な
か
っ
た
子
供
の
心
を
発
見
し
、

う
少
し
細
く
ち
ぎ
り
な
」
な
ど
と
‘
う
れ
し
く
思
う
こ
の
頃
で
す
。

最
低
税
額
が
門
か
ら
閂

0

0

 

1

2

 

印
紙
税
額
が

変
わ
り
ま
し
た

い
ま
す
。

▼
期
間
十
月
二
十
八
日

1

三
十
日

▼
会
場
高
崎
問
屋
町
セ
ン
タ
ー
展

示
会
館

▼
負
担
金
一
小
間
五
千
円

▼
申
込
先
（
財
）
群
馬
県
下
請
企
業

振
興
協
会
（
前
橋
市
大
手
町
ニ
ー

-
_
-
)
申
込
用
紙
は
協
会
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
間
七
月
三
十
一
日

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
県
下
請
企

業
振
興
協
会
(
6
0
-
―
七
―
-
|
―
-
苧
|
―
-
=
=
=
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

契
約
書
や
領
収
書
な
ど
を
作
っ
た

と
き
‘
収
入
印
紙
を
は
り
印
紙
税
を

納
め
ま
す
が
、
今
年
の
五
月
一
日
か

ら
印
紙
税
の
税
額
が
変
わ
り
、
最
低

百
円
か
二
百
円
に
な
る
な
ど
、
税
額

が
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

印
紙
税
が
か
か
る
文
書
に
収
入
印

紙
を
は
ら
な
か
っ
た
り
、
額
を
間
違

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
間
違
っ
て
印
紙
を
は
り
す
ぎ
た
場

合

口
正
い□出
品
企
業
を
募
集

◎
貸
付
利
率

◎
償
還
期
間

新
築
・
中
古
住
宅
…
二
十
年
以
内

(4) 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
割
増
貸
付

二
十
万
円

年
利
六
・
三
％

◎
償
遠
方
法

◎
申
込
み
先

群
馬
銀
行
や
農
協
な
ど
各
種
金
融

機
関

元
利
均
等
月
賦
償
還

シ嚢‘：窃嚢嚢

｀兄舷心心／

、:9]
`.心レ＇ぶv/」`:<、、Jゃ心こ、寄
翠唸心麿疫9

^ ̂ .. .̂̀  ••.9. ^ 
ー.'

子
供
は
胃
を
は
じ
め
消
化
器
官

が
小
さ
く
働
き
も
十
分
で
な
い
の

で
、
三
回
の
食
事
だ
け
で
は
一
日

に
必
要
な
栄
養
分
か
と
り
き
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
不
足
分
を
補
う
の
が

お
や
つ
で
す
。

量
と
質
、
そ
し
て
夢
と
楽
し
さ

を
お
り
こ
ん
だ
お
や
つ
を
与
え
ま

゜

し
ょ
う

①
分
量一

日
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
〇

ー
ニ
0
％
（
百
五
十
ー
ニ
百
七
十

カ
ロ
リ
ー
）
を
お
や
つ
で
与
え
ま

す
。お

や
つ
を
与
え
す
ぎ
る
と
、
三

度
の
食
事
が
十
分
食
べ
ら
れ
な
く

な
り
、
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
く

ず
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

②
内
容

キ
ャ
ラ
メ
ル
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
‘

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
中
心
の
お
や
つ
で

は
、
良
質
の
蛋
白
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、

ビ
タ
ミ
ン
な
ど
発
育
に
必
要
な
栄

そ
の
文
書
を
税
務
署
に
持
っ
て
行

き
、
一
定
の
手
続
き
を
す
る
と
還
付

さ
れ
ま
す
。

▼
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
に
収
入
印

紙
を
は
ら
な
か
っ
た
場
合

印
紙
税
が
か
か
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
り
、
は
り
忘
れ
た
場
合
に
も
、

養
の
不
足
を
ま
ね
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
歯
に
ね
ば
り
つ

く
食
べ
物
は
、
虫
歯
予
防
の
意
味

か
ら
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

牛
乳
・
乳
製
品
・
卵
・
く
だ
も

の
を
中
心
に
し
て
、
一
日
の
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
工
夫
し
た

も
の
が
望
ま
し
く
、
甘
み
を
お
さ

え
た
お
母
さ
ん
の
手
作
り
の
お
や

つ
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

＊
お
や
つ
の
組
み
合
わ
せ
例

▼
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
と
ビ
ス
ケ
ッ

ト
ニ
枚
▼
い
も
か
り
ん
と
う
と

牛
乳
▼
果
物
と
せ
ん
べ
い
の
チ

ー
ズ
サ
ン
ド
▼
プ
リ
ン
と
フ
レ

ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス
▼
フ
ル
ー
ツ

サ
ラ
ダ
と
ク
ラ
ッ
カ
ー
▼
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
と
ジ
ュ
ー
ス

※
お
や
つ
は
ダ
ラ
ダ
ラ
と
与
え
ず

き
ち
ん
と
時
間
を
決
め
て
与
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
食
べ
お
わ
っ
た

ら
、
う
が
い
を
さ
せ
る
か
、
水
か

番
茶
を
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

納
め
な
か
っ
た
、
印
紙
税
額
の
三
倍

（
自
主
的
に
収
入
印
紙
を
は
っ
て
な

い
こ
と
を
申
し
出
た
場
合
一
・
一
倍
）

の
過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
署
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

幼
児
の
お
や
つ
に
は
エ
夫
を

第 13回
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夏休みを有意義に

謎了］t，ノ楊痴亡宣瞑 I ネクタ1かけオ反に紙ゃ

ケヶ

〗う一
疇卓J 削Iす見をさしl
ホン臼固定蒻 固疋する

奇詞）

] >·`s
ふ芦取弁 認tび

気□□巻き
軍

ル
の
ほ
し
と
は
し
も
．

ン
‘
'
て
つ
な
ぐ

使
用
の
た
び
に
す
ら
ぜI-> 

よ
ん
べ
ん
な
く
使
え
る

だんこ結ひ

美しい洋酒などの空きび冦
利用して電気ズタンドを作り．秋
夜長も楽しみましょう。

::。こYヽ．］7:「；：言
ト 、／攣る I /昭シ；楼羞脊J→- ----• . 

＊スタンドの作リ

[ ｀存
]、へ心に万言：）に竺；

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

｛
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
｛

~
っ
た
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
~

~
各
家
庭
で
は
、
こ
の
長
い
休
み
を
ど
~

｛
う
過
ご
す
か
、
い
ろ
い
ろ
プ
ラ
ン
を
｛

~
練
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
~

i
成
長
期
の
子
供
に
と
っ
て
、
夏
休
~

~
み
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
と
違
っ
た
形
~

｛
で
、
貴
重
な
体
験
が
得
ら
れ
る
時
期
｛

｛
で
す
。

｛
そ
こ
で
「
親
子
で
作
ろ
う
楽
し
い
｛

~
工
作
」
と
題
し
て
、
い
く
つ
か
の
エ
｛

｛
作
例
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

~
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
薄
れ
て
い
る
~

~
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
あ
な
た
の
~

｛
夏
休
み
の
プ
ラ
ン
に
一
っ
加
え
、
エ
~

｛
作
を
通
じ
て
ふ
れ
合
い
を
持
っ
て
く
｛

一
ご
、
。

-
t
さ
し

一
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

＊かんの内1月りばよく1知汚れを：恥す

I @ 万贔
②ヒニ—ルテー六2つのかんもつなけ・ます．
くぅぐらしなし＇ようLこしっかり をつけよしよ？．

®ビニール袋を丸く切リぬき、
かm底しこたるよなし｀ょう［こ
ヒニー）レデフ゜て,. I 

④テづ'0からはみだしたヒニ
カッターて切りとります

疇⑤＠ててきた2李の箇を
図のように金金（ビニーI レ
テープ）マ：つな~
つけててき

水
の
中
の
世
界
を
見
よ
う

魚
が
こ
れ
た
ら
筒
に
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も
と仁い
と
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竺
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ワ
の
か
膠

主
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四
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年
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rg
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切
こ
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以
て
ぅ
J
ト
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夏
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左
口
か

り
入I
h
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口
た

ー
ニ
に
こ
メ
毛
痢
紐
．
，
冴

1
0
1

立

” 

お
ふ
ろ
や
お
け
に
、
水
が
ほ

ど
よ
く
だ
ま
つ
だ
ら
プ
ザ
ー

が
な
る
1

給
水
プ
ザ
ー

結
水
プ
ザ
ー

伝
言
板

ロ
ボ
ッ
ト
を

つ
く
ろ
う 涼さしを一段と

かもしだす

のれんをつくろう

く用意するもの？
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活躍する明中生徒
ー東毛地区競技大会一

►野球
1 回戦

► テニス
⑯ 1 回戦対大泉南中

2 回戦対板倉中
®l 回戦対毛里田中

2 回戟対大泉北中
準決勝対太田南中
決勝対館林ー中

►バレーボール
⑲ 1 回戦対山辺中

2 回戦対大泉北中
3 回戦対板倉中
準決勝対館林ー中

食） 1 回戦対毛里田中
► サッカー

1 回戦対館林ー中
► ‘ノフトボール

1 回戦対太田南中
►卓球
⑩ 1 回戦

2 回戦
④ 1 回戦

►剣道
⑩ 1 回戦

2 回戦
►柔道

1 回戦
2 回戦

対休泊中

対毛里田中
対多々良中
対宝泉中

対千代田中
対尾島中

対太田西中
対太田北中

4 : 6 （延長）負
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▼
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は

ど
ん
な
虫
？

戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
侵
入
し
た
害

虫
で
、
あ
ら
ゆ
る
樹
林
の
葉
を
食
い

荒
ら
す
雑
食
性
で
繁
殖
力
旺
盛
な
害

虫
で
、
一
年
間
に
二
千
匹
に
も
な
り

ま
す
。

勝
負
勝
勝
勝
負

負
負
勝
負
負
勝
負
勝
負

一邑楽郡中体連陸上競技大会一
●男子
400 m 
800 m 
3 I 000 m 
I 00 m H 
400 m リレー

----ー＾・~
・ア・

、•一—:

ーみと

2 位
6 位
6 位
3 位
5 位

相場 功・斉藤徳太郎
内山恵司·古屋光彦

5 位 大沢浩昭
5 位 岡安慶

内山恵司
大沢浩昭
本田喜章
小山田一幸

走巾跳
走高跳

●女子
200 m I 位
800 m 2 位
800 m 5 位
800 m H 3 位
400 m リレー 3 位

成田和子・奈良美香
安原恵子・寺島由美

3 位 奈良美香
3 位 柴崎好子
5 位 高木由美子

美
貴
生
枝

由
由
好
和

島
島
坂
田

寺
飯
赤
島

こ
の
虫
は
一
年

二
回
発
生
し
ま
す
。

第
一
世
代
は
‘
六

月
上
旬
か
ら
発
生

し
、
第
二
世
代
は

八
月
中
、
下
旬
ご

ろ
の
発
生
で
九
月

ご
ろ
か
ら
木
の
洞

や
、
は
め
板
の
す

き
間
等
に
も
ぐ
り

込
ん
で
赤
褐
色
の

蛹
に
な
り
冬
を
越

し
ま
す
。

平
担
部
で
は
第
三
世
代
（
九
月
上

中
旬
）
の
発
生
を
す
る
こ
と
も
あ
り

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の防

除
は
？

●
六
月
上
旬
、
八
月
中
旬
の
幼
虫
が

小
さ
い
時
は
、
葉
の
裏
に
糸
を
吐
い

勝
勝
勝
負
負

発
見
し
た
ら
す
ぐ
防
除
を

ア
メ
l
j
カ
シ
ロ
ヒ
ト
ロ
は
緑
の
大
敵

走高跳
砲丸投

て
巣
を
作
り
、
中
に
「
か
た
ま
り
」

と
な
っ
て
い
て
葉
が
す
け
て
見
え
る

の
で
摘
み
取
っ
て
踏
み
つ
ぶ
す
か
焼

き
殺
す
の
が
最
も
効
果
か
あ
り
ま
す
。

●
高
い
枝
の
巣
は
高
枝
切
鋏
で
切
取

っ
て
殺
し
ま
す
。

●
常
習
発
生
地
の
不
要
樹
木
等
は
佼

採
し
、
発
生
を
未
然
に
防
止
し
ま
す
。

●
虫
か
大
き
く
な
り
広
か
っ
た
場
合

は
、
次
の
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

口
使
用
薬
剤
は
、
デ
ィ
。
フ
テ
レ
ッ

ク
ス
乳
剤
七
百
＼
千
倍
液
か
、
D

D
V
P

乳
剤
の
千
倍
＼
千
五
百
倍

液
を
用
い
ま
す
。

（
散
布
の
際
、
洗
濯
物
や
、
家
庭

菜
園
等
に
薬
液
か
か
か
ら
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
梨
の
赤
星
病
予
防
の
だ
め
ー

明
和
村
に
は
、
千
津
井
•
田
島
・

南
大
島
を
中
心
に
九
十
年
以
上
の
歴

史
を
誇
る
梨
か
約
四
十

h
a栽
培
さ
れ

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
の

庭
木
を
植
え
な
い
で

て
い
ま
す
。

こ
の
梨
栽
培
は
病
害
虫
を
、
い
か

に
上
手
に
防
ぐ
か
か
、
作
柄
の
良
い

悪
い
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

最
近
に
な
っ
て
梨
の
三
大
病
害
と

呼
ば
れ
て
い
る
な
か
の
『
赤
星
病
』

の
発
生
が
梨
園
の
近
く
に
住
宅
が
増

え
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
（
カ
イ
ヅ
カ
イ

ブ
キ
・
タ
マ
イ
ブ
キ
・
ハ
イ
ビ
ャ
ク

シ
ン
）
を
植
え
た
り
、
新
た
に
そ
れ

ら
の
庭
木
を
植
え
る
の
で
、
梨
栽
培

農
家
の
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
赤
星
病
と
い
う
の
は
、
梨
と

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
相
互
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
の
で
あ
り
、
梨
の
消
毒
を
す
る

だ
け
で
は
、
防
除
で
き
な
い
病
気
な

の
で
、
ど
う
し
て
も
み
な
さ
ま
の
協

力
が
必
要
な
の
で
す
。

郷
土
名
産
の
梨
栽
培
の
安
定
と
発

展
の
た
め
次
の
事
に
ご
協
力
く
だ
さ

、
。
し▼

梨
園
の
周
囲
最
低
二
k
m以
内
に
は

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を
植
え
な
い

▼
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
が
植
え
て
あ
る
場

合
は
抜
き
と
る
。

. ｷ :ｷ ；p:うまく生かそう商工業資金 申込先明和村商工会
役場経済課

制度名 融 資 対 象 資 金 使 途 融資限度額 利 率 申込時期 備 考

①中小企業者 運転資金 } ，―も使える 500万円以内 年 80% 年間随時 融資枠 2,000万円

資本金 1 、 000万円以下 設備資金 — 運転 3 年以内
小口資金 従業員300人（商業・サーピス業 設備 5 年以内

30人）以下の個人・会社

②中小企業団体

①村内で同一業種を 3 年以上営む ①店舗の増改築、店内施設の新設 500万円以内 年 67% 年間随時 融資枠 I,500万円

中小企業設備近
者で、資本金 I,000万円以下 ・改善のための資金 5 年以内
従業員300人（商業・サーピス業 ②企業の近代化・合理化に必要な (I 年以内の据置）

代化資金
50人）以下の個人・会社 機械設備資金

③公害防止の設備資金

①卸小売業その他サービス業を営 ①店舗の増改築、駐車場設置 2 、 000万円以内 年 67% 年間随時 融資枠 2,000万円

商業設備近代化 む者で、資本金 I,000万円以下 ②店内外施設の改造・増設（ウイ 7 年以内

資金 従業員30人以下の個人・会社 ンドウ、ショーケ＿ス、飾棚、 (I 年以内の据置）
看板、冷凍機等）

①小売業・サービス業 ①労働福祉施設（従業員宿舎、食 ①②は I,500万円 年 67% 年間随時 融資枠 2,000万円
資本金 I,000万円以下、従業員50 堂、休憩室、娯楽室、更衣室、 以内
人以下の個人・会社 幼児ハウス等）の設置、改善 ③は500万円以内

中小企業労働福
②卸売業 ②①の設置に直接必要な土地の購 7 年以内

資本金3,000万円以下、従業員 入 (I 年以内の据置）
祉施設資金

100人以下の個人・会社 ③①の施設に省エネルギー工事を
③その他業種 行う場合

資本金 1 億円以下、従業員 300

人以下の個人・会社
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麦
打
を
再
現

＂
明
和
村
誌
＂
の
作
成
を
進
め

て
い
る
村
で
は
、
村
内
各
地
で

歴
史
的
な
も
の
を
調
べ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
程
千
津
井
和
好
会

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
く

る
棒
を
使
っ
た
麦
打
ち
を
再
現

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

全
員
カ
ス
リ
の
モ
ン
ペ
姿
に

赤
の
タ
ス
キ
を
か
け
て
行
う
と
‘

さ
な
が
ら
歴
史
が
逆
戻
り
し
た

よ
う
。く

る
棒
が
最
初
は
う
ま
く
回

ら
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
は
昔
と

っ
た
き
ね
ず
か
、
慣
れ
る
に
し

た
が
い
う
ま
く
回
り
、
麦
打
ち

唄
も
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

和
好
会
が

家
の
周
り
を

二
年
前
か
ら
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

進
め
て
い
る
南
大
島
七
軒
の
梨
の
実

会
（
会
長
今
成
節
子
）
で
は
、
六
月

二
日
、
広
域
農
道
の
沿
線
五
百

m
に

松
葉
ボ
タ
ン
の
苗
約
千
五
百
本
植
え

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
の
周
り
は
一
年
中
花

で
囲
ま
れ
生
活
し
て
み
た
い
と
進
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
夏
に
は
り
っ

ぱ
な
花
が
咲
き
乱
れ
、
地
区
の
人
は

も
ち
ろ
ん
通
行
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
以
前
植
え
た
花
が
咲
い
た

の
で
、
花
の
間
の
雑
草
な
ど
も
取
っ

た
り
し
ま
し
た
。 花

い
っ
ぱ
い
に

菊
の
苗
木
を
配
布

言門ーマし1文：ふ三i:
し一の員はまた苗まいも苗ら着菊゜ラのとる
までに小た゜をだだらかうをを ブ苗ー II
:‘菊学‘ 配十ろうらのも普 に木日、／菊
村と生七 布 cm う方育につ及 配と二を
、を鉢と月 し位とかてはてし 布鉢十も
っ。菊を中中 まの‘良て‘も‘ しを四つ

く
ら
し
の
い
ず
み
号
で
勉
強

新
里
の
く
ら
し
の
会
（
会
長
野
村

初
枝
）
で
は
、
も
っ
と
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
目
を
向
け
よ
う
と
、
県
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
車
「
く
ら
し
の

い
ず
み
号
」
を
六
月
二
十
六
日
、
本

村
に
初
め
て
呼
ん
で
勉
強
会
を
開
き

ま
し
た
。

こ
の
く
ら
し
の
い
ず
み
号
は
、
消

費
者
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
地
域
を
巡

回
し
、
そ
の
場
で
消
費
者
へ
の
啓
発

や
商
品
テ
ス
ト
な
ど
を
行
う
も
の
で
、

こ
の
日
バ
ス
の
中
で
、
洗
濯
と
洗
剤

関
係
の
映
画
を
見
た
り
、
カ
マ
ボ
コ

と
ハ
ン
ペ
ン
の
商
品
テ
ス
ト
な
ど
を

勉
強
。「

純
毛
だ
と
言
わ
れ
て
買
っ
た
が

本
当
に
純
毛
か
し
ら
」
な
ど
と
、
商

品
テ
ス
ト
を
お
願
い
す
る
な
ど
大
変

好
評
を
博
し
た
く
ら
し
の
い
ず
み
号

で
し
た
。

フィールドアスレチックをプレゼント

中
谷
の
石
田
清
美
さ
ん
は
自
分
の

畑
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を

作
り
、
五
月
五
日
の
子
供
の
日
に
三

人
の
子
供
達
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
三
人
の
男
の
子
が
た
く
ま

し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
作
ら

れ
た
も
の
で
、
古
電
柱
・
古
タ
イ
ヤ

や
ロ
ー
プ
な
ど
を
巧
み
に
張
り
め
ぐ

ら
し
て
作
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
は
い

い
が
、
ケ
ガ
で
も
さ
れ
て
は
と
、
木

工
の
仕
事
を
し
て
い
る
兄
と
綿
密
な

計
画
を
し
て
の
製
作
だ
け
に
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
温
た
か
い
心
遣
い
が
施

こ
さ
れ
て
お
り
、
近
所
の
子
供
達
と

一
緒
に
の
び
の
び
遊
ん
で
い
ま
す
。
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タ
イ
ヤ
ル
後

音
の
し
な
い
時
間
は

電
話
番
号
を
正
し
く
ダ
イ
ヤ
ル

し
終
っ
て
、
五
ー
十
五
秒
く
ら
い

な
ん
の
音
も
聞
こ
え
な
い
こ
と
を

と
き
ど
き
経
験
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
交
換
機
が
ダ
イ
ヤ
ル
さ

れ
た
番
号
を
い
っ
た
ん
記
憶
し
て

相
手
へ
つ
な
が
る
道
を
さ
が
し
て

い
る
時
間
で
決
し
て
故
障
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
ま
も
な
く
呼
出
音
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
ル
は
続
け
て
し

な
い
と
、
交
換
機
が
前
に
覚
え
て

い
た
番
号
を
自
動
的
に
消
し
て
し

ま
い
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

間
の
取
り
か
た
も
心
づ
か
い
の

う
ち
、
正
し
く
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し

よ
、
つ
。

狩
猟
免
許
試
験
の
実
施

本
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者
本
年
度
よ
り
新
た
に

狩
猟
を
始
め
よ
う
と
す
る
満
二
十

歳
以
上
の
者

▼
日
時
八
月
二
十
八
日
午

前
九
時
よ
り

▼
会
場
太
田
市
民
会
館

▼
手
数
料
二
千
八
百
円

▼
締
切
日
八
月
十
八
日

▼
申
込
先
東
部
林
業
事
務
所

6
 

プ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
0
1z
 

口
い
換
え
て
念
を
押
す |
5

)

 

圏
身
体
障
害
者
が
自
動
車
免
許
を
取

得
す
る
場
合
は
次
の
よ
う
な
補
助
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
肢
体
不
自
由
者
（
一
級

i
六
級
）

▼
対
象
範
囲

普
通
自
動
車
免
許
取

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
と

き
、
給
仕
の
人
に
た
ば
こ
を
持
っ

て
き
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
ら
、

.. 

「
た
ば
こ
は
厳
禁
で
す
」
と
言
わ

れ
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
か
あ
り

.. 

ま
す
。
「
現
金
を
今
す
ぐ
ち
ょ
う
だ

い
し
ま
す
」
の
意
味
だ
っ
た
の
で

す
ね
。
「
お
母
様
い
ら
っ
し
ゃ
る
」

「
今
ビ
ョ
ウ
イ
ン
ヘ
行
っ
て
い
ま

す
」
（
ま
あ
、
ど
こ
か
お
悪
い
ん

で
す
か
？
」

こ
れ
は
電
話
で
「
美
容
院
」
を

「
病
院
」
と
聞
き
違
え
た
わ
け
で

す
。発

音
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
、
似

て
い
た
り
す
る
た
め
に
、
耳
で
聞

い
て
分
か
り
に
く
く
、
誤
解
し
た

と
い
う
経
験
は
だ
れ
に
で
も
あ
る

こ
と
で
す
ね
。

「
キ
シ
ャ
（
貴
杜
）
の
キ
シ
ャ

（
記
者
）
が
キ
シ
ャ
（
汽
車
）
で

キ
シ
ャ
（
帰
社
）
し
た
」
と
い
う

例
が
よ
く
引
か
れ
ま
す
が
、
漢
語

に
は
特
に
同
音
の
も
の
が
多
い
の

で
‘
'
話
し
言
葉
で
使
う
と
き
に
は

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
好
天
」
と
「
荒
天
」
の
よ
う

に
、
意
味
が
正
反
対
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
シ
リ
ツ
（
市
立
・

私
立
）
、
カ
ガ
ク
（
科
学
・
化
学
）

コ
ウ
ギ
ョ
ウ
（
工
業
・
鉱
業
）
な

ど
は
、
一
方
を
「
わ
た
く
し
立
」

「
ば
け
学
」
「
金
へ
ん
の
コ
ウ
ギ

ョ
ウ
」
な
ど
と
言
っ
て
区
別
す
る

の
か
普
通
で
す
ね
。

数
字
で
は
、
一
（
い
ち
）
と
七

（
し
ち
）
が
ま
ぎ
れ
や
す
く
、
「
七

月
」
か
「
一
月
」
に
聞
こ
え
た
り
、

午
後
の
「
一
時
」
が
夜
の
「
七
時
」

に
聞
こ
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

七
（
な
な
）
と
言
い
換
え
た
り
し

て
念
を
押
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

免
許
取
得
や
改
造
に

補
助
が
あ
り
ま
す

得
に
要
し
た
経
費

▼
補
助
基
本
額
十
四
万
八
千
円

▼
補
助
率

口
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

帯
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
及

び
市
町
村
民
税
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
…
…
…
％

り
所
得
税
非
課
税
で
、
市
町
村
民

税
所
得
割
課
税
世
帯
…
…
％

げ
前
年
度
分
所
得
税
三
万
二
千
四

百
円
以
下
の
世
帯
：
…
…
•
％

衡
身
体
障
害
者
用
自
動
車
に
改
造
す

る
場
合
は
次
の
よ
う
な
補
助
が
あ
り

ま
す
。

▼
対
象
者
肢
体
不
自
由
者
（
一
級

ー
六
級
）

▼
対
象
範
囲
肢
体
不
自
由
者
が
所

有
し
、
運
転
し
よ
う
と
す
る
自
動

車
を
、
そ
の
者
が
運
転
し
や
す
い

よ
う
に
改
造
す
る
経
費

▼
補
助
基
本
額
七
万
円

▼
補
助
率
％

▼
所
得
制
限
な
し

申
し
込
み
や
詳
し
い
こ
と
は
、
邑

楽
福
祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

洗
ひ
髪
肩
に
流
し
て
夕
涼
み

更
衣
亡
き
母
偲
ぶ
し
つ
け
糸

梅
雨
寒
に
疼
く
持
病
の
神
経
痛

北
島
若
水

山
百
合
を
採
り
し
林
の
今
は
な
し

笛
の
音
の
か
す
か
に
流
る
夏
館

安
見
あ
っ
子

軽
井
沢
涼
風
が
来
て
駅
に
呼
ぶ

リ
ッ
ク
背
に
民
宿
夏
の
村
ふ
く
れ

白
樺
の
葉
裏
風
吹
く
峠
茶
屋坂村

芳
明

母
の
日
や
マ
マ
カ
ラ
オ
ケ
ロ
づ
さ
む

父
の
日
や
ビ
ー
ル
一
箱
お
く
ら
れ
る

田
口
春
栄

姫
ゆ
り
の
塔
や
戦
禍
の
夏
地
獄

岡
安
福
一

省エ字は
省マネー……◎

アイロン
●うすい布地のもの（ハンカ

チ・化せん等）は余熱を利

用してまとめてアイロンを

かけると、月約 2 KWhの節約

となり金額にして 56円の節

約です。

●スチームアイロンにはお湯

を使うと月約0.078KWhの節

約となり 2 円の節約です。

あ
わ
t
ォ

衣
く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

富
塚
義
仁
哲
夫
長
男
中
谷

5

月

2
2日

森
尻
さ
と
み
弘
長
女
南
大
島

6

月
1

日

田
口
早
苗
広
長
女
川
俣

6

月
4

日

荒
井
有
紀
子
俊
雄
二
女
江
口

6

月
4

日

柿
沼
寿
和
公
俊
二
男
下
江
黒

6

月
4

日

渋
沢
真
樹
誠
―
二
女
矢
島

6

月
5

日

加
藤
早
苗
秀
雄
二
女
南
大
島

6

月
9

日

柿
沼
涼
子
茂
長
女
江
口

6

月
1
4
日

堀
口
理
恵
正
敏
長
女
新
里

6

月

1
6日

田
口
和
幸
久
夫
長
男
矢
島

6

月

1
6日

小
暮
和
範
実
長
男
新
里

6

月

1
6日

清
水
達
浩
透
長
男
矢
島

6

月
1
9日

今
成
恵
恵
三
郎
長
女
江
口

6

月

2
3日

小
林
夕
子
武
夫
長
女
千
津
井

6

月

2
3日

江
原
美
知
子
福
二
二
女
千
津
井

6

月

2
4
日

江
原
美
代
子
幅
二
三
女
千
津
井

6

月

2
4
日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
年
令
『□‘
戸
地
区
死
亡
月
日

内
田
光
男
6
4
（
初
雄
）
上
江
黒

6

月
2

日

秋
野
盟
作
7
7
（
幸
雄
）
矢
馬

6

月
3

日

小
暮
く
に
8
9
利
市
斗
合
田

6

月
7

日

山
田
耕
司
3
0
好
雄
川
俣

6

月
8

日

石
川
好
作
6
7
（
り
う
子
）
矢
島

6

月

2
1
日

松
本
よ
し
7
4
叶
上
江
黒

6

月

2
7
日

人夫賃 請 負 し、 区分

農 牒 乾 脱

[] 
^[ 

田植え : 耕 一目
燥 作

緊 機 機 手 起．占ー . ；苗か

• 
業

期 緊 調
製調ま 燥乾ら

コ 械 械

整
ン ^ 苗 [ , 

種
以

ノゞ ク ク
の

で
イ 夕 夕

目
外 期 み ま禾ヅ又し ~ ン ‘別-' 植 ‘I ’ . -I ｷ 、むｷ 

1 日 当1た俵り 10アール
単位当たり 当たり 箱

四 五 千 八 豆虐 頑 /' ¥ 

>
五 ] < 標

[ [ > 両 ’' ‘ ] 轟 : [ 準

両 孟 額

標
準
賃
金
決
ま
る

農
作
業
の
標
準
賃
金
が
、
農
業
委

員
会
で
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



昭和56年 7 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第238号 (10) 

6 月の

一賣ク
救急車出動回数
●交通事故 4 件
●急病 8 件
●その他 3 件

計 15 件

曜

当

番

医

三喜。亨6亨よ。よよ22悶ら。2胃 (6瓢言芦塁圭医医［霊悶雷記［巴 9 恥胃ぷ剛す
7 月 26 日 1 根岸医院原 医 院斉藤医院田内医院合(72)3855 寺内医院館林地区力‘

合 (72) 3 2 6 2 合 (72) I 9 3 6 合 0276(62)3149 須田医院fl(72) 0862 合 (72) 3 0 3 I 担当します

古屋医院川田医院坂村医院多々良診療所合(72)3060 礫川堂医院館林地区が
8 月 2 日 1 合0276(63)616| 合 (72)0 7 5 4 合 (72)0 7 5 0 大塚医院合(72)0176 合 (74)0 1 8 4 担当します

小倉医院武安医院後藤（愛）医院合(72)0134 永寿堂医院竹越医院
合(72) o 6 o 6 I fl o216(62)2254 ゆたか医院合(73)7308 合 (72)4469 合 (84) 3 I 3 7 

後藤康生医院中条医院上野医院合(72)3330 海宝医院館林地区が
合 (72) 3 9 7 5 合 (73)7778 後藤康生医院合(72)3975 合 (72) 3 I 5 5 担当します

館林邑楽地区

歯産婦人科

佐々木医院
8 月 9 日 1 合0276(62)2623

8 月 16 日 1 真中医院
合(72) I 6 3 0 

耳鼻科 科 内

館林地区

外科 科

明和

千代田
地区

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院
が
担
当
し
ま
す
。

◎
耳
昂
科
歯
科
に
限
L
J
診
療
特
間
は
午
後

ま
て
て
。

一
時

砂利採取業務
主任者試験の実施

村
民
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

少
年
サ
ッ
カ
ー

教
室
生
徒
募
集

民
館
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

、
。
し

ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
‘
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
欲
求
を
‘
正
し
く
す
い
上
げ
、
開

発
、
指
尊
し
、
自

主
的
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
と
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
に
あ
た
る
よ
う

な
人
達
を
指
畔
員

と
し
て
認
定
す
る

講
習
会
か
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
参
加
対
象
者

満
二
十
歳
以
上

の
人

▼
講
習
会
場

館
林
市
城
沼
総

合
体
育
館

▼
認
定
種
目

県
で
は
、
五
十

六
年
度
の
砂
利
採

取
業
務
主
任
者
試

験
か
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
科
目
筆

記
試
験
で
、
砂

利
の
採
取
に
関

す
る
法
令
と
技

術
に
つ
い
て

▼
試
験
日
時
・
会

場
七
月
三
十

一
日
、
県
庁

▼
申
込
先
・
方
法

受
験
頓
書
・
手

札
形
の
写
真
を

は
っ
た
履
歴
書
、
そ
れ
に
受
険
手
数

料
と
し
て
群
馬
県
収
入
証
紙
三
千
九

百
円
分
を
添
え
て
、
県
庁
河
川
課
（

〒
三
七
一
前
橋
市
大
手
町
一
＼
一
＼

-
)
へ
七
月
十
八
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
受
験
顧
書
と
履
歴
書
用
紙
、

受
験
案
内
書
は
土
木
事
務
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
県
庁
河
川
課
（

6

＝
―
-
七
―
-
|
―
―
―
―
―
ー
ニ
―
―
内
線
＝
―
―
―
―
―
七
七
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
二
十
四
回
村
民
野
球
大
会
か
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
期
日
八
月
ニ
・
九
・
十
六
日

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

：
ロ
ニ

0

0

 

う
も
リ
つ
も
っ
て

｛
山
と
な
る
岳
／

｀
口□
[

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

▼
会
場
小
・
中
学
校
校
庭

▼
対
象
村
民
ま
た
は
村
内
の
企
業

単
独
で
福
成
し
た
チ
ー
ム

▼
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
七

回
戦

▼
申
込
み
七
月
二
十
日
ま
で
に
公

景スポーツ推進指導員
諺定講習会の実施

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
軟
式
野
球

▼
講
習
期
日

8

月

2
9日

•
3
0日
（
理
論
）

9

月

4
.
5
.
6

日
（
実
技
）

▼
受
講
料

9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

~
恐
ろ
し
さ
を
知
ろ
う
~

一
麻
薬
・
ガ
く
せ
い
剤
を祇

《
｀

一
な
く
し
ま
し
ょ
う□

《
7
”
ロ
ー
汀9
]冒

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

▼
会
場

県
で
は
新
成
人
を
対
象
に
、
共
同

宿
泊
を
通
し
て
学
習
を
行
い
、
社
会

常
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
新

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
政
治
・

選
挙
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
行
っ
て

も
ら
う
た
め
に
次
の
と
お
リ
、
新
有

権
者
の
集
い
か
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
期
日
八
月
二
十
二
日
ー
ニ
十
四

日
（
二
泊
三
日
）

固
立
赤
城
青
年
の
家

消
防
設
備
士
の

試
験
の
実
施

新
有
権
者
の

集
い
の
実
施

千
円
以
内

▼
申
し
込
み

八
月
十
五
日
ま
で
に
公
民
館
事
務

局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

本
年
満
二
十
歳
と
な
る

者
（
本
村
二
名
割
合
て
）

講
演
・
講
話
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど

▼
申
込
み
七
月
二
十
三
日
ま
で
に

役
場
総
務
課
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

八
月
十
日
か
ら
八
月

二
十
日
ま
で

▼
試
験
日
九
月
二
十
七
日

▼
試
験
会
場
前
橋
工
業
高
等
学
校

そ
の
他
詳
し
く
は
県
総
務
部
消
防

防
災
課

(
6
=
―
―
七
―
-
|
-
=
|
=
―
五
八
）

ヘ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

_
あ
し
ら
せ

□”
”□
□”
”
”□
□”
”
―

小
学
四
•
五
・
六
年
生
を
対
象
に

八
月
1

十
一
月
の
四
ヵ
月
間
、
ち
び

っ
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時

か
ら

▼
会
場
東
・
西
小
学
校
校
庭

▼
費
用
傷
害
保
険
代
三
百
四
十
円

▼
申
込
み
七
月
末
日
ま
で
に
公
民

館
事
務
局
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

▼
対
象
者

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
二
期
、
国
民
年
金
第
二
期
、
水

稲
共
済
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
九
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
集
落
（
セ
）

今
月
の
納
め : -; i 喜: 

• 
時▼H 例月畠

役場時1 月7 政―行‘ 
三第 午後 1日5 権人

議奎会 時ま3 午前 ~ 相談
で 10
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10 日発行

発
編
印

第239号

行明和村役場
集総務課

広報係
フレーン刷

科
学
的
に
は
ご
存
知
の
通
り
、

あ
ま
り
の
暑
さ
で
地
面
か
放
熱
す

る
も
の
だ
か
ら
、
急
上
昇
す
る
熱

気
と
、
上
空
の
冷
た
い
空
気
が
摩

擦
し
て
静
電
気
を
起
こ
し
、
空
中

放
電
す
る
雷
光
の
こ
と
で
す
。

漢
字
で
稲
妻
と
昔
は
書
き
ま
し

た
が
、
稲
夫
と
書
く
の
か
本
当
だ

と
い
う
説
か
あ
り
ま
す
。
秋
に
な

っ
て
稲
が
実
る
の
は
花
粉
受
精
す

る
こ
と
は
小
学
生
で
も
知
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
科
学
的
に
物

ご
と
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
昔
の
人
は
こ
う
考
え
ま
し

た
。
「
稲
は
実
を
は
ら
む
か
ら
女

性
で
あ
る
。
稲
光
の
多
い
年
は
稲

の
実
入
り
が
よ
い
か
ら
、
稲
を
は

ら
ま
せ
て
い
る
の
は
稲
光
で
、
そ

れ
は
男
性
に
ち
か
い
な
い
、
だ
か

ら
稲
夫
で
あ
る
」
と
。

で
は
イ
ナ
ズ
マ
が
多
い
年
は
な

ぜ
稲
が
豊
作
に
な
る
の
か
、
と
い

う
と
雷
雨
の
多
い
の
は
よ
く
照
っ

た
か
ら
夕
方
に
な
っ
て
一
雨
あ
る

わ
け
で
、
降
れ
ば
こ
れ
ま
た
稲
の

生
育
に
よ
い
多
照
高
温
の
豊
年
型

気
象
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
、

こ
れ
は
科
学
的
に
説
明
か
で
き
る

わ
け
で
す
。
ま
た
空
中
放
電
に
よ

っ
て
空
気
中
の
酸
素
と
チ
ッ
素
か

結
合
し
、
そ
れ
が
雨
に
溶
け
て
天

然
の
チ
ッ
素
肥
料
が
多
く
で
き
る

た
め
だ
と
化
学
的
に
も
証
明
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
照
り
つ
け
た

後
は
ひ
と
雨
降
っ
て
、
さ
ら
に
風

が
吹
け
ば
地
球
か
さ
め
る
こ
と
う

け
合
い
。
イ
ナ
ズ
マ
様
々
で
す
。

イ
ナ
ズ
マ
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ー交通コンクール第 4 回中間報告一

無事故・ 無違反を続ける I]:
地域ぐるみ、村ぐるみで交通安全思想の普及徹底を図るた

め昨年11 月より、第 2 回目の行政区別無事故無違反コンクー

ルが始められ、第 4 回目の中間報告は次のとおりです。 11 月

から 6 月までの 8 ヵ月間で交通事故が53件、違反が35件、合

計88件の事故・違反がありました。

なお、千津井地区は再びワースト 1 位で、無事故・無違反

を続けているのは下江黒と入ヶ谷の 2 地区だけとなってしま

いました。

人口 減点数 交通事故種別 悪質違反行為 順

行政区名
位

丘 昇 開 闘魯芸；岱 速度違反 犀 贔 贔（持点） 累計 事故率 (2珈壮）

斗合田 ‘占’’‘ ‘占’’‘ 0.6784 1 2 2 15(15) 
398 270 

下江黒 345 

゜ ゜
I (I) 

上江黒 530 80 0 1509 4 6 (6) 

千津井 609 440 0 7225 I 1 2 3 1 16(16) 

江口 629 300 0 4769 1 2 1 2 1 11 (12) 

田島 563 360 0 6394 2 2 1 l 14(14) 

南大島 1,278 710 0 5556 1 5 5 3 1 3 13(10) 

新里 874 180 0.2059 1 1 4 I 7 (8) 

中谷 641 230 0. 3588 4 1 1 1 9 (9) 

梅原 832 420 0 5048 1 3 3 1 12(13) 

川俣 404 20 0 0495 I 3 (4) 

須賀 467 70 0.1499 1 2 5 (5) 

大輪 897 250 0.2787 1 1 1 2 I 1 8 (7) 

入ケ谷 125 

゜ ゜
1 (1) 

矢島 667 310 0.4648 3 2 1 10(11) 

大佐貫 583 50 0 0858 I 4 (I) 

計 9,842 3,690 0 3749 2 4 13 34 16 6 2 11 

上
江
黒
地
内
、
中
谷
地
内
、
特
殊

こ
つ
い
て

繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
，

電
装
西
の
道
路
改
良
工
事
費
三
千
二

百
八
十
万
円
を
五
十
六
年
度
に
繰
越

し
し
た
も
の
で
す
。

良
運
転
者
の
表
彰
か
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
館
林
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、

明
和
村
議
会
臨
時
会
が
七
月
二
十
日
招
集
さ
れ
会
期
一
日
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
建
設
工
事
関
係
の
繰
越
明
許
費
の
報
告
一
件
、

中
学
校
校
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
関
係
―
―
＿
件
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
員
一
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
優
良
運
転
者
表
彰

申
請
は
八
月
末
ま
で
に

議
決
す
る

明
中
校
舎
建
設
を

明
和
中
学
校
校
舎
建
設
工
事
に
つ

い
て
、
今
回
は
建
築
工
事
・
電
気
工

事
・
給
排
水
衛
生
設
備
工
事
と
分
離

発
注
に
よ
り
入
札
を
行
い
、
最
低
入

札
業
者
と
工
事
請
負
契
約
を
し
て
よ

い
か
ど
う
か
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

◎
各
工
事
業
者
は
次
の
よ
う
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

●
建
築
工
事

毎
年
春
と
秋
の
二
回
、
長
い
間
無

事
故
・
無
違
反
で
運
転
を
続
け
る
優

工
事
請
負
契
約

締
結
に
つ
い
て

指
名
業
者
八
社
に
よ
る
競
争
入
札

の
結
果
三
億
三
千
七
百
万
円
で
明
和

建
設
工
事
共
同
企
業
体
（
代
表
大
成

建
設
）
に
決
定

●
電
気
設
備
工
事

指
名
業
者
六
社
に
よ
る
競
争
入
札

の
結
果
四
千
七
百
四
十
万
円
で
高
崎

市
の
ク
シ
ダ
工
業
（
株
）
に
決
定

●
給
排
水
衛
生
設
備
工
事

指
名
業
者
六
社
に
よ
る
競
争
入
札

の
結
果
五
千
三
百
十
万
円
で
前
橋
市

の
三
洋
関
東
設
備
機
器
（
株
）
に
決
定

こ
の
秋
の
表
彰
の
申
請
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

次
の
基
準
に
該
当
す
る
人
は
、
八

月
三
十
一
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
表
彰
の
基
準

◎
地
区
表
彰
（
警
察
署
長
・
交
通
セ

ン
タ
ー
連
名
表
彰
）

●
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を

有
す
る
方
は
昭
和
五
十
一
年
七
月

一
日
以
降
、
ま
た
小
特
•
原
付
運

転
免
許
を
有
す
る
方
は
昭
和
四
十

六
年
七
月
一
日
以
降
無
事
故
・
無

違
反
で
あ
る
こ
と
。

●
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
過
去

に
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

●
実
質
的
に
自
動
車
ま
た
は
原
付
の

運
転
を
し
て
い
る
こ
と
。

◎
県
表
彰
（
県
警
察
本
部
長
、
県
交

通
安
全
協
会
連
合
会
長
連
名
表
彰
）

●
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を

有
す
る
方
で
、
昭
和
四
十
六
年
七

月
一
日
以
降
、
交
通
事
故
、
交
通

違
反
の
な
い
こ
と
。

●
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
過
去

に
地
区
表
彰
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

●
県
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

●
実
質
的
な
運
転
を
十
年
以
上
し
て

い
る
こ
と
。

な
お
、
地
区
表
彰
、
県
表
彰
と
も

他
の
法
令
に
違
反
の
あ
る
場
合
は
、

除
外
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

圏
申
請
書
類
「
表
彰
申
請
書
」
「
無

事
故
·
無
違
反
証
明
書
」
各
一
通

圏
申
請
手
続
き
な
ど
く
わ
し
く
は
安

全
協
会
支
部
長
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

＊
安
全
協
会
支
部
長

●
千
江
田
支
部
長
丸
山
紋
一

上
江
黒
四
元

(
C茎
ー
―
―
完
―
-
)

●
梅
島
支
部
長
吉
永
雄
司

梅
原
―
―
―
八
＝
（

6
盆
I
-
=―
―
八
）

●
佐
貫
支
部
長
奈
良
原
昭
三
郎

矢
島
四
0四
(
6論
ー
一
―
―
七
二
）

坂
上
さ
ん
表
彰
さ
れ
る

南
大
島
の
坂
上
新
一
さ
ん
は
、
地

域
防
犯
に
功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
、

六
月
三
十
日
警
察
本
部
長
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

坂
上
さ
ん
は
犯
罪
を
お
か
し
そ
う

な
青
少
年
に
対
し
て
積
極
的
に
注
意

す
る
な
ど
し
て
犯
罪
の
予
防
や
非
行

の
防
止
に
努
め
、
こ
れ
ら
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

毎
月
一
日
・
十
五
日
は
、
県
・

村
民
交
通
安
全
の
日
で
す
。

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防
犯
功
労
と
し
て
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ん
に
、
む
り
や
り
ぶ
ど
う
か
ん
に

つ
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
は
、
こ
わ
く
て
い
つ

ま
で
も
な
き
ま
し
た
。

ぼ
く
か
な
く
と
、
少
林
寺
の
す 田口 実くん

（大輪）

ほ
く
が
、
少
林
寺
挙
法
に
入
門

し
た
の
は
、
よ
う
ち
え
ん
の
時
で

す
。
ぱ
く
が
、
か
ぜ
ば
っ
か
り
ひ

い
て
体
が
よ
わ
く
、
ま
た
、
す
ぐ

め
そ
め
そ
な
く
の
で
、
お
か
あ
さ

な
が
先
生
に
「
男
の
く
せ
に
な
く
な
。

な
み
だ
な
ん
か
す
て
ち
ゃ
え
。
」
と
お

こ
ら
れ
、
あ
た
ま
を
、
げ
ん
こ
つ
で

な
ぐ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
年

生
に
な
っ
て
、
先
生
に
よ
く
か
ん
ば

五
き
ゅ
う
に

/
J
闘
土
＼
平
ふ

T
~
誌
9
-
二
)
i
J（第60 回）

奈良中学校（塁喜霊） PTAが

“奈良石，＇ を視察

埼
玉
県
熊
谷
市
下
奈
良
の
奈
良
中

学
校
P
T
A

の
広
報
部
八
名
と
、
教

頭
が
「
奈
良
石
」
を
一
目
見
よ
う
と

七
月
七
日
本
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

下
奈
良
の
人
々
は
、
須
賀
地
先
の

堤
防
に
あ
る
”
奈
良
石
“
に
刻
ま
れ

て
あ
る
下
奈
良
の
吉
田
市
右
衛
門
の

碑
の
事
は
知
っ
て
い
て
も
実
際
に
見

た
事
が
な
く
、
こ
れ
を
見
学
し
、
ま

た
、
須
賀
の
人
々
か
彼
岸
に
吉
田
家

の
清
掃
墓
参
に
訪
れ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
中
学
の
道
徳
に
使
わ
せ
て
も
ら

お
う
と
来
た
も
の
で
す
。

「
明
和
村
は
、
奈
良
姓
が
多
い
が

私
た
ち
の
所
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
」

だ
と
か
「
一
般
の
人
々
は
奈
良
石
を

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
と
、

多
く
の
質
問
が
続
出
。

吉
田
さ
ん
の
徳
が
、
こ
ん
な
遠
く

ま
で
及
ん
で
い
る
事
を
知
っ
て
、
あ

ら
た
め
て
吉
田
さ
ん
の
偉
大
さ
を
知

っ
た
よ
う
で
し
た
。

な
っ
て
、
え
ん
ぶ
の
れ
ん
し
ゅ
う

を
し
て
、
と
う
き
ょ
う
の
ぶ
ど
う

か
ん
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
ぜ
ん
こ

く
大
会
に
で
ま
し
た
。
そ
し
て
、

し
け
ん
を
う
け
て
四
き
ゅ
う
、
三

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
西
小
二
年
の
田
口
く
ん
で
す
）

っ
た
と
ほ
め
ら
れ
六
き
ゅ
う
を
も
ら
き
ゅ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

い
ま
し
た
。
白
お
び
か
ら
み
ど
り
お
こ
と
し
も
ぶ
ど
う
か
ん
に
行
け
る

び
に
な
り
、
う
れ
し
く
て
か
ん
ば
ろ
の
で
今
か
ら
と
っ
て
も
た
の
し
み

う
と
お
も
い
ま
し
た
。
で
す
。
早
く
、
お
に
い
さ
ん
と
お

し
け
ん
を
つ
け
て
、
な
じ
く
ろ
お
び
に
な
り
た
い
で
す
。

青
少
年
育
成
補
尊
推
進
員
の
委
嘱

式
が
七
月
十
六
日
行
わ
れ
、
次
の
二

十
二
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

青
少
年
の
事
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

青
少
年
補
導
推
進
員

2
2名
を
委
嘱

明
和
村
2
3年
連
続
完
納

県
税
完
納
表
彰

昭
和
五
十
五
年
度
の
村
税
完
納
表

彰
式
が
六
月
三
十
日
各
納
税
組
合
長

及
び
館
林
税
務
署
長
な
ど
多
数
の
来

賓
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
、
完
納
を

い
た
だ
い
た
全
組
合
に
表
彰
状
と
金

一
封
を
贈
り
ま
し
た
。

本
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
全

納
税
組
合
か
完
納
す
る
な
ど
優
秀
な

成
績
で
し
た
。
な
か
で
も
、
梅
原
に

お
い
て
は
、
二
十
五
年
も
長
き
に
わ

た
り
、
完
納
を
続
け
る
な
ど
、
税
に

対
す
る
理
解
が
あ
れ
ば
達
成
で
き
た

も
の
で
す
。

本
年
も
引
き
続
き
百
％
完
納
を
目

標
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
を
お
顆
い
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
の
県
税
完
納
表
彰

式
が
七
月
七
日
に
行
わ
れ
、
明
和
村

は
二
十
三
年
連
続
完
納
と
い
う
事
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
名
誉
あ
る
輝
か
し

い
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と

え
に
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

梅
原
2
5年
連
続
完
納

村
税
完
納
表
彰

中
谷

梅
原II 

川
俣

須
賀” 大

輪
入
ヶ
谷

矢
島” 

大
佐
貫

，＜迄豆叩忌菱

、：シ
y'<え-f§ン：文シ＇ふ
ち、？応‘‘、J::'塁、心
冒1ぺど尋恐

ー、·

第 14 回

中
高
年
期
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に

＊
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

①
選
ん
で
と
ろ
う
、
よ
い
た
ん
ば

く
質卵

、
白
身
の
魚
、
豆
腐
、
納
豆

等
は
年
齢
を
か
さ
ね
て
も
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
良
質
の
蛋
白
食

品
で
す
。

②
欠
か
さ
ず
と
ろ
う
新
鮮
な
野
菜
、

果
物
、
海
草
類
。

③
味
は
う
す
目
に
”
量
は
ひ
か
え

目
に
”
~

食
塩
の
と
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧

の
要
因
に
な
り
ま
す
。
お
年
寄
り

に
な
る
と
味
覚
か
鈍
っ
て
く
る
の

で
、
ま
わ
り
の
人
が
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

④
乳
製
品
を
毎
日
と
り
ま
し
ょ
う
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
若
い
時
よ
り

も
よ
け
い
に
摂
取
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
栄
養
素
で
す
。
カ
ル
シ
ウ

次
の
方
へ
ど
う
ぞ
。

斗
合
田
丸
山
竹
一
郎

6
恙
ー
＝
―
-
七
一

l
­

下
江
黒
中
村
功

6
七
―
―
-
|
九
八
器

上
江
黒
薗
部
邦
彦

6
七
―
-
|
-
l
―
―
―
五

千
津
井
奈
良
原
清

6
七
―
―
-
_
―
―
六
八
四

江
口
玉
井
一
次

6
盆
ー
―
-
g
-
―
―
―

田
島
奈
良
貞
男

6
盆
ー
―
―
―
四
九

南
大
島
小
池
清

6
盆
ー
―
―
七
写
一

1
1

島
田
晋

6
盆
ー
―
―
-
i
ハ
七
七

新
里
山
田
盛
一

6
盆
ー
―
―
七
＝
＝

I
I

鈴
木
正
路

6
公
ー
―
―
七
―
―
―
―

中
谷
内
山
利
子

6
盆
ー
―
―
菩
一
七 ム

の
供
給
源
と
し
て
手
軽
な
牛
乳

を
毎
日
一
本
欠
か
さ
ず
飲
み
ま
し

ょ
う
。
（
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の
場
合

は
大
さ
じ
二
杯
）

⑤
お
さ
え
よ
う
動
物
性
脂
肪
I
.

肉
の
脂
身
、
ラ
ー
ド
、
ヘ
ッ
ド

な
ど
の
動
物
性
脂
肪
の
と
り
す
ぎ

は
心
臓
病
や
動
脈
硬
化
、
さ
ら
に

は
、
高
血
圧
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

＊
日
常
生
活
の
心
が
け

①
規
則
正
し
く
、
リ
ズ
ム
の
あ
る

生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
ふ
と
り
す
き
に
注
意
し
ま
し
ょ

゜

、
つ③

年
齢
に
合
っ
た
適
度
な
運
動
を

つ
づ
け
ま
し
ょ
う
。

④
ス
ト
レ
ス
の
な
い
生
活
を
、
家

族
み
ん
な
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
病
気
は
慢
性
化
し
な
い
う
ち
に

治
し
ま
し
ょ
う
。

坂
上
長
吉

桜
井
武

江
森
政
美

福
田
一
次

田
口
忠
幸

広
川
譲
治

田
口
文
雄

金
子
竹
雄

大
野
雄
吉

大
野
幸
雄

篠
木
芳
男

＾合合合合合合合合合1弐合
敬八八八八八八八八八八八
四四四四四四四四四四四

禾t I I I I I I I I I I I 
略孟羮羮邑邑孟云呂元云三
v 石塁塁仝姿天ズ三品芙仝
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暑
い
夏
は
、
食
中
畢
ガ
い
ち
ば
ん
発
生
し
や
弓
い
季
節
て
弓
。

苦
力
ら
「
〈
良O
D
D
衛
生
は
、
手
洗
い
に
始
ま
り
、
手
洗
い
に
終

わ
る
L

と
よ
く
い
わ
れ
ま
可
ガ
、
手
洗
い
こ
そ
食
品
衛
生
の
基

本
で
可
。

恐
ろ
し
い
〈
良
中
畢
の
防
止
は
、

カ
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
は
、
大
き
く
次
の
三
つ

c

細
菌
性
食
中
毒
・
化
学
件
食
中
毒
（
農

薬
な
ど
）
そ
れ
に
自
然
中
毒
（
ふ
ぐ

や
キ
ノ
コ
な
ど
に
よ
る
も
の
）
で
す
。

こ
の
う
ち
、
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が

ま
可
完
全
な
手
洗
い
の
実
行

最
も
多
く
、
全
体
の
八
割
か
ら
九
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

細
菌
性
食
中
毒
の
う
ち
、
主
に
ブ

ド
ウ
球
菌
と
大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒

が
、
ふ
だ
ん
の
手
洗
い
と
深
い
つ
な

ら 一姓 ....... 

れ遠族が由
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留
し
創
作
活
飢
を
し
た
家
が
あ

る
。
藤
野
雄
作
氏
か
そ
れ
で
‘
現

在
も
昔
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
て
い

る
。
特
に
小
説
「
七
手
の
家
」
に

宅
丁
が
記
さ
れ
て
，
〇
。
二
階
建

り
方
形
造
り
で
金
西
守
を
模
し
た

（
い
う
「
凝
っ
た
一
仔
り
」
と
小

n
J
r
の
中
に
あ
る
。

【
家
紋
】
上
り
藤
3

水
の
苗
字
の

L多
．
名
び
り
ま
し
た

レ
じ
幸
係
キ

u
-
(j
知
ら
せ
く
だ

点
い
。

次
回
は
『
二
十
里
』

す
。

の
予
定
で

か
り
を
持
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
ブ
ド
ウ
球

菌
で
す
か
、
こ
れ

は
人
や
動
物
の
皮

膚
、
鼻
、
の
ど
、

頭
髪
‘
つ
め
の
中

な
ど
に
い
ま
す
。

こ
の
状
態
で
は
害
に
な
り
ま
せ
ん
か
、

い
っ
た
ん
人
の
手
を
経
て
食
べ
物
な

ど
に
付
着
し
て
増
殖
を
始
め
る
と
‘

食
中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ブ
ド

ウ
球
苗
に
よ
っ
て
食
中
毒
を
起
こ
す

食
品
に
は
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
ク

リ
ー
ム
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
、
お
に
ぎ

り
な
ど
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
腸
菌
は
ふ
ん
仙
の
中
に

だ
け
い
て
、
し
か
も
口
以
外
の
と
こ

ろ
か
ら
は
人
体
に
侵
入
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ド
ウ
球
菌
と
大

腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
、

い
か
に
手
洗
い
か
大
切
か
か
わ
か
り

ま
す
。

ま
た
、
同
じ
細
苗
性
食
中
毒
の
原

因
と
な
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
魚
介
類

に
付
恙
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
サ

ル
モ
ネ
ラ
は
も
と
も
と
動
物
の
体
内

に
す
ん
で
い
ま
す
の
で
、
魚
介
顆
や

動
物
性
食
品
の
第
一
次
汚
染
か
考
え

ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
二
次
汚
染

つ
ま
り
、
食
中
毒
な
ど
の
予
防
に
は

「
清
潔
（
調
理
器
具
な
ど
）
」
「
じ

ん
速
（
早
く
調
理
し
、
早
く
食
べ
る
）
」

「
温
度
管
理
（
冷
却
と
加
熱
）
」
の

ほ
と
ん
ど
が
細
菌
性
中
毒

食
中
毒
に
は
三
種
類
（
細
菌
・
化
学
・
自
然
）

12 

ら
な
い
の
か
”
完
全
な
手
洗
い
“
て

す
。

〖
/
[
]
[
+
[
]
]
]

□
]
]
]
]
/
]
]
[

動
カ
ポ
ン
。
フ
の
部
で
第
一
分

団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
個
人
賞
と
し
て
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
、
栗
原

孝
夫
、
本
沢
康
光
、
栗
原
作

夫
、
関
本
忠
、
森
尻
登
‘
小

型
動
カ
ポ
ン
プ
の
部
で
薗
田

義
則
、
石
川
淳
―
‘
鯉
沼
紀

好
、
泉
田
憲
一
さ
ん
‘
が
受

賞
し
ま
し
た
。

ポ
ン
。
フ
操
法
で
優
勝
し
た

第
二
分
団
と
第
一
分
団
は
八

月
九
日
、
館
林
市
で
開
催
さ

れ
る
消
防
組
合
支
団
対
抗
操

法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

ヽ

言言二/ ｼ｣3? 
ま可。電柱には

のほらないよう

お子様方の
こんな遊びはきけんです

長／
/If．：言：

‘、‘、:\ | I 

・；：［責。：｀
乞72-4340 

6 7 

七
月
二
日
か
ら
行
わ
れ
た
パ
パ
さ

ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
試
合
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

4
 

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス

中
谷

田
島
愛
好
会

川
俣

千
津
井
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ

下
江
黒

上
江
黒

A

江
口

A

江
口

S

斗
合
田

B

リ
カ
ー
ズ

矢
島
ク
ラ
プ

新
里
ラ
ー
ク
ス

須
賀

大
輪
上
ク
ラ
プ

大
佐
貫
愛
好
会

稲
荷
山
イ
ー
グ
ル
ス

二
昭
友
の
会

明
和
イ
ー
グ
ル
ス

大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ

上
江
黒

B

斗
合
田

A

梅
原
千
津
井



(5) 第239号 広 報 め し‘ わ 昭和56年 8 月 10 日

身
分
で
考
え
行
動
す
る
、
人
に

頼
ら
ず
自
分
の
力
で
や
り
ぬ
く
1

自
主
性
と
は
こ
の
よ
う
な
心
理
的

特
性
を
い
い
ま
す
が
、
子
供
の
場

合
は
親
子
関
係
‘
家
庭
環
境
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

子
供
に
自
主
性
を
持
た
せ
る
た

め
に
は
、
と
や
か
く
干
渉
し
な
い

こ
と
か
ま
ず
第
一
で
、
思
い
通
り

に
さ
せ
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

, 
の母

畠阜

] 廃
人
｛
に
な
っ
1

て
し
ま
い
ま
す

覚
せ
い
剤
・
！
麻
薬
に
注
意
を

一
時
、
下
火
だ
っ
た
麻
薬
や
覚
せ

い
剤
に
よ
る
事
件
や
事
故
が
、
ま
た

ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
ニ

十
代
、
三
十
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

家
庭
の
主
婦
に
ま
で
被
害
が
及
ん
で

い
る
の
が
、
最
近
の
目
立
っ
た
傾
向

で
す
。

追
い
つ
め
ら
れ
た
暴
力
団
が
、
資

金
源
と
し
て
い
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
か
、
そ
の
手
口
も
一
層
巧
妙
、

悪
質
化
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
薬
は
疲
れ
を
な
お
す
の
に

よ
く
効
く
」
と
か
「
強
精
剤
」
な
ど

と
だ
ま
し
た
り
、
好
奇
心
を
あ
お
る

よ
う
に
し
て
売
り
つ
け
、
中
毒
患
者

に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

中
毒
患
者
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
を

手
に
入
れ
る
た
め
に
家
財
を
売
り
払

っ
た
り
す
る
な
ど
家
庭
を
崩
壊
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
殺
人
事
件
な
ど
の

通
り
魔
犯
罪
を
つ
く
る
恐
ろ
し
い
薬

物
で
す
。

一
回
ぐ
ら
い
は
と
い
う
安
易

な
好
奇
心
は
転
落
の
第
一
歩
で
す
。

甘
い
誘
惑
は
絶
対
に
拒
否
し
ま
し
ょ

゜

、

1

県
内
に
お
け
る
覚
せ
い
剤
事
犯
者

の
検
挙
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五
十
五
年
は

人
口
十
万
人
当
た
り
の
検
挙
人
員
は

三
三
・
ニ
人
で
全
国
第
二
位
で
す
。

菖
覚
せ
い
剤
を
常
用
す
る
と
幻
覚
や

妄
想
を
生
じ
、
発
作
的
に
半
狂
乱
と

な
り
凶
悪
粗
暴
な
行
動
を
と
り
ま
す
。

子
供
が
自
分
で
何
か
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
、
お
膳
立
て
を
し
て
や
っ

た
り
、
ま
た
逆
に
「
い
け
ま
せ
ん
」

と
か
「
あ
と
に
し
な
さ
い
」
と
い
っ

て
、
親
の
一
方
的
な
指
示
に
従
わ
せ

よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
子
供
が
自
主
的
に
何

か
を
し
た
、
自
分
の
考
え
と
力
で
行

っ
た
と
い
う
経
験
が
持
て
ず
、
自
主

性
は
育
ち
ま
せ
ん
。

鳳

成
功
感
を
味
あ
わ
せ
よ
う

◎
幻
覚
症
状
の
例

●
天
井
や
壁
の
し
み
が
人
の
顔
に

見
え
て
く
る
。

●
毛
虫
や
蛇
が
部
屋
の
中
を
は
い

回
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

●
「
警
察
に
追
わ
れ
て
い
る
」
「
仲

間
に
殺
さ
れ
る
」
な
ど
と
口
ば
し

る
。

〇
乱
用
者
の
見
分
け
方
（
そ
の
特
徴
）

【
身
体
面
】

〇
腕
や
足
等
の
血
管
に
は
無
数
の
注

射
痕
が
あ
る
。

〇
顔
色
は
青
白
く
‘
は
お
か
こ
け
、

や
せ
て
く
る
。

〇
胃
や
肝
臓
等
が
悪
く
な
り
、
歯
か

抜
け
て
く
る
。

企
業
は
人
な
り
と
よ
く
い
わ

れ
ま
す
。

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
か
「
変
化

子
供
が
自
分
で
物
事
を
考
え
、
自

分
の
行
動
と
責
任
で
行
う
よ
う
に
し

む
け
ま
し
ょ
う
。

見
て
い
て
、
じ
れ
っ
た
い
こ
と
か

あ
っ
て
も
、
口
や
手
は
出
さ
ず
、
自

分
一
人
で
成
し
と
げ
た
と
い
う
成
功

感
を
味
あ
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
子
供
が
く
じ
け

そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
励
ま
し
て
や

8
0
年
代
の
人
づ
く
り

中
小
企
業
大
学
校
へ 黄

色
く
に
ご

0

目
か
ど
ろ
ん
と
し
、

っ
て
見
え
る
。

【
行
動
面
】

0

夏
場
に
長
そ
で
や
包
帯
で
腕
を
隠

す
。

〇
食
欲
が
な
く
、
気
力
か
な
く
な
る
。

0

よ
く
つ
ば
を
吐
き
、
よ
く
水
を
飲

む
。

0

よ
く
し
ゃ
べ
り
、
必
要
以
上
に
キ

ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
‘
態
度
に
落
ち
着

き
が
な
い
。

0

不
安
‘
焦
燥
感
に
か
ら
れ
、
極
端

に
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
。

0

金
遣
い
か
極
端
に
荒
く
な
り
、
金

策
に
無
理
を
す
る
。

の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
八
十
年
代
を

生
き
ぬ
く
た
め
に
は
、
人
づ
く
り
ー
_

人
的
能
力
の
開
発
向
上
ー
か
最
も
重

る
こ
と
と
、
成
功
し
た
と
き
に
は

ほ
め
て
あ
げ
、
喜
び
を
と
も
に
す

る
こ
と
で
す
。

自
主
性
は
子
供
自
身
の
、
何
か

を
し
て
み
よ
う
と
い
う
「
や
る
気
」

か
ら
生
じ
ま
す
か
「
や
る
気
」
を

自
主
性
に
ま
で
育
て
て
い
く
に
は
、

親
の
激
励
や
助
言
な
ど
か
必
要
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
子
供
の
自

主
性
は
、
親
が
つ
く
り
育
て
る
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

※
今
月
よ
り
＂
母
と
子
の
会
話
I
i

と
題
し
て
子
供
の
育
て
方
を
中
心

に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

要
な
テ
ー
マ
に
な
る
と
い
え
ま
し
ょ
い
、
実
習
を
通
し
て
高
度
な
技
術
が

う
。
身
に
つ
け
ら
れ
る
な
ど
の
特
色
が
あ

こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
り
ま
す
。

て
、
国
で
は
、
中
小
企
業
の
た
め
の
大
学
校
は
現
在
、
東
京
校
（
東
京

人
材
育
成
機
関
と
し
て
「
中
小
企
業
都
府
中
市
）
、
関
西
校
の
二
校
で
、

大
学
校
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
地
方
の
方
の
た
め
の
宿
泊

こ
の
大
学
校
は
、
中
小
企
業
の
経
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

営
者
、
従
業
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
主
な
研
修
コ
ー
ス
に
は
、
次
の
よ

い
わ
ば
＂
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
I
t
う
な
も
の
が
あ
り
、
申
し
込
み
受
け

で
、
経
営
お
よ
び
技
術
に
関
す
る
高
付
け
は
コ
ー
ス
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

度
で
専
門
的
な
研
修
を
通
し
て
、
新
ま
す
。

し
い
時
代
に
対
応
す
る
人
材
を
育
成

0

経
営
後
継
者
研
修
（
一
年
コ
ー
ス
）

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

0

経
営
管
理
者
研
修
（
月
十
日
間
で

研
修
は
、
経
営
管
理
者
や
そ
の
後
十
ヵ
月
コ
ー
ス
）

継
者
層
を
対
象
と
し
た
一
年
間
の
長

0

中
小
企
業
経
営
者
短
期
研
修
（
四

期
コ
ー
ス
か
ら
二
日
間
の
ト
ッ
プ
・
日
間
コ
ー
ス
、
十
日
間
コ
ー
ス
）

セ
ミ
ナ
ー
ま
で
各
種
あ
り
ま
す
。
い

0

技
術
者
研
修
（
自
動
化
・
マ
イ
コ

ず
れ
も
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
多
く
ン
一
週
間
コ
ー
ス
）

取
り
入
れ
た
、
実
務
に
密
着
し
た
力
入
校
手
続
き
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内

リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
容
な
ど
詳
し
く
は
中
小
企
業
大
学
校

こ
の
は
か
‘
技
術
者
の
た
め
の
研
（
t
l

O
四
二
三
ー
六
四
I

―
―
九
一
）

修
で
は
、
多
く
の
研
修
用
機
材
を
用
へ
ど
う
ぞ
。

景
大
会
出
場
店
ら
可

—
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
サ
ッ
カ
—
)
|

県
内
に
は
各
種
目
ご
と
に
た
＜

さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
か
、
わ
が
明
和
村

で
も
、
剣
道
と
サ
ッ
カ
ー
か
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

明
和
西
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

は
結
成
と
ほ
ぼ
同
時
に
七
月
十
二

日
に
行
わ
れ
た
東
毛
地
区
サ
ッ
カ

ー
大
会
に
出
場
。

十
八
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
熱
戦
か

展
開
さ
れ
、
明
和
西
チ
ー
ム
は
桐

生
北
チ
ー
ム
に

0
対
0
の
引
き
分

け
、
次
の
邑
楽
チ
ー
ム
に
は

0
対

一
で
敗
れ
、
県
大
会
出
場
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
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お
年
寄
り
に
座
イ
ス
を
。
フ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で

知
ら
れ
る
南
大
島
新
田
地
区
の
掃
人

グ
ル
ー
プ
新
和
会
（
会
長
平
石
妙
子

,~ 
P、

婦
人
グ
ル
ー
プ
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

お
盆
の
七
月
十
五
日
、

西
幼
稚
園
で
は
＂
お
化
け

屋
敷
“
を
教
室
に
作
り
お

化
け
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
園
児
達
が
こ

の
世
に
お
化
け
は
絶
対
に

い
な
い
と
言
う
の
で
、
そ

れ
で
は
と
、
先
生
が
お
ば

け
を
作
り
、
お
化
け
と
楽

し
く
遊
ぱ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
、
ま
っ
暗
な
部
屋

に
は
、
タ
マ
ゴ
パ
ッ
ク
や

風
船
、
水
を
含
ん
だ
ス
ポ

ン
ジ
を
足
元
に
置
き
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
や
カ
ツ
ラ
か
垂

れ
下
か
り
、
そ
し
て
箱
の

中
に
大
き
な
人
形
を
寝
か

せ
死
人
の
よ
う
に
見
せ
か

摘果に大忙し
カ
メ
―
っ5

け
る
な
ど
、
大
人
で
も
ゾ
ー

と
す
る
お
化
け
屋
敷
。

一
回
り
三
分
か
ら
五
分
で

終
わ
り
ま
す
が
、
お
化
け
な

ど
い
な
い
と
強
か
り
を
言
っ

て
い
た
園
児
も
途
中
か
ら
、

引
き
返
す
児
も
何
人
か
。

そ
れ
に
し
て
も
大
変
な
の

は
お
化
け
。
園
児
達
が
く
る

と
‘
一
人
で
笛
を
吹
い
た
り
、

ド
ラ
を
鳴
ら
し
た
り
、
顔
を

下
か
ら
懐
中
電
燈
で
照
ら
す

な
ど
汗
を
拭
き
ふ
き
の
大
熱

演
。
「
自
分
で
や
っ
て
い
て
も

誰
も
い
な
く
な
る
と
、
と
っ

て
も
こ
わ
い
」
と
お
化
け
の

火
火
手
口
。

1＝
日
―
-
―
-
ロ

会
員
二
十
二
名
）

は
七
月
五
日
新

田
地
区
の
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

地
区
の
人
や

ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
「
ご
く
ろ
う

さ
ん
」
な
ど
と

声
を
か
け
ら
れ

る
な
ど
、
皆
さ

ん
か
ら
喜
ば
れ

た
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
清
掃
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

か
ら
輸
入
し
た
キ
ュ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
の
苗
木
か

こ
と
し
で
三
年
目
に
な

り
、
初
め
て
実
か
な
り

ま
し
た
か
、
あ
ま
り
に

も
な
り
す
ぎ
た
の
で
、

七
月
上
旬
摘
果
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
和
農
協
が

中
心
と
な
っ
て
稲
作
転

換
の
一
っ
と
し
て
導
入

し
た
も
の
で
、
当
時
は

お
化
け
さ
ん
コ
ン
ニ
チ
ワ

＂
分
福
茶
釜
の
茂

林
寺
＂
で
お
な
じ

み
の
タ
ヌ
キ
が
梅

原
で
捕
え
ら
れ
、

「
こ
ん
な
所
に
タ

ヌ
キ
な
ど
い
る
わ

N
け
な
い
。
き
っ

『
タ
ヌ
キ
に
ば

．
か
さ
れ
て
い
る

の
だ
」
な
ど
と
、

タ
ヌ
キ
騒
動
が

持
ち
あ
が
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
タ
ヌ
キ

を
捕
え
た
の
は
、

梅
原
の
高
沢
久

男
さ
ん
で
、
自

宅
裏
に
積
ま
れ

は
ん
の
二

+
c
m
位
の
苗
木

で
し
た
か
、
今
で
は
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
の
大
樹
に
成
長
。

農
協
で
も
本
格
的
な
出
荷
を
予
想
し

捕
え
て
み
れ
ば
タ
ヌ
キ
な
り

た
タ
イ
ヤ
の
間
か
ら
前
々
か
ら
子
供

連
れ
の
お
か
し
な
動
物
が
見
え
隠
れ

す
る
の
で
、
七
月
五
日
捜
し
た
と
こ

ろ
、
タ
イ
ヤ
の
下
の
方
に
う
ず
く
ま

っ
て
い
る
子
ダ
ヌ
キ
を
見
つ
け
た
も

の
で
、
高
沢
さ
ん
は
「
ま
さ
か
タ
ヌ

キ
だ
っ
た
」
と
は
と
、
お
ど
ろ
い
て

い
ま
す
。

最
初
は
近
所
の
子
供
達
が
、
め
ず

ら
し
が
っ
て
何
日
も
お
と
ず
れ
た
り

す
る
の
で
、
ぐ
っ
た
り
と
元
気
が
な

か
っ
た
か
、
今
で
は
す
っ
か
り
慣
れ

あ
い
討
ょ
う

好
物
の
肉
な
ど
ペ
ロ
リ
と
た
い
ら
ず
、

お
ど
け
た
ポ
ー
ズ
を
す
る
な
ど
愛
嬌

を
振
り
ま
い
て
い
ま
す
。

高
沢
さ
ん
も
、
こ
の
ま
ま
飼
っ
て

お
く
の
は
か
わ
い
そ
う
な
の
で
、
そ

の
う
ち
放
す
な
り
、
動
物
園
に
あ
げ

よ
う
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

て
、
準
備
に
大
わ
ら
わ
。
ビ
タ
ミ

ン
C

が
と
っ
て
も
多
い
の
で
“
健
康

食
品
I
J
と
し
て
売
り
出
し
た
い
そ
う

で
、
栽
培
農
家
も
十
月
1

十
一
月
の

出
荷
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「
青
少
年
非
行
防
止
は
親
子
の
ふ

れ
あ
い
か
ら
」
と
西
小
学
校
の
児
童

と
父
兄
四
十
一
人
は
、
館
林
市
の
青

野
外
キ
ャ
ン
プ
は
最
高
”
~

中
学
校
校
舎
改
築
工
事
の

地
鎮
祭
か
七
月
二
十
五
日
エ

事
施
工
主
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
普
通
教
室
は

も
ち
ろ
ん
、
視
聴
覚
室
、
被

服
室
な
ど
を
備
え
た
デ
ラ
ッ

ク
ス
校
舎
建
築
の
工
事
か
歩

み
始
め
ま
し
た
。

請
負
金
額
は
四
億
三
千
七

百
五
十
万
円
で
、
完
成
は
来

年
三
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

な
お
、
今
後
は
工
事
用
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
の
出
入
り
が
激

し
く
な
り
ま
す
の
で
附
近
に

お
い
て
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

少
年
広
場
で
七
月
二
十
三
•
四
日
の

両
日
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
雷
も
な
く
、
涼
し
い

ゞ
｀

中
学
校
改
築
の

地
鎮
祭
行
わ
れ
る

信
号
機
設
置
の
交
通
景
調
森

風
が
吹
く
絶
好
の
キ
ャ
ン
プ
日

0

。

禾

児
童
達
は
自
分
達
で
テ
ン
ト

を
設
営
し
た
り
、
夕
食
の
カ
レ

ー
の
準
備
な
ど
自
主
的
に
運
営

し
、
お
母
さ
ん
方
を
感
心
さ
せ

ま
し
た
。

一
匹
だ
け
家
に
残
し
て
お
く

の
は
さ
び
し
い
だ
ろ
う
と
連
れ

て
来
た
ペ
ッ
ト
の
犬
を
混
じ
え

て
の
夕
食
で
は
「
お
母
さ
ん
か

作
っ
た
カ
レ
ー
よ
り
お
い
し
い

ゃ
」
な
ど
と
い
い
な
か
ら
舌
つ

づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
大
の
楽
し
み
で
あ

゜

る
キ
ャ
ン
フ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
八
木
節
、

歌
合
戦
な
ど
を
披
露
し
、
楽
し

い
一
夜
を
過
し
ま
し
た
。

サボテンの花が27個も

県
道
江
ロ
ー
館
林
線
と
南
大
島
本
郷

前
の
広
域
農
道
と
交
差
す
る
十
字

’ 
し
路
（
明
和
自
動
車
南
）
に
交

＇
通
信
号
機
を
取
り
付
け
て

/ 
r
/
-
r
-
'は
し
い
と
の
要
望
か
多

9
、
,
f
一
い
』
い
い
t
J
i
t
i
t
]

一
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、

l
-

'
‘
t
朝
の
七
時
か
ら
夕
方
の

`
‘
、

L

ト
｛
七
時
ま
で
交
通
量
の
調

、
査
を
行
い
ま
し
た
。

、
、
＼
そ
の
結
果
、
直
進
は

§
も
ち
ろ
ん
、
右
折
、
左
折

グ
と
い
っ
た
車
か
多
く
、
警
察

署
で
は
、
近
々
信
号
機
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。

新
里
の
野
本
利
一
さ
ん
宅
の

二
つ
の
サ
ボ
テ
ン
に
花
か
た
＜

さ
ん
（
一
方
に
は
十
六
個
、
片

方
は
十
一
個
）
咲
き
家
族
の
方

も
び
っ
く
り
。

草
花
を
世
話
し
、
増
や
す
の
が

大
好
き
と
い
う
奥
さ
ん
の
清
子
さ

ん
も
こ
の
サ
ボ
テ
ン
は
七
年
前
か

ら
育
て
て
い
ま
す
が
、
咲
い
て
も

せ
い
ぜ
い
三
1

四
個
。
こ
ん
な
に

、『一—―=--
｢ =---

' '‘i 
'ー、＇｀,_ -,..、

’’‘` [.'-9. し z. 

これがお産を楽にする体操です．~I

咲
く
な
ん
て

今
年
は
何
か
良
い

事
が
あ
り
そ
う
と

喜
ん
で
い
ま
す
。

サ
ボ
テ
ン
の
花

は
短
く
一
日
し
か
咲
か
な
い
と

あ
っ
て
近
所
の
人
も
一
目
み
よ
う
と

訪
れ
、
今
ま
で
こ
ん
な
に
咲
い
た
の

を
見
た
の
は
初
め
て
と
皆
さ
ん
お
ど

ろ
い
て
い
ま
し
た
。

/ 
/ 

r
_
し
卜
＇
ふ5
、
·
9
,

健
康
で
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
ん

で
も
ら
お
う
と
、
村
で
は
三
回
に
わ

た
っ
て
妊
婦
を
対
象
に
し
た
母
親
学

級
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
七
月
二

十
二
日
の
第
二
回
目
の
学
習
で
は
、

分
娩
を
不
安
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
”
お
産
の
体
操
“
を
習
い

ま
し
た
。

初
産
の
人
が
大
多
数
の
た

め
、
皆
さ
ん
真
剣
に
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
保
健

婦
さ
ん
な
ど
の
指

導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
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事業所対抗ソフトボー
ル大会参加チーム募集

第 1 回事業所対抗によるソフ

トポール大会が次のとおり行わ

れますので参加をお願いします。

期日 8 月 30 日（日曜日）

対象村内事業所単独で編成

したチーム。

会場村内小中学校

申し込み 8 月 16 日までに公民

館事務局へ申し込ん

でください。

し ヽ

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

県
内
に
在
住
、
在
学

い
る
者

▼
応
募
方
法

〇
絵
画
は
色
彩
の
有
無
は
問
い
ま
せ

r
 ＾し
庭球大会の
参加者募集

会
対
方

第 6 回村民庭球大会（軟式）が

行われますので参加をお待ちし

ています。

日時 9 月 20 日

合開始

明和中テニスコート

中学生及び一般

ダプルストーナメント

方式

申し込み 9 月 10 日までに公民

館事務局へ申し込ん

でください。

午前 9 時試

場
象
法

し

ヽ

ヽ

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
関
心

を
な
お
一
層
高
め
る
た
め
、
県
ス

ポ
ー
ツ
事
業
団
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の

絵
画
・
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
頃
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
る

場
面
を
、
絵
画
や
写
真
に
し
て
応

( 

在
勤
し
て

健
康
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
絵
画
・
写
真
募
集

ん
。
用
紙
の
大
き
さ
は

B

二
判
か
ら
▼
送
り
先

B

四
判
。
〒
―
―
―
七
一
前
橋
市
大
手
町
一
ー
一
＼
一

〇
写
真
は
ネ
ガ
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
（
県
庁
内
）
（
財
）
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ

で
大
き
さ
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
。
振
興
事
業
団
「
健
康
づ
く
リ
ス
ポ

0

作
品
に
住
所
、
氏
名
‘
性
別
、
生
ー
ツ
」
の
絵
画
・
写
真
係
あ
て

年
月
日
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
(
6
=
―
―
七
―
-
|
-
―
―
―
-
|
0
唱
六
）

先
（
在
学
者
は
学
校
名
と
学
年
）
を
▼
締
切
日

記
入
。
作
品
に
対
す
る
簡
単
な
説
明
昭
和
五
十
六
年
十
月
三
十
一
日

文
を
添
付
。

ヽ

あ
か
ぎ
国
体
式
典
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
募
集

あ
か
ぎ
国
体
大
会
の
開
閉
会
式

典
の
放
送
を
担
当
す
る
放
送
要
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員

男
子
二
名
・
女
子
四
名

▼
応
募
資
格

H
年
齢
満
十
八
才
以
上
、
満
三
十

才
以
下
で
、
県
内
に
居
住
し
健
康

な
者
。

口
放
送
業
務
経
験
の
有
無
は
問
わ

な
い
。

口
選
考
決
定
後
、
昭
和
五
十
八
年

十
月
の
大
会
終
了
時
ま
で
の
期
間

( 
ヽ

に
実
施
す
る
放
送
要
員
研
修
会
・

練
習
等
に
参
加
で
き
、
大
会
の
式

典
放
送
業
務
に
協
力
で
き
る
者
。

▼
応
募
締
切

五
十
六
年
八
月
三
十
一
日

▼
応
募
方
法

申
込
書
（
県
国
体
事
務
局
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

〒
尋
一
前
橋
市
大
手
町
一
1
-
I
­

群
馬
県
国
体
事
務
局
第
3
8回
国
民

体
育
大
会
群
馬
県
実
行
委
員
会
事

務
局
競
技
式
典
課
(
6
=
-
P
―
-
|
-
―
―
―
­

ー
ニ
―
―
内
線
言
―
―
-
)

、 ノ

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
関
心
を
、

な
お
一
層
高
め
る
た
め
、
県
民
の

皆
さ
ん
か
ら
「
私
と
ス
ポ
ー
ツ
」

の
作
文
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
る
様
子
を

作
文
に
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

県
内
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
し

て
い
る
者

▼
応
募
方
法

日
応
募
は
一
人
一
点
に
限
り
ま
す
。

□
作
品
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四

( 
ヽ

I
I私
と
ス
ポ
ー
ツ
I
Iの
作
文
募
集

枚
以
内

口
作
品
は
縦
書
き
と
し
、
万
年
筆
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
用

四
住
所
‘
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
及
び
勤
務
先
（
在
学
中

の
者
は
学
校
名
と
学
年
）
を
作
品

の
頭
書
に
記
入

▼
締
切
日
九
月
三
十
日

▼
作
品
送
付
先
〒
―
―
―
七
一
前
橋
市

大
手
町
一
ー
一
ー
一
県
庁
内
（
財
）
群

馬
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
「
私

と
ス
ポ
ー
ツ
」
の
作
文
係

(
6
0
-
―
七
―
-
|
-
=
=
|
0
四
七
六
）

ヽ ヽ 』

r ヽ,.... 

't.. 

^ 
一般ソフトボール大会
参加チーム募集

` 
第 4 回ソフトポール大会が次

のとおり行われます。

チームを編成して参加してく

ださい。

期日

会
対

9 月 2 日より午後 7 時

からナイターで行われ

ます。

東西小・中学校校庭。

村民または村内の企業

で編成したチーム。

申し込み 8 月 20 日までに公民

館事務局へ申し込ん

でください。 』

場
象

~ 

大
卒
）

九
月
十
一
日
か
ら
十
六

日
ま
で
（
高
校
卒
）

▼
婦
人
消
防
官

採
用
予
定
約
三
十
五
名

申
込
期
間
九
月
三
日
か
ら
九
月

八
日
ま
で

申
込
場
所
〒
一
0
0
東
京
都
千
代

田
区
大
手
町
一
ー
三
ー

五
東
京
消
防
庁
人
事
部

人
事
課
（
男
子
と
も
同

じ
）
~
0
1
―
-
(
[
―
―
＿
一
）
―
-
三

ヽ~

東
京
消
防
庁
職
員
募
集

東
京
消
防
庁
で
は
、
東
京
都
の

消
防
業
務
に
従
事
す
る
男
子
消
防

官
及
び
婦
人
消
防
官
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
男
子
消
防
官

採
用
予
定
約
四
百
五
十
名

資
格
昭
和
三
十
七
年
四
月
二

日
か
ら
三
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子

申
込
期
間
八
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
六
日
（
大
学
・
短

』

’ ヽ

ズ大 I のもい

にI ツ実と 畠 村
大大現にで
会 会を‘づは

村か員をめ村く ” 1: が行ざ民りよ

盃

` 
つし総かい

な ててスら村
いし ] ‘ホ°“づ＇ I 状て 1 のく態ス 仁ツ理り

溢目;
O ム ス 言 念は

1 、ポのよ. ; だ
トバ種 け [ 
ボレ目 る 畠I I で方
）レボ には [ 

集I ご八
）レ 連月て

絡末協
野 く日カ
球 だまし

さでて
ゲ し、にし、

I ゜公た
ヽ
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わ
が
国
の
電
話
機
保
有
台
数
は
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
第
二
位

を
占
め
、
電
気
通
信
に
関
す
る
日

本
の
技
術
水
準
は
世
界
最
高
の
レ

ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
マ
ナ
ー
。

七
―-
|
=
=
=
0
番
（
無
料
）
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
林
家
木
久

蔵
と
高
田
み
づ
え
の
コ
ン
ビ
で
毎

月
テ
ー
マ
を
替
え
て
楽
し
い
話
題

も
提
供
し
な
か
ら
親
切
に
案
内
し

て
い
ま
す
。
テ
ー
プ
を
聞
き
な
が

ら
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
あ
な

た
の
応
対
マ
ナ
ー
か
身
に
つ
き
ま

す
。ぜ

ひ
、
一
度
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

~
o―
―
七
―
―
ー
一
＝

l
|
棗
変

老
人
電
話
相
談
の番号

で
す

お
と
し
よ
り
の
た
め
の
”
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
“
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。お

と
し
よ
り
ご
本
人
、
ご
家
族
、

あ
る
い
は
ご
近
所
の
人
々
か
ら
の

悩
み
ご
と
な
ど
、
な
ん
で
も
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
＝
―
-
七
―
-
|
-
―
―
四
ー
写
羮
六

相
談
時
間
九
時
か
ら
十
六
時
ま

で
た
だ
し
土
曜
日
は
九
時
か
ら

十
二
時
ま
で
で
す
。

0
番
サ
ー
ビ
ス
で

生
き
た
マ
ナ
ー
を

7
 

プ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
0
1z
 

福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
八
月
は
福
祉
年
金
証
書
を
提
出

す
る
月
で
す
。

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、
毎
年
八

月
の
年
金
を
受
け
取
っ
た
後
に
、
年

金
証
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
は
、

受
給
者
が
今
後
引
き
続

「
お
ー
い
」
と
遠
く
か
ら
呼
ん

だ
り
、
「
も
し
も
し
」
と
人
を
呼
び

と
め
た
り
「
ね
え
（
あ
な
た
）
」

「
お
い
（
き
み
）
」
と
親
し
い
相

手
に
話
し
か
け
た
り
「
失
礼
で
す

が
」
と
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
か
け

た
り
す
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
呼
び

か
け
の
言
葉
で
す
。

も
ち
ろ
ん
「

0
0

君
」
「
車
掌

さ
ん
」
な
ど
と
、
名
前
や
職
業
で

呼
び
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

返
事
は
、
標
準
的
な
「
は
い
」
の

ほ
か
、
「
は
」
「
な
ん
だ
い
」
「
え

？
」
な
ど
場
面
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

呼
び
か
け
と
返
事
は
、
人
と
人

と
の
交
渉
の
第
一
歩
で
す
か
ら
、

お
ろ
そ
か
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

商
店
な
ど
で
お
客
が
店
員
さ
ん

を
呼
ぶ
の
に
「
ち
ょ
っ
と
」
と
か

歩

い
て
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
今
後
一
年

間
の
支
払
い
額
を
記
入
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

証
書
を
提
出
し
な
い
と
、
十
二
月

の
支
払
い
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
八
月
の
年
金
を

受
け
取
っ
た
ら
、
八
月
十
九
日

: 

あ
い
さ
つ
は
、
人
と
人
と
の

交
流
の
第

「
す
み
ま
せ
ん
」
と
か
言
い
ま
す

が
「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
来
て

く
れ
る
の
は
よ
い
も
の
で
す
ね
。

最
近
は
返
事
を
し
な
い
人
が
多

く
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
何
か

を
頼
む
と
、
そ
の
と
お
り
し
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
初
め
に
返
事
が

な
い
。
そ
こ
で
「
私
の
言
っ
た
こ

と
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
か
し
ら
」

「
こ
の
人
は
私
の
言
っ
た
こ
と
が

気
に
入
ら
な
く
て
怒
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
つ
い
余
計
な

心
配
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

家
庭
で
も
職
場
で
も
、
呼
ば
れ

た
と
き
の
返
事
「
は
い
」
や
「
わ

か
り
ま
し
た
。
承
知
し
ま
し
た
」

と
い
う
意
味
の
「
は
い
」
は
怠
ら

ず
に
言
う
よ
う
習
慣
づ
け
た
い
も

の
で
す
。

八
月
の
福
祉
年
金
を
受
け
た
ら

年
金
証
書
の
提
出
を
I
I
.▼

大
佐
貫
の
小
原
俊
子
さ
ん
は
福
祉

事
業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
四
千
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

▼
大
輪
の
野
本
悦
子
さ
ん
は
恵
ま
れ

な
い
人
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
社
会

福
祉
協
議
会
へ
五
千
円
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

▼
三
和
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
閻
（
＠
蓮
見

▼
会

場

行
方
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所
開
設

ま
で
に
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

さ
ん
へ
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
譲
渡
所
得
や
公
的
年
金
受

給
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
申
立

書
も
、
全
員
の
方
が
も
れ
な
く
、
記

入
、
捺
印
の
上
、
年
金
証
書
と
い
っ

し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

警
察
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
「
行
方
不
明

の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
い
た

し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の
方

で
…
…

〇
病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
し
て

い
る

〇
働
き
に
出
た
ま
ま
消
息
が
わ
か
ら

な
い

0

旅
行
に
出
た
ま
ま
帰
ら
な
い

0

自
殺
の
お
そ
れ
が
あ
る

な
ど
で
、
ご
心
配
の
方
は
次
の
相

談
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
八
月
一
日

1

三
十
一
日

▼
時
間
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で

警
察
本
部
鑑
識
課

省エ字は
省マネー……◎

テレビ
●ながら見、時計がわりは

やめましょう。

1 日 1 時間のつけっぱな

しをやめると、月約 3 KWh 

の節約となり金額にして

84円の節約です。

●見ない時はコンセントか

らプラグを抜きましょう。

毎月 10時間プラグを抜い

たとして、月約 3 KWh の節

約となり金額にして 84円

の節約です。

細
田
武
子

病
み
た
る
を
心
に
か
け
つ
き
や
ら
ぶ
き

を
賜
び
し
友
明
日
は
旅
立
つ
と
云
ふ

坂
上
千
枝
子

八
十
余
オ
の
一
期
は
安
ら
看
り
た
る

老
妻
労
ふ
や
さ
し
さ
を
見
す岡

安
ふ
み

幾
何
を
解
く
図
形
の
そ
ば
に
今
晩
の

献
立
の
メ
モ
小
さ
く
記
す

江
森
佳
世
子

お
遊
戯
会
に
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
挨
拶

す
お
ぱ
ろ
に
残
る
背
負
ひ
し
ぬ
く
も

氏
名

噂
見
利
一

古
揺
知
一

菌
部
芳
春

正
吉
）
で
は
、
図
書
購
入
費
と
し
て

村
へ
五
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

―
文
芸
欄
—

静
か
な
る
真
夜
の
線
路
の
中
歩
む
砕

石
の
軋
み
に
足
音
の
冴
ゆ

立
岡
正
夫

孫
の
笑
顔
に
逢
ひ
た
し
と
思
ふ
こ
の

と
こ
ろ
紫
陽
花
は
し
と
ど
の
梅
雨
に

華
や
ぐ

堪
琢
富
江

そ
し

浅
学
の
謗
り
を
受
く
も
只
す
ら
に
己

っ
と
む
る
は
ひ
が
ご
と
な
ら
ず

山
形
ト
メ

病
み
し
父
は
夜
の
壕
入
り
拒
み
た
り

ふ
と
ん
を
か
ぶ
せ
つ
退
去
を
祈
る
に

（
空
襲
の
傷
み
）

柿
沼
ま
つ

生
存
の
は
げ
し
き
う
つ
し
み
父
病
む

も
医
療
費
仰
げ
る
昨
今
に
生
き
て

瀬
下
一
江

束
の
間
の
浅
き
眠
り
に
亡
母
が
う
つ

得
意
の
う
ど
ん
の
笑
顔
若
か
り

奈
良
原
キ
ク
ノ

ぁ
白
和
へ
も
八
つ
頭
も
み
な
亡
母
の
味

忌
の
膳
部
に
も
母
生
き
給
ふ江森（

敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

新
井
健
一
昇
長
男
江
口

6

月

2
5日

渡
辺
扶
有
美
肇
長
女
矢
島

6

月

2
9日

大
野
一
将
正
彰
長
男
矢
島

6

月

3
0日

橋
本
則
雄
敏
男
二
男
千
津
井

7

月
2

日

田
端
宏
輔
栄
二
男
田
島

7

月
7

日

古
橋
千
賀
子
真
―
二
女
須
賀

7

月

1
4日

72 69 72 : 

正正喜：：：：：：世
は帯

男ー文新主

（
敬
称
略
）

地
区

矢
島

矢
島

千
津
井

死
亡
月
日

7

月
1

日

7

月

1
4日

7

月

2
7日

ー
死
亡
ー

ー
出
生
ー

あ
わ
し
天

衣
く
れ
升

) ‘“, 

政
美



昭和56年 8 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第239号 (10) 

7 月の

一賣ク
救急車出動回数
●交通事故 4 件
●急病 4 件
●その他 2 件

計 10 件

言 館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区
日

六合吉 中医院後(藤72康)3 生9 医院中 (条73歯)7 科7 医院 上野医院合(72)3330 海宝医院
8 月 16 日 館林地区が

曜
(72) I 6 3 0 合 7 5 云 7 8 後藤康生医院合(72)3975 合 (72) 3 I 5 5 担当します

8 月 23 日
横田医院大神医院長塩歯科医院 清河堂医院合(72) 3070 津久井医院 館林地区が

当
合 (72) 0 2 5 5 合0276(62)2200 合 (72) 3 9 0 0 安楽岡医院合(72)0572 云 (72) 3 3 I 6 担当します

8 月 30 日
浜野医院原 医 院仁木歯科医院 大島診療所云(77) 1503 岡田整形医院 小西医院

番 fl (88) 5 6 7 8 合 (72) I 9 3 6 云（ 86) 4 5 3 I 川生医院合(72) 3030 合 (72) 3 i 6 3 合 (86) 2 2 6 I 

9 月 6 日
白沢医院川田医院野村歯科医院 堀越医院合(73)4151 館林医院 館林地区が

医 合 (72) I 6 0 0 合 (72) 0 7 5 4 云0276(62)2807 大石医院云（74)2362 合 (74) 2 I I 2 担当します

落合医院 後, 2} 康）医院 浜田歯科医院 寺内医院 竹越医院
後゜

9 月 13 日
ff (72) 0 I 6 0 合 3 9 7 5 合(72) 0 7 I 6 

増田医院ff(72) 1387 
合 (72) 3 0 3 I 合 (84) 3 I 3 7 時

本
年
度
の
北
方

領
土
に
関
す
る
標

語
お
よ
び
写
真
を

次
の
要
領
で
募
集

し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
毎
年

二
月
七
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。
こ

の
北
方
領
土
の
早

期
返
還
実
現
に
国

民
の
総
意
を
結
集

し
、
返
還
要
求
の

声
を
一
層
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
標
語
】
官
製
は
か
き
に
限
り
一

枚
一
句
（
一
人
何
句
で
も
可
。
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
）

北方領土に関する
標語・写真を募集

【
写
真
】
北
方
領
土
の
遠
望
ま
た
は

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
ス
ナ
ッ

プ
、
カ
ラ
ー
白
黒
を
問
わ
ず
、
キ
ャ

ビ
ネ
判
以
上
と
し
、
必
ず
ネ
ガ
を
添

付
。
一
人
二
枚
以
内
（
別
紙
に
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
を
明
記

し
、
撮
影
場
所
、
撮
影
の
ね
ら
い
を

明
記
）

締
切
十
月
三
十
一
日

▼
作
品
の
あ
て
先
、
及
び
問
い
合
わ

せ
先
(
〒

1
0
二
）
東
京
都
千
代

田
区
平
河
町
二
の
四
の
四
第
一
東
栄

ビ
ル
ニ
階
特
殊
法
人
北
方
領
土
問

題
対
策
協
会
(
I
JO
三
ー
ニ
六
三
ー

七
六
九
一
）

一
成
人
式
の
実
施
一

第
三
十
四
回
明
和
村
成
人
式
が
次

▼
費
用
無
料

な
お
、
問
い
合
わ
せ
や
、
申
し
込

み
は
役
場
保
健
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

…
愈
；
…
：
屯
；
と
屯
屯
母
母
屯
母
一
~
屯
心
心
屯
母
屯
愈
母
屯
愈
…
心
…
屯

i
口

9

こ

ぃ
フ
ロ
ベ

ロ
ロ
畠
胃
：

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

者
は
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
九
月
二
十
三
日
（
秋
分
の

日
）
九
時
よ
り
開
始

中
央
公
民
館

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日

会
場

該
当
者

▼
9

月

1
1日

第
二
回
目
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
六
月
下
旬
に
行

わ
れ
た
第
一
回
目
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
に
都
合
が
悪
く
て
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人
が
対
象
で
す
。

今
回
は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
9

月

1
0日

東
部
児
童
館
…

1
0時

1
1
1時
3
0分
ま
で

明
和
農
協
第
一
…

1

時
1
3

時
ま
で

中
央
公
民
館

1
0時

1
3

時
ま
で

か
ら
昭
和
三
十
七
年
四
月

に
生
ま
れ
た
者
。

日
ま
で

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
予
防
の
三
種
混
合
予
防
接
種
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

児
に
必
ず
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

昭
和
五
十
三
年

九
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
八
月

三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
出
生
者
。

▼
接
種
会
場

中
央
公
民
館

▼
受
付
時
間

午
後
一
時
三
十

分
か
ら
二
時
ま
で

で
す
。

▼
接
種
日
程

0

一
回
目
九
月

3 種混合予防
接種の実施

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

.

,

.
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病
は
気
か
ら
と
も
い
い
ま
す
。
精

神
的
悩
み
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
。

専
門
の
先
生
が
次
の
と
お
り
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
日
時
毎
月
第
一
•
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

▼
会
場
館
林
保
健
所

▼
担
当
医
青
柳
病
院
長寺

島
先
生

ど
ん
な
病
気
で
も
早
く
見
つ
け
て

早
く
治
療
す
る
と
い
う
の
が
鉄
則
。

”
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
自
分
は
安

心
“
と
た
か
を
く
く
ら
ず
検
診
を
。

既
に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
も

ち
ろ
ん
、
申
し
込
み
を
さ
れ
な
か
っ

た
人
で
も
、
何
名
か
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
八
月
十
八
日
…
…
東
部
児
童
館

▼
八
月
十
九
日
…
；
・
明
和
農
協
第
一

▼
時
間
午
前
七
時

1

九
時
三
十
分

ま
で

▼
費
用
五
百
円

※
く
わ
し
く
は
役
場
保
健
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

集
合
納
入
日

二
十
六
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
七
日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
公
民
館

二
十
八
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
集
落
（
セ
）

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第

二
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
二

期
、
個
人
事
業
税
第
一
期
、
利

根
加
用
水
組
合
費
、
園
芸
施
設

共
済
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

今
月
の
納
め

四
日

0

二
回
目
九
月
二
十
九
日

0

三
回
目
十
月
二
十
二
日

こ
の
接
種
は
三
回
し
な
け
れ
ば
な

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
ー
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

• • 

悶 時日 ー父— 

[ 
H? 8 通
月事

午後 1日3 故
所 3 相

時ま 午前 ＝秘火
で 10

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
、
問
診

票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

常て
月どし‘ ] 

おた 例
りだは g 
行き都

いま合―`
すま0 す0 に 人

来月i 撓
は休ま 相談
通せ
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に
飛
び
力
つ
て
い
ま
し
だ
。

強
く
」
と
、
力
わ
い
い
声
ガ
し
き
り

「
も
っ
と
思
い
切
り
」

つ
て
も
な
力
な
力
割
れ
な
く
、
く
や

し
が
る
園
児
続
出
。

安
な
の
力
、
カ
ガ
な
い
の
力
、
当
だ

で
行
う
ガ
、
自
刀
く
し
さ
れ
て
、
不

最
初
、
巨
t
J
く
し
さ
れ
だ
園
児1

言
く
る
り
と
四
さ
れ
る
と
、
全
＜

可
い
力
の
方
向
と
は
別
方
向
へ
庁
つ

て
し
ま
う
の
で
、
こ
れ
で
は
す
い
力

割
り
に
は
な
ら
な
い
と
、
次
は
、
そ

い
力
割
り
I
Iを
楽
し
み
ま
し
こ

中
央
幼
稚
園
の
園
児
達
は
八
自
―
―

十
一
日
新
里
天
神
様
の
境
内
で
“
項
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長寿者ベスト 100人（ 8 月 30 日現在）
村
で
は
十
四
日
に
村
長
、
助
役
ら

か
二
班
に
分
か
れ
て
八
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
七
十
一
人
全
員
を
訪
問
し

長
年
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
事
に
敬

意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
長
痔
を
お
祝

い
し
ま
す
。

◎
敬
老
の
お
祝
い
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
八
十
五
歳
以
上
の
老
人
に
は
敬
老

年
金
五
千
円
、
村
と
社
会
福
祉
協
議

会
よ
り
祝
品
を
届
け
ま
す
。

▼
八
十
歳
か
ら
八
十
四
歳
の
人
に
は

敬
老
年
金
五
千
円
と
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。

▼
七
十
五
歳
か
ら
七
十
九
歳
の
人
に

は
敬
老
年
金
三
千
円
と
祝
品
を
支
給

し
ま
す
。

▼
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
祝
品
を

支
給
し
ま
す
。

-
「
敬
老
の
日
」
の
心
づ
か
い
一

敬
老
の
日
に
、
日
ご
ろ
ご
ぶ
さ
た

を
し
て
い
る
お
年
寄
り
を
訪
問
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。
訪
問
は
、
あ
ま
り
慌
た
だ
し
く

な
く
、
か
と
い
っ
て
相
手
を
疲
れ
さ

せ
る
ほ
ど
長
時
間
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

手
み
や
げ
に
は
、
，
季
節
の
花
や
、

県
で
は
、
高
齢
者
生
き
が
い
対
策

の
一
環
と
し
て
、
学
習
意
欲
を
も
ち

な
が
ら
も
群
馬
県
老
人
大
学
に
通
学

で
き
な
い
方
々
か
、
自
宅
で
学
習
で

き
る
よ
う
次
の
よ
う
に
老
人
大
学
通

信
講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
第
一
回
九
月
十
五
日
「
老
人
の

健
康
づ
く
り
」
県
立
前
橋
病
院

老
人
大
学
通
信
講

座
が
行
わ
れ
ま
す

育
て
る
楽
し
み
を
こ
め
た
鉢
も
の
、

ま
た
、
き
れ
い
な
タ
オ
ル
や
香
り
の

よ
い
上
質
の
石
け
ん
な
ど
、
身
の
ま

わ
り
の
さ
り
げ
な
い
小
物
な
ど
も
喜

ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

遠
く
の
お
年
寄
り
に
は
、
電
話
よ

り
‘
便
り
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
日
常

の
で
き
ご
と
を
つ
づ
っ
た
便
り
に
、

温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
添
え
て
送

れ
ば
、
訪
問
す
る
と
同
じ
く
ら
い
嬉

し
い
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

長
渡
辺
孝

▼
第
二
回
九
月
十
六
日
「
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
」

県
厚
生
援
護
課
長
福
田
栄

▼
第
三
回
九
月
十
七
日
「
老
人
の

こ
こ
ろ
」
神
愛
学
園
理
事
長

加
藤
道
子

▼
第
四
回
九
月
十
八
日
「
私
た
ち

の
暮
ら
し
と
経
済
」
群
馬
銀
行

調
査
部
考
査
役
星
野
育
資

※
放
送
時
間
は
全
て
午
後
四
時
か
ら

午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
で
す
。

な
お
、
再
放
送
は
九
月
二
十
二
日

ー
ニ
十
五
日
、
放
送
時
間
は
同
じ
で

す
。九

月
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
お
年

寄
り
を
敬
い
、
長
痔
を
祝
う
行
事
か

各
地
で
催
さ
れ
ま
す
。

国
の
重
要
な
し
ご
と
の
―
つ
に
社

会
福
祉
の
充
実
か
あ
り
、
老
齢
者
福

祉
年
金
の
給
付
や
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

税
金
面
で
も
優
遇
措
置
か
と
ら
れ

て
お
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
で
、
年
間
の
所
得
金
額
か
一
千
万

円
以
下
の
人
は
、
所
得
税
を
計
算
す

る
と
き
次
の
控
除
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
老
年
者
控
除
、
所
得
控
除
の
一
っ

と
し
て
、
二
十
三
万
円
を
所
得
金
額

か
ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
老
年
者
年
金
特
別
控
除
、
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や

恩
給
の
収
入
金
額
か
ら
、
七
十
八
万

円
を
差
引
く
こ
と
か
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
納
税
者
が
、
本
人

や
配
偶
者
の
父
母
‘
祖
父
母
な
ど
直

系
尊
族
で
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
に
は
、
通

常
の
老
人
扶
養
控
除
三
十
五
万
円
に

五
万
円
を
加
え
た
四
十
万
円
を
差
し

引
く
特
典
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
役
場
税
務
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

近隣市町村65歳以上の人数 ）は昨年の割合 4 月 1 日現在

市町村名 65歳以上 総人口 総人口に対する割合

明 和 村 1,171 人 9,861 人 11.88 (11.56) % 
板 ^ 居 町 1,993 16,069 12.40 (11.96) 

千代田村 1, 071 10,736 9.98 (9.93) 

大 泉 町 2,345 31,614 7.42 (7.10) 

邑 ；フ白く 町 1,920 22,213 8.64 (8.52) 

館 林 市 6,482 70,452 9.20 (9.03) 

計 14,982 160,945 9. 31 (9. 09) 

順位 氏 名 性別 生年月日 年令 住所 世帯主

1 菌田みつ 女 ・1月8治. 6 21 96 大佐貫 邦松

2 金子丈吉 男 20 9 20 93 入ヶ谷 利一·

3 長島ゑい 女 22. 3 1 92 田島 博

4 野本いせ 女 22 4 10 92 千津井 長松

5 風間ひさ 女 22 4 21 92 梅原 金二
6 岡安ちょ 女 22. 8 2 92 南大島 利清次

7 清水よっ 女 22 9 9 91 梅原 泰一

8 神田しう 女 22 9. 26 91 大佐貫 吉ロョ 坦‘土~, 中村みよ 女 22 11. 9 91 下江黒 俊雄

10 森尻つね 女 23. 1 25 91 南大島 正巳
11 田端もん 女 23. 3 18 91 田島 武之丞
12 島田わき 女 23 5 25 91 南大島 末次郎
13 恩田万吉 男 23. 6 16 91 梅原 万吉
14 片島茂喜 男 23. 8 2 91 新里 日名子雄三

15 吉永はな 女 24 5 4 90 梅原 年雄

16 滝口勘司 男 24 9 28 89 上江黒 伸吉
17 藤野ひゃく 女 25 1 15 89 川俣 芳太郎
18 藤野しま 女 25 3 26 89 千津井
19 木村すい 女 25. 7 14 89 梅原 江森弘治

20 田中幾太郎 男 25 7 16 89 矢島 掌太郎
21 小林〈ま 女 25. 7 30 89 下江黒 ぎん
22 奈良つね 女 25. 8 14 89 田島 和男

23 立川精丸 男 25 9 11 88 梅原 精丸
24 早川水門 男 25 10 18 88 大輪 水門
25 早川たつ 女 25 10.25 88 大輪 ミヨ

26 今成たつ 女 25. 11. 7 88 須賀 ミヨ子

27 斉藤満吉 男 26. 4 1 88 須賀 満吉
28 柿沼ミズ 女 26 4 22 88 下江黒 一郎
29 武田とよ 女 26. 8 6 88 中谷 博

30 篠木織三郎 男 26 8 8 88 大佐貫 清一
31 奈良原理吉 男 26.12. 3 87 千津井 清

32 神谷収作 男 26.12. 8 87 須賀 芳男
33 斉藤みさ 女 26.12.26 87 大輪 益夫
34 密井森松 男 26.12 30 87 江口 森松

35 富塚みや 女 27. 1 11 87 中谷 仁一郎
36 田中かめ 女 27. 1 16 87 南大島 義信亀三義郎一37 橋本かつ 女 27 3 7 87 斗合田

38 松本いち 女 2 2 7. 4 4 87 大矢 輪島
39 渡辺幸一郎 男 7. 6 3 87 周蔵
40 芹野トミ 女 27. 6. 26 87 中谷 内山勇三郎
41 和田ハナ 女 27. 7. 22 87 梅原 静子
42 山田こう 女 27. 8 7 87 新里 明

43 関口うめ 女 27. 9 13 86 上江黒 利雄

44 阿 誓 かよ 女 27. 9 18 86 斗合田 竹次郎
45 中 ゆわ 女 27. 9.20 86 大佐貫 米吉
46 矢沢シウ 女 27. 9 23 86 南大島 蓮見国雄
47 田口秋次郎 男 27.10. 1 86 上江黒 辰

48 : 良かね 女 27.11. 25 86 田島 祐次

49 田いち 女 27.12. 1 86 江口 千代蔵
50 塚と〈 女 27.12.17 86 中谷 敏雄
51 
: 

野隆治 男 28 1 27 86 新大 里輪 猛

52 田かつ 女 28. 4 7 86 厳

53 渡辺あさ 女 28. 4. 29 86 矢南大島島 周蔵
54 蓮見くま 女 28. 4 30 86 i原次

55 橋本留吉 男 28. 6 8 86 斗合田 留吉
56 石川きよ 女 28 6 9 86 新里 きよ
57 朴 水連 女 28. 8 6 86 梅矢田 原島島 平田幸雄

58 富塚きみ 女 28 9 2 85 水治

59 日比野宣次 男 28 9 8 85 清
60 坂上とみ 女 28.10.16 85 中谷 喜太郎
61 栗原なか 女 28 11. 9 85 南大島 康雄
62 吉本とら 女 28.11. 24 85 大輪 しづ
63 久保庭栄一郎 男 29 1 7 85 新里 徳四郎
64 島田とう 女 29. 2 4 85 南中大谷島 高男

65 ; 見源次 男 29. 3 1 85 源次

66 田りん 女 29 5 7 85 南田大島島 晋
67 日比野なか 女 29. 6 1 85 清

68 柴崎龍太郎 男 29. 7 27 85 梅原 久助
69 増尾ふさ 女 29. 7 29 85 南大島 匡史

70 吉田鷹三郎 男 29. 8 3 85 梅原 鷹三郎
71 細田金次郎 男 29. 9 20 84 新里 金次郎
72 日比野和吉 男 29.10.15 84 南田大島島 和吉
73 帆足i原太郎 男 29.10 27 84 源太郎
74 始沢雄司 男 29.11 10 84 梅原 一彦
75 木村よし 女 29 11 l 7 84 上江黒 錠•一
76 石川きち 女 29.12 1 84 江口 清彦
77 須永たか 女 29.12 23 84 矢島 栄治

78 泉田丹次郎 男 30. 1 10 84 中谷 辰音太雄郎
79 藤野きん 女 30. 1 20 84 川俣
80 原口房二 男 30 1 20 84 大輪 房—
80 梁瀬ふじ 女 30. 1 21 84 斗合田 たま子
82 渡辺もと 女 30. 2 6 84 矢矢 島島 茂
83 大野ちゃう 女 30. 2 8 84 茂次
84 篠木正名 男 30 3 20 84 南大島 正名
85 渋沢とき 女 30 4 4 84 須賀 昭

86 帆足なを 女 30 4 5 84 南大島 なか
87 奥沢義吉 男 30. 4 9 84 江口 義吉
88 奈良原しな 女 30. 5 9 84 千津井 勝治

89 吉永はま 女 30 7 25 84 梅原 茂
90 田村たま 女 30 8. 27 84 斗合田 与市
91 清水みや 女 30 8. 28 84 矢島 福司
92 大津高次 男 30 8 30 84 大佐貫 高次
93 新井いそ 女 30 9 24 83 田島 茂
94 柿沼覚一 男 31 1 21 83 下江黒 音治
95 吉田はる 女 31 3 2 83 梅原 重信
96 田島倉吉 男 31. 3 18 83 南大島 弘
97 原口ふ〈 女 31 3 21 83 大輪 保男
98 野村つや 女 31. 3 25 83 南大島 武次
99 牛久保i原吾 男 31. 4 10 83 上江黒 源吾
100 山田福太郎 男 31 4 11 83 矢島 正樹
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9 月 15 日は敬老の日

麟凶；：？：ー•”`
今年は90歳以上の方が写真でもわかるように 15 人おります。ほとんどの方が元気でおり、

きまちがいなしの印象を受けました。

また、ある老人に「あと 1 年長生きして90歳になり広報に載せてもらうんだ」と言っておられる方がおり、

私も「がんばって、そうしたら載せるからね」と約束して別れました。みんなみんな長生きしてくださいね。

まだまだ長生

〇野本いせさん 92歳 ®長島ゑいさん 92歳 ®金子丈吉さん 93歳 〇薗田みつさん 96歳

®神田しうさん 91歳 〇清水よつさん 91歳 ®岡安ちよさん 92歳 ◎風間ひささん 92歳

®島田わきさん 91歳 ®田端もんさん 91歳 ⑩森尻つねさん 91歳 ®中村みよさん 91歳

今
年
八
十
九
歳
に
な
っ
て

い
る
人
が
右
の
表
で
わ
か
る

よ
う
に
七
人
お
り
ま
す
。
来

年
全
員
こ
こ
に
写
真
が
掲
載
‘

さ
れ
る
よ
う
に
健
康
で
長
生

き
し
ま
し
ょ
う
。

〇吉永はなさん 90歳 ®片島茂喜さん 91歳 ®恩田万吉さん 91歳
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八
月
十
九
日
県
民
会
館
で
交
通
安

全
協
会
主
催
に
よ
る
交
通
安
全
教
育

部
門
別
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
斗

「
な
か
よ
く
遊
び
な
さ
い
」
と
い

く
ら
注
意
し
て
も
、
子
供
た
ち
の

間
で
は
、
い
じ
め
る

1
1

い
じ
め
ら

れ
る
‘
と
い
う
関
係
か
ど
う
し
て

も
出
て
き
ま
す
。

自
分
の
子
供
か
い
じ
め
て
ば
か

り
、
あ
る
い
は
い
じ
め
ら
れ
て
ば

か
り
で
す
と
‘
間
に
入
っ
て
仲
裁

し
た
り
、
口
出
し
た
く
な
る
も
の

会母
と
子
の舌＿＿

―
-
ロ

^ （第 2 回）
| 

さ
7
ん

合
田
の
伊
藤
琴
子
さ
ん
は
腹
話
術
の

部
門
で
見
事
優
勝
し
県
一
位
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
一
般
の
方
か

腹
話
術
‘
手
品
、
紙
芝
居
、
講
話
、

ぬ
い
ぐ
る
み
を
通
し
て
、
日
頃
交
通

安
全
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
人

達
の
腕
を
競
う
も
の
で
今
年
で
三
年

目
。伊

藤
さ
ん
は
少
し
で
も
子
供
た
ち

の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
、
早
く

か
ら
腹
話
術
の
人
形
を
買
っ
て
、
時

に
は
先
輩
達
の
前
で
、
時
に
は
夫
の

前
で
と
、
積
極
的
に
練
習
を
積
み
重

ね
、
台
本
や
人
形
の
動
き
を
見
て
も

ら
う
な
ど
の
努
力
家
。

伊
藤
さ
ん
は
「
私
に
は
子
供
が
い

な
い
の
で
、
自
分
の
子
に
話
し
か
け

る
よ
う
に
や
っ
た
の
か
‘
き
っ
と
よ

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
語
リ
、
そ

れ
に
し
て
も
、
昨
年
の
薗
部
き
よ
子

さ
ん
の
優
勝
。
そ
し
て
今
年
の
サ
藤

さ
ん
の
優
勝
と
関
係
者
は
大
喜
び
。

こ
の
優
勝
を
か
て
に
、
よ
り
一
層
地

域
の
交
通
安
全
に
努
め
よ
う
と
誓
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。

子
供
と
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜

、
つ

体
の
弱
い
子
、
乱
暴
な
子
、
内
気

な
子
、
自
分
勝
手
な
子
：
…
•
い
ろ
い

ろ
な
性
格
の
子
と
つ
き
合
う
こ
と
で
、

中
谷
の
坂
上
長
吉
さ
ん

こ
の
は
ど
、
中
谷
の
坂
上
長
吉
さ

ん

(
7
4歳）
は
、
内
閣
総
理
大
臣
よ

り
；
紺
綬
褒
章
＂
を
受
け
ま
し
た
。

坂
上
さ
ん
は
昭
和
二
十
五
年
に
、

保
護
司
法
が
制
定
さ
れ
た
の
と
同
時

に
、
保
護
司
（
犯
罪
や
非
行
を
重
ね

た
少
年
の
更
生
保
護
す
る
人
）
に
任

命
さ
れ
て
、
今
年
で
実
に
三
十
一
年
。

保
護
司
の
仕
事
は
少
年
の
立
場
を

考
え
て
表
に
P
.
R

で
き
な
い
の
で
本

で
す
か
、
一
般
的
に
は
子
供
た
ち
だ
か
ら
引
き
離
し
て
し
ま
う
の
は
、
場

け
に
任
せ
て
お
く
の
が
賢
明
な
場
合
合
に
も
よ
り
ま
す
が
‘
考
え
も
の
で

か
多
い
よ
う
で
す
。
す
。
い
じ
わ
る
を
さ
れ
て
も
、
そ
れ

た
だ
し
、
相
手
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
に
く
じ
け
ず
仲
間
に
加
わ
ろ
う
と
す

し
ま
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
さ
せ
ら
れ
た
る
子
供
は
、
あ
る
面
で
は
た
く
ま
し

V

、
人
の
こ
と
を

合
は
「
し
て
は]
e
m
m臼
〗
”
匹
口
3曰
田B―
思
い
や
る
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
に
育

し
て
‘
き
っ
ぱ
り
叩
刈
I
八
皿
〖
f
m
を
身
に
つ
け
る

I
I

場
I
I
つ
こ
と
か
多
い
と

や
め
さ
せ
ま
し
ょ
い
わ
れ
ま
す
。

「
い
じ
め
ら
れ
た
」
と
泣
い
て
帰

子
供
は
‘
い
じ
め
た
リ
、
い
じ
め
ら
っ
て
き
て
も
、
ケ
ガ
な
ど
か
な
い
場

れ
た
り
と
い
っ
た
遊
び
を
通
し
て
、
合
、
子
供
ど
う
し
の
関
係
に
あ
ま
り

”
人
と
の
つ
き
合
い
方
“
を
学
ん
で
干
渉
し
な
い
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

い
く
も
の
で
す
。
な
る
べ
く
大
勢
の
一
方
、
弱
い
者
い
じ
め
を
す
る
子

斗
合
田
の
伊
藤
琴
子
さ
ん

交
通
腹
話
術
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

自
分
と
他
人
と
の
違
い
を
知
り
、
自

主
性
や
思
い
や
り
な
ど
の
対
人
意
識

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
子
供
か
、
い
じ
め
ら
れ
て

ば
か
り
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
友
達

紺
綬
褒
章
を受

け
る

矢
島
の
奈
良
原
昭
三
郎
さ
ん
は
、

交
通
安
全
運
動
の
功
労
が
認
め
ら
れ

八
月
二
十
八
日
県
知
事
よ
り
感
謝
状

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

奈
良
原
さ
ん
は
現
在
佐
貫
支
部
長

供
に
は
「
か
わ
い
が
ら
れ
た
い
」

と
い
う
欲
求
か
満
た
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
多
く
、
そ
れ
が
逆
の
面

に
出
て
、
い
じ
わ
る
と
な
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
場
合
、
た
だ
し
か
っ
て
み

た
と
こ
ろ
で
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
な
ど
、
お
母
さ

ん
の
や
さ
し
い
愛
情
か
必
要
で
し

ょ
う
。い

じ
め
っ
子
に
は
、
他
人
へ
の

”
思
い
や
り
“
を
育
て
て
い
く
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

交
通
功
労
者
と
し
て

知
事
よ
り
感
謝
状

当
に
地
道
な
仕
事
。

三
十
一
年
の
間
、
も
う
何
百
人
と

い
う
少
年
の
更
正
保
護
に
努
め
、
時

に
は
、
包
丁
を
持
っ
て
あ
ば
れ
る
少

年
と
格
闘
し
刑
事
ま
が
い
の
事
や
、

立
ち
直
っ
た
少
年
か
ら
仲
人
を
頼
ま

れ
た
事
。
就
職
を
世
話
し
て
あ
げ
た

事
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
地
道
な
仕
事
や
、
特

別
な
寄
付
を
し
た
事
な
ど
が
今
回
認

め
ら
れ
、
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
最
近
の
少
年
達
は
犯
罪

意
識
か
薄
く
な
っ
て
、
と
っ
て
も
困

っ
て
い
ま
す
と
保
護
司
の
坂
上
さ
ん

も
手
ば
な
し
で
喜
べ
な
い
様
子
。

群
馬
県
献
血
推
進
協
議
会
長
よ
り

愛
の
献
血
を
二
十
回
以
上
行
っ
た
の

で
次
の
方
々
に
感
謝
状
が
八
月
十
一

日
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▼
恩
田
亀
蔵
（
川
俣
）
▼
植
竹
平

作
（
梅
原
）
▼
平
井
八
千
代
（
斗

合
田
）
▼
今
井
政
夫
（
上
江
黒
）

▼
横
塚
か
つ
子
（
千
津
井
）

敬
称
略

第
五
回
臨
時
会
が
八
月
十
一
日
に

行
わ
れ
常
任
委
員
会
の
改
選
な
ど
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

圏
新
議
会
常
任
委
員
会

（
◎
委
員
長
〇
副
委
員
長
）

※
総
務
常
任
委
員
会

◎
小
松
原
一
好

0
野
本
孝
蔵

石
村
嘉
男
島
田
誠
司

新
井
初
太
郎

※
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
栗
原
利
夫

0
小
平
喜
章

矢
島
孝
一
野
本
高
男

※
経
済
常
任
委
員
会

◎
中
村
光
雄
〇
泉
田
公
一
郎

始
沢
三
郎
松
本
功

※
建
設
常
任
委
員
会

◎
泉
田
和
作

0
斉
藤
憲

関
口
正
四
郎
鯉
沼
兵
吉

第
五
回
臨
時
議
会

各
種
常
任
委
員
決
ま
る

愛
の
献
血

2
0回
以
上
で
感
謝
状

と
し
て
、
交
通
安
全
教
育
に
積
極
的

に
努
め
、
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
し

た
事
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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急
速
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
老

後
の
備
え
は
ま
す
ま
す
身
近
な
問
題

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
こ
の
時
代
の
要
請

に
こ
た
え
て
、
受
け
取
る
年
金
か
毎

年
三
％
ず
つ
逓
増
す
る
は
か
、
剰
余

金
を
割
増
年
金
と
し
て
上
積
み
す
る

方
式
で
、
あ
る
程
度
物
価
の
上
昇
に

【
由
緒
】
明
和
村
江
黒
に
二
十

里
姓
か
四
戸
あ
る
。
む
か
し
は
「
つ

り
ふ
じ
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
が
現

在
で
は
「
に
じ
ゅ
う
り
」
と
呼
ん

で
い
る
。

祖
先
は
南
朝
の
忠
臣
楠
木
正
成

の
臣
と
伝
え
ら
れ
、
湊
川
で
正
成

戦
死
の
後
上
野
の
新
田
氏
を
た
よ

り
、
上
州
に
来
て
住
み
、
谷
田
川

南
岸
に
館
を
構
え
て
付
近
に
勢
威

を
振
っ
た
。

延
文
三

年
(
-
三

五
八
）
主

君
義
興
が

武
州
矢
口

渡
で
戦
死

後
帰
農
し

口 乏5
'里

対
応
で
き
る
よ
う
内
容
の
充
実
し
た

年
金
を
九
月
一
日
よ
り
発
売
し
ま
し

た
。
年
金
の
種
類
に
は
終
身
年
金
と

定
期
年
金
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。

▼
終
身
年
金

今
ま
で
の
終
身
年
金
と
同
様
に
、

年
金
受
取
人
の
生
死
に
か
か
わ
ら
ず

一
定
の
期
間
の
年
金
支
払
を
保
証
し

た
と
い
う
。

苗
字
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
先

祖
か
武
州
（
埼
玉
）
か
ら
敵
に
追

わ
れ
二
十
里
ほ
ど
き
た
江
黒
の
里

の
追
手
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で

き
、
こ
こ
を
安
住
の
地
と
さ
だ
め

そ
れ
を
姓
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。

戦
前
ま
で
は
館
の
土
塁
な
ど
か
、

残
さ
れ
て
い
た
か
今
は
全
く
そ
の

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

禁
忌
作
物
は
三
ツ
葉
。
食
す
る

こ
と
は
良
い
が
作
ら
な
い
。
正
月

三
か
日
は
餅
を
食
べ
な
い
。
朝
は

必
ず
う
ど
ん
。
元
旦
は
掃
除
を
し

な
い
し
き
た
り
。

«
か
た
ば
み

【
家
紋
】
丸
に
剣
片
喰

※
お
願
い
自
分
の
家
の
苗
字
の

い
わ
れ
、
家
紋
か
わ
か
り
ま
し
た

ら
、
広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

よ
り
よ
い
老
後
の
た
め
に

新
郵
便
年
金
を

九
月
一
8

よ
り
発
売

年金種類 年開始金年支齢払 保証期間 加年金入受取年人齢の

55 歳 15 年 35歳～ 52歳

保証期間付 60 歳 15 年 40歳～ 57歳

据置終身年金 65 歳 15 年 45歳～ 62歳

70 歳 10 年 50歳～67歳

55 歳 なし 45歳～ 52歳
定期年金

60 歳 なし 50歳～ 57歳

第 1 回事業所対抗ソフトボール大会
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て
い
る
。

年
金
受
取
人
が
年
金
支
払
開
始
年

齢
に
達
し
た
そ
の
日
か
ら
死
亡
に
至

る
ま
で
年
金
の
支
払
を
す
る
。
年
金

受
取
人
が
一
定
の
保
証
期
間
（
十
年

ま
た
は
十
五
年
）
内
に
死
亡
し
た
と

き
は
、
そ
の
残
り
の
期
間
中
、
年
金

継
続
受
取
人
か
引
き
続
き
年
金
の
支

払
を
受
け
取
る
こ
と
か
で
き
る
。

▼
定
期
年
金

年
金
受
取
人
が
年
金
支
払
開
始
年

齢
に
達
し
た
日
か
ら
一
定
の
期
間
（

五
年
ま
た
は
十
年
）
、
年
金
受
取
人

の
生
存
中
に
限
っ
て
、
年
金
の
支
払

を
す
る
。

支
払
開
始
年
齢
と加

入
年
齢

年
金
の
支
払
開
始
年
齢
は
、
終
身

年
金
か
五
十
五
歳
、
六
十
歳
、
六
十

五
歳
、
七
十
歳
の
四
種
類
で
、
定
期

年
金
は
五
十
五
歳
と
六
十
歳
の
二
種

類
。
加
入
年
金
は
三
十
五
歳
か
ら
最

高
六
十
七
歳
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
支
払
開
始
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て

異
っ
て
い
ま
す
。

第24回村民野球大会
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東
亜
化
学
陳

明
和
食
品
工
業
陳

矢
島

モ
ッ
プ
ス
8
1

梅
原

フ
レ
ン
ズ

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

新
里

東
武
職
員
会

フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ

明
和
野
球
ク
ラ
プ

明
和
村
役
場

特
殊
電
装
陳

ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

持
田
商
工
陳

橋
本
産
業
陳

明
和
ス
ワ
ロ
ー
ズ

下
昭
ク
ラ
プ

や
ま
う
の
貴
物
工
業
聡

日
東
裂
器
諒

明
和
村
役
場
A

明
和
村
役
場
B

大
明
金
属
工
業
聡

千
江
田
農
業
協
同
組
合

篠
原
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

橋
本
産
業
諒

イ
ー
グ
ル
ス

有権者数は 7,096人
選挙人名簿の定時登録(9円 1 日）

の有権者数ガ確定しましだのて報
告しま可。

行政区 男 女 計

斗合田 150 人 144 人 294 人

下江黒 133 129 262 

上江黒 197 208 405 
千津井 226 220 446 
江 ロ 232 218 450 
田 島 221 200 421 

新里 305 316 621 
中 ベロ 220 232 452 
梅原 296 319 615 

南大島 447 456 903 
大輪 296 323 619 

川俣 135 153 288 
須賀 160 170 330 
入ヶ谷 45 48 93 

矢島 239 239 478 

大佐貫 213 206 419 

計 3,515 、 3,581 7,096 

八
月
九
日
県
の
武
道
館
で
行
わ
れ

た
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
の
剣
道

大
会
か
行
わ
れ
、
明
和
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
も
出
場
。

そ
の
結
果
、
一
回
戦
は
宮
城
村
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
四
対
一
で
勝
利
。

豆
剣
士
二
回
戦
で
敗
退

続
く
二
回
戦
で
は
、
藤
岡
市
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
に

0
勝
二
敗
三
分
で
敗

退
し
、
三
回
戦
へ
の
出
場
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
監
督
と
出
場
選
手
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

▼
監
督
原
口
典
也
▼
選
手
大

塚
敬
―
•
吉
田
長
実
・
小
平
征
史
・

笠
井
康
史
・
田
口
峰
之

』l

こ
ん
な
道
具
を

使
っ
た
な冬

、
麦
ま
き
を
す
る

時
に
、
田
の
中
を
馬
に

引
か
せ
て
土
塊
を
こ
ま

か
く
し
て
な
ら
す
た
め

に
使
わ
れ
た
道
具
。

馬
か
引
く
と
き
に
‘

こ
れ
が
上
下
に
ゆ
れ
、

ま
る
で
お
ど
り
を
し
て

い
る
よ
う
な
の
で
こ
の

よ
う
な
名
か
付
け
ら
れ

た
。
百
本
マ
ン
ガ
、
千

本
マ
ン
ガ
と
も
言
う
。

昭
和
の
初
期
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
。

〔おどりマンガ〕
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゜•.. -_, 
高山房江さん

（新里）

更
髯
目
乏
諺
嘉
行

村
の
任
意
共
済
推
進
協
議
会
（
会

長
奈
良
村
長
）
で
は
、
建
物
共
済
の

加
入
推
進
を
現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
目
標
額
は
、
運
営
委
員
会

に
お
い
て
九
十
二
億
円
と
定
め
現
在

の
戸
当
り
平
均
よ
り
約
百
万
円
増
額

加
入
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
で
も
本
年
の
戸
当
り
平
均
は

五
百
八
十
万
円
で
、
棟
当
り
に
直
し

ま
す
と
四
百
万
に
満
た
な
い
加
入
額

と
な
り
ま
す
。

現
在
、
家
屋
を
新
築
す
る
と
す
れ

ば
安
く
見
積
っ
て
も
、
坪
当
り
三
十

五
万
円
、
三
十
坪
の
家
を
建
て
れ
ば

一
千
五
十
万
円
も
か
、
り
、
再
建
築

価
格
に
は
ほ
ど
遠
い
加
入
額
で
す
。

こ
の
地
に
転
入
し
て
来
て
、
は

や
、
七
年
の
年
月
か
流
れ
、
ど
う

に
か
周
囲
の
人
々
と
も
気
持
を
通

じ
あ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
で

す
が
、
転
入
し
て
来
た
当
時
は
、

暗
た
ん
た
る
気
持
の
日
々
で
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
五
月
に
埼
玉
県

越
谷
市
か
ら
移
転
し
て
来
た
の
で

す
が
、
そ
の
年
は
、
そ
れ
こ
そ
今

迄
経
験
の
な
い
激
し
い
雨
か
連
日

だ
れ
で
も
自
分
の
家
か
火
事
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
毎
年
尊
い
財

産
を
失
っ
て
い
る
の
で
す
。

昨
年
秋
火
災
に
あ
わ
れ
た

Y

部
落

の
T

さ
ん
は
、
こ
の
共
済
に
家
屋
九

百
万
円
、
家
具
一
式
に
二
百
万
円
、

計
一
千
百
万
円
、
他
の
保
険
に
も
加

入
さ
れ
て
お
り
、
丁
度
再
建
築
の
時

価
額
内
で
あ
っ
た
た
め
、
加
入
額
の

全
額
が
共
済
金
と
し
て
支
払
わ
れ
、

本
年
春
に
は
、
前
の
家
よ
り
立
派
な

家
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

掛
金
も
、
木
造
家
屋
で
百
万
円
当

り
千
五
百
円
で
大
変
安
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

降
り
続
く
と
と
も
に
雷
と
風
が
そ
れ

に
和
し
、
あ
る
程
度
自
然
条
件
の
厳

し
さ
を
覚
悟
は
し
て
い
た
つ
も
り
な

の
で
す
か
、
す
っ
か
り
意
気
し
ょ
う

沈
し
て
し
ま
っ
た
あ
の
当
時
を
今
は

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
年
、
幼
稚
園
に
入
園

し
た
長
女
は
中
学
一
年
生
に
、
生
ま

れ
て
ま
も
な
く
だ
っ
た
長
男
も
小
学

二
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

高
額
加
入
を
I
I
.

農
業
共
済
の
建
物
共
済
に

継
続
し
て
加
入
さ
れ
る
方
は
、
村

か
ら
の
加
入
目
標
額
が
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
額
以
上
に
是
非

と
も
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
車
ポ
ン
プ
そ
れ
ぞ
れ
第
二
位

小
型
車
ポ
ン
プ

ー
支
団
対
抗
ボ
ン
フ
操
法
大
会
ー

八
月
九
日
館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
団
主
催
の
支
団
対
抗
ポ
ン
プ
操
法

大
会
が
館
林
市
の
三
の
丸
公
園
南
面

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
明
和
代
表

の
消
防
団
は
自
動
車
ポ
ン
。
フ
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
第
二
位
と

な
り
ま
し
た
。

特
に
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
お
い

て
は
、
放
水
ま
で
の
所
要
タ
イ
ム
は

参
加
五
チ
ー
ム
の
中
で
は
一
番
早
か

っ
た
が
‘
残
念
な
が
ら
優
勝
し
た
板

倉
分
団
と
は
得
点
差
ニ
・
一
点
と
い

二
人
共
、
こ
の
村
の
自
然
と
‘

あ
た
た
か
い
人
情
味
の
あ
ふ
れ
た

は
ぐ
（

仲
間
達
に
育
ま
れ
な
か
ら
心
身
共

に
健
康
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

公
園
が
欲
し
い
、
舗
装
道
路
に

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
高
山
さ
ん
で
す
）

し
て
欲
し
い
と
か
、
常
々
こ
ぱ
し

て
は
い
ま
す
が
、
子
供
達
が
村
の

一
員
と
し
て
育
っ
て
ゆ
く
の
を
見

る
に
つ
け
、
満
足
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

明
和
村
は
政
府
よ
り
水
田
利
用
再

編
対
策
（
生
産
調
整
）
と
し
て
、
百

五
十
六
h
aの
転
作
の
割
り
当
て
を
受

け
、
農
業
者
の
方
々
に
協
力
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
転
作
面
積
は
約
百
六

+
-
h
aと
目
標
面
積
を
上
回
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
の
転
作
は
さ
ら
に
き

び
し
く
百
六
十
三

h
aと
な
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

県
青
年
海
外
派
遣
「
第
九
回
群
馬

県
青
年
洋
上
大
学
」
の
派
遣
団
員
に

明
和
村
か
ら
次
の
四
名
の
方
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

▼
広
川
譲
治
（
大
輪
）
▼
野
本
能
大

（
同
）
▼
大
木
久
史
（
川
俣
）
▼
岩

上
悦
子
（
南
大
島
）

な
お
出
発
は
十
月
十
六
日
か
ら
二

十
九
日
ま
で
十
四
日
間
中
国
へ
行
き

ま
す
。

........................................................ 

[
だ
ば
こ
は
村
内
で
寅
い
ま
し
ょ
う
i

~
村
内
で
た
ば
こ
を
買
う
と
、
一

~
箱
に
つ
き
三
十
円
弱
が
た
ば
こ
消
~

」
費
税
と
し
て
村
の
貴
重
な
財
源
に
~

~
な
り
ま
す
。

................................................. 

明
和
村
か
ら
四
名
派
遣

青
年
洋
上
大
学
—
|
_

生
産
調
整
（
転
作
）

目
標
面
積
を
上
回
る

う
き
わ
ど
さ
で
優
勝
を
の
が
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

l 謡
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あなたは安全？それとも危険？

肥
満
を
防

、っS

し一

、
つ
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第 15 回

最
近
は
運
動
不
足
や
カ
ロ
リ
ー

の
と
り
す
ぎ
か
ら
、
ふ
と
り
す
ぎ

の
人
が
と
っ
て
も
増
え
て
い
ま
す
。

ふ
と
り
す
ぎ
の
人
は
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病

に
か
か
り
や
す
く
、
ま
た
短
命
の

よ
う
で
す
。

グ
ラ
フ
で
、
自
分
の
身
長
に
見

合
つ
体
重
を
調
べ
、
肥
満
危
険
域
、

要
注
意
域
に
あ
る
人
は
、
食
事
と

運
動
に
よ
っ
て
体
重
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

®
食
事
は
…
…
…
●
三
食
バ
ラ
ン

ス
よ
く
、
腹
八
分
目
に
●
時
間

を
か
け
て
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

●
朝
食
を
抜
い
た
り
、
朝
・
昼
は
簡

単
で
晩
に
は
ど
っ
さ
り
と
い
っ
た

食
べ
方
は
ふ
と
り
す
ぎ
の
も
と
。

糖
質
（
ご
は
ん
、
パ
ン
、
う
ど

ん
、
甘
い
果
子
顆
…
）
は
へ
ら
す
。

●
肉
や
魚
、
牛
乳
な
ど
の
蛋
白
質
、

新
鮮
な
野
菜
、
果
物
、
海
草
は
十

分
に
●
味
つ
け
は
、
う
す
味
に

（
味
つ
け
が
こ
い
と
、
ご
は
ん
を

よ
け
い
に
食
べ
た
り
、
飲
み
も
の

な
ど
も
よ
け
い
に
と
り
す
ぎ
る
）

●
酒
も
カ
ロ
リ
ー
に
な
る
の
で
飲

み
す
ぎ
な
い

圏
運
動
は
…
…
…
●
手
足
だ
け
と

か
、
お
な
か
の
屈
伸
運
動
の
よ
う

な
体
の
部
分
的
な
運
動
で
な
く
、

歩
く
と
か
、
水
泳
な
ど
の
よ
う
に

全
身
運
動
か
よ
い
。
（
毎
日
汗
ば

む
程
度
の
運
動
を
）
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県民文
化大学 嬉鱚●塵か圃置され攣す

整理券は 10月 15 日から販売
この県民文化大学は、群馬の歴史と風土に根ざした特色のある県民文化の学習や、広く日本や国

際社会についての学習をとおして、県民すべてが生涯にわたり自己の能力や個性を発揮し、心豊か
にゆとりと活力をもって生活ができるよう、学習機会の拡充を図るために実施されるものです。

講師は次の四氏ですので多数の参加をお待ちしています。なお、整理券の申し込みは次のとお
りです。

►販売期間…• ••………• ••10 月 15 日～ 25 日（売り切れ次第締切り）
►整 理 券・・・・・・・・・・・・・・・・・ •500円 (4 講座資料代）

►購入方法………………公民館に直接来館するか、電話で申し込んでください。
►販 売 枚 数・・・・・・・・・・・、・・・・・・ •450枚

► 会 場・・・・・・・・・・・・・・・・・•中央公民館

11 月 7 日(±)
午後 7 時～ 8 時30分

毎日新聞社論説委員

塚本哲也

演題

「最近の政治の動き」

群馬県館林市生まれ。東京大学経済学部卒。毎日新聞社

に入社し、ウィーン特派員、西ドイツボン支局長を歴任。

オーストリア政府より文化功労として勲章を受ける。

現在毎日新聞社論説委員、東洋大学、日本大学の講師、

経済企画庁経済審議会委員、厚生省生活環境委員として活

躍中。

11 月 21 日(±)
午後 7 時～ 8 時30分

テレビドクター

近藤宏二
演題

「成人病の予防」

群馬県吾妻町生まれ。東京大学医学部卒業。厚生省母子

衛生課長、 NHK ラジオ・テレビドクターとして活躍。昭

和53年に藍綬褒章、 54年に文化放送賞を受ける。

主な著書に「人体と結核」 「長寿の百ヶ条」 「薬に頼ら

ぬ健康百科」などがある。

11 月 14 日(±)
午後 7 時～ 8 時30分

盲目のエレクトーン奏者

大島 彰

演奏と講演

ヽ

「音楽のつどい」

群馬県富岡市生まれ。群馬県立盲学校卒業。全国盲学音

楽コンクールのピアノの部で優勝。昭和 54年のブラジル移

民一世慰問演奏旅行はブラジルに大きな感動を与え、ブラ

ジル政府より日本人として初めて「カルロスゴメス勲章」

を受ける。同年12月エレクトーン連続 100 時間演奏の世界

記録を達成する。

~i 11 月 28 日(±)
午後 7 時～ 8 時30分

放送作家

ークヽ 落合恵子

ーゴラ 演題
ｷ--.: --r~ --

「自分を生きる」

栃木県宇都宮市生まれ。明治大学英米文学科卒業。株式

会社文化放送に入社し、ディスクジョッキーを担当し、大

いに人気を博する。その後文筆業に転向し子供の専門クレ

ヨンハウスを主宰したり、教育雑誌ペーパーナイフの編集

長として活躍。主な著書に「そっとさよなら」 「スプーン

一杯の幸せ」などかある。
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(8) 

'りItよう立ち直り
●昭和55年中の補導数

区～：～～～～ロニ： 昭和 55 年 昭和 54 年
月 IJ 年 比 較

増減数 増減率（％）
犯 罪 少 年

86 人 91 人 - 5 人 - 55% 
刑 (1 4 オ～ 19 オ）

法
触法少 年

47 20 + 27 +135 0 (1 3 オ以下）
犯

小 計 133 111 + 22 + 19.8 

> そ の 他 3 1 + 2 +200.0 

毒 劇 竺等 違反 36 30 + 6 + 20.0 犯 （シンナ 乱用）

ぐ犯・不良行為少年 745 401 +347 + 86.5 

計 917 543 +374 + 68 9 

人

900 

800 

700 

600 

500 

400 

620 .. 

過去 10 ヵ年の補導数の推移

629 

436 

726 

571 

917 

こ昭和55年 昭和54年 増 減
増滅率

(%) 

Iノl ヽ 年 (15) 27 oo) 20 +7 +35.0 

成 人 (16) 32 (24) 40 -8 -20.0 

計 (31) 59 (34) 60 -1 - 1.7 

少年の占める
45 8%  33.3% 

割 合

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 （年）

●家出少年

昨
年
群
馬
県
警
察
で
検
挙
し
た
少
年
は
二
万
四
一
四
八
人

で
前
年
と
比
較
し
て
三
千
六
人
の
増
、
率
に
し
て
一
四
・
ニ

％
の
増
で
し
た
。

し
か
し
、
館
林
警
察
署
管
内
に
お
い
て
は
異
常
と
い
え
る

六
八
・
九
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

増
加
傾
向
に
あ
る
少
年
非
行
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
館
林

警
察
署
管
内
の
五
十
五
年
中
の
補
導
状
況
を
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
青
少
年
を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
十
分
認
識
し
、

非
行
防
止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

注： ( ）内は女子を内数で示す。
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服
装
な
と
か
ら
見
だ

非
行
化
の
き
ざ
し

親
は
十
分
注
意
し
、
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
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少
年
非
行
は
全
体
的
に

前
年
に
比
べ
三
百
七
十
四

人
増
と
著
し
く
増
加
し
ま

し
た
。

特
に
憂
え
る
事
は
非
行

の
低
年
令
化
傾
向
が
一
層

は
っ
き
り
し
た
事
で
中
学

生
に
よ
る
万
引
・
自
転
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
盗
が
圧
倒
的

に
多
く
、
ま
た
、
シ
ン
ナ

ー
等
薬
物
乱
用
が
増
加
す

る
等
、
物
欲
し
さ
、
好
奇

心
に
よ
る
遊
び
型
非
行
が

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
出
に
つ
い
て

も
前
年
に
比
べ
少
年
の
占

め
る
割
合
が
―
ニ
・
五
％

と
増
加
、
し
か
も
女
子
の

方
が
多
く
、
現
代
っ
子
の

安
易
な
衝
動
的
な
家
出
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

青
の
芽
は
す
べ
て
の
子
供
に

「
息
子
を
非
行
か
ら
守
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
？
」
と
お

母
さ
ん
か
ら
、
よ
く
相
談
を
受
け
ま

す
。
で
も
、
は
た
と
返
事
に
困
っ
て

し
ま
い
「
特
効
薬
な
ん
て
あ
り
ま
せ

ん
よ
」
と
、
苦
し
ま
き
れ
に
答
え
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
に
た
ず
ね
る
お
母
さ
ん

の
胸
の
内
は
「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
」

と
い
う
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う

▼刑法犯検挙一覧表

で
す
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
「
非
行

の
芽
は
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
に
あ
る

ん
で
す
。
他
人
ご
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
よ
」
と
、
ほ
ん
と
う
は
声
を
大
に

し
て
言
い
た
い
の
で
す
。

わ
た
し
か
青
少
年
の
非
行
問
題
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

も
う
二
十
年
も
昔
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。
親
し
い
芸
人
仲
間
と
少
年
刑
務

所
を
慰
問
し
て
回
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
そ
れ
以
来
、
わ
た
し
は
子

供
番
組
一
筋
に
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
数
年
前
に
保
護
司
と
い

う
た
い
へ
ん
な
役
目
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
音
の
つ
き
合
い
が
大
切

非
行
少
年
の
一
人
ひ
と
り
に
話
を

聞
い
て
み
る
と
、
み
ん
な
や
さ
し
い

心
を
持
っ
た
少
年
た
ち
で
す
。
で
も
、

ど
こ
か
、
さ
び
し
げ
な
の
で
す
。
わ

た
し
は
い
つ
も
考
え
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
さ
び
し
さ
が
、
き

っ
と
非
行
に
走
ら
せ
る
ん
で
あ
ろ
う

と
…
…
。
「
子
供
が
非
行
の
道
に
走

る
か
、
す
く
す
く
育
つ
か
は
、
小
学

校
三
年
生
ご
ろ
ま
で
の
親
の
育
て
方

し
だ
い
」
と
い
う
の
か
、
二
十
年
の

体
験
か
ら
得
た
わ
た
し
の
持
論
で
す
。

こ
の
年
代
の
こ
ろ
ま
で
に
、
親
は

ふ
だ
ん
ど
れ
だ
け
子
供
と
本
音
で
話

し
合
い
、
つ
き
合
っ
て
き
た
か

少
年
非
行
の
問
題
は
こ
の
点
に
か
か

っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

心
の
中
に
“
ほ
ら
穴
“

非
行
少
年
の
多
く
に
共
通
し
て
い

〔
子
供
を
非
行
か
ら
守
る
た

9
上
」

親
と
し
て
、
隣
人
と
し
て

保
護
司
坂
本
新（

タ
レ
ン
ト
）

る
の
は
、
心
の
ど
こ
か
に
、
ぽ
っ
か

り
と
さ
び
し
い
＂
ほ
ら
穴

I
Iが
で
き

て
い
る
こ
と
で
す
。

ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
行
き
過
ぎ

た
放
任
主
義
ー
手
抜
き
ー
の
子
育
て

に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
手
取
り

罪］｀----ど一分 総 数 成 人 少 年 少る割年の合（占％め) 
枚メ几 人 2 2 

凶
強 盗 1 1 

亜じ‘ 放 火 1 1 

犯
強 か ん 5 5 

小 計 8 8 

暴 行 2 2 
粗

傷 害 6 6 

暴 脅 迫

犯
恐 か つ 7 2 5 71. 4 

4 ヽ 計 15 10 5 33.3 

窃 盗 260 136 124 47.7 

ぞ っ 物

詐 欺 2 2 
知

横 領 4 3 1 25.0 

能 偽 造

犯
背 任

4 ヽ 計 6 5 1 16 7 

風 と iよ｀‘ < 

俗 わ し、 せ つ 1 1 100 0 
犯 4 ヽ 計 1 1 100 0 

そ の 他 10 8 2 22.2 

合 計 300 167 133 44.3 

▼シンナー等乱用少年

こ
昭和 55 年 昭和 54 年 前年比較

人 員構成率（％） 人 員構成率（％） 増 減構成率（％）

言 中学生 7 19 4 +7 

高校生 11 30.6 (2) 6 20.0 +5 +83 3 

翡
その他 1 2.8 4 13.3 -3 -75 0 

4ヽ計 19 52 8 10 33.3 +9 +90 0 

有職少年 15 41. 7 (1) 17 56 7 -2 -11.8 

無職少年 (1) 2 5.5 3 10.0 -1 -33 3 

計 (1) 36 100 0 (3) 30 100.0 +6 +20.0 

兵
注

足
取
り
と
い
っ
た
過
保
護
が
原
因
な

の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
＂
心
の
空

洞
＂
は
親
と
子
の
心
の
触
れ
合
い
か

欠
け
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
し

ょ
う
。
「
立
派
な
人
間
に
な
れ
よ
」

「
勉
強
し
な
さ
い
よ
」
と
口
で
言
う

の
は
簡
単
で
す
。
し
か
し
、
建
前
だ

け
の
お
説
教
だ
け
で
は
、
子
供
の
心

に
響
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
例
え

ば
親
か
卒
先
し
て
読
書
に
取
り
組
む

な
ど
「
ほ
ら
、
お
父
さ
ん
も
勉
強
し

て
い
る
よ
」
と
態
度
で
示
す
こ
と
か
、

子
供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

第
一
歩
で
す
。

ま
た
、
両
親
か
忙
し
く
て
子
供
と

接
す
る
時
間
が
少
な
い
場
合
は
‘
せ

め
て
夕
食
を
共
に
し
な
が
ら
子
供
の

話
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
し
た
い
も

▼窃盗少年の手口別、学職別補導状況

の
で
す
。

血
の
通
つ
だ
親
子
の
交
流
を

こ
う
し
た
ふ
だ
ん
の
血
の
通
っ

た
交
流
の
積
み
重
ね
こ
そ
、
非
行
の

芽
を
つ
み
と
る
い
ち
ば
ん
の
近
道
で

す
。
も
し
、
不
幸
に
し
て
子
供
が
非

行
と
い
う
“
病
気
I
J
に
か
か
っ
た
ら
、

ま
ず
、
あ
せ
ら
な
い
こ
と
で
す
。
あ

わ
て
て
追
い
か
け
て
も
、
子
供
は
ソ

ッ
ポ
を
向
く
だ
け
と
い
う
こ
と

が
、
実
際
に
は
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
偽
り
の
な

い
親
の
生
き
方
を
見
せ
る
こ
と
も
、

l

つ
の
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て

「
自
分
の
人
生
は
自
分
で
生
き
て
い
く

し
か
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
た

せ
る
こ
と
、
そ
う
す
れ
ば
子
供
は
自

ら
立
ち
直
る
に
ち
か
い
あ
り
ま
せ
ん
。

注

）内は女子を内数で示す。

\ チロ 9,1
学生 生徒 有 無 構 削.. 増 増

小中高大そ小 職 職
計

成 年 減

学学校学の 少 少 率 同 率

生生生生他計 年 年 (%) 期 減 (%) 

乗 自動卓盗 3 - 3 -100 0 

オートバイ盗 24 2 26 21 0 13 + 13 + 100 0 
物
自転車盗 1 4 5 1 (1) 1 (1)12 9 7 (5)23 -11 - 47 8 

関 部 品 lm. ・大 2 2 1 6 2 
係
卓上ねらし、 4 6 10 8 1 2 + 8 +400 0 

工場荒し I (2) 2 (1)2 (3) 5 4 0 1 + 4 +400 0 
餃
出店荒し 3 (2)18 (2)21 17 0 1 + 20 + 2000 0 

入
あき巣ねらい 3 2 5 4 0 2 + 3 + 150 0 

盗
忍び込み 1 1 2 1 6 + 2 

犯
更衣主荒し 1 1 2 1 6 2 

かっばらし、 3 - 3 -100 0 

非+ 物 盗

f•よ 万 り 1 き 4 (7)14 (6)10 1 1 (2)4 (15)33 26 6 (28)41 - 8 - 19 5 

店舗荒し 2 2 1 6 4 - 2 - 50 0 
入

自動販売機荒し 3 4 3 2 2 + 2 + 100 0 

盗 置きり 1 き
犯 同 居 皿次

詐 欺 盗 9ｷ l - l -100 0 

計 16 (9)72 (6)18 2 (3)9 (3)7 (21)124 100 03)100 +24 + 24 0 

）内は女子を内数で示す。
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江
口
の
石
川
宗
祐
さ
ん
宅
の
玄
関

前
に
植
え
ら
れ
て
あ
る
ソ
テ
ッ
に
花

か
咲
き
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
石
川
さ
ん
か
十
二
年
前
、

庭
園
を
作
っ
た
と
き
に
植

え
た
四
株
の
一
株
゜

ソ
テ
ツ
の
花
は
黄
色
で

直
径
二
十

e
m、
高
さ
六
十

e
mで
先
か
丸
く
、
ま
る
で

大
砲
の
玉
の
よ
う
。

ソ
テ
ツ
は
雌
・
雄
異
株

で
‘
雌
は
赤
い
実
を
つ
け

る
が
、
石
川
さ
ん
の
は
つ

か
な
い
の
で
ど
う
や
ら
雄

ら
し
い
。

九
州
や
四
国
で
は
、
よ

く
咲
く
か
こ
の
地
方
で
は

珍
ら
し
く
、
近
所
の
人
も

「
こ
れ
か
ソ
テ
ツ
の
花
か
」

な
ど
と
め
ず
ら
し
か
っ
て

い
ま
し
た
。

き
た
＂
マ
コ
モ
馬
I
i

七
夕
の
時
に
作
る
マ

コ
モ
馬
は
、
こ
の
地
方

独
特
な
も
の
だ
そ
う
だ

か
、
今
で
は
作
る
家
も

少
な
く
さ
び
し
い
思
い

か
し
ま
す
。

こ
の
マ
コ
モ
馬
は
七

タ
か
終
わ
る
と
す
ぐ
川

に
流
す
家
も
あ
れ
ば
‘

一
年
間
保
管
し
て
お
く

家
、
さ
ら
に
も
捨
て
な

い
で
屋
根
裏
に
お
い
て

置
く
な
ど
、
こ
ん
な
小

さ
な
村
で
も
色
々
と
異

な
る
ん
で
す
ネ
。

な
つ
か
し
く
な
っ
て

珍
ら
し
い
ネ
。
ソ
テ
ツ
に
花
が
”
~

東小PTAが塗装の奉仕作業 カ
メ
ラ
―
―
ユ
ー
ス
①

東
小
学
校
P
T
A

の

役
員
の
人
達
は
、
鉄
棒
、

遊
具
な
ど
の
ペ
ン
キ
の

色
か
あ
せ
た
の
で
、
八

月
十
日
早
朝
よ
り
、
塗

装
の
奉
仕
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

父
兄
は
伯
れ
な
い
手

つ
き
で
、
汗
だ
く
に
な

り
な
か
ら
ペ
ン
キ
塗
り

に
は
げ
み
ま
し
た
。

「
囲
り
が
急
に
明
る

く
な
っ
た
ネ
」
だ
と
か

「
子
供
達
の
喜
ぶ
顔
が

浮
か
ん
で
く
る
よ
」
な

ど
と
口
ぐ
ち
に
話
し
な

が
ら
、
こ
の
日
の
奉
仕

作
業
を
終
え
ま
し
た
。

西
幼
稚
園
の
保
護
者
は
、
て
人
口
呼
吸
の
仕
方
を
勉
強

こ
の
程
緊
急
時
の
措
置
と
し
し
ま
し
た
。

万
が
＿
に
備
え
て
人
日
呼
吸
法
を
習
得

人
口
呼
吸
を
お
ば
え
て

お
き
、
い
ざ
と
い
う
時

に
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
こ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
で
、
こ

の
日
実
物
大
の
マ

ネ
キ
ン
を
利
用

し
て
習
い
ま

し
た
。

県
教
育
委
員
会
か
ら

の
委
託
を
受
け
県
内
の
民

俗
な
ど
に
つ
い
て
毎
年
一
回

、
調
査
を
行
う
上
毛
民
俗
学
会

く
（
上
野
団
長
他
十
五
名
）
か
、
本

年
度
は
明
和
村
に
来
て
八
月
六
日

か
ら
九
日
ま
で
集
中
聞
き
と
り
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

調
査
員
は
九
班
に
分
か
れ
、
民
俗
・

芸
能
・
民
具
・
民
家
な
ど
と
い
っ
た

も
の
を
古
老
か
ら
聞
き
出
し
ま
し
た
。

専
門
家
に
よ
る
本
格
的
な
調
査
だ

け
に
、
村
誌
蝙
さ
ん
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
る
本
村
と
し
て
は
、
そ
の
成
果

を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

専
門
家
が

民
俗
調
査
を

実
施
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西
幼
稚
園
で

ス
イ
カ
ち
ょ
う
ち
ん
を
作
る

台
風
十
五
号
は
八
月
二
十
三
日
関

東
地
方
の
一
部
を
通
っ
て
東
北
地
方

に
抜
け
ま
し
た
か
、
こ
の
影
響
で
明

和
特
産
の
梨
か
落
下
す
る
と
い
う
被

害
に
見
舞
れ
、
こ
れ
か
ら
の
本
格
的

出
荷
を
間
近
に
控
え
て
い
た
だ
け
に

栽
培
農
家
で
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
特
に
梨
で
は
高
級
品
と
い
わ
れ

る
＂
豊
水
"
I
I
幸
水
＂
に
被
害
か
集
中

し
、
被
害
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
ま

し
た
。

あ
る
農
家
の
人
は
「
朝
見
回
り
に

行
っ
た
時
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
な
く

安
心
し
て
い
た
か
、
朝
七
時
頃
風
向

き
か
西
風
に
変
わ
っ
た
と
た
ん
バ
タ

バ
タ
と
梨
か
落
ち
、
見
て
い
て
胸
か
え

ぐ
り
取
ら
れ
る
よ
う
だ
っ
た
」
そ
う

で
す
。

西
幼
稚
園
の
園
児
達
は
八
月
二
十

一
日
今
は
な
つ
か
し
い
ス
イ
カ
ち
ょ

う
ち
ん
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
ス
イ
カ
は
、
本
場
の
藪
塚
の

1
`
r
 

ヽ

人
が
特
別
に
寄
付
し
た
も

の
で
、
園
児
た
ち
は
、
大
き

な
ス
プ
ー
ン
で
内
側
を
き

れ
い
に
え
ぐ
り
と
り
ま
し

た
が
、
な
か
に
は
ス
。
フ
ー

ン
で
は
め
ん
ど
う
と
ば
か

り
に
素
手
で
と
る
園
児
も
。

出
来
あ
か
っ
た
ス
イ
カ

ち
ょ
う
ち
ん
を
こ
わ
さ
な

い
よ
う
に
と
大
事
そ
う
に

か
か
え
な
か
ら
家
に
持
ち

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
き

っ
と
家
で
は
、
風
流
の
あ

る
ス
イ
カ
ち
ょ
う
ち
ん
を

家
族
み
ん
な
で
楽
し
ん
だ

事
で
し
ょ
う
。

台
風
1
5号

梨
を
中
心
に
大
被
害

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
か
事
故
か
ら

あ
な
た
を
守
り
ま
す
。
と
明
和

村
交
対
協
で
は
、
八
月
十
七
日

朝
・
タ
の
一
時
間
ず
つ
大
佐
貫

と
、
上
江
黒
に
お
い
て
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
状
況
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
‘
調
査
対
象

者
干
八
十
二
台
の
う
ち
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
た
運
転

者
は
六
十
二
人
（
五
・
七
三
％
）

で
し
た
。
ま
た
‘
助
手
席
の
同
乗

者
一
一
一
百
八
十
人
の
う
ち
締
め
て

い
た
の
は
五
人
（
一
・
三
二
％
）

で
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
調
査

着
用
率
は
五
・
七
三
％

明
和
剣
友
会
（
会
長
原
口
典
也
）

は
八
月
二
日
、
三
日
東
毛
少
年
自
然

の
家
で
剣
道
の
強
化
合
宿
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
剣
道
の
進
級
審
査
を

控
え
て
腕
を
み
か
こ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
参
加
し
た
五
十
八
名

の
剣
士
達
は
、
集
団
で
の
合
宿
の

た
め
練
習
に
も
一
段
と
身
か
入
り

盛
ん
に
、
あ
ち
こ
ち
で
「
面
·
こ

手
・
胴
」
と
い
っ
た
、
は
げ
し
い

声
が
体
育
館
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま

し
た
。

進
級
試
験
を

控
え
て
強
化
合
宿

南
大
島
新
田
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
の
み
ど
り
会
（
会
長
栗
原

し
ん
）
で
は
八
月
七
日
、
リ
フ

ォ
ー
ム
の
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
男
物

の
古
Y

シ
ャ
ツ
か
ら
女
性
の
サ

か
っ
ぽ
う

ロ
ン
割
烹
着
、
エ
。
フ
ロ
ン
、
作

業
着
を
作
る
も
の
で
、
今
ま
で

は
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ
た

も
の
が
見
ち
が
え
る
ほ
ど
の
出

来
ば
え
に
。

出
来
あ
か
っ
た
の
を
着
て
「
こ

れ
な
ら
買
物
に
も
行
け
る
ね
]

だ
と
か
「
男
物
だ
か
ら
ゆ
っ
た

リ
と
し
て
い
て
仕
事
か
や
り
や

す
い
ね
」
な
ど
と
、
と
て
も
好
評

だ
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
会
で

し
た
。

と
っ
て
も
経
済
的

リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
会



昭和56年 9 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第240号 (12) 

終
戦
当
時
の
引
き
揚
げ
者
の
方
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還

あ
な
た
も
…
…

自
然
歩
道
づ
く
り
に
参
加
を

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ワ
•
愛
称
を
墓
集
—
|

環
境
庁
の
指
導
を
受
け
て
昭
和

五
十
七
年
か
ら
整
備
す
る
関
東
地

方
の
一
都
六
県
を
回
遊
す
る
首
都

圏
自
然
歩
道
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

及
び
愛
称
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
愛
称
の
部

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
が
、
上
陸

港
の
税
関
•
海
運
局
に
預
け
た
証

券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
還
さ
れ

た
も
の
を
保
管
し
て
い
ま
す
。
昭

和
二
十
八
年
九
月
か
ら
預
っ
て
い

た
通
貨
、
証
券
な
ど
の
返
還
に
努

め
て
い
ま
す
か
、
ま
だ
多
く
の
も

の
か
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
自
然
に
親
し
む
運

動
の
一
環
と
し
て
、
林
業
事
務
所

で
は
子
供
自
然
観
察
会
か
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者
小
学
四
年
生
か
ら
中

首
都
圏
自
然
歩
道
の
堅
い
イ
メ
ー

ジ
に
変
わ
る
、
だ
れ
に
で
も
親
し
め
る

愛
称
名
（
例
）0
0

の
み
ち

0
0
歩
道

▼
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
部

首
都
圏
自
然
歩
道
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
。

●
規
格
●
マ
ー
ク
の
大
き
さ
は
官
製

心
あ
た
り
の
方
は
、
上
陸
港
を
所

轄
す
る
税
関
、
最
寄
り
の
税
関
ま

た
は
大
蔵
省
関
税
局
輸
出
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
返
還
の
申
し
出
は
、
本

人
ば
か
り
で
な
く
家
族
の
方
で
も

で
き
ま
す
。
特
別
に
期
間
を
設
け

て
な
い
の
で
、
い
つ
で
も
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
自
然
観
察
会
の
実
施

学
三
年
生
ま
で
の
児
童
•
生
徒

▼
日
時
十
月
四
日
同

▼
観
察
地
及
び
集
合
場
所
邑
楽
町

多
々
良
沼
舟
着
場
午
前
九
時
集

合

十
月
三
十

ハ
ガ
キ
大

一
色

▼
応
募
締
切
日

一
日

▼
送
り
先
〒
―
―
―
七
一
群
馬
県

前
橋
市
大
手
町
一
＼
一
＼
一

群
馬
県
商
工
労
働
部
観
光
課

(
6
=―
―
七
―
-
|
-
―
―
＿
丁
ニ
ニ
）

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
勤

務
地
・
住
所
・
電
話
番
号
を

記
入
。
な
お
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
に
お
い
て
は
デ
ザ
イ
ン

の
テ
ー
マ
も
記
入
。

5
8年
あ
か
ぎ
国
体
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
こ
の
程
あ
か
ぎ
国
体
音

頭
（
上
州
さ
わ
や
か
音
頭
）
か
製
作

さ
れ
、
こ
の
振
り
付
け
講
習
会
が

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
習
得
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
踊
り
は
十
月
十
一

日
の
村
民
体
育
祭
の
時
に
踊
ら
れ

▼
観
察
植
物
・
水
中
・
野
生
動
物
・

昆
虫
等
の
観
察
と
フ
ィ
ル
ド
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
。

▼
応
募
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
令
・
学
年
・
男
女
別
・

保
護
者
氏
名
・
電
話
番
号
・
保
護

者
の
承
諾
印
を
押
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
兄
弟
・
小

▼
会

場

ま
す

▼
日
時

第
一
回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
十
月
二
十
五
日
（
日
）

▼
対
象
地
区
及
び
事
業
所
単
位
で

編
成
し
た
チ
ー
ム
（
人
数
が
不
足

の
チ
ー
ム
に
限
り
複
数
の
地
区
・

事
業
所
も
可
）
な
お
、
年
齢
は
四

十
歳
以
上
で
す
。

▼
申
し
込
み
十
月
十
五
日
ま
で
に

公
民
館
へ
。

九
月
十
九
日
・
ニ
十

六
日
・
十
月
三
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
七
時
三
十
分
か
ら

九
時
三
十
分
ま
で
で

す
。

中
央
公
民
館
講
堂

人
数
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
一
枚

の
ハ
ガ
キ
に
連
名
で
申
し
込
む

こ
と
。

▼
締
切
日
九
月
十
九
日
出
当

日
消
印
ま
で
有
効
。

▼
あ
て
先
〒
―
―
―
七
六
棚
生
市
相
生

町
ニ
ー
三
三
一
東
部
林
業
事

務
所
子
供
自
然
観
察
会
係

国
体
音
頭
の
振
り
付
け

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す

●
仙
用
色
数
は

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

N
H
K
学
園
社
会
通
信
講
座

5
6
年
度
秋
の
受
講
者
の
募
集

第
三
十
四
回
明
和
村
成
人
式
か

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
明
和

村
は
身
を
飾
る
よ
り
心
を
飾
る
事

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
白
と
黒
の
シ
ン
プ
ル
な
服
装
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
九
月
二
十
三
日
九
時
よ
り

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
該
当
者
昭
和
三
十
六
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
―
―
―
十
七
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

情
緒
障
害
児
の
理
解
を
深
め
る
だ
め
の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

最
近
、
情
緒
的
に
様
々
な
問
題

を
も
つ
子
ど
も
た
ち
か
社
会
的
に

注
目
さ
れ
、
そ
の
指
導
は
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
症
状

や
行
動
の
意
味
や
本
質
の
と
ら
え

方
、
治
療
指
導
法
な
ど
に
つ
い
て

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

N
H
K

学
園
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
秋
の
「
社
会
通
信
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ

ポ
ー
ト
の
添
削
か
中
心
で
、
だ
れ

で
も
自
宅
に
い
な
が
ら
自
分
の
都

合
の
よ
い
時
間
に
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
学
べ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。

講
座
は
「
書
道
」
「
硬
筆
」
「
母

と
子
の
硬
筆
」
「
簿
記
」
「
俳
句
」

「
文
章
」
「
絵
画
」
「
囲
碁
」
「
英

語
」
「
国
語
」
の
十
講
座
二
十
九

コ
ー
ス
で
、
自
分
の
力
量
に
適
し

た
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
か
で
き
ま

す
。ど

の
講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間

内
に
学
習
が
終
了
で
き
る
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
お
り
、
受
講
者
の
学

習
の
進
み
方
に
応
じ
て
調
整
で
き

る
よ
う
に
と
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
講
案
内
ご
希
望
の
方
は
、
〒

一
八
六
東
京
都
国
立
市
富
士
見

台
ニ
ー
三
六
N
H
K

学
園
社
会
通

信
教
育
係
（
~
o
四
二
五
ー
七
二

ー
三
一
五
一
）
へ
は
か
き
で
請
求
．

し
て
く
だ
さ
い
。

成
人
式
が

実
施
さ
れ
ま
す

▼
日
時
九
月
二
十
六
日
出

後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

▼
会
場
太
田
市
福
祉
会
館

▼
演
題
「
登
園
・
登
校
ぎ
ら
い
の

指
導
法
」
筑
波
大
学
心
理
学
系

教
授
内
山
喜
久
雄

午
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万
一
、
話
し
中
に
電
話
が
切
れ
た

場
合
、
す
ぐ
に
両
方
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
も
話
し
中
に
な
り
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
こ
ん

な
時
に
は
、
か
け
た
方
か
ら
か
け
直

し
、
相
手
の
方
が
出
た
ら
「
切
れ
た

よ
う
で
す
ね
。
」
と
一
言
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
ょ
う
。

受
け
た
方
が
し
ば
ら
く
待
つ
の
か

ル
ー
ル
で
す
。

も
し
も
し
の
電
話
料
金
が

日
曜
・
祝
日
は
割
引
に
”
~

電
々
公
社
で
は
、
昨
年
十
一
月
、

遠
距
離
区
間
を
中
心
に
深
夜
割
引
の

新
設
と
夜
間
割
引
の
改
定
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
さ
ら
に
昼
間
料

金
を
含
め
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
遠
距
離
通
話
料
の
値
下
げ
と
、

利
用
者
の
要
望
に
応
え
、
日
曜
‘
祝

日
の
割
引
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

▼
八
月
九
日
の
日
曜
日
か
ら
、
日
曜
、

祝
日
の
通
話
で
東
京
・
横
浜
な
ど
の

六
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ダ
イ

ャ
ル
通
話
を
対
象
に
、
昼
間
に
お
い

て
も
、
夜
間
割
引
と
同
様
に
約
四
割

引
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
一
0
0
番
通
話
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▼
八
月
五
日
か
ら
青
森
・
広
島
等
以

遠
の
遠
距
離
通
話
料
か
約
一
四
％
ー

一
七
％
値
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
館
林
電
報

電
話
局

(
6七
四
ー
ニ
九
九
一
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

途
中
で
切
れ
た
ら

か
け
た
方
か
ら

8
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レ
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感
謝
の
気
持
ち
は
、
卒
直
に
‘

心
を
こ
め
て
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
り
が
と
う
」
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
「
お
そ
れ
い
り
ま

す
」
「
こ
れ
は
ど
う
も
」
「
す
み

ま
せ
ん
」
相
手
や
事
柄
に

応
じ
て
、
丁
寧
に
言
う
に
も
、
簡

単
な
表
現
の
場
合
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
た
び
は
結
構
な
お
祝
い

を
頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
「
先
日
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
楽
し
い
休
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も

大
喜
び
で
し
た
」
な
ど
と
、
感
謝

す
る
理
由
を
付
け
加
え
て
言
う
の

か
普
通
で
す
。

通
り
一
遍
、
お
義
理
に
あ
い
さ

つ
を
↓
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る

: 

感
謝
は
心
を
こ
め
て
卒
直
に

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
障
害
年

金
、
母
子
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
で
、
氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た
り

年
金
を
受
け
取
る
郵
便
局
や
金
融
機

関
を
変
え
た
い
と
き
は
、
次
の
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

婚
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
た
と
き

に
は
「
国
民
年
金
受
給
者
氏
名
変
更

届
」
、
転
居
や
転
出
の
た
め
に
住
所

や
支
払
機
関
を
変
え
る
と
き
は
「
国

民
年
金
受
給
者
住
所
・
支
払
機
関
変

更
届
」
を
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
た
と
き

か
ら
十
四
日
以
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

の
は
い
け
ま
せ
ん
か
、
あ
ま
り
丁

寧
に
お
礼
を
言
お
う
と
し
て
、
お

お
げ
さ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
も
不

自
然
な
も
の
で
、
こ
こ
ら
が
、
呼

吸
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

お
礼
の
手
紙
は
で
き
る
だ
け
早

く
出
す
の
が
礼
儀
で
も
あ
り
、
ま

た
書
き
や
す
い
も
の
で
す
。

電
話
で
お
礼
を
言
う
場
合
も
同

じ
で
す
。
本
人
か
不
在
だ
っ
た
ら

と
り
あ
え
ず
伝
言
を
頼
ん
で
、
一

刻
も
早
く
お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え

て
お
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

道
を
歩
い
て
い
て
「
も
し
も
し

財
布
が
落
ち
ま
し
た
よ
」
な
ど
と

教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
場
合
、

と
っ
さ
の
こ
と
な
の
で
「
あ
っ
…

…
」
と
言
う
だ
け
で
お
礼
を
言
い

忘
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
ね
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

支
払
機
関
を

変
更
し
た
い
時
は

こ
れ
ら
の
届
け
出
が
遅
れ
た
り
、

忘
れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
払

い
も
遅
れ
た
り
‘
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
し
ま
す
。

氏
名
・
住
所
・
年
金
の
支
払
場
所

の
変
更
は
、
早
め
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
中
谷
の
坂
上
長
吉
さ
ん
は
、
温
泉

た
ま
ご
ゆ
で
器
（
一
台
十
五
万
九
千

円
相
当
）
を
、
公
民
館
に
一
台
、
保

育
園
に
一
台
、
役
場
に
一
台
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

▼
小
平
バ
ン
ド
（
代
表
小
平
健
一
）

は
社
会
福
祉
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と

社
会
福
祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
五

万
四
千
八
十
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

現
し
身
の
母
の
い
た
わ
ら
ず
逝
か
せ

し
を
悔
ひ
つ
つ
赤
き
迎
え
火
を
焚
く

石
村
艶
子

最
悪
の
状
態
思
ひ
し
時
未
子
の
顔
が

最
初
浮
か
べ
り
と
夫
明
る
＜
言
ふ

江
森
征
子

い
く
分
か
暑
さ
や
わ
ら
ぐ
昼
下
り
ミ

ン
ミ
ン
蝉
の
声
は
遠
か
り始

沢
良
子

眠
む
る
湖
も
明
神
太
鼓
に
酔
ひ
ゐ
た

り
灯
う
る
む
今
宵
湯
の
宿篠

木
よ
し

夏
期
休
暇
終
り
て
混
む
か
高
速
道
大

型
バ
ス
は
演
歌
流
し
つ

砂
賀
久
美
子

省エ字は
省マネー……⑦

換気扇

●換気扇のつけつばなしに

気をつけましょう。

(I 時間使用をへらすと）

月約 I. 2KWhで33円の節約

になります。

子
と
孫
の
取
り
来
し
蜆
利
根
川
の
浅

剣
の
如
く
水
強
く
吹
く

立
川
ツ
ヤ
子

次
々
と
受
賞
者
の
名
前
呼
ば
れ
た
り

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
光
に
起
立
す

立
川
ふ
さ

大
井
川
原
に
身
を
焼
き
果
て
し
知
り

人
を
川
面
に
顕
た
す
修
羅
哀
し
く
て

立
川
文
子

ひ
と
つ
手
順
た
が
へ
た
る
ら
し
獅
子

頭
の
振
り
戸
惑
ひ
ぬ
奉
納
さ
さ
ら
の

橋
本
悦
子

田
草
這
ふ
ひ
と
り
の
我
を
あ
わ
れ
む

か
声
過
ぎ
て
真
夏
の
焼
け
る
し
づ
け

さ

野
ロ
タ
カ

草
生
ひ
し
水
塚
残
れ
る
屋
敷
跡
帰
ら

ぬ
主
を
待
て
る
が
木
立
は
も野

村
初
枝

四
十
路
に
病
重
き
に
逝
き
た
り
し
形

見
に
抱
き
来
石
楠
花
の
鉢

蓮
見
タ
カ

読
書
す
る
我
が
子
は
指
を
な
め
を
り

て
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
母
と
読
み
合
ふ

横
塚
純
江

そ
れ
ぞ
れ
に
子
は
離
れ
ゆ
け
り
隣
家

も
夫
婦
と
な
れ
ば
灯
も
早
く
消
ゆ

峨
川
千
秋

氏
名

阿
部
性
一

松
本
高
次

佐
藻
滝
吉

秋
野
み
つ

ー
死
亡
ー

ー
出
生
ー

（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

野
中
千
紅
宗
次
郎
三
女
中
谷

7

月

1
5
日

今
成
洋
伸
一
三
男
中
谷

8

月
4

日

吉
本
由
佳
房
雄
長
女
大
輪

8

月
5

日

井
上
央
己
良
孝
二
女
中
谷

8

月
6

日

松
本
哲
也
進
長
男
千
津
井

8

月
6

日

鈴
木
征
人
武
美
長
男
新
里

8

月

1
2
日

橋
爪
弘
行
金
三
二
男
矢
島

8

月

1
9日

野
口
広
樹
輝
夫
二
男
南
大
島

8

月

1
9日

藤
井
香
澄
猛
二
女
梅
原

8

月

2
1日

（
敬
称
略
）

世
帯
主

年
令
地
区（
）
は
新

6
6
（
勝
治
）
斗
合
田

5
0
（
さ
か
）
大
輪

7
7
実
夫
梅
原

6
7
光
大
矢
島

死
亡
月
日

8

月
4
日

8

月
9

日

8

月

1
6日

8

月

1
8日

ぁ
虐
よ
｀

9
 .
.
 ,
 .
.
.
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昭和56年 9 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第 240号 (14) 

8月の

一貪ク
救急車出動回数
●交通事故 4 件
●急病 8 件

●その他 3 件

●計 15件

ご悶 館林邑楽地区 館林地区 明和

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

9 月 13 日
落合医院後豚康生医院浜田歯科医院 寺内医院 竹越医院
合(72) 0 I 6 0 合 (72) 3 9 7 5 合 (72) 0 7 I 6 増田医院合(72)1387 合 (72) 3 0 3 I 合 (84) 3 I 3 7 

曜

9 月 20 日
根岸，医院小倉医院早川医院 阿久津医院云{ 72 } 3315 永寿堂医院 館林地区が
合 (72)3262 合 (72) 0 6 0 6 合 (74) I 2 0 5 田内医院ff 72 3855 合 (72) 4 4 6 9 担当します

当
9 月 27 日 古屋（恒）医院大神医院平沢医院

須田医院云（72)0862 礫川堂医院 館林地区が
合0276(63)6161 合 0276(62)2200 合 0276(62)2290 多々良診療所云(72)3060 合 (74)0184 担当します

番

10 月 4 日
佐々木医院川田医院福田医院 大塚医院ff(72)0176 海宝医院 小西医院
合0276(62)2623 合 (72) 0 7 5 4 ff (86) 2 I 8 3 ゆたか医院ft(73) 7308 合 (72) 3 I 5 5 合 (86) 2 2 6 I 

医

10 月 11 日
真中医院 小倉医院 森下医院 後藤（愛）医院合{ 72 } 0134 津久井医院 館林地区が
合 (72) I 6 3 0 合 (72)0606 合 (73)4758 上野医院云 72 3330 合 (72) 3 3 I 6 担当します 時

県
で
は
明
和
村
・
館
林
市
・
板
倉

町
の
み
な
さ
ん
に
、
県
有
施
設
を
見

学
し
て
、
県
政
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た

め
「
県
有
施
設
見

学
」
の
参
加
者
を

次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
期
日
十
月
十

五
日
（
木
）

▼
対
象
村
内
在

住
の
方
（
子
供
の

同
伴
は
不
）

▼
定
員
五
十
人

（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
せ
ん
）

▼
乗
物
大
型
バ

ス
利
用

▼
費
用
無
料
（
昼

3 歳児検診が

実施されます

三
歳
児
検
診
が

次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

会
場
で
お
子
さ

ん
の
発
育
状
態
や

問
題
点
な
ど
を
記

入
し
て
い
た
だ
＜

事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
該
当
児
の

様
子
を
知
っ
て
い

る
人
か
母
子
手
帳

，
．
ー
を
持
参
し
て
検
診

を
受
け
て
く
だ
さ

、
。
し▼

日
時
九
月
三

十
日
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
午
後
二
時
ま
で
受
付

を
行
い
ま
す
。

▼
会
場
中
央
公
民
館

県
民
手
帳
・
農
業
日
誌
の

予
約
申
込
受
付
中

--------------------------------------------------------------------

ーす思怪

：〈三[ ! 
：、： 四口;

] 9/  :. るぴ ! 

]----------------------―了／一全――――そ―------------------]
村
で
は
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
三
ヵ

月
以
上
の
犬
を
お
持
ち
の
方
は
お
近

く
の
会
場
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

母
母
；
：
：
と
と
母
；
愈
母
息
心
母
一
鼠
＇
息
と
と
母
…
と
母
：
…
；
息
心
：
息

県有施設見学会

参加者の募集

▼
該
当
児
下
半
期
実
施
者
は
五
十

三
年
三
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。

昭
和
五
十
七
年
版
の
県
民
手
輯
、

農
業
日
誌
の
予
約
申
込
を
受
け
付
け

ま
す
。

県
民
手
輯
に
は
、
県
民
の
誰
も
か

知
り
た
い
興
味
あ
る
テ
ー
タ
か
集
録

し
て
あ
リ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
日
誌
に
は
、
最
近
の

農
林
漁
業
の
動
き
を
統
計
で
解
説
し

た
り
、
季
節
に
応
じ
た
新
し
い
農
業

技
術
な
ど
か
詳
し
く
書
か
れ
て
あ
り

ま
す
。

食
・
飲
物
な
ど
は
用
意
し
ま
す
）

▼
日
程
館
林
文
化
会
館
出
発
（
午

-99999999999999

•

999999999999999999999999999 

~
聴
覚
障
害
一

1

｛
の
治
療
は
⑤

~
早
期
発
見

｀
ロ
コ
ロ

ロ
ｷ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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'

-

近
く
、
申
込
回
覧
か
回
り
ま
す
の

で
希
望
者
は
氏
名
を
記
入
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
価
格
は
県
民
手
帳
か
三
百

太
田
児
童
相
談
所
や
医
師
に
よ
る

児
童

(
0歳
1

十
八
歳
未
満
）
に
関

す
る
相
談
や
各
種
の
診
断
を
無
料
で

行
な
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
九
月
十
八
日
⑤
午
前
十

時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

▼
相
談
内
容
排
泄
・
性
・
神
経
性

習
癖
•
か
ん
し
ゃ
く
・
言
語
な
ど

児
童
に
関
す
る
事
。

▼
会
場
中
央
公
民
館

児
童
の
巡
回
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す

円
。
農
業
日
誌
か
千
三
百
四
十
円
で

す
。

※
料
金登

録
済
の
犬
千
五
百
円

未
登
録
の
犬
三
千
五
百
円

今
月
の
納
税
は
固
定
資
産
税

第
三
期
、
国
民
年
金
第
三
期
及

び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
五
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
公
民
館

二
十
九
日
東
部
児
童
館

I
I

斗
合
田
集
落
（
セ
）

今
月
の
納
め

前
八
時
三
十
分
）
ー
県
庁
ー
県
民
会

館
ー
群
馬
の
森
ー
館
林
文
化
会
館
到

着
（
午
後
五
時
）

▼
申
し
込
み
方
法
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
九
月
三
十
日
ま
で

に
次
の
と
こ
ろ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
（
一
枚
に
二
名
連
記
ま
で
可
）

〒
三
七
四
館
林
市
仲
町
―
-
ー

1
0

館
林
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
（
6

七
ニ
ー
四
四
六
一
）

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
す
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

期 日 時 間 ノ云\ 場

午前 9 時～ 10 時 斗合田集落（セ）

10 月 6 日 午前 10時30分～ 11時30分 東部児童館

午後 1 時～ 3 時 江口集会所

10 月 7 日
午前 9 時 ～ 11 時30分 明和農協第 1

午後 1 時 ~ 3 時 矢島公民館

午前 9 時～ 10 時 南大島集会所

10 月 8 日 午前 10時30分～ 11時30分 梅原三島神杜

午後 1 時～ 3 時 役 場

適談 • • 

切員相 畠 日 ’X I ‘ 
なか談 時
助皆は 通i
言んさ料無館林時1 月9 事

[ 悩の で‘ ; 午後 1日7 故
み専 3 相

し‘ご門 時 午月｀＇lj 手。 との ま 吾叫火
に相で 10

• 

• 日月
畠 時伊lj

<
時 9 行政

1 月 .......... 

三 午後 1日6 `権人---9  
議至会 時ま3 午前 相談
で 10
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